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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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【旧きゆう精せい紀き】この星がまだ「地球」と呼よばれていた、科学文明時代のこと。大戦の末に滅めつ亡ぼうしたと伝えられる。

【新精紀】人が迎むかえた、新たな時代のこと。科学のかわりに、精せい霊れいと共に生きることを選んだ新世界。

【錬れん精せい術じゆつ】滅ほろびを招いた科学を忌いみ、捨すて去った人類が、新たに手にした力。人の精せい命めい力りよくを源みなもととして、文字、記号、図形などで世界に満ちる精霊の力を導みちびき、現げん象しようを具現化する。

【遺い跡せき】旧精紀に建けん造ぞうされた、千年経へても未いまだ残る、今は人の住まない廃はい墟きよ。主に大戦時に建造された、要よう塞さい施し設せつなどを示しめす。

【遺跡探求者ロスト・リサーチヤー】遺跡に侵しん入にゆうし、禁きん忌きである科学を解かい析せきしようとする、異い端たん者しや。





《信しん精せい帝てい國こく標ひよう準じゆん辞書より抜ばつ粋すい》　









　【プロローグ】







　夜空に浮うかぶ、蒼あおと銀の月の輝かがやき。

　その大小二つの月を見上げる、銀ぎん髪ぱつの、幼おさない女の子がいた。

　──女の子は自分が住む神しん殿でんの、だだっ広い平らな屋根の上で、ひとり泣いていた。自分が「いらない子」だったから。

　人の強い意い志し力をエネルギー源げんとし、世界にあふれる精霊の助力を得る「錬精」の術。程てい度どの差こそあれ、この時代なら誰だれでも使えるはずのそれを、まったく使えなかったから。

　どうしてできないの？　みんなができることなのに。双ふた子ごに生まれた妹なんか、もっとすごい特別な力を、お母さんから受け継ついだのに……。

　だから、女の子は鼻をすする。銀色の瞳ひとみいっぱいに涙なみだをためて。見上げた二つのお月さまが、ゆらゆらゆらりとにじんでいた。

　けれども。自分の髪かみや瞳と同じ色の、銀に輝く小さな月。そこに何かの影かげが生まれたことに、女の子はふと気付いた。

　それは、一気に大きくなる。真まっ直すぐ、こっちに向かって。

　えっ、と呟つぶやく間もなく。目の前にどしんと降おり立ったのは、逞たくましい男だった。

　ぼさぼさの長い銀髪を後ろに縛しばった無ぶ精しようひげの顔つきと、その広い肩かた幅はばを、女の子が忘わすれるはずもない。それはいつもふらりと出ていっては、またふらりと帰ってくる、自分の父親であった。

「おう、なんだ。天てん華かか」

　あまりの登場の仕方に目を白黒させる女の子の前で、しかし父は平然と、そんな声をかけてくる。そして、背せ中なかのリュックいっぱいに詰つまった科学の遺物を、その場に降ろした。ものすごい数だ。また神殿の隠かくし部屋に、こっそりためておくのだろう。

　父は、この精霊の世界にあって、特別な異端者──遺跡探求者ロスト・リサーチヤーを生業なりわいとするものなのである。

　もっとも、まだ幼い子こ供どもでしかない女の子には、よくはわかっていないのだけれども。

「お前、どうした？　こんなところで」

　そんな父は、女の子の涙に気が付いて、乱らん雑ざつに頭をなで回す。自分と同じ銀色の眼まな差ざしが、やさしく光をたたえていた。

　だから。女の子は、時折涙に詰まりながらも話した。自分が錬精の使えない体たい質しつであることを──。

「そうか。……錬精音おん痴ちってことか」

　父は、女の子を膝ひざの上に座すわらせて、ふむ、と伸のびた顎あごひげを触さわった。

「お前は、おれに似にたんだな」

　えっ？　女の子はきょとんと、父の顔を見上げる。それって……。

　お父さんも、錬精術が使えないの？

「ああ、使えない。これっぽっちもな」

　女の子の疑ぎ問もんに、同じ銀の髪と瞳を持つ父は、胸むねを張はって応こたえた。

　平気なの？　お父さんは。……錬精術が使えなくて。

「ああ、平気だ」

　父は、噓うそのない目で簡かん潔けつに返す。そして。

「どうでもいいさ」

　そう言った。力強い言葉だった。

「それに、そもそも必要ないからな。おれの仕事にはな」

　ほら、見てみろよ。と、父がリュックの口を開ける。古びた遺い跡せきから持ってきた無ぶ骨こつな機器が、どんどん出てきた。

　それらを、元来寡か黙もくな方である父が、珍めずらしく饒じよう舌ぜつに説明してくれる。これは七百年代のディスクなのだ。とか、これは小型の携けい帯たい端たん末まつだな。とか、こっちはきっと武ぶ器きの一種だろうな。だから、お前は触るな、とか。

　……楽しそう。女の子は、素す直なおにそう呟いた。

　ああ、と父も大きく頷うなずく。

「楽しいぜ。遺跡にはいっぱい謎なぞが転がってるからな。しかも、ちゃんと答付きでだ。なにしろ元は、人の造つくったものだからな。……科学をやたらと忌いみ嫌きらう、今の世の中じゃあ、あんまり理り解かいはされないが──でも、見てみろよ。天華」

　父は、女の子の視し線せんを真上に誘さそった。漆しつ黒こくの天に浮うかぶ二つの月のうち、小さな銀色の方を指さして。

「──あそこに浮かぶ銀の小月は、科学の時代に人が造ったものなんだとさ」

　すごいだろう、と父が囁ささやく。

「どうしてあんなものを造ったのか、もう誰も知らない。でも、絶ぜつ対たいに理由はあるんだ」

　そういうの、解とき明かしてみたいって思うだろ？　父は真っ直ぐ、澄すんだ夜空を見上げた。

　その呟きに含ふくまれる響ひびきは。すでに、娘むすめに諭さとすだけのものではなかった。──だから。女の子は、どきどきしていた。小さな銀の瞳ひとみで、同じ色をした、父の瞳と月とを見やる。

　いつしか──なんだか。もう、どうでもよくなっていた。錬れん精せい術じゆつが使えないなんて、ちっぽけなことは。涙なみだももう、止まっていた。

　そして、お父さん。と、女の子はそっと口を開く。あたしも、お父さんみたいになれるかなあ？

　お父さんが言うような世界を、あたしも知ってみたい。

「なんだ？　そりゃあ、おれみたいな遺跡探求者ロスト・リサーチヤーになりたいってことか？」

　こくん。幼おさないながらも女の子は、銀髪を揺ゆらしてしっかりと、父に向かって頷いてみせた。

　父は、快かい活かつに笑った。

「言っとくが、おれは一流だぞ？　お前、おれのところまで来るつもりか？」

　うん。女の子は迷まよいなく、もう一度首を縦たてに振ふった。がんばるよ。いっしょうけんめい！　……だから。なれるかな？

「……やってみな」

　なれるさ、なんて簡かん単たんな台詞せりふは、父は言わなかった。

　ただ最後にひとつ、もう一度だけ。女の子の頭を無骨な手で、乱雑になでたのだった。







「……父さん」

　そんな呟つぶやきが、天華の薄うすい唇くちびるから漏もれた。

　錆さびとカビとのにおいが漂ただよう、機械の詰つまった闇やみの中で。十六歳さいの肢し体たいを折り畳たたみ、胸に携帯コンピュータを抱だいたまま、銀の眼まな差ざしが、真まっ直すぐ頭上を向いていた。

　ここは、底すら見えぬ大だい渓けい谷こくに倒たおれ込こんだ、科学の遺跡の体内だった。その内部にひとり侵しん入にゆうして、ふと視線を投げた真上──。そこに、天華は見てしまったのだ。

　銀色の瞳を覆おおう、遺物を調整した、手て製せいの暗視ゴーグル。それを外していてもはっきりとわかる、亀き裂れつから覗のぞく、蒼あおと銀の二つの煌きらめき。ここまで届とどく月光だった。

　その淡あわい光に、なぜ？　どうして、父を思い出すのか……。

　きっとそれは、父の膝ひざで見上げた、あのときのことを思い出すから。自分が今──この古びた機械と油と樹じゆ脂しとがひしめく闇にいる、理由だから。なんて。

「って、なにをあたしは、ひとりでしんみりしちゃってるんだか。まったくもうっ」

　ゴーグルをしっかりと装そう着ちやくして。月光をはじく手てつ甲こうの手で、てへへ、と軽く頭を小こ突づいて、天華はぺろりと舌したを出した。

「こんなの、ガラじゃないもんねっ」

　だから。天華は二つ折りになった、小型の携けい帯たいコンピュータを展てん開かいさせた。自動で２Ｄ画面が起動し、闇の中で光を孕はらむ。ごてごてと増ぞう設せつした追加パーツから、接せつ続ぞく用のケーブルを引き出し、横にあった機器へと差し込んだ。遺い跡せきの中ちゆう枢すうコンピュータだ。

　もっとも、旧きゆう精せい紀きから千年以上もの時を経へたそれは、今は動いていないのだけれども。

　だが。遺跡自体に、低くて重い震ふるえが宿った。──復ふつ活かつの鳴動だ。

　渓けい谷こくを跨またぐように朽くちた、倒とう木ぼく状じようの遺跡。その崖がけ側に残った基き部ぶで、相あい棒ぼうのヤツが動力炉ろを復活させてくれたのだ。

「さっすが、あたしの相棒っ」

　日に焼けた鼻の頭を、てへへ、とこする。

「さて、ちゃっちゃとやっちゃいますか！」

　すでに携帯コンピュータの画面では、遺跡コンピュータへのアクセスが始まっていた。遺跡内部に蓄ちく積せきされていたデータを解かい析せきして。画面にすぐに、いくつもの情じよう報ほうがあふれ出した。

　よっし！　遺跡の防ぼう護ごプログラムも問題ない。遺跡の構こう造ぞうから、おおよその製造年代を把は握あくして。あらかじめ、適てき合ごうするシステムを携帯コンピュータに入れておいたのだ。

　そして。次々に遺跡のコンピュータが、隠かくしていた全すべてをさらけ出す。

　ふと。その中のひとつに、天華の興きよう味みが強く惹ひかれた。

「あれっ。これって……衛えい星せい通信との、コンタクト回線？」

　概がい要ようが、画面にぱっと瞬またたいた。今は誰も行くことのできない宇う宙ちゆうに浮うかぶ、人工衛星の軌き道どうが表ひよう示じされた。

　すごい、と天華は息を吞のむ。

「この回線って、まだ使えるの？　ええと、でも、接続は切られたままなんだ。ふうん」

　だったら。よっし、と天華は画面の光を受けるゴーグル越ごしに、目を細めた。

「接続を復活させて、周波数さえ合わせれば……。あたしの携帯端たん末まつでも、使えるってことだよねっ」

　言うやいなや、十本の指が携帯コンピュータのキーパネルを走る。繫つながるケーブルを通して、遺跡のシステムが、震えをあげて唸うなり始めた。天華からの指令を受けて、制せい御ぎよコンピュータの全てが起動したのだ。

　そして、衛星とのコンタクトが行われる。

『──衛星回線ユグドラシル・ネット、覚かく醒せい完かん了りよう──』

　古代言語アルフアベツトでそう表示されたのは、60秒後きっかりだった。

「やったね！　あははっ！」

　天華は、両手の手甲をうち鳴らした。

「これって、すごい発はつ掘くつだよね？　だってこれを使えば、理り論ろん上は、世界中にコンピュータを介かいして、文字データとか送れるんでしょ？　うーん、我われながらすっごい収しゆう穫かくじゃん！　ほんと！」

　そして。そうだよ、とふいに思い立つ。

「うん、そうだ。……だったら、これを使えば──白はつ華かの携けい帯たい端たん末まつに、メールが送れちゃうんじゃない？」

　天華の頭に、たった一人の妹のことが思い出される。自分と、双ふた子ごに生まれた少女。──しかし、自分とは、まったく異ことなる世界を持つ娘むすめ。

　けれども、一番大事な妹。

（そういえば……そっか。もう半年にもなるんだっけ？　あたしが、あの子を置いて、神しん殿でんを飛び出してから……）

　天華は、コンピュータのメール機き能のうを呼よび出した。画面に無地のページが開かれる。

「さあて。一発、白華に久ひさしぶりに、あたしからのメールを送ってあげますか！　……って、あの子、自分の端末の隠かくし場所、ちゃんと憶おぼえてるかなあ？　ま、なんとかなるか」

　天華はすぐにメールを書き始める。

　と、その手を途と中ちゆうで止めて。おっと、と天華はポケットから、小さなナイフを取り出した。頑がん丈じようさがとりえの、折り畳たたみ式ナイフである。

「忘わすれないうちに、っとね！」

　そのナイフで、がりがりと手近な樹じゆ脂し壁へきに傷きずを付けた。円を描えがき、翼つばさを生やす。

　──遺跡探求者ロスト・リサーチヤーがそれぞれ持っている、遺跡の攻こう略りやくを示しめす、自分のサインマークである。

　よっし、ときれいにかけたことを確かく認にんして。天華はメールをまた紡つむぐため、キーパネルに指を降おろした。

　だが。

「あ、あれっ？」

　天華は鼻をひくひくさせる。焦こげ臭くさいにおいがいつの間にか、辺りに充じゆう満まんし始めていた。

　それは。目の前の、遺跡のコンピュータからのものだった。

　白はく煙えんが、闇やみの中に噴ふき出ていた。

「う、噓うそお？　ち、ちょっと、これって！」

　やばいんじゃあ？　咄とつ嗟さの勘かんがそう告げる。だから。天華は接せつ続ぞくケーブルを引き抜ぬき、携帯コンピュータを抱かかえて。慌あわてて外へと飛び出した。──その直後。

　背はい後ごでコンピュータが、爆ばく発はつと共に火か炎えんをあげた。動力部から注がれる久ひさ方かたぶりのエネルギーに、古びた体が音ねをあげたのだ。

　そして──遺い跡せきの崩ほう壊かいが始まった。

「きゃああっ！　な、なになになにいっ!?」

　もともと、朽くちて大地に倒たおれた遺跡だ。脆もろいと評ひよう判ばんだったのだ。

　それを証しよう明めいするかのように。崖がけを跨またいでいた遺跡が、中央から炎ほのおを噴き出し、装そう甲こうを吹ふき飛ばす。自重に歪ゆがみ、ひどい声をあげながら、真下の崖へと体を折った。

「このッ!!」

　足場が折れ曲がる瞬しゆん間かん。天華は大きく振ふりかぶり、両りよう腕うでを壁かべへと叩たたきつけた。

　腕を拳こぶしから肘ひじまで覆おおうのは、何枚まいもの軽けい金きん属ぞく板ばんを折り重ねた装甲だ。鋭するどい角度の一いち撃げきに、朽ちた樹脂壁はまるごと外れて、穴あなを空けた。

　そこから暗視ゴーグル越しに見えるのは、どこまでも深い谷底だった。

「よいしょ、っとお！」

　天華は身軽に飛び出し、どうにか遺跡の上部に這はい上がる。

　けれども、円柱型の遺跡は、崩壊の叫さけびをやめなかった。足元が、どんどんと急角度になっていく。

「ちょ、ちょっと待って待って待ってえええっ!!」

　天華は必死に、遺跡の上を駆かけ抜けた。そして、間かん一いつ髪ぱつ。崖の上に残った、遺跡の基き部ぶへと滑すべり込こむ。

　──逃にげ切った後ろで、空気を揺ゆるがせて。錆さびた機械の骸むくろが、大地の亀き裂れつへと飲み込まれていった。

　長い長い轟ごう音おんの後。ようやく、静せい寂じやくが訪おとずれる。

「あ、あー、し、しんど……う、ううっ。お、お尻しりがあぁ」

　痛いたいよう。怪け我がはないけれど、お尻から滑り込んだ影えい響きようが、ちょっとあった。

　そんな自分を見下ろすのは、折れた遺跡の裂れつ傷しようから見える、夜空に浮うかんだ二つの月たち。それと。

「──どうした、天華？」

　裂傷から覗のぞき込んできた、ひとつの小こ柄がらな影かげだった。

　十歳さい程てい度どの、まだ成長期に入っていない、整った顔立ちをした美少年である。きれいな肌はだが褐かつ色しよくならば、首元までをも包む着衣やブーツ、手て袋ぶくろまでもが黒一色。そして、その深い瞳ひとみすらも。

　そして。月明かりの逆ぎやつ光こうを受ける少年は、どこか年相そう応おうでない雰ふん囲い気きを持っていた。

「ひどい姿すがただな」

「別にっ。大したことないってば」

　天華は埃ほこりにまみれた顔ながら、にやりと強気に笑ってみせた。ちゃんとデータはとってきたし、と懐ふところから、メールも書きかけだった、携帯コンピュータを取り出してみせる。

「ほらほら、すごいよ。衛えい星せい回線ネットワークってゆーんだけどね？」

「ああ、そうか」

「これを使えばさ、なんと、白華にメールが送れちゃうんだよっ」

「そうか」

「──あ、そうだ。ねえＧジー。ついでにあんたも書いてみる？」

「必要ない」

「あ、あっそう……」

　Ｇという名の褐色の少年の、愛あい想そのひとつもない返事に。さすがに、天華は辟へき易えきする。

　もっとも。彼は普ふ段だんから、この調子なのだけれど。

「それより、いつまでそこにいるつもりだ」

「……わかってますよーだ。今そっちに上がるよっ」
















　その前に。お尻の痛みを我が慢まんして起き上がりながら、天華は素す早ばやくメールの続きを打ち込こんでいく。

　いろいろ書きたいことはあった。……でも。なんだか、たくさんありすぎて。今はうまくまとまらない。

「ま、いっか」

　簡かん単たんに文章を書き上げて。天華は、メールを送信した。

　文字データが、遥はるか頭上の衛星回線へと転送されていく。それは決して、目に見えるものではないのだけれど。自然と天華は、遠い夜空を真まっ直すぐ見上げた。──そして。

　ぱんっ。手甲の両手で頰ほおを打った。

　じん、とした痛みと共に、自分の中に鋭するどさが宿る。分ぶ厚あついゴーグルの下で、銀の瞳に元気が満ちた。

「うし！　さぁて、またがんばりますかっ」

　天華は自分の瞳と同じ、銀色の月を見上げ、白い歯を見せる。

「次の遺跡が、すぐまたあたしを待ってるってね！」

　優ゆう秀しゆうな父を越こえる、一流の遺跡探求者ロスト・リサーチヤーを目指すために。







　【第一章】　海底遺い跡せきにご注意を？
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　科学を捨すて去り、自然と──精せい霊れいたちと折り合いを付けながら、文明を築きずいていく道を選んだ人類。その点てん在ざいする生活圏けんは、精霊信しん仰こうを中心として、ひとつの国を作り上げた。

　それが中央大陸に唯ゆい一いつ存そん在ざいする人の大国、『信しん精せい帝てい國こく』である。

　帝國の首都「精霊都市」。石いし畳だたみと水路とが放ほう射しや状じように広がるこの街には、およそ75万人の民が住み、軍に守られている。そしてその中央には、いくつもの塔とうが折り重なった、巨きよ大だいな精霊神しん殿でんがあるのだった。

　──透すき通るような、黒より深い、濃こい紫むらさき色いろの夜。空には欠けていびつな「蒼あおの月」と、脇わきに輝かがやく「銀の小月」とが浮うかんでいる。

　二つの月が見下ろす、天てん井じようのない神殿の通路。装そう飾しよくの施ほどこされた石柱だけが並ならぶそこを、艶つややかに長い白はく髪はつを持つ、裾すその長い装しよう束ぞくに身を包んだ少女は歩いていた。

　世界で唯一、精霊の姿を目もく視しすることのできる瞳──金色の『龍りゆう眼がん』を持つ、精霊巫み女この少女。──白はつ華か。

　母から受け継ついだ才さい能のうであるその「精霊詠よみ」の力は、帝國にとって必要不ふ可か欠けつなものだ。人々は巫女である彼女を通し、精霊との対話を聞く。天てん災さいを回かい避ひし、自然との共生をはかる。故ゆえに、精霊巫女の存在こそ、帝國の「平和」の象しよう徴ちようなのであった。

　だから。今こうして通路を歩くすぐ後ろを、二人の女おんな僧そう兵へいが警けい護ごにつく。そして、決して神殿から外に出ることも許ゆるされない。それが精霊巫女の、束そく縛ばくされた生活なのだった。

　もっとも。白華本人にとっては、自分が特別な存在なんて、自覚は少しもないのだけれど。

（どうってことないんだけどな）

　そんなことを、いつも思う。自分は生まれつき、精霊さんたちと仲がいいってだけなのだ。

　今も──蒼と銀の、二つの月光が降ふり注ぐ下。淡たん色しよくに染そめられた闇やみの精霊が、ひょこひょこと自分の前を歩いていた。

　その動きがおかしくて。白華はつい足を止め、ふふっと笑えみをこぼしてしまう。

「どうかされましたか、姫ひめ巫女様？」

「あ、いえ。なんでもないですよ」

　女僧の問いかけにやわらかく返して、白華は再ふたたび歩き出す。しかしちょっと、残念そうにも思いながら。

（……姉様なら、こんなとき、いつもわかってくれるのにな）

　ふくらみの少ない胸むねにふいに宿った、そんな想おもいがあったから。

「──なに、白華。あんたまた、なんかの精霊でもみてんの？　もう、ぼーっとしちゃってえ」

　そんなことを言って、頭をやさしくなでてくれるのだ。だから、白華はそっと頰をゆるめた。

（そういえば……もう、半年近くになるんだ。姉様がここを出て、父様の後を追っていったのは）

　久ひさ方かたぶりに思い出した双ふた子ごの姉のことを、白華はそっとかみしめた。

　けれどそれは、予よ兆ちようだったのかもしれない。

　──あれっ？　通路の奥おく、神殿の中ちゆう枢すう部ぶに位置する巫女の部屋。その障しよう子じ張ばりの円まるい扉とびらの前で、なにより白華は見てしまった。

　それは、せわしなく白華を部屋に招まねく、数多あまたの精霊たちだった。

　扉の外で寝ねずの警につく女僧兵を残して、白華は静かに障子戸を閉しめる。

　頭上に開けられた、唯一の天てん窓まどから差し込む月明かり。その下で、やわらかく盛もり上がるシーツの波と、部屋の隅すみに通された清水の水流が壁かべから染しみ落ち、新緑の若わか木きを育てていた。そして。透き通る水たまりの上に、波は紋もんがいくつも揺ゆれていた。小さな水の精霊たちが、団だん体たいで騒さわいでいるのだ。

「どうしたの？　お水さん」

　白華は金の瞳ひとみをしばたたかせ、傍かたわらにかがみ込んだ。と、すぐに気が付く。水の中に、奇き妙みような光があふれていることに。

　それは水面が反はん射しやする月光とはまるで違ちがう、人工的な光であった。

　あっ、と遠い記き憶おくがほころぶ。白華は冷たい水の中に、真っ白な手を差し込んだ。すぐに、こつんとした手て応ごたえが返ってくる。

　そこにあったのは、姉が昔渡わたしてくれた、携けい帯たいコンピュータであった。二つ折りになった隙すき間まから、画面の光が漏もれていた。

　画面を開くと。そこには、一通のメールの受信記録が輝いていた。

「わ、これって！……あ」

　思わず大きな声を出し、しかし慌あわてて口をつぐむ。障子戸の向こうにいる、夜警に立つ僧兵たちのことを気にして。

　しかし、それより早く。風の精せい霊れいがふわりと動いた。障子の前に、見えない厚あつい壁をつくる。音が外に通らぬように。そして、闇の精霊たちが、ぱっと弾はじけた。白華の周りをふんわりと包み、画面の光を抑おさえ込んでくれる。

　ありがとうっ。白華は感かん謝しやの笑みを、彼らに返した。

「巫女の部屋に遺い物ぶつがあるなんて知れたら、大騒ぎになっちゃうもんね。……でもべつに、どうってことないんだけどな」

　ねぇ、と精霊たちをなでながら、白華は呟つぶやく。

　科学の遺物は、精霊の力の障さわりになる、と俗ぞくに信じられている。しかしそんなことはないことを、白華は誰だれより知っていた。

　むしろ、精霊たちは、無む邪じや気きで好こう奇き心しん旺おう盛せいなのだ。画面を興きよう味み津しん々しんで覗のぞき込み、くるくるくるりとはしゃいでいた。

「うん、わかってるよ。そうあわてないで」

　いま開くからね。精霊たちに催さい促そくされて、白華は画面に指をなぞらせた。

　そして。そんな小さな動きを読み取って、文字データが画面の中に解とき放たれたのだった。







［TENKA>>>>>>> HAKKA　　　YGGDRASILL- NET］

　ちーすっ。白華、元気？

　あたしはモチロン、元気のカタマリだよ！

　父さんのあとを追いかけて、ちゃんと立りつ派ぱに遺い跡せき探たん求きゆう者しややってまーす。

　ふふ、いきなりの通信でおどろいたかな？　実はさっきもぐった遺い跡せきで、こうやってそっちにメールが送れるアクセスデータを手に入れたんだよ。衛えい星せい通信を使ったネットワークシステムなんだけど。……って、白華にはわかんないか。ごめんごめん！

　けどなんにせよ、これからはこうして、昔みたいにメールのやりとりができるようになったわけです。

　……といっても携帯端たん末まつの転送流量はそんなに速くないから、お互たがいのメールが届とどくまで、ちょっと時間差ができちゃうみたいだけどね。ま、それはそれで！

　それにしても。うーん、いっぱい書きたいこと、あるんだけどなあ。この半年間、いろんなことがあったんだよ。あたしたちが知らない、父さんについてのことも、いっぱい知ったんだよ。

　でも。ううん、いっぱいありすぎて、なんかまとまらないや。あははっ。

　ま。あたしは、だいじょーぶです！

　また、すぐに次の遺跡にもぐる予定です。なんでも湾わん岸がん都市の近くの海底で、新しい遺跡が発見されたんだって。こーゆーのって、早い者勝ちだもんね。がんばっちゃいます。

　またくわしい話は、ちょっとずつ書いていくね？　んじゃ、またね！


《天てん華か》　　



　……そうそう。

　今さっきＧジーのヤツにも、なんか書いてみない？　っていったんだけど、「必要ない」だって。

　まったく、ほんとに相変わらずなんだから。ねえ？

［System- mail　　　　　　39990704/ 0823PM］








「やっぱり！　姉様からのだっ」

　白華の頰ほおが、ぱっと華はなやぐ。思わず画面を抱かかえそのままころりと、やわらかな寝ね床どこに転がった。仰あお向むけになり、映うつる文字を何度も見上げる。

　そこには、まったく変わらない姉の元気な様子があった。

（うん。……ぜんぜん変わってない）

　白華はそっと微笑ほほえんだ。半年前突とつ然ぜんに、神しん殿でんを飛び出したあの日から。ううん。

　こうして、昔こっそりと、二人でメール通信をしていたときから。

　──もう、八年ほど前にもなるのかな……。白華は記き憶おくを探さぐり出す。母が病で亡なくなったときのことを。

　先代の巫み女こである母が倒たおれてすぐ。精霊詠よみの才を体たい質しつ的に受け継ついだ白華は、まだ八つに満たない幼おさない身ながらも、新たな精霊巫女として、その役につかねばならなかった。そして修しゆ行ぎようのために、一月もの間、封ふう鎖さされた空間での、たったひとりの生活を強しいられたのだ。

　もちろん物心ついたときから、白華は自分の特とく殊しゆな能のう力りよくが、この国において唯ゆい一いつ無二なものであることを常つね々づね教えられていた。これは、人々の──みんなのためにあるものなのだと。

　それでも。突とつ然ぜん失った母への哀かなしみと、ひとりぼっちの心細さは、耐たえられるものではなかった。たとえいつものように、多くの精せい霊れいたちが、側そばで見守っていてくれても。

　そんな折に。世話役の僧そう侶りよたちの目を盗ぬすんで、姉の天てん華かがこっそりと手て渡わたしてくれたのが、この携けい帯たいコンピュータであった。

「あたしはさ。白華と違って、母さんの才能、受け継がなかったから……」

　双ふた子ごに生まれた姉なのに、これくらいしかできないから。姉は小さく笑って言った。

「──ううん。だいじょうぶだよ、姉様」

　白華は画面に向かって、あのときと同じ台詞せりふをぽつりとこぼした。だって。……ひとりじゃないから。離はなれていても、こうして、いつも姉様が想おもっていてくれるから。その想いを感じられるから。

　それを、あの幼い頃ころに、ちゃんとわかったから……。

　それに。白華はほんのりと頰を染そめた。

「Ｇくん」

　桜さくら色いろの唇くちびるがほころんだ。

　画面から少し金色の視し線せんを外すと、円形の天てん窓まどから、二つの月が真まっ直すぐ見えた。

　長い白はく髪はつをさらりと揺ゆらし、体を起こして手を伸のばす。空に、月に──。

「姉様もＧくんも、いまこうして、おんなじようにお月さまを見てるのかなあ？」

　不思議だな。って、白華は思う。

　遠く離れた場所にいても、今この瞬しゆん間かん見上げる月の形は、きっと同じなんだから。

　だから。白い指が、キーパネルにそっと降おりた。

「えっと……。姉様──」

　蒼あおと銀。降ふり注ぐ二つの月の光を頼たよりに、ゆっくりとした手つきが、のんびり返事を紡つむぎ始めた。







　漆しつ黒こくの空に、蒼と銀の二つの月が浮うかんでいる。

　それらを揺らめかせながらはじく、灰はい色いろの波があった。穏おだやかな、夜の海だ。流れ行く薄うすい雲が、黒い水面へと影かげを落とす──。

　その下に隠かくれるように。Ｇはひとり、流線形の白い機体の上で、潮しおの香かおりに包まれていた。

　黒くろ鉄がね色の瞳ひとみを上げれば、すぐ側に見えるのは。ゆるやかに曲線を描えがく湾わんに頭を出した、木もく造ぞうの建けん築ちく物ぶつ。垂すい直ちよくに海中を貫つらぬく、降こう下か床しようを備そなえた、エレベーター・シャフトである。

　急造された粗そ雑ざつなシャフトは、海底に沈しずんだ巨きよ大だいな遺い跡せきへと続いているのである。
















　──そして。天華は今、その海底遺跡の内部へと、侵しん入にゆうしているのだった。

　だから、Ｇはここで待っている。彼女の帰りを。……天華が海底に向かってから、もうどれくらい経たっただろうか？　幸い、待つことはＧにはさほど苦にはならない。しかし。シャフトの向こうには、広い砂すな浜はまに沿そう形で、ぽつぽつと街まち並なみが形成されていた。

　神殿と巫み女ことを中心とした、精霊信しん仰こうをもとに発はつ展てんを続ける、信しん精せい帝てい國こく。その領りよう域いき──人類圏けんの、ほぼ最さい南なん端たんに位置する、小さな都市。首都である精霊都市から、山さん岳がく地帯を南西に越こえたこの街は、「湾わん岸がん都市」という俗ぞく称しようで呼よばれていた。

　湾岸都市は、大おお勢ぜいの漁りよう師したちが住む街である。それ故ゆえ、人々が目を覚ますのは早い。

　それまでにはたして、天華は戻もどってこられるだろうか。

　科学を盲もう目もく的に拒きよ絶ぜつする世間からすれば、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーというものは、理り解かいされ難がたい存そん在ざいなのである。

　だからこうして、人目に付かない時間を選んで、遺跡に潜もぐっているのだが。しかし。

「？　何だ」

　Ｇは気付く。湾岸都市の、長い浜辺。そこに、赤い輝かがやきが、いくつも灯ともされたことを。

　それは、錬れん精せい術じゆつによって火の精霊を導みちびいた、輝く「幻げん炎えん」の光であった。

「人がいるのか？　こんな時間に？」

　まだ、夜明けにはずいぶんと遠いというのに。どういうことだ？

　しかし、これは事実であった。確たしかに浜辺には、大勢の人間が集まり始めたのである。

　湾岸都市の長い浜から、シャフトへとのびた長い桟さん橋ばしを、人の気配が走ってくる。

　そして。浜辺へと、夜空から降りてくる、四枚まいの翼つばさを持った機体があった。

　……まずいな。Ｇは機体に設もうけられた、狭せまい機関部へと飛び込んだ。小ぶりなシートに座すわり、簡かん易い操そう縦じゆうのレバーを握にぎる。

「水に濡ぬれることになるが。仕方ないか」

　呟つぶやきが漏もれるより早く。白い機体は音もなく、水面の下へと隠れるように、潜せん水すいを始めた。







　重力の縛いましめを解とき放つ、飛行機関特有の低い音を響ひびかせて。四枚翼の飛ひ空くう艇ていが、湾岸都市の浜辺へと舞まい降りた。信精帝國軍の、新型高速飛空艇である。

　幻炎石を持つ僧そう兵へいたちに囲まれる中。そこから降りてきたのは、たった二人の調ちよう査さ隊であった。

　一人は、神しん殿でん兵の襟えりの厚あつい礼服に身を包んだ、眼鏡めがねをかけた細身の少年だ。そして。

　もう一人は、白金に輝く鎧よろいであった。雅みやびであることを強調した美しい装そう甲こうが、幾いく重えにも長ちよう軀くを包む。兜かぶとから肩かたへと一体となったラインは、やわらかな曲線を描き、唯ゆい一いつ引き締しまった口元だけを覗のぞかせていた。

　純じゆん白ぱくのマントと静せい寂じやくを連れたその鎧は、錬精術と、力と、技わざと。全すべての頂ちよう点てんたる超ちよう絶ぜつな存在──『剣けん聖せい』と呼ばれるもの。一騎き当千。一言でそう表される、帝國軍最上級剣士の姿すがたであった。

　──そんな二人を、海底遺跡へと直通する、エレベーター・シャフトへと導いて。

　湾岸都市の領りよう主しゆでもある司祭長は、緊きん張ちように喉のどをからしながら。禿はげた額ひたいの汗あせを拭ぬぐった。

「や、やはり、夜明けを待たずに行かれるのですか？」

「ええ。海底に沈んでいる遺跡の調査に、昼も夜も関係ないでしょう」

　補ほ佐さ官を名乗った少年が、剝むき出しの上部デッキに吹ふく潮風に、伸ばした栗くり毛げをさらりと揺ゆらした。

「旧きゆう精せい紀きの遺跡を脅きよう威いと感じる気持ちは、こちらとしてもわかっています。対たい処しよは早い方が良いという、アルバルド様のご判はん断だんですが？」

　そうですよね、と言って。少年補佐官は、傍かたわらの鎧と顔を合わせた。

　──鎧は、何も語らない。しばし間を空け、無言でひとつ頷うなずくのみ。

　だから。司祭長はただひたすらに、禿げた頭を下げるのだった。

「ど、どうか、よろしくお願いいたします……」

「ええ。ボクたち『鋼はがね隊』に、おまかせください」

　少年は礼を返し、やってください、と合図する。

　待機していた僧兵のひとりが、デッキに鎮ちん座ざするハンドルを回した。錬精のシステムを組み込んだ歯車が、少ない膂りよ力りよくで動き始める。

　がくん、と木と金きん属ぞくがきしみを上げて、床ゆかだけの簡かん素そな人力エレベーターは降こう下かを始めた。遥はるかな海の闇やみが満ちる、海面下へと──。

「お二人に、精せい霊れいのご加か護ごがあらんことを」

　司祭長は無事を祈いのり、再ふたたび深く頭こうべを垂たれた。




　　　　２




　ふう……。遠ざかっていく、真上の穴あな。それに従したがって、シャフト円柱内の闇が、ゆっくりと濃のう度どを増ましていく。

　その中で、少年補佐官──シエンの漏らした硬かたいため息が、伊だ達ての眼鏡と前まえ髪がみに触ふれてとけた。

（……緊張している？　このボクが──）

　海底遺い跡せきに向かう降こう下か床しようの上で、シエンはふいにそのことに気付く。だが無理もない。なにしろ初めてのことなのだ。帝てい國こくの手による本ほん格かく的な、遺跡調査などというものは。

　──世界に未いまだ、数多あまた眠ねむる科学遺跡。その発見の数は、人類の再さい発はつ展てんに伴ともなって拡かく大だいする生活圏けんに比ひ例れいして、増ぞう加かの一いつ途とを辿たどっている。そのため、従じゆう来らいの「封ふう印いん」、もしくは単純な「破は壊かい」のみに頼たよる対処法では、もう限界に来ていた。

　しかし。──帝國民の不安を根本的に排はい除じよする。それは、異い種しゆ族間との対立から人々を守るために組そ織しきされた帝國軍の、変わらない使命であった。故ゆえに、新たに対遺跡調査隊として、遺跡内部に侵しん入にゆう、調査し、研究する実験部隊──『鋼はがね隊』が設せつ立りつされることとなったのだった。

　だから。その一員として、十三歳さいながらも剣聖補佐官として隊に所属することとなった天才少年に、臆おくしている余よ裕ゆうなどないのである。

（不安など感じている場合ではないでしょうに）

　鳶とび色いろの瞳ひとみへと、眼鏡にこもる闇を映うつし込みながら。シエンはきゅ、と唇くちびるを嚙かむと、心を強く引き締めた。

（それに、情なさけないことなど言える立場ではないです）

「……ねぇ」

（この任にん務むがボクたちにとって、初めての遺跡への直ちよく接せつ的な実じつ践せん調査になるのですから）

「あ、あのさ」

（だから、絶対に、失敗は許ゆるされません）

「なぁ。シエン」

　こつん。暗闇の中、シエンの小さな肩かたに何かが当たった。ようやくシエンは、先さき程ほどからかけられていた声に気付く。

　振ふり返るのと、濃こくなった周囲の闇に反はん応のうして、礼服に刻きざまれた術じゆつ印いんが発動するのは同時であった。

　幻げん炎えん石せきよりも高こう価かな、光の精霊の力を閉とじこめた、錬れん精せい術じゆつによる光こう結けつ晶しようの輝かがやきである。

　人の持つ精神と魂たましいの力、「精せい命めい力りよく」。それを意い志しによって導みちびき、意味ある文字、言葉、記号など──「言こと霊だま」を媒ばい体たいとして、精霊の力を具象化させるシステム。それが、科学を捨すてた新精紀に人が手にした、「錬精」という新たなる力であった。

　そして、その同じ錬精による光がもうひとつ、シエンの背はい後ごに現あらわれていた。

　そこに立つ、マントをまとった白い鎧よろいの複ふく雑ざつな装そう飾しよく。その中に織おり交ぜられた光結晶が、鮮あざやかにシャフト内を照らし出す。

　輝く鎧のごつい指先が、少年の肩に触れていた。そして。

「えっと。その、さ。もう、しゃべってもいいよな？」

　いかつい鎧の風ふう貌ぼうとは裏うら腹はらに、兜かぶとの中から静かに──いや。おそるおそるといった具合に、若わかくて軽い声が、逃にげ腰ごし気味に囁ささやいた。

　……ああ、こ、この人は──。シエンは眼鏡めがねの真ん中を押おさえた。

「ど、どうした？　シエン。頭抱かかえて？」

「……い、いえ。ただ、ちょっと目眩めまいがしただけです。忘わすれていた現げん実じつを直ちよく視しすることが、こんなに苦しいことだとは思わなかったので」

「？　えーっと……」

「……。つまり、ですね」

　シエンは大きく息を吐はき、気を取り直すと。──ぎろっ、と鎧を睨ねめ上げた。

「儀ぎ礼れい鎧の外見とはまったく違う、威い厳げんのないアルバルド様の声を改めて聞いて、がっくり来たってことですよ」

「うぐ！　……そ、そんなこと言ったってっ」

　突つき刺ささる鳶色の視線に、鎧が情けなくたじろぐ。──威厳がないのは、本人とて自覚しているのである。

「う、ううっ。そんなふうに言わなくても……」

　がちゃり、と兜の重いバイザーを開いたそこから、まだ若い端たん整せいな顔が現れた。

　十九歳にして剣けん聖せいに選ばれた、若き剣士アルバルド＝ナイツ。彼はやわらかな淡あわい金きん髪ぱつと、空色の瞳を持つ、優やさしげな雰ふん囲い気きの青年であった。

　──少し付け足すなら。重じゆう厚こうとか風ふう格かくとか、そういった類たぐいのモノとは無む縁えんな、しごく普ふ通つうの。

「おっ、オレのせいじゃないぞっ、……たぶん」

「はいはい、もういいですよ。アルバルド様のそういう特とく性せいは、ボクだって十分わかってますから」

「ぐぅっ、ま、またそんな言い方を……」

「黙だまっててもらって、正せい解かいでしたね」

「ううぅ……き、気にしてるのに……」

　アルバルドはぼそぼそと呟つぶやきながら、涙なみだした。

　それを耳にしながら。まったく、と少年補ほ佐さ官は、再ふたたびひとつため息を吐つく。苛いら立だちながら。苛立たずにはいられないから。なぜなら、アルバルドが「剣聖」だから。力と技わざの頂ちよう点てんとして、わずか数名にしか与あたえられていない称しよう号ごうを得た人なのに。帝てい國こくの、絶ぜつ対たいと無む敵てきの存そん在ざいであるのに。──尊そん敬けいする主であるのに。

（……どうしてこう、いまいち、頼りないんでしょうか……）

　この人物が気弱で普通人なのは、どうやら生まれつきのようなのである。

　それは少年補佐官の、深い深い悩なやみの種のひとつだった。







　──自分が「普通」で、威厳がない。

　そんなことシエンに言われるまでもなく、アルバルドとて十分に痛つう感かんしているのだ。

「アルバルド様はくれぐれも、絶対に、何があってもしゃべらないでください。いいですねッ」

　少年補佐官にそう念を押されたのは、湾岸都市に着く寸すん前ぜんの飛ひ空くう艇ていの中だった。

　舐なめられないためには最初が肝かん心じんです。と、押されるままに、剣聖の儀礼装である動きにくい鎧を着せられ、黙っているように指し示じされた。あとは自分に任まかせるように、と。

（お、オレに威厳がないのはわかってるケド……）

　アルバルドは今いま更さらながら、肩を落とす。部下にそこまでして、ない威厳を取り繕つくろわれる自分って、一体……。

　というか、そもそも。これって、威厳というよりも、単なるハッタリなんじゃあ──。

　なんて、口に出せるはずもない。だって──怖こわいのだ。この、短気な十三歳さいの少年は。

　……何かと、すぐに怒おこるので……。

　やっぱり、オレには向いてないんだよ。降おりていく移い動どう床ゆかの上で、アルバルドは兜かぶとの内側に、こっそりと長いため息をこぼした。

（剣聖なんていう、最強の称号は……はぁ）

　──しかし、それでも任にん務むは任務である。

　降こう下か床しようの速度が落ちる。アルバルドたちの前に、擦こすれ合う円柱壁へきの変化が飛び込こんできた。ぽっかりと途と切ぎれた闇やみの向こうに、シャフトの最下部が姿すがたを見せた。

「どうやら、着いたみたいですね」

　シエンが言う。光こう結けつ晶しようの輝かがやきにぼんやりと照らされる海の底を、真まっ直すぐに見み据すえて。

　そこは、錬れん精せい術じゆつによって半円型に海水を押しやってできた、透とう明めいな壁かべを持つ空気のドームであった。

　五方に打ち込まれた風の楔くさびが、静かに唸うなりをあげていた。そして。光に照らされる漆しつ黒こくのドームの砂すな地ちに、巨きよ大だいで異い質しつな装そう甲こう外がい壁へきが浮うかび上がっていたのだった。

「う、うわっ、なんて大きな……」

　アルバルドは思わず、言葉に詰つまる。

　同様に、隣となりでシエンが「すごい」という声をかすれさせた。お互たがい、遺い跡せきに関する基き礎そ的な予よ備び知ち識しきはあるものの、実物を目まの当たりにするのは初めてなのである。驚きよう愕がくに縛しばられた二人を乗せて。降下床は水気を吸すった重い砂地に、ひどく静かに着地した。

　遠く遥はるか、光結晶の輝きすら届とどかぬ海水の向こうに、遺跡の巨体が続いている。

　──そこに飛び降りたのは、シエンの方が先だった。

「おっ、おい、シエンっ!?」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。初期調ちよう査さの報ほう告こく書しよにもあったでしょう、この遺跡は休きゆう眠みん状じよう態たいの可か能のう性せいが強いって」

「お、憶おく測そくだろっ、それ！」

「それを確たしかめるのも、ボクたちの任務のひとつですよ」

　濡ぬれた重い砂に、浅く足あし跡あとを刻きざみながら、シエンがずんずん歩いていく。もちろん、主であるアルバルドが、この場に立ちつくしたままでいるわけにもいかない。

「ま、待てよ、シエンっ」

　えい、くそう！　やわらかい金色の前まえ髪がみを搔かきむしって、アルバルドは意を決する。シエンを追いかけ、マントの裾すそを持ち上げながら、遺跡の背せ中なかに足を降ろした。

　シエンはすでに、湿しめった砂上にかがみ込み、小さな手で砂を搔き分け始めていた。

「な、なにやってるんだ、シエン？」

「とにかく、内部に入らないと何も始まらないですから。入り口を探さがしているんですよ。……この外壁様式のタイプだと、この辺りにあるはずなんですが」

「入り口？　だって、そんなの、全然──」

「黙だまって見ていてください。これでも一いち応おう、帝てい國こく図書館に極ごく秘ひ保ほ管かんされている遺物関係の情じよう報ほう文ぶん献けんは、全部暗記してきたんですから」

　天才的な記録頭ず脳のうを誇ほこる少年補ほ佐さ官はそれだけを言うと、遺跡装甲に降ふり積もった砂を搔き分け続ける。そして、やがて。

「あった、これですね！」

　装甲の隙すき間まをなぞっていた指先が、小さなパネルに行き着いていた。

「外部ハッチ開かい閉へい用のアクセスパネルです」

「あくせ……な、なんだって？」

「錬精術による、封ふう印いん錠じようのようなものですよ」

　見ててください、とシエンはパネル内部に並ならぶスイッチを、適てき当とうに押していく。

　けれども。何の反はん応のうもない。

「──なるほど」

「ど、どうなったんだ？　シエン？」

「どうやら、遺跡が休眠状態にあるというのは本当みたいですね。少なくとも、外壁扉とびらにまで動力が届いてないのは事実です」

「そ、そうなのか」

「……あのですねぇ。何をそんなにおどおどしてるんですか、アルバルド様」

　少し微び妙みような距きよ離りを置く剣けん聖せいに、少年は強く嘆たん息そくした。

「もう少し、しゃんとしてくださいよ」

「いや、だって。しょ、しょーがないだろっ、オレはおまえと違ちがって遺跡に関してはさっぱりなんだから。……で、さ。なに？　結局、ここからじゃ入れないってこと？」

「簡かん単たんに言えば、そう言うことです」

「……前ぜん途と多た難なんだなぁ……」

　アルバルドは、鎧よろいの肩かたを小さく揺ゆらした。

「もちろん、これだけの規き模ぼの遺跡ですから、他ほかにも外壁扉はあるでしょうが。でも」

「でも？」

「見ての通り。他の入り口があったとしても、きっとあの海水の向こうでしょうね」

　シエンが水を押しのけた、暗いドームの向こう側を示しめした。アルバルドは思わず絶ぜつ句くする。そこは海の中だ。いくらなんでも無理だ。

　どうしましょうか、とシエンが目の前で、腕うでを組くんで思案に暮くれた。

「小さくとも、手動で開くような扉でも見つかれば、一番いいんですが」

「えっと、その。し、シエン、どうするんだ？」

「でも、それは期待しすぎでしょうから……」

「なあ、シエン？」

「……」

「あ、あのさ」

「──ああっ、もう、うるさいですねアルバルド様ッ！　今ちょっと考え中です！」

「……ご、ごめんなさい……」

　シエンに目め一いつ杯ぱい怒おこられて。思わずアルバルドは、この年下の少年に向かって、身をすくめて頭を下げた。

「まったくっ」

　シエンの足がハッチを蹴けった。

「……。どうせなら、アルバルド様がズバッと剣で斬きってくれたら、面めん倒どうがなくていいんですけどね」

　苛いら立だち混まじりに、そう呟つぶやいて。

「へ？」

　アルバルドは目を丸くする。微かすかに身じろぎした鎧の腰こしで、マントの下に隠かくれていた一本の剣の鞘さやが、小さく音を奏かなでた。

「いや。あの。まあ。そりゃあ──やれと言うなら、とりあえずやってみるけど」

「……なんて、冗じよう談だんですよ。だいたい遺い跡せき相手に──えっ、な、なんですって？」

　投げやりに言ったシエンの苦く笑しようは、しかしすでにアルバルドには聞こえなかった。それより早く、鞘から長い剣を引き抜ぬく。一いつ瞬しゆんの躊躇ためらいもなく。

　なぜなら。剣を振ふるうことこそが、剣聖として──最強無む敵てきの剣士たる者に課せられた、唯ゆい一いつの役目だから。

　だからアルバルドは、真まっ直すぐ剣を下へと構かまえた。閉とざされた遺跡に向かって。

　内に眠ねむる熱い「因いん子し」を、静かに解とき放ちながら。







　空気が、変わった。

　まさか。シエンは思わず呼こ吸きゆうを止める。

　目の前で剣を抜き放った主の「全すべて」が、一瞬にして変へん貌ぼうしていた。

　雅みやびな白い鎧とは異ことなる、無ぶ骨こつな黒い片かた刃ばの輝かがやき。そこに映うつる空色の眼まな差ざしからは、しかし、いつもの豊ゆたかな感かん情じようの揺らぎはない。

　かわりにあったのは、強きよう烈れつな殺気を孕はらんだ、らんらんと輝く瞳ひとみであった。

　そう。アルバルドの姿すがたが、一部変化を起こしていた。やわらかであった金色の髪かみがわななき、口元には鋭するどい八や重え歯ばが、牙きばのように覗のぞき出る。筋きん肉にくが明らかに増ぞう強きようされ、はち切れんばかりに鎧を内側から押おし上げていた。

　そこにいたのは人の姿をした、一匹ぴきの美しき獣けものであった。

　──旧きゆう精せい紀きに、戦いくさのため遺伝子操そう作さによる改かい造ぞうが施ほどこされた、強化人間。幾いく度どもの交配の末に、薄うすまっていたはずのその血が、しかし時経へた新精紀になって、偶ぐう然ぜんの確かく率りつで覚かく醒せいする者たちがいた。それが、『先ワ祖イ帰ルりド』と呼よばれる、人を超こえた力を隠かくし持つ存そん在ざい──。

　そしてアルバルドこそ、獣の速さと力強さを兼かね備そなえた、『獣化ビースト』の因子を持つ『先ワ祖イ帰ルりド』だった。

　だからこそ、この若わかさで、剣けん聖せいという最強の称しよう号ごうを得ることのできた男なのである。

「あ、アルバルド様……」

　シエンの鳶とび色いろの瞳の前に、もう、いつもの気弱な青年の姿はなかった。

　高々と剣を構えて。人を超えた無敵の剣士が、静かにそこに佇たたずんでいた。

（なんて……綺き麗れいな……）

　感かん嘆たんのため息だけが、少年に満ちる。それは彼が初めて神しん殿でんにて出会った、剣聖の真の姿であった。だからシエンは、ただ見とれる。小さな肩かたを震ふるわせて。

　そして。──風と、白きマントが舞まった。

　硬こう質しつな音が、ハッチの上に螺ら旋せんを描えがく。

　次の瞬間、重い音を響ひびかせて、外部ハッチは内側へと吸すい込こまれるように崩くずれて落ちたのだった。

　ただ一いち撃げきの、剣を受けて。

「ふう……」

　アルバルドは優ゆう雅がに、何事もなかったかのように。シエンの前で、黒い刃をするりと戻もどした。すごい──。

「す、すごすぎます！　アルバルド様っ！」

　シエンは感動に胸むねを焦こがした。そうです、そうなんです。これなんですよっ。

　忘わすれてた。忘れていた。普ふ段だんのアルバルドの物腰や言動のせいで。自分が惚ほれ込み、わざわざ補ほ佐さ官として『鋼はがね隊』に志し願がんすることになった、この青年の実力を。

「本当に、見事です!!」

「い、いや、できるもんだなあ」

　ははっ、とアルバルドが照れて笑えんだ。

「オレもまさか、こんなにうまくいくとは思ってなかったけどね。いやあ……やってみるも──あ。あ、あぁああああァっ!?」

「？　ど、どうしたんです、アルバルド様？」

「は、刃が……刃が欠けてるううっ!!」

　黒い剣を抱だきしめて、アルバルドは絶ぜつ叫きようする。そこにはすでに、先さき程ほどの重じゆう厚こうな一流の剣士としての面おも影かげはなかった──。

「刃が、オレの剣があ～～！」

　……何を、この人は……。シエンはがっくりと肩を落とした。

「ど、どうでもいいでしょうに、そんなこと……」

　どうしてこの人は……。ちょっぴり欠けた刃を抱かかえて、さめざめと涙なみだするアルバルドに。シエンは、苦くため息を吐つく。強気になれとは言わないけれど、この人はもう少し堂々とすべきなのに。その資し格かくはあるはずなのに──。

「ううっ、うう……オレの剣んん～～……」

「泣きたいのはこっちですよ！　そんなことでいちいち騒さわがないでください！　だいたいそれ、官給品の安物でしょう!?」

「だ、だって」

「とにかくっ！」

　めそめそする主の尻しりを、シエンは強く叩たたきのめした。

「情なさけない顔しないでください！　ほら、さっさと剣をしまって、行きますよ！」

「うぅ……、はい……」

　アルバルドは泣く泣く剣を鞘さやへと戻し、ようやく遺い跡せきに開けた亀き裂れつへと降おりた。

「──どうかこれ以上は剣を傷きずつけることがありませんように」

　などと、少年の陰かげでこっそりと祈いのりながら。

　まったく……。シエンはこめかみを押さえた。こっちとしてはもう、二度とあんな情けない叫さけび声を聞きたくない。そういう意味の頭ず痛つうだ。だが──。

「うぁあっ！　そ、そんなああァ!?」

　先に降りたアルバルドから、再ふたたび悲鳴が上がるのに、さほど時間はかからなかった。
















　光こう結けつ晶しようの輝かがやきに照らされ、虚うつろな闇やみが吹ふき飛ばされる遺跡内部。冷たく重い空気に満ちた長い通路が、真まっ直すぐのびたその先には。

　あからさまに、分ぶ厚あつい防ぼう壁へきが、行く手を阻はばんでいたのだった。

「はぁ……この人は」

　まったくもう。がっくりと膝ひざを折る剣聖の傍かたわらで、補佐官の少年は、何度目かの深いため息にまみれたのだった。




　　　　３




　大きな音が、暗あん視しゴーグルに払はらわれた遺跡の闇に、静かに染しみた。

　それは何か、重いものが落ちたような。そういう音だ。

「え？　な、なに、今の？」

　これって、まさか。天華はきょろきょろと、銀の視し線せんを辺りに配る。しかし、もちろんそこに、自分以外の者がいるはずがない。だったら──。

　天華は、自分を見つめ直した。壁かべから力任まかせにひっぺがした通気口のパネルを両手に持って、その勢いきおいで大きく尻しり餅もちをついた、不様な格かつ好こうを。

「い、今ついた、あたしのお尻の音っ？　……って、あは、あはははは、き、気のせい気のせいっ」

　動きやすいショートパンツについた埃ほこりを払い、立ち上がる。そんなわけない。遺跡を微かすかに揺ゆるがすほどじゃなかったはずだ。うん、うん。……いや、確たしかに。ここ最近、体重は量はかってないのだけれど。

「と、ともかく、行きますかっ」

　とりあえず、気を取り直して。天華はパネルを横に転がし、通気口の中に潜もぐった。

　通気口といえど、効こう率りつを重視した遺跡の構こう造ぞうの裏うら側がわだ。薄うすい樹じゆ脂し板を外せば、すぐに束になった太いケーブルなどが肉にく薄はくしている。もともとそうした部分の、修しゆう理り用作業スペースをも兼かねているのだ。人ひとりが入れる余よ裕ゆうがあるのも、そのせいである。

　もっとも、ちゃんと侵しん入にゆう者しや防止用に、一いち応おうは途と中ちゆうに柵さくがあったりするのだけれども。

　それでも通路に降りた、分厚い防壁をぶち抜ぬくよりは簡かん単たんだ。天華は手てつ甲こうの角で柵を歪ゆがめて外しながら、奥おくへ奥へと這はい進んだ。

　目指すは、中央制せい御ぎよ室しつ。この遺跡の全すべてを司つかさどる、メイン・コンピュータの眠ねむる場所だ。

　本来まず向かうべき動力部には、今回は足をのばさない。なぜなら、天華は気付いていたから。何かの弾はずみで防壁に閉とざされた巨きよ体たいの中を、縦じゆう横おう無む尽じんに繫つなぐこの狭せまい空間。その空気が、意外なほどに澄すんでいることに。

　旧きゆう精せい紀きからずっと、海底に沈しずんだままでいたのに、である。それは、すなわち──。

（末まつ端たんまでは動力は来てないみたいだけど……動力部も、独どく立りつした主要システムの一部も、十分生きてるっ）

　だから、天華は辿たどり着くのだった。一ひと際きわ広く通気口が保たもたれた、その真下。そこに並ならぶ格こう子しの隙すき間まから、うっすらと漏もれる光が銀ぎん髪ぱつに当たる場所へと。

　覗のぞき見たそこには、遺い跡せきの巨大コンピュータが待機状じよう態たいのまま、静かな動作音に身を包んでいた。

　ここが遺跡中ちゆう枢すう部ぶの、メイン・コンピュータの詰つめられた、厳げん重じゆうな独立区画であった。

　格子を叩たたき外し、天華は区画に降り立った。

　部屋を貫つらぬく円柱の姿すがたをした、人の倍はある巨木のようなコンピュータが、真っ直ぐこちらを見下ろしていた。

「すごい……キレイなままじゃない」

　保ほ存ぞん状態の良さに感心しながら、天華はごくりと喉のどを鳴らした。先日の、煙けむりを噴ふいたボロとは大おお違ちがいである。それが証しよう拠こに大きなホログラム・スクリーンが、しっかりと宙ちゆうに浮うかんでいた。

　手甲と一体化した手て袋ぶくろの指先が、そっと半はん透とう明めいの輝きを突つき抜ける。まだがんばってたんだね、とねぎらって。

「そっか……ずっと、待ってたんだ。もう一度自分たちを動かしてくれる、人間を──」

　もちろんそんな天華の呟つぶやきに、コンピュータは応こたえない。それでも。

　うんっ。ゴーグルの下で、銀の瞳ひとみが優やさしく揺れた。

「よっし、君のまだまだ元気な姿、ちゃんとあたしが見てあげるからねっ！」

　愛用の携けい帯たいコンピュータを取り出して、天華は遺跡のコンピュータにケーブルを差し込んだ。携帯コンピュータの上と、遺跡コンピュータのキーパネルの上を、同時に指が疾しつ駆くする。長き時を沈ちん黙もくで過すごしてきた浮ふ遊ゆう画面が解かい放ほうされ、暗視ゴーグルも必要ないほどの鮮あざやかな光を、区画の中にあふれさせた。

　一次接せつ続ぞく、二次接続。防ぼう護ごプログラムすらもすり抜けて、二つのコンピュータが見事に同調する。てへへ、と天華は頰ほおをゆるめた。

「楽っ勝！　さあてっ、とりあえず君のこと、教えてもらおうかな？　っとお」

　天華は二つの画面を前に、まずは遺跡の構造データを読み取りだしたのだった。

　──未知のデータを発はつ掘くつし、解かい析せき、利用することが、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーの本来の目的ではない。その科学の知ち識しきを、間違った方向で使わないように。安あん易いな理解で、かつての旧精紀のような滅めつ亡ぼうへの道を進まぬようにすることが、一番の使命なのである。

　それ故ゆえの、遺跡を探たん求きゆうする者たちなのだ。

　もっとも世間では、一いち概がいに「遺跡荒あらし」などと、蔑べつ称しようされることもあるが。少なくとも天華は、そんな下げ卑びた部類には入らない。入るつもりもない。だって──。

　父と同じ、一流の探求者を目指しているのだから。

「ふんふーん。まだかなー、ふんふうん♪」

　携帯コンピュータへと転送されてくるデータをチェックしながら、思わず下へ手たな鼻歌が出る。何もかもが順調だった。

　──遺跡コンピュータ端末に腰こし掛かけた天華を、突とつ然ぜんの重い響ひびきが揺ゆらすまで。

「えっ、きゃ、わわわっ!?」

　な、なに？　天華はふいに襲おそった異い変へんに焦あせる。慌あわてて画面を確たしかめた。

　しかし、二つの画面には乱みだれはない。よくある「うっかり遺跡の防ぼう衛えいシステムを起動させちゃった」でもないらしい。そういう罠わなには気を付けている。けれども。再ふたたび、同じ種類の音が聞こえた。今度は、よりはっきりと。……近づいてきてる？

（これって、勘かん違ちがいなんかじゃないよね!?）

　そのとき、ふいに脳のう裏りを掠かすめた記き憶おくがあった。通気口に潜もぐる前。微かすかに聞こえたような気がした、音。

（あれって、尻しり餅もちの音じゃなかったんだ！）

　天華が、今いま更さら悟さとったとき。──ずんっ。と、新たな音がまた響いた。それも、うんとすぐ近くで。

　噓うそおッ？　天華が振ふり向いた、独どく立りつ区画の厳重な扉とびら。閉とざされたままであったそこに鋭するどい斬ざん撃げきが走ったのを、銀の瞳ひとみは見み逃のがさなかった。







「せえ──、のぉおおうッッ!!」

　半ばヤケクソ気味なかけ声と共に、アルバルドは漆しつ黒こくの剣けんを振り下ろす。

『獣化ビースト』により強化された膂りよ力りよくから放たれた一撃は、いともたやすく、独立区画への三重の扉を切り裂さいた。

　一いつ瞬しゆんにして縦たて、横、斜ななめに亀き裂れつを引かれた複ふく合ごう素そ材ざいは、ずるりと身をよじり。重く、床ゆかに倒たおれ込こんだ。

「はぁっ、はぁ、はあ……」

　アルバルドはさすがに、荒あらい息に純じゆん白ぱくのマントを揺らした。そもそも『獣化ビースト』は、体力の消しよう耗もうが激はげしいのだ。すぐに元の姿に戻もどる。

　しかし、ここに辿たどり着くまでに、いったい何枚まいの防ぼう壁へきを斬きってきたことか。

　思い出したくもないその数は、黒い刃はが憶おぼえていた。刀身のあちこちに、いくつもの刃こぼれとして刻きざみ込んで──。

「くうぅうっ、お、オレの剣ん～……」

　アルバルドはさめざめと、剣を抱だいて涙なみだぐんだ。

　しかしどうやらその苦労も、もう終わりのようである。

　──自分と、少年補ほ佐さ官とが発する、遺い跡せき内部を照らす唯ゆい一いつの光こう結けつ晶しようの輝かがやき。しかしそれ以外の光が、切り崩くずした扉の向こうから、はっきりと差し込んできていたのだった。

「ご苦労様です、アルバルド様」

　シエンが、一足先に扉の破は片へんを踏ふみ越こえ、中を覗のぞいて呟つぶやいた。

「ここが、大当たりのようですね」

「シエン……？　あ、う、うわっ!?」

「……遺跡のシステムが、まだ生きていれば、とは思っていましたが──ここまで状じよう態たいがいいなんて。期待以上ですよ！」

　どうやらボクたちには「幸運の精せい霊れい」でもついてるみたいですね。と、シエンが架か空くうの精霊の名を出してからかった。アルバルドも思わず、兜かぶとの中で苦笑いする。

　だが、そう言い出すのも無理はない。それだけの光景が、扉の向こうには広がっていたのだから。

　そこは、人工の光にあふれる空間だった。天てん井じようは高く、人の倍以上もある。その空間のほとんどを、立ち並ならぶ円柱型の機械が占しめていた。

　空中に浮ふ遊ゆうする虚きよ像ぞうの画面──ホログラム・スクリーンが、アルバルドたちを見下ろしてくる。それらの静かな作動音に囲まれて。アルバルドは空色の瞳ひとみで見返しながら、感かん嘆たんの声を漏もらすことしかできなかった。

　小ぎれいな空間だった。一部、見上げた高い天井に、歪ゆがんだ格こう子しが張はり付いていたが。まあ、なにぶん年経へた遺跡なのだ。そういうこともあるだろう。──それにしても。

「すごいな……ほんとに。まるで、ついさっきまで、誰だれかに動かされてたみたいだ……」

「？　何を馬ば鹿かなことを」

　つい呆ぼう然ぜんと呟いたその言葉を、そんなわけないでしょうに、と眼鏡めがねの下で、鳶とび色いろの瞳が否ひ定ていする。

「ここにボクたち以外の人など、いるはずはありませんよ」

「あ、ああ。そうだよな……うん」

「ただ、まあ確たしかに。そう感じる気持ちはわかりますが」

「だ、だろう？　だって、こんな……」

「まあ何にせよ、遺跡のコンピュータが生きているのは助かりますよ。なにしろこれで──ボクの『脳のう力りよく』を、試ためすことができますからね」

　言って、シエンが歩を進める。真まっ直すぐに、遺跡のメイン・コンピュータへと。

「えっ？　お、おいシエン!?　そんなに近づいて、大だい丈じよう夫ぶかっ!?」

「何を言ってるんですか。近づかないと意味がないでしょう？　ボクの力は。平気ですよ、まあ見ていてください。……とにかく」

　やってみます。栗くり毛げの少年は、振り向きもせずそれだけをアルバルドに返してきた。

　そして、触ふれる。遺跡コンピュータに繫つながる、アクセス端たん末まつのひとつに。

　──直後。少年の中から、気配が消えた。

　えっ？　アルバルドは思わず息を詰つまらせる。それは、剣けん聖せいとして鍛きたえ抜ぬかれた、鋭えい敏びんな感覚だからこそ感じ取れた、少年の突とつ然ぜんの変化だった。

　今、確かにそこに、シエンはいる。栗毛の後ろ髪がみが、礼服の厚あつい襟えりからはみ出している。小さな背せ中なかが立っている。

　けれども、彼はいなかった。空っぽなのだ。その、精せい神しんが。それは──？

『成功ですッ！』

　その疑ぎ問もんに応こたえたのは、周囲に設せつ置ちされたスピーカを震ふるわせた「声」だった。

「おわあっ、な、なんだなんだ!?」

　いきなりのことに、アルバルドは鎧よろいの中で飛び上がる。しかし声が、『大丈夫ですよ』と小さく笑う。

　そして、空中に投とう影えいされていたホログラム・スクリーンが、鮮あざやかに瞬またたいたのだった。

　スクリーンは分ぶん裂れつし、数を増ふやし、周囲に散る。アルバルドを取り囲むかのごとく。だが、それら小さな浮遊スクリーンに映うつったのは、見覚えのある栗毛の少年の笑え顔がおだった。

　融ゆう合ごうしたのだ。遺跡のシステムと！

　これがアルバルドと同じく、遺伝子に力を秘ひめた者──『先ワ祖イ帰ルりド』であるシエンの、『電脳デジタル』の能力であった。

『すごいですよ。自分で言うのもなんですが』

　スクリーンの中で自分の姿すがたをデータそのもので形成しながら、無数のシエンが一いつ斉せいにしゃべる。

『精神をコンピュータと同調させることが、こんな感じだなんて。初めて知りました』

「だ、大丈夫なのか、シエン!?」

『ええ。まったく問題ありません。むしろ肉体にいるよりも、こちらの方が快かい適てきですよ』

　遺伝子調整された「生体頭脳」を受け継つぐ人工的な天才は、初めての体験に、スクリーンの中で頰ほおを上気させていた。

　しかし、すぐに口元を引き締しめる。

『はしゃいでいる場合ではないですね。とにかく、遺跡データの読みとりを開始します』

「あ、ああ。任まかせるよ」

『はい。まだ、微び調ちよう整せいが難むずかしいですが』

　内包されているデータを全すべて見られることが、逆ぎやくに多すぎて、やっかいで。と、少年がこぼす。

『慣なれるまで時間がかかりそうですが、少し待っていてください』

　それだけを言い残すと、少年の姿はスクリーンにとけて消えた。







　なに、あれ……!?　通気口裏うらのスペースに、窮きゆう屈くつな姿し勢せいで身を隠かくして。逆さかさまになる形で、天華は呆ぼう然ぜんと、下の様子を見守っていた。

（あれ……『先ワ祖イ帰ルりド』の力!?　あ、あんなことできるんだっ）

　驚きよう愕がくのかわりに、一いつ滴てきの汗あせが、顎あごをつたって雫しずくになった。歪ゆがんだ格こう子しを引っ張ぱり上げる、手てつ甲こうの片かた腕うでにぽつりと落ちる。

　咄とつ嗟さに逃にげ込んだため、無む茶ちや苦く茶ちやな体たい勢せいだった。膝ひざは折り畳たたみ、ダウンロードも途と中ちゆうのままの携けい帯たいコンピュータを、太ももに挟はさんで押おさえる。そして、もうひとつの片腕は。真上を走るケーブルの束を摑つかみ、自分をまるごと引っ張っていた。

　ただ、それでも。天華は必死に息を潜ひそめる。突然の闖ちん入にゆう者しやたちが、何者であるかを悟さとったから。

（あの、やたら襟の高い礼服って……神しん殿でん兵のだよね？　光こう結けつ晶しようが織おり交ぜてあるから、間ま違ちがいない！　ってことは、帝てい國こくの遺い跡せき調ちよう査さ隊!?　うっそお、そんな、なんで？　こ、こんな遺跡の奥おくに──!?）

　どうやってここまで来たっての？　天華は驚おどろきを押し殺しながら、とにかく彼らを観察した。

　そして気付いた。礼服を着込んだ少年とは別の、長身の、白い鎧よろいの男に。

　それが、帝國無む敵てきの存そん在ざいである最上級剣けん士し、『剣けん聖せい』であることは。彼らの入ってきた扉とびらが見事なほどに斬きり刻きざまれていることが、雄ゆう弁べんに語っていたのだった。

　な、なんでこんなところに剣聖が!?　──とは思ったものの。確たしかに、遺跡処しよ理りは帝國でも最重要ランクの任にん務むである。その対処に剣聖が直ちよく接せつ関かかわっても、何ら不思議はない。

　問題は。ここでうっかり彼らに見つかってしまえば、とってもやっかいだ、ということなのである。

　とにかく。天華は気配を完全に殺して、全てが終わるのを待った。

　──けれども。絶ぜつ妙みようのバランスで支ささえる姿し勢せいに、あっさりと破は綻たんの時がやってきた。

　太ももの狭はざ間まで、携帯コンピュータが、唐とう突とつに振しん動どうしたのだった。

「ッ!?」

　天華の鼓こ動どうが跳はねるのと、はずみでケーブルから手が滑すべるのとは、ほとんど同時の出来事だった。

　そして。

「ちょ、やだ、そんな……あっ、きゃっ、きゃぁああぁああああああああああ!!」

「？　なに──ぶ、ゴフぁあッ!!」

　天華は、真っ逆様に落ちたのだった。歪んだ格子を抱かかえたままで、その真下をたまたまうろつく、白い鎧よろいの頭へと。

　鈍にぶい音を互たがいに連れて。二つの体がひとつとなって、不様に樹じゆ脂し床ゆかに転がった。

　白いマントにからまれながら。天華は涙なみだ目めになりつつも、どうにかふらふら起き上がる。

「うわ、あ、あいたたた……ま、またお尻しりをっ、なんで？」

「うおお。く、首が、首があぁあ!?」

　その隣となりで、あさっての方向に兜かぶとを向けた、もがき苦しむ剣聖の姿すがたがあった。

　や、やばい！　天華はとにかく、逃げようとする。──しかし。

「な……何事ですか、これはああッ!?」

　第三者の声が、鋭するどく走った。さっきまでアクセス端たん末まつに向いていた、シエンだ。足元を揺ゆらすほどの、大きな落下音を感知して。思わず肉体に、精神を戻もどしてきたのである。

　そして、少年は誰だれよりも状じよう況きようを把は握あくする。

「あっ、アルバルド様っ！　捕つかまえてくださいッ、遺跡荒あらしです！」

　そう叫さけんで。えっ、と天華が思うより早く。剣聖の兜が、前を向いた。同時に黒い剣を抜ぬいて。

　だから。天華の体が勝手に動いた。一いつ瞬しゆんにして身を翻ひるがえし、前に飛び出す。両の手甲をひとつに合わせて、鋭く一気に叩たたき込こんだ。

　浮ふ遊ゆうする、光のスクリーンを挟んで。──凄すさまじい金きん属ぞくどうしがぶつかり合う、音と火花とが散った。

　剣聖の剣が見事に、手甲を受け止めていた。兜の死角から、思い切り打ち込んだというのに！

　けれども。交こう錯さくする二人の間には、互いに驚きが生まれていた。兜の中で。は？　と金きん髪ぱつの青年が絶ぜつ句くする。

「……え。な、なんで、お、おま……」

「……やっぱり、まさかとは思ったけど……」

　驚きから回かい復ふくしたのは、天華の方が先だった。──だから。

　ものすごい音がした。剣聖の、兜の上で。

　わずかな隙すきにねじ込むように放たれた天華の踵かかとが、脳のう天てんに刺ささったのだ。

　剣聖は、沈ちん黙もくを連れて。轟ごう音おんと共に、床に倒たおれた。ぴくぴくと、嫌いやな痙けい攣れんを孕はらんで。

　一歩遅おくれて、マントがゆっくりと。倒れたその身に舞まい降おりたのだった。

「……ちょっと、やりすぎたかな？　いや、でも、こんなもんか」

「うわ、わぁあああ!?」

　剣聖のかわりに、少年が悲鳴を上げる。

「あ、アルバルド様ぁあ!?」

「──アルバルド……」

　うわ。改めて、その名を聞いて。天華はちょっと嫌な顔をした。手てつ甲こうに残る、さっきの重い手て応ごたえを握にぎりしめて。

　いや、そういうことを考えてる余よ裕ゆうはなくてっ。天華は倒れた鎧をその場に置いて、斬り刻まれた扉へと足を向けた。と、その前に。

「そうだっ、間ま違ちがいの訂てい正せい！」

　天華は、床の上に落としてしまっていた携けい帯たいコンピュータを拾うついでに、鎧の横で慌あわてふためくシエンに迫せまった。眼鏡めがねの向こうで丸くする鳶とび色いろの瞳ひとみの鼻先を、人差し指でちょん、と押さえる。

「いい？　遺い跡せき荒らしなんかじゃなくって、あたしは遺跡探求者ロスト・リサーチヤーなの。そーゆーのと一いつ緒しよにしないで。わかった？」

「……え？　あ、は、はい……」

　動どう揺ようしつつも、少年は首を縦たてに振ふった。うん、よしっ。天華はにっこりと微笑ほほえむ。

　側そばまで寄よったついでに、最後にもう一度鋭く念入りに。白い兜を踏ふみ潰つぶしながら。

　鎧は、今度はぴくりとも動かなくなった。床にめり込み、ごぶごぶと、涎よだれの泡あわを吐はき出して──。

「う、うわああ!!　な、なんてことおお!?」

「だってこれくらいやっとかないと、しつこそうだもん。ま、死にはしないでしょ。頑がん丈じようそうだしねっ」

　後は、じゃ、とだけ言い残すと。天華はジャケットを翻し、今度こそ逃にげたのだった。

　扉から外に飛びだし、暗あん視しゴーグルで先を見る。剣けんで切り開かれた無む惨ざんな防ぼう壁へきたちが、真まっ直すぐに続いていた。

　足あし音おとが遺跡に反はん響きようし、闇やみにとけた。




　　　　４




　そこは、やけにきれいな風景だった。

　霞かすみのかかった、色とりどりの花が咲さき乱みだれる草原。靄もやのかかった向こうには、遠く、河かわが見える。とんでもない大たい河がだ。……ええと、ここはどこだっけ？　アルバルドはひとり、首をひねった。

　ただ、声が聞こえた。現げん実じつ世界へと自分を呼よぶ、少年の声が──。

「アルバルド様っ、アルバルド様あ!!」

　だから。アルバルドは目を覚ました。がばりと跳はね起き、マントと、枕まくらにしていたひしゃげた格こう子しをはね除のける。

　そこは河の見える風景でも、きれいな花の原っぱでもなかった。独どく特とくの、においのない空気が満ちる、機械の中。海底に沈しずんだ遺跡の中ちゆう枢すう部ぶである。

　目の前に。見下ろしてくる透とう明めいな光のスクリーンと、栗くり毛げの少年の頭とがあった。

「アルバルド様！」

　眼鏡の下でうっすらと涙なみだすら浮うかべていた鳶色の瞳が、安あん堵どを宿やどす。

「よ、よかったです……も、もう起きてこないのかと」

「……なんだ？　ええと、いったい、なにが──」

　しかし、訊たずねようとした言葉を遮さえぎり、喉のどにたまっていた唾つばに咳せき込む。ごほ、がは、と空気を詰つまらせながら、アルバルドはぼやけた頭を強く振った。

　だが。はっきりとしたものがひとつ、腕うでの中に残っていた。それは、手応えだった。

　──あの、突とつ然ぜん上から落ちてきた銀ぎん髪ぱつの少女の、一いち撃げきを受けたときの。

「あ、あああっ!!　お、思い出したあっ！　あいつ……あいつは！　どこ行った!?」

「あ、あの女なら、さっき外に──」

「外？　……逃がすかよッ、ちくしょう!!」

　アルバルドは立ち上がる。一いつ瞬しゆんさすがに空色の瞳がふらつくが、倒たおれない。こっちだって鍛きたえているのだ。それも、生なま半はん可かでなしに。へこんだ兜かぶとを脱ぬぎ捨すてて、汗あせにまみれた淡あわい金の前髪を押さえる。──手応えのまだ残る、剣を握っていた右手で。

　そうだ……剣は？　アルバルドは、刃はこぼれの刻きざまれた黒い剣を辺りに求める。

　それは、樹じゆ脂しの床ゆかに刺ささった姿すがたで、すぐ横にあった。蹴けりを頭に喰くらったときに、取りこぼしたままの形であった。うっかり油ゆ断だんした結果が、このザマだった。

　いや、違う。隙すきは、その前からあった。未いまだ残るこの強い手応えを受け止めた、あの瞬間だ。本当は、受け流して当て身にしようと思ったのだ。しかし受けるだけで、精せい一いつ杯ぱいだったのである。その驚おどろきが、隙を生んだ始まりであった。

「冗じよう談だんじゃないぞ、くそ！」

　アルバルドは剣を握り、勢いきおいよく床から引き抜ぬいた。

「オレは──剣けん聖せいなんだ。見み逃のがせるわけないだろうッ！」

「アルバルド様……」

「シエン、外とは連れん絡らくとれるか？」

「は、はい。──いえ、ここからでは無理です、距きよ離りがありすぎて」

　少年は礼服の胸むな元もとに縫ぬい込まれた、通信石の輝かがやきが微び弱じやくなことを確たしかめた。

　錬れん精せい術じゆつによる、『鋼はがね隊』にのみ装そう備びされた特とく殊しゆな石である。同じものがこれ以外に、アルバルドの鎧よろいの襟えりと、もう一人の鋼隊員のもとにひとつずつ、合計三つが存そん在ざいする。

　それら三つの石が互たがいに共鳴干かん渉しようし、通話の波動を生み出すという、軍部でも最さい先せん端たんな試作品であった。

　しかし、共鳴干渉するには距離が限げん定ていされてしまう。アルバルドとシエンのものを除のぞくあとひとつは、遥はるか陸の上の、飛ひ空くう艇ていの中である。──故ゆえに。現げん状じようでは、通信石における通話ラインは、アルバルドとシエンの間でのみ確かく保ほされているのだった。

　それでも。シエンは「シャフト下部まで出れば、繫つながるとは思いますが」と回答する。

「よし、だったらシエン、お前は遺い跡せきから出てココロへの通信を繫げてくれ！　道順は」

「──大だい丈じよう夫ぶです」

　記き憶おくしています、と少年が、自じ慢まんの頭ず脳のうを指し示しめした。

「なら、連絡は任まかせたっ！　オレは──あいつを追いかける!!」

　アルバルドはシエンを一人残して、邪じや魔まなマントを引きちぎり、駆かけ出した。独どく立りつ区画を飛び出して、遺跡の闇やみへと躍おどり出る。

　──その耳に、自分以外の足音の反はん響きようが微かすかに聞こえた。それは左右に広がる暗黒の向こうに、どんどんと遠ざかっていく。

　クソ！　アルバルドはとにもかくにも音だけを頼たよりに、迷まようことなくその主を追った。

（まったく、なんでっ──）

　なんでこんなことに!?　走りながら、アルバルドは思い出す。剣を握にぎった自分の右手にまだある、この手て応ごたえを残した少女の、馴な染じみのある顔を。

　間ま違ちがいない。間違えるはずもない。あれは、あいつはっ、彼女は！

「待てえぇえ────っ！　天華ぁあア!!」

　アルバルドの叫さけんだ幼おさななじみの名が、遺跡の闇に透すき通って消えた。







「じょ、ジョーダンじゃないってばぁあ！」

　鋼の暗闇にこだまする、自分の名前を背はい後ごに聞きながら。銀色の髪を振ふり乱し、残ざん骸がいと化した障しよう壁へきを飛び越こえて、天華は遺跡の中を疾しつ駆くする。

　途と中ちゆうで通気口に潜もぐり込み、侵しん入にゆうした自分の跡あとを辿たどって、元の順路を這はい進んだ。

（にしたって、な、なんでアルがこんなとこにいるのよっ、もう～～！）

　狭せまい空間を素す早ばやく匍ほ匐ふく前進しつつ、思わずグチがこぼれでる。

（てゆーか、いつから剣聖になったわけ!?　そりゃアルってば剣聖候こう補ほ生せいだったけどさ）

　這い進む闇の中、天華はゴーグルのレンズに記憶を映うつし込んだ。

　昔──今から六年前。アルバルドという名の少年が、その剣の才さい能のうを見み初そめられ、精せい霊れい神しん殿でんに連れてこられた初めての日のことを。

（そっか……もう、六年にもなるんだ……）

「って、浸ひたってる場合じゃないってばっ！」

　ようやく行く手に、入ってくるときにパネルを外しておいた出口を見つけた。そこから天華は通路に出る。遺跡の中央を貫つらぬく大動脈通路だ。そこからさらに走り、通路の分ぶん岐きに飛び込んだ。目指すは、天てん井じよう部ぶに楕だ円えんの窓まどが並ならぶ、遺跡の外周部分である。そこに侵入に使った、手動式の二重扉とびらがあるのだった。

　小型の閉へい鎖さ扉をくぐり、やっとそこまで辿たどり着く。真上から注ぐ月光のおかげで、暗あん視しゴーグルなしでもある程てい度ど見み渡わたせる通路の床ゆかには、脱ぬぎ捨すてておいた耐ド水ラ性イスーツと空の防ぼう水すいリュックとが転がっていた。

　よし。念には念を入れて、天華は後ろ手に閉鎖扉のシャッターを降おろす。簡かん単たんなものだが、外から開けるには一手間かかる代しろ物ものだ。

「とっとと脱だつ出しゆつするが勝ち、ってねっ」

　けれども。──背せ中なかにぞくりとした戦せん慄りつが走ったのは、その瞬しゆん間かんだった。

「えっ、ちょっ」

　まさか!?　直感がそう告げた。だから咄とつ嗟さに、閉鎖扉から飛び退のくように一歩離はなれる。

　そこに、硬こう質しつな音が走った。真まっ直すぐな亀き裂れつを刻きざんで、裂さけ目を吹ふき飛ばし。光を放つ白金の鎧よろいを着き込こんだ、金きん髪ぱつの青年が現あらわれる。

　勢いに任せた黒き閃せん光こうが、轟ごう風ふうを連れて、腕うでの中より天華に向かって煌きらめいた。

　やばッ!!　スーツとリュックを翻ひるがえし、天華は鋭するどく片かた腕うでを伸のばす。突つき出された黒い刃はが手てつ甲こうを滑すべり、冷たい音に硬かたく、強く弾はじかれた。

　重い手応えが、天華の腕に鈍にぶく残った──。







　重い手応えが、アルバルドの剣けんに鈍く残った。それは──やはりアルバルドにとって馴染みのある、忘わすれられない重さだった。

「天華……。やっぱり、天華か！」

　暗闇の中で交こう錯さくした一瞬。確かにアルバルドは、見覚えのある彼女の顔を、すぐ間近で改めて目にした。大きなゴーグルに、特とく徴ちよう的な気の強い銀色の瞳ひとみは隠かくれていても。剣に響ひびいた、この感覚だけは間違えるはずもない。

　それに、アルバルドは他ほかには知らない。いくら扉を斬きって勢いきおいの削そがれた攻こう撃げきとはいえ、自分の剣撃を、片腕一本でしのいでみせる少女など──。

　受け流された剣に引きずられるように、アルバルドは天華からたたらを踏ふんで前に離れた。日課のように手合わせをしていた頃ころの、懐なつかしい記憶を嚙かみしめて。

「天華……」

「……。アル……」

「……」

「──あ、ん、た、ねぇっ！」

「う、うわぁあ!?」

　手甲の裏うら拳けんが唸うなりをあげて、アルバルドの金髪をぎりぎり掠かすめた。

「あっぶないじゃないの！　当たったらどうすんのよ！」

「そ、そ、そ、それはこっちのセリフだぁ！　どっちが危あぶないんだよぉ!!」

「なによ。剣けん聖せいなんだから平気でしょー」

「……へ、平気なわけないだろ……」

　アルバルドは後頭部にまだ残る痛いたみを反はん芻すうし、苦く呻うめく。当たり前のことだが、剣聖とて、痛いものは痛いのだ。

「めちゃくちゃ言うなよ！　まったく……」

「てゆーかさ。アルってば、いつから剣聖になったの？　あたし聞いてないよ？」

「……。あ、あのなあ～～。神しん殿でんをいきなり飛び出して、半年間いっさい連れん絡らく入れてこなかったの、天華の方だろ！　オレはその間も真ま面じ目めに鍛たん錬れん積んで、ようやく十日前に剣聖の称しよう号ごうを得たのッ!!」

「あ。そっか。──おめでとう、アル！」

「え？　……あ、ああ」

　突とつ然ぜんの祝福に、アルバルドの気が抜ぬけた。その前で、

　ふんふん、と天華がひとり深く頷うなずく。

「そっかぁー。アルもついに剣聖かぁ、うんうん。ずっと、剣聖になるために修しゆ行ぎようしてたもんねぇ。よかったね、アルっ」

「う、うん。……あ、その。あ、ありがと」

「あははっ。照れてんのアル？　顔赤いよ」

「う、うるさいなぁ、からかうなよっ」

　言い返しながらも、アルバルドは目にした。鎧よろいの光が照らす淡あわい闇やみの世界に、微笑ほほえむ天華の唇くちびるが、やわらかく浮うかび上がっているのを。

　鼓こ動どうが一瞬、どきり、と鳴った。……変わらないなあ。アルバルドは心底そう思う。初めて出会ったときから、この少女の、底抜けの元気な笑顔だけは。

　──剣の才を認みとめられ、剣聖候こう補ほ生せいとして、精せい霊れい神しん殿でんに引き取られて連れてこられた六年前のあの日。初めて立ち入った神殿内部の、見たこともないほどの荘そう厳ごんな装そう飾しよくに囲まれた雰ふん囲い気きに圧あつ倒とうされ、萎い縮しゆくしていた自分の前で──凜りんと立つ、銀ぎん髪ぱつの少女。見知らぬ世界の全すべてを、「こんなものなんでもないよ」と踏ふみつけて。初対面の彼女は、澄すみ切った青空のような笑顔を見せたのだった。

　だから。以来、その瞬しゆん間かんから。アルバルドの心には──。

「じゃ、またね。今度お祝いになんか贈おくったげるから。んじゃっ」

「うん。天華も元気で……はっ！　ま、待て待て待て、ちょっと待てええ！」

　目の前でさりげなくきびすを返した背せ中なかに、アルバルドは慌あわてて現うつつに引き戻もどされた。

「そ、そーじゃないだろ、天華ッ！」

「あちゃー。バレた？　てへ？」

「てへ、じゃないだろぉおおお!!」

　まったく、いつもこうだ、天華ときたら！──アルバルドは、さらに思い出す。六年前の、初めて会ったときの続きを。

「ふぅん。君が剣聖候補生なんだ」

　うんうん、と言いながら、興きよう味み深げに近づいてきた少女は。──そのまま、手てつ甲こうをつけた拳こぶしで、アルバルドに襲おそいかかってきたのだった。自分の腕うで試だめしに──。

　そうだった。こ～ゆ～、一方的な女なのだ。

「バカっ、み、見み逃のがせるわけないだろ！　こんなこと!!」

「むー、なによ。あたしは遺跡探求者ロスト・リサーチヤーよ。遺い跡せきに潜もぐってなにが悪いってのよ？」

「だって、お前、遺跡なんだぞ？　旧きゆう精せい紀きを滅めつ亡ぼうさせた、科学の！　取り扱あつかいは、慎しん重ちようにしないと……」

「あら。じゃあアルは、あたしが素人しろうとだって言いたいわけ？　あたしに言わせてみれば、遺跡に侵しん入にゆうするのに、防ぼう壁へきを斬きり刻きざむような荒あらっぽい手を使うようなアルたちの方が、よっぽど素人じゃない」

「うぐっ！　いや、そりゃ……今はまだ、その……い、いや、でも、そんなこと言ったって！　発見されたこの遺跡は、帝てい國こくの管理下にあるんだぞ!?　そこに無む断だん侵入したってのは、立りつ派ぱな犯はん罪ざいだぜ!!」

　それに。アルバルドは腕の中の、黒い剣けん先さきに意い志しを込める。

「それに……オレだって一いち応おう、剣聖──帝國の兵士なんだッ」

　だから。アルバルドは剣を、真まっ直すぐ天華に向けた。

　アルバルドが剣聖を目指し修行してきたのは、自分には、剣の道を極きわめることしかできなかったから。そんな不器用な自分でも、剣を振るうことしかできない自分にも。大おお勢ぜいの、誰だれかの役に立つことができると信じているから。──アルバルドは、迷まよいを断たち切るように、剣の冷たさに己おのれをゆだねた。

　力ずくでもお前を止める、と……。

「……。本気、ってコトだよね」

　天華の問いに、アルバルドは応こたえない。ただその目に、鋭えい利りな殺気を満たすだけ。

　迫はく力りよくに、空気と闇が緊きん張ちようした。

　目の前に立つ少女の銀の髪から、一ひと筋すじの汗あせが頰ほおに流れた。鎧が放つ光を受けて、雫しずくは暗黒の中で、唯ゆい一いつの煌きらめきと化す。それは彼女が摑つかんだままだった、リュックや耐ド水ラ性イスーツと共に、足元へと静かに落ちていった。

　そして。手甲をつけた天華の両腕が、無む駄だなくふわりと構かまえられる。アルバルドの剣の腕は、幾いく度どとなく手合わせを重ねてきた彼女が、一番よく知っているから。

　真剣な銀色の眼まな差ざしが、真っ直ぐにアルバルドに向いていた。──しかし。

　瞬間、それが変わった。口元に、小さな舌したをぺろりと出して。

「なんて、ねッ！」

「──へ？　え、う、うわああ!?」

　突然、アルバルドの視界が一瞬にして閉とざされる。咄とつ嗟さに走らせた剣が、ぬるい手応えを残して闇を裂さいた。それが、足先で蹴けり上げられたリュックとスーツであることに気付いたときには。天華の姿すがたは、そこにはなかった。

　一瞬の隙すきをついた彼女の体は、外周通路に設もうけられた、二重になった気き圧あつハッチの中へと飛び込んでいたのだった。

「なっ!?　あ……や、やられたぁああっ!?」







　がんがんと、アルバルドの持つ剣の柄つか尻じりがハッチを叩たたく。だが外部との出入り口でありながら、遺跡内部の気き密みつを保たもつための二重扉とびらは、その程てい度どではびくともしない。

　小さなスリット状じようの覗のぞき窓まどから、慌てふためく幼おさななじみの金きん髪ぱつが見える。

　二枚まいの扉がつくる狭せまい空間で、へへん、と天華は鼻を鳴らした。

「ばーかっ。あたしがここまで逃にげてきたのは、ここから外に出るためだよん」

　ロックのかけられた扉を確かく認にんして、天華は外側のハッチの、重い手動コックをひねる。

　外との気圧差となじませるため、海水がどぼりと満たされ始めた。

「それに、不毛な勝負は逃げるが勝ちってねー。あははっ」

　派は手でに扉を叩く音が、虚むなしくまだ聞こえてくる。小窓の向こうで、アルバルドの口がぱくぱく動いた。ダメダメ。天華は明るく笑う。

「うかつに斬ったりしたら遺跡ん中まで水みず浸びたしになっちゃうんだから。って、聞こえないかな？　はは」

　押おし迫せまる海水に追いやられる最後の空気を吸すい込こんで、天華は外側扉のロックを外した。しかし。

　天華は忘わすれていた。──アルバルドが、遺跡に関してはまったくの、ど素人であることを。だから、次の瞬しゆん間かん。ふと振り返った銀色の瞳ひとみに、信じられない光景が飛び込んできたのだった。

　内側扉の覗き窓の向こうで、大きく剣を振りかぶる青年の姿があった。

「え、えっ？　まさか……ちょっ、アル、噓うそお!?　そんなことしたら！」

　今扉を斬れば、いったいどうなるのか──なんて。もちろんアルバルドに、そこまでの考えがあるはずもなく。遠えん慮りよの欠片かけらもない強きよう烈れつな一いち撃げきが、扉の隙すき間まを穿うがち抜ぬいた。

　こじ開けるようにねじ込まれた、欠けた刃はが派手に折れ飛ぶのと。天華が開けた外扉から大量の海水が止めどもなく流れ込むのとは、まったく同時の出来事だった──。

「きゃあぁああっ、なっ、なにやってんのよバカアルぅう───!!」

「あ────っっ、しまっ!?　がばごぼ！」

　遅おそすぎた後こう悔かいと共にアルバルドの絶ぜつ叫きようが、遺い跡せきの奥おくへと流され、消えた。それとは逆ぎやくに、外扉にしがみついた天華の体は、投げ出されるように海中へと吸い込まれる。

（やばっ。空気が……）

　唇くちびるから漏もれる泡あわを押さえて、体がくるくると水に流れた。

　瞬間、あらかじめ相あい棒ぼうがかけてくれた《防護ガード》の錬れん精せいの力が発動する。水圧に耐たえる、見えない膜まくが身を包んだ。

　だがそれは、生命維い持じに必要な酸さん素そまでは確かく保ほしてくれない。水面まで、五十メートルくらいか。しかし真っ暗な夜の海中に放ほうり出された今の天華には、どちらが上か下かの区別も付かない。暗あん視しゴーグルが見える範はん囲いも、この状じよう況きようでは数メートルが限げん界かいなのだ。

　天華の脳のう裏りを、さすがにひやりと冷たい思考が掠かすめていった。けれども。

　刹せつ那な、背せ中なかが何かにやわらかく当たった。抱だき留とめられるように回転が止まる。顔を上げたゴーグルの視界に、流線形の純じゆん白ぱくの機体があった。

　……そっか。天華は黒い水中に、微笑ほほえみをとかした。

（さんきゅ、相棒っ）

　天華はしっかりと、細長い白い機体を両手で摑つかんだ。




　　　　５




　震ふるえる通信石が、不様な悲鳴と大量の水の音を伝えてくる。

　エレベーター・シャフト最下部へのドームへと這はい出したシエンが、石の輝かがやきの強さを確たしかめたとき。最初に届とどいてきたのは、そんなノイズの混まじるやかましい響ひびきであった。

「アルバルド様？　いったい何が……どうしたんですアルバルド様。アルバルド様っ！」

『──エン、シエンっ、げはげはっ』

「アルバルド様!?」

『あっ、ああー！　しまった、ちきしょうっ、あいつー！』

　アルバルドが通信石の向こうで叫さけぶ。

『シエン、逃がすな！　ココロに連れん絡らくして飛ひ空くう艇ていに追いかけさ……あ、わ、おァあー!!』

「!?　アルバルド様、アルバルド様ッ!!」

　シエンの呼よびかけも虚むなしく、再ふたたびアルバルドの声が、押し寄よせる水音に消えた。

（追いかけさせる？　何を──）

「わ、わっ!?」

　そのとき。突とつ如じよとして、透とう明めいなドーム壁へきがぐにゃりと揺ゆらいだ。外側の水流が大きく乱みだれたのである。何です!?　シエンは驚きよう愕がくに視線を走らせる。ドーム壁の漆しつ黒こくの向こうに、遺跡に積もった砂すなが花のように舞まい上がった。

　揺れるドーム壁を掠かすめて──純白の機き影えいが、高速でシエンの頭上を飛んでいった。

　縦たてに長い、流れるようなシルエットである。人二人ぶんくらいの大きさはあるだろうか？　だが何よりシエンの興きよう味みを引いたのは、その背に乗ったひとつの人ひと影かげであった。

　すれ違ちがいざまに鳶とび色いろの瞳ひとみははっきりと、天華の姿すがたを捉とらえていた。

「あれは……潜せん水すい艇てい!?　まさか！」

　そんなものを!?　シエンは上じよう昇しようしていく白い機体を振ふり仰あおぐ。銀髪の少女を乗せた機影は、あっという間に遠くなった。

　──逃にがすな、と言ったアルバルドの言葉が、強く耳に戻もどってきた。何が起こっているのかは、シエンにははっきりとはわからない。けれども、何をすべきかはわかった。

　その背中を最後に押したのは、足元を震ふるわせる、細かく重い遺跡の鳴動であった。

「う、わっ！」

　シエンのすぐ背はい後ごで、遺跡に開いたハッチの大おお穴あなから、砂と泥どろに汚よごれた薄うす茶色い海水が嘔おう吐とのように噴ふき出し始める。勢いきおいのある水流は、すぐにシエンの足を濡ぬらした。

　シエンは慌あわてて、降こう下か床しようまで退たい避ひする。けれども浸しん水すいの止まらない遺跡は、ドームの中に一方的に海水を吐はき続けた。

　内側からの水の侵しん略りやくに、ドーム──属ぞく性せいの異ことなる風の結界が、わなないた。

　シエンは意を決し、降下床の中央にあるスイッチを踏ふみつけた。蓄たくわえられていた反力が解かい放ほうされ、移い動どう床ゆかが上じよう昇しようする。

（アルバルド様……）

　遺跡より離はなれていく降下床の上で、シエンは胸むな元もとにある通信石を握にぎりしめる。光を放つ礼服の中にあって、しかしその中に浮うかぶ輝きのひとつは、消しよう滅めつしたままだ。

　それでも、シエンは信しん頼らいしている。剣けん聖せいである主を。この程てい度どの窮きゆう地ちを乗りきることなど、人の領りよう域いきを超ちよう越えつするまでの剣けん技ぎを身につけた剣聖には、しごく当たり前のことなのだから。──だから。

「無事を信じてますよ。アルバルド様っ」

　少年は眼鏡めがねをただして気を引き締しめ、通信石に残る、もうひとつの反はん応のうに向かって声を投げたのだった。

「──ココロ操そう縦じゆう士し官かん、応答してくださいっ」







『ココロ操縦士官！　アルバルド様からの命令ですっ、今すぐ飛ひ空くう艇ていを──』

　シエンの声が、飛空艇の真っ暗な操縦席に響く。シートの後ろに、通信石が取り付けてあるのだ。

　それを聞いて。それまで簡かん易いベッドで「むにゃむにゃ……」と仮か眠みん中ちゆうだった、もう一人の鋼はがね隊員の、少女の反応は早かった。

「あ、アルバルドさまのご指し示じスかあっ!?　わ、わっかりましたスううっ！」

　赤毛の頭を飛び起こして。シャツ一枚まいの半はん裸らのまま、十四歳さいにしては長い手足を伸のばし、シートに組み付く。ンしょっ、とベッドを蹴けりつけ、脱ぬぎ散らかしたままだった衣服と一いつ緒しよに片かたづけた。そして、赤い髪かみを、後ろで雑ざつにテールにまとめて。鋼隊操縦士官ココロは、操縦席に細い体を沈しずめたのだった。

　精霊都市から湾岸都市まで、高速飛空艇で半日の距きよ離りを、休みなしに操縦してきた疲つかれもどこへやら。透明な卵たまご形の操縦窓そうから降ふり注ぐ、二つの月明かりしか届とどかぬ操縦席で。慣なれた手つきが、数多あまたのスイッチを素す早ばやく叩たたく。

　息い吹ぶくように。新型三重連推すい進しん結けつ晶しよう体たいを積んだ飛行機関が、重低音の唸うなりをあげた。

『起きましたか!?　ココロ！』

「あったりまえスよ！　アルバルドさまのご命令っス、うかうか寝ねてられませんスようっ！　ポチも叩き起こしたっス！」

　ココロは自分で名付けた愛機の名前を呼よびながら、元気に吠ほえた。

　上気した半裸の肌はだに、金属的な輝かがやきが走る。それは、四し肢しに食い込む硬こう質しつなリングの光──ココロが生まれつき『先ワ祖イ帰ルりド』として持つ、『直勘センサ』の能のう力りよくの外見的特とく徴ちようである。

　光が手足を伝わり、触ふれている操縦桿かんやシートまで届く。それと同時に、ココロの感覚が広がった。シエンが、精せい神しんをコンピュータに移うつすことができるように。ココロは、五感を機械と共有することができるのだ。

　自分の全すべてが、飛ひ空くう艇ていに染しみていく──。鼓こ動どうは、錬れん精せいのシステムを使った飛行機関の震ふるえと重なり、翼つばさの動きが指となる。視し覚かくは暗いコックピットから飛び出し、砂浜と夜空をしっかり摑つかんだ。髪と同じ深しん紅くの瞳は、強く鋭するどく前を睨にらむ。果てしない空を。

　けれども──次の瞬しゆん間かん。ココロは瞳を、ああん、と揺らしたのだった。

「あぁ、アルバルドさまぁ♪　自分は、アルバルドさまのために、立りつ派ぱに使命を果たすっスよう～！　だって……だって、だって！」

　惚ほれちゃってるから。

　優やさしくて、強くて、あったかくて。かっこいい、憧あこがれの人であるから。

　一目惚れアンド、初はつ恋こいの人なのだから。

　いやぁん♪







『──やぁん♪　なんか、照れるっスよう～、きゃんきゃんっ♪』

　上昇する、暗い床の上で。シエンの握る通信石を、恋する少女の黄色い声がやかましく震わせる。

　鳶とび色いろの瞳ひとみを閉とじたシエンは、盲もう目もくな乙女おとめのたわごとを我が慢まん強くやりすごし。「と、とにかく」と気を取り直して、口を開いた。

「海上を浮ふ上じようしていく潜せん水すい艇ていがあります。それを押さえてくださいっ」

『ふんふん、逃にがすなってことスね。──了りよう解かいスっ！』

　頼たのもしい返事が返ってくる。シエンはほっと胸むねをなで下ろした。こと操縦に関しては、彼女は天才的なのだ。信しん頼らいできる。……操縦以外の言動には、ちょっと、問題があったりするが。

　それは、あまり深く考えないでおこう。シエンはこっそり、そう誓ちかった。

　──その足元が小さくきしんだ。基き部ぶである最下部のドームが浸しん水すいしたシャフトは、今そのバランスを崩くずし、崩ほう壊かいに悲鳴を上げる。

「こ、これは、本ほん格かく的にまず──わ、わっ」

　ぎしぎしと滑なめらかさを失う上じよう昇しよう速度に、シエンの首を汗あせが流れた。

　見上げた頭上に、デッキ上部の穴が見える。幻げん炎えんの赤い光の中。不安げに見下ろす、司祭長と僧そう兵へいたちの顔があった。

「退たい避ひしてください!!」

　背せ中なかに噴ふき出す汗をこらえて。シエンは真上へと、声を飛ばした。







「ふぅっ！」

　ざばりと真っ黒な波を搔かき分けて、ようやく出会えた新しん鮮せんな空気の世界──。

　二つの月に照らされた海上で、天華は潮しおくさい風を思い切り吸すい込こんだ。

「げほげほっ、あーしんどかった。ありがとね、Ｇっ。──Ｇ？」

　水の入ったゴーグルを外し、相あい棒ぼうの名を呼びながら振ふり返った、機体後部の下部スペース。そこに増ぞう設せつされた機関部の、ぽかりと空いた穴からは。しかし、返事はなかった。

　かわりに天華が見たのは、穴いっぱいに満たされていた海水であった。

「わ、ちょ、ちょっとちょっと！」

　慌あわてて天華は、後部弁べんのロックを解かい除じよする。機関部に溜たまっていた水が、推すい進しん結けつ晶しよう体たいの生む力に導みちびかれ、開かれた機体の背はい後ごへと勢いきおいよく排はい出しゆつされた。

「だいじょーぶ、Ｇ？　まあ、あんたに空気が必要ないってのは知ってるけどさ」

「──問題ない」

　そっけない返事と共に、水浸びたしであった機関部から伸のびた、暗くら闇やみに紛まぎれる小さな手が応こたえた。

「それより、こっちの方が深しん刻こくだ」

「？　なにが？」

　機体にまたがった姿し勢せいのまま、天華は機関部を覗のぞき込む。そこに設もうけられた、後ろ向きの小ぶりなシートに。褐かつ色しよくの肌はだを持つ相棒が座すわっていた。

　黒くろ鉄がね色のきれいな瞳に、Ｇの正面で輝かがやく、青白い結晶体が映うつっている。機関部に設置された、機体の推力を発生させる、風の属ぞく性せいを持った結晶媒ばい体たいだ。

　──結晶体は今、かざした少年の手の中で、輝きにかすかな乱みだれを起こしていた。

「なに、え？　これ」

「長時間水に触ふれていたからな。もとが風属性の錬れん精せい物ぶつなだけに、悪あく影えい響きようが出たようだ」

「噓うそ？　なんでえっ？」

「属性の異ことなる精せい霊れいの力は、互たがいにぶつかり合う時がある。錬精の常じよう識しきだぞ。知らなかったか？」

「れ、錬精音おん痴ちのあたしに、そんな知識あるわけないじゃん……。え、で、でも、白華は一度にいろんな精霊の力を使ってたけど？」

「あの『龍りゆう眼がん』は特別だ。それにそもそも、精霊の力を一定の術じゆつ式しきで導く錬精術と、精霊と対話することで助力を得るあの娘この力とは、根本的に違ちがう。引き起こされる現げん象しようは、傍はた目めには同じに見えるがな」

　褐色の美少年は、水に濡ぬれて艶つややかな紫むらさき色いろに光る黒くろ髪かみを撫なで上げながら、いつもと変わらない冷静な口調で言った。

　そうなんだ。ふぅん、と天華はなんとなく納なつ得とくする。こと錬精に関しては、この相棒の少年は、誰だれよりも知ち識しきを有しているのだ。

「……って、ちょっと待ってよ。てことは、Ｇ。あんた、最初っからこうなること、もしかして予想してた？」

「もちろんだ」

「……。だったら言いなさいよ」

「聞かれなかったからな」

　相棒はやっぱり相変わらずの口調で、さらりと言った。

　必要以上のことは、自分からしない。これが、彼のスタイルなのだ。

「あ、あんたねえ……まあ、いいや。あんたらしいって言えばそうだしね。それより……実じつ際さいどうなの？　結晶体のダメージは」

「今の状じよう態たいなら、半分程てい度どの力だと思えばいい」

「そっか。とりあえず、使えることは使えるんだ。うんうん」

　まあ、全力で使うようなことにはならないだろうから平気かな？　そう思いながら、前を向こうとしたそのとき。天華の視し線せんに、やっかいなものの姿すがたが飛び込んできた。

　波に揺ゆれながら進む、機体の後方──湾岸都市の街まち並なみが霞かすむ、夜の浜辺。そこから飛び上がった、四枚まいの翼つばさを持つ帝てい國こくの高速飛ひ空くう艇ていが、漆しつ黒こくの海面すれすれに舞まい降おりたのだった。

「わ、わっ！　まっずいー!!　Ｇ！」

「わかった。だが忘わすれるな。推力は、出せていつもの半分だぞ」

「あ！　うわ、そ、そうだった……」

「だが、だましだまし使えば、瞬しゆん間かん的に七割わり程度までは引き出せるだろう」

「ほんと？　それっ」

「問題ない」

　天華の声に、少年はやはり変わらない口調で応こたえる。

　それはなぜか、こういうときには頼たのもしい返事に聞こえた。

「──頼たよりにしてるよ、相棒っ」

　天華は白い歯を見せながら、ゴーグルを着け直す。そして、跨またぐようにしていた機体に、真まっ直すぐに寝ねそべる形でしがみついた。







　推すい進しん力りよくである、飛行機関の唸うなりをあげて。漆黒の空に、飛空艇が舞い上がる。

「確たしか、潜せん水すい艇ていとかゆってたスよねえ？」

　通信石からの言葉を思い出しながら、ココロは機首を海原うなばらへと向けた。

　二つの月光をはじく海面に、白い筋すじが一本あった。あれスね！　紅べに色いろの瞳ひとみが、飛空艇につけられた暗視レンズを利用して、視覚をズームする。はっきりと、逃にげていく純じゆん白ぱくの機影が捉とらえられた。

「ようし、逃がさないスよンっ」

　ココロは機体を追いかけて、飛空艇を降こう下かさせた。そのとき。シート裏うらにつけられた通信石から、シエンだと思われる、ごちゃ混まぜの悲鳴が聞こえてきた。

「んゃ？　なんスか？」

　ふと、水面間ま際ぎわに降りた視界に、倒とう壊かいしていくエレベーター・シャフトの姿が映る。

　斜ななめに傾かしぐシャフト崩ほう壊かいに巻まき込まれ、桟さん橋ばしが次々と黒い波に蹴け飛とばされていた。

　──その上を、死にものぐるいで走って逃げる、栗くり毛げの少年と司祭長の姿があった。

　叫さけびは、おそらくその二人のものなのだろう。二人より体力のある僧そう兵へいが一人、手に持った幻げん炎えん石せきの輝きを残ざん像ぞうの尾おにしながら、一足先を逃げていた。それに対しての、司祭長のみっともないののしり声が時折混じる。

「仕方ないっスねえ～」

　ココロは機体を振ふって、大きくカーブを描えがかせた。シエンたちの後ろに回り込む形で、桟橋を蹴散らす波なみ飛沫しぶきに、大きな翼を突つっ込ませる。

　飛行の安定と、空中戦せん闘とうを想定してつくられた、四枚の攻こう撃げき翼よくである。機体は激はげしく揺れながらも、荒あれ狂くるう波を一撃の下もとに斬きってみせた。

　これで多少は、シエンたちも助かるだろう。へへっ、とココロは鼻をこする。

「シエン君、これで今度の夕ご飯はそっちのおごりスよン♪　さぁて、次は──はゃ？」

　気合いを入れて、前に向き直した直後。波間に沈しずんだシャフトの跡あとに、ココロはひとつの人ひと影かげを見つけた。ぽかりと淡あわい金きん髪ぱつの頭を出したその人は──。

「あっ、アルバルドさまあっ！」

『……ごほ、がはがへっ、ううっ、ひ、ひどい目に……って、おわ！　こ、ココロか？』

　通信石から、雑ざつ音おん混じりながらにも、しっかりと青年剣けん士しの声が届とどいた。

　はいっ、とココロは荒れる水面もかまわずに、アルバルドのすぐ側そばまで機体を降ろした。機体の構こう造ぞう上、操そう縦じゆう中ちゆうには前面のハッチを開くことはできないが、憧あこがれの剣けん聖せいである彼にはそれで十分だ。

　アルバルドは根本から折れた剣を「あああ、くそうう！」と海に放ほうり投げてから、飛空艇の翼にしがみつき、くるりと上に飛び乗った。さらに機体の上に這はい上がり、上部の第二ハッチから中に入る。

「アルバルドさまあ～♪　ご無事スかあっ」

「見ての通りだよ……ココロ。ちくしょう」

　重い鎧よろいを脱ぬぎ捨すてた、ずぶ濡ぬれの格かつ好こうで。アルバルドはくしゃみを飛ばした。

　しかしすぐに、濡れた袖そでを絞しぼりながら、飛空艇のスペースに転がっていた縦たて長ながのケースを探さがし出す。開けたそこにあったのは、持っていった剣と同規き格かくの、予よ備びの剣だ。

　そして、「どうなった!?」と聞いてくる。

「今、見つけたところスよン！」

　ココロは八や重え歯ばを見せながら、元気に応こたえた。ズームする視し界かいには、ちゃんと例の機影は捉えてある。遠ざかる速度は多少上がっているようだが、所しよ詮せんは水の抵てい抗こうを受ける機体だ。空を飛ぶポチからは逃げられない。

「すぐに頭を押おさえるスっ。大だい丈じよう夫ぶ、こっちの方が断だん然ぜん速いスから～」

「違ちがう！」

　しかし。突とつ然ぜんに、アルバルドが叫さけんだ。

「あれは、潜水艇なんかじゃない！　あれは、あれは──」

「ふぇ？　な、なんスか？　じゃあ……へ？　あ、あれえっ!?」

　アルバルドの投げた言葉を訝いぶかしむココロの視界で、白い機体に変化があった。

　背せ中なかに乗る人影が、縦に長い機体に寝ねそべった刹せつ那な。そのシルエットが変化する。流線形の体に寄より添そっていた、黒い海水を裂さく二枚の板が展てん開かいした。それは、水平に伸のばされる。──一文字であった機体が、十字を描くように。

　それは、二枚の「翼」であった。

「あ、あれ！　翼っ、飛ひ空くう艇ていスか!?　いや、違う？　……一人乗りの『舞翼ライド』スか!!」

　赤い髪かみを振り乱みだし、ココロは驚おどろきを受け止める。そのズームする眼がん前ぜんで、白い翼は飛沫しぶきを蹴けって軽かろやかに浮うかび上がった。水の抵抗から解とき放たれた機体は、そのまま一気に夜空を高く駆かけ昇のぼる。

　その速度は、速い──！

「ココロっ、頼たのむッ！」

「わ、わかりましたっスう！」

　ココロはアルバルドの声に弾はじかれるように、操縦桿かんのスロットルレバーを叩たたき込こんだ。




　　　　６




　空へと飛ひ翔しようした舞翼ライド、『風ふう帝てい号ごう』の後部から、白い煌きらめきが夜の空に尾おを引いた。

　気流を噴ふん射しやし、推すい力りよくを生む結けつ晶しよう体たいの輝かがやきである。

「いくよッ！」

　天華の声を、潮しおくさい低空に残して。加速が体を包み込んだ。

　──本来、舞翼ライドというものは、風に乗って滑かつ空くうするというだけのものである。そのため骨こつ材ざいには、空の精せい霊れいの祝福を受けた風ふう獣じゆう、「風くじら」の骨を使う。よりよい風をつかむために。

　だが天華の駆かる風帝号の後部には、特別に、推力を生む飛行機関が増ぞう設せつされているのだ。

　いや、飛行機関というのは間違いかもしれない。なぜなら、本来ならば推力と浮ふ力りよくとを生み出す複ふく雑ざつなシステムが、ほとんど組み込まれていないのだから。あるのはただひとつ、機関部分の核かくとなる推進結晶体──それと、その結晶体を操あやつる、一人の錬れん精せいに長たけた少年だった。

　本来ならば、機関を構こう成せいする八割わりものシステムのかわりを、Ｇが一人でこなすからこそ。身軽な風帝号は、どの機体よりも速く高く、空を舞い踊おどる。それが、古き空の神の名を冠した舞翼ライドの、最速の秘ひ密みつであった。──しかし。

「……わっ、ついてきてる!?」

　ちらりと振ふり返ったゴーグルの端はしには、ぴったりと背はい後ごにすがる、黒い飛空艇の姿すがたがあった。

「引き離はなせないっ、Ｇ？」

「無理だ。これで精せい一いつ杯ぱいだぞ」

　伝声管から、相あい棒ぼうの声が返ってくる。ちぇっ、と天華は舌した打うちした。

「仕方ないか……けど、そっか。こっちの調子も悪いけど、向こうは新型の飛行機関なんだっ」

　ゴーグル下の銀色の瞳ひとみが、高速飛空艇の後部に噴ふき出る、結晶体の煌めきを見分けた。

　だったらっ。天華は、機体をくるん、と回転させる。動きに合わせて、相棒が推進力を調整する。風帝号は、純じゆん白ぱくの翼つばさを真横に滑すべらせた。ほぼ直角の動きである。

　けれども、飛空艇はその動きにすら、距きよ離りをあけることはなかった。

「腕うでも悪くない、か」

　くっそう。天華は、引き裂さく風にそう呟つぶやいた。しかしその唇くちびるに、かすかな笑えみを浮うかべながら。

　そして。

「なら、あたしもちょっと、本気を出してやりますかっ！」

　天華は、両手で握にぎる操そう縦じゆう桿かんの固定具を外し、思い切り引いたのだった。







『あやややっ、な、なんでスかああーっ!?　そんなバカなああ？』

　飛ひ空くう艇ていの上部ハッチから身を乗り出した、アルバルドの手の中で。海底遺い跡せきから唯ゆい一いつ持ってこれた通信石が、ココロの驚きよう愕がくの叫びに震ふるえた。

　無理もない。風圧を剣けんで遮さえぎりながら、アルバルドはそう思う。ココロは、操縦士官として一流の腕前なのだ。代々軍人の家か系けいに生まれ、操縦に関しては幼おさない頃ころから英えい才さい教育を受けてきている。その『直勘センサ』の能のう力りよくと共に、あらゆる機体を、何のレクチャーもなしに操あやつってみせるのだ。

　なのに。ココロの操る高速飛空艇は、舞翼ライドとの距離を詰つめることができなかった。

（いや……振ふり切られないだけ、ココロの腕もたいしたもんだってことか）

　アルバルドは唇くちびるを嚙かみしめた。が、次の瞬しゆん間かん。

　白い舞翼ライドの動きが──変わったっ。

　突とつ然ぜん、常じよう軌きを逸いつした速度で、翼が翻ひるがえったのだった。

「なっ!?　は、速すぎ──!?」

『ああっ、なんスか、今のおお!!』

　アルバルドの悲鳴に次いで、ココロの驚おどろきが重なった。

　舞翼ライドの二枚の翼が、変化していた。風をしっかりつかまえる、十枚の羽が生まれていた。

　それらは、十に分ぶん離りした操縦桿を、天華の指が操るものだ。舞翼ライドはまるで、生き物のように空を踊る。

　そこにいたのは、まさに「鳥」であった。

「こ、こんなっ……！」

　アルバルドは顔色を失う。その視し界かいを掠かすめて。白い舞翼ライドは跳はねるようにくるくると上じよう昇しようし、月光さえも届とどかない、灰はい色いろの深い雲くも間まへと姿を消した。

『ま、待つっスううっ！』

　ココロが慌あわてて、飛ひ空くう艇ていを雲の中へと突つっ込こませる。が、辺りは一瞬で、黒い霞かすみに閉とざされた。

『う、うやああーっ、な、なんにも見えないっスよううう～！』

「だあああっ、こ、ココロ！　なにやってるんだああっ!?」

『うあああん、だって、だってっスうー！』

　飛空艇が舞翼ライドを見失い、真っ黒な雲の中をふらつく。そう、純白の翼は、もうどこにも見えなかった。──いや。

『み、見つけたス!!』

　突然、ココロの声が喜色に弾はずんだ。

「うお、わっ!?　こ、ココロっ？」

『いたスよ、あの舞翼ライドうっ!!』

　飛空艇が力強さを取り戻もどし、一気に速度を上げて下か降こうする。その先に、白い舞翼ライドがあった。

『上に行くと見せかけて、降下したんスね！　甘あまいっス!!　もう逃にがさないっスうう～!!』

　鼻息荒いココロに同調して。飛空艇は四枚まいの翼つばさを振ふりかざし、舞翼ライドを追いかけた。全速力で急降下し、白い翼を追い詰める。

　あまりの速さに、アルバルドは剣けんと一いつ緒しよにハッチの縁ふちにしがみついた。

「ちょ……ココロっ、スピードの出しすぎじゃ……」

『うややややーっ！　ポチの全力をみるがいいっスうーっ！』

「いや、ちょっと……こ、ココロお!?」

　アルバルドの制止もむなしく。漆しつ黒こくの飛空艇は雲の中を真まっ直すぐに、風帝号へと追いすがった。

　だが。それを純白の翼は、紙かみ一ひと重えでひらりとかわす。ばいばい、と手を振った手てつ甲こうの腕を、アルバルドのすぐ真上にすれ違ちがわせて。

「気を付けてねーっ」

　天華のそんな声が、一瞬にして流れて消えた。えっ？　アルバルドは思わず振り返る。交こう錯さくした、舞翼ライドの姿を追って。

　しかし──その意味を知るより早く。

『あにゃあああ!?　し、しまっ』
















　ココロの悲鳴が、アルバルドの視界を前に戻した。

　灰はい色いろの雲海を抜ぬけた、一面の黒い海が占しめる、そこへと──。

「お、おわぁああああっ!?　お、落ちる、落ちるぞココロ！　たっ、立て直せええ!!」

『や、やってるスけどおっ、んやあっ!!』

　ココロの必死な声が、通信石を震わせる。そうか！　アルバルドはようやく気付いた。天華によって、見事にはめられたのだ、ということに。

　もっとも。もう、手て遅おくれだったが。

『ま、間に合わないス───っ!?　駄だ目めっスううう!!　あ、あ、あ、あっ、ああ──!!』

　ココロの悲鳴を最後に。アルバルドの視界の全すべてが、黒い水面と化してしまった。飛沫しぶきと潮しおの香かおりをあびて、それらがぐるりと回転する。感覚に追いつくより早く、世界の全てがものすごい曲線を描えがいて飛んでいった。

　そして──アルバルドは、宙ちゆうに舞まった。

　飛ひ空くう艇ていから投げ出されて。







『ふやぁあぁああ──っ!?　よっ、避よけてくださいっスううう──!!』

　無茶な願いを叫さけびながら。帝てい國こくの高速飛空艇が回転しつつ、黒い海を跳はね、真まっ直すぐに湾わん岸がん都市の砂すな浜はまへと突っ込んでいく。

　その様子をさすがに天華も、「うわ、すごい」と感かん嘆たんしつつ、風ふう帝てい号ごうを旋せん回かいさせた。

「うわあ……あれ、中にいたコとか、大だい丈じよう夫ぶかなあ？　なんか、赤毛の女の子が操そう縦じゆうしてたみたいだったけど」

「アルバルドもいたようだが」

「んー、いたっけ？」

　伝声管からの相あい棒ぼうの問いかけに、天華はわざととぼけてみせる。

「……。お前、知っててやっただろう」

「さあねー。ま、あれで死ぬような男じゃないけどね」

　天華は鼻で笑い飛ばしながら。とりあえず、風帝号を駆かり、浜辺の方へと針路をとった。

　銀色の瞳ひとみに、飛空艇がついに砂浜と衝しよう突とつした姿すがたが見える。しかしそのまま勢いきおいは止まらず、辺りにいた僧そう兵へいたちを蹴け散ちらして、弧こを描く湾に沿そって轟ごう音おんを立てて転がっていく。

　──悲鳴と怒ど号ごうが、夜の空気を引き裂さいた。

「あ、あっちゃー。でもちょっと、やりすぎたかな」

　ようやく、砂に山をつくって突き刺ささり。頑がん丈じようさが自じ慢まんの翼を折って、飛空艇が不様な形で停止した。風帝号はその軌き跡せきを追うように、ゆっくりと低く飛ぶ。弾はじき飛ばされた僧兵たちが、砂浜に倒たおれて呻うめいている。ひどい光景だ。

　だが、一番ひどい目に遭あっていたのは──。浜辺に突き刺さった飛空艇の、その鼻先で。押し潰つぶされる寸すん前ぜんであった、見覚えのある栗くり毛げの少年であった。

　少年の姿はひどいものだ。海水と砂にまみれ、呆ぼう然ぜんと尻しり餅もちをつきながら、目の前の飛空艇を見上げている。眼鏡めがねも落とした鳶とび色いろの瞳は、半ば放心状じよう態たいだった。

「ちょっと、ねえ君っ。生きてる？」

　だが、天華が真上からそう声をかけると、少年の瞳が動く。そして。

「うわぁあっ！」

　少年は跳はね起き、慌あわててその場から逃にげたのだった。

　──突き刺さっていた飛空艇が、ぐらりと傾かしぎ。さっきまで少年のいた場所へと、重い体を倒たおしたのは、まさにその直後であった。

「こっ、ここ、殺す気ですかあっ!?　ココロ操縦士官!!」

　浅い波の中にまで逃げ飛んだ少年が、げほげほとむせながらも、飛空艇に悪あく態たいをつく。

「その元気があれば大だい丈じよう夫ぶだねっ」

「って、あ、あなたは……」

「ん。ちょっとごめんね」

　天華は少年を無む視しし、超ちよう低空で維い持じした風帝号を、倒れた飛空艇へとよせた。

　覗のぞき込んだ操縦席には。赤毛の少女が、シートの上で逆さかさまになっていた。

「ふにゅううう……海が、砂が、ぐるんぐるんスううう～～……」

　などと、目を回して、ひとりでじたばたもがきながら。

「あはは。うん、まあ大丈夫みたい」

　天華はそれだけを確たしかめると、風帝号の機首を上げる。上じよう昇しようさせるために。

「な、なんですかっ!?」

　その直前。混こん乱らんを振り払い、栗毛の少年が声を絞しぼった。

「何を、一体……な、なんなんですかっ、あなたはあぁっ!?」

「だから──遺跡探求者ロスト・リサーチヤーだってばさ」

　天華は軽くウィンクをして、それだけを少年に残した。

　そして、鈍にぶい浜風に乗せて。白き舞翼ライドを一気に、まだ黒い色が支し配はいする大空へと駆け昇のぼらせたのだった。







（言えるか。……言えるもんか）

　黒い世界に飛沫しぶきを上げる白い波間。その上で揺ゆれる、桟さん橋ばしであった板のひとつにしがみついて。──手の中の通信石から聞こえたシエンの呻うめきに、アルバルドはひとり、心で唸うなった。塩っ辛からい海水を飲んだ嗄かれた喉のどで、言えない、絶ぜつ対たいに、と何度も呟つぶやく。そして念入りに、アルバルドは輝かがやく通信石を、握にぎりしめた拳こぶしごと海の下へと沈しずみ込めた。自分の声が、決して届とどかぬように。

　そうだ。言えないのだ。天華が何者であるか……なんて。当たり前だ。

　あれが、精せい霊れい神しん殿でんを統すべる巫み女この──帝國の象しよう徴ちようたる存そん在ざいである少女の、双ふた子ごの姉で。

　つまり。帝國の、「家出姫ひめ」であることなんて！

「いっ、言えるわけないだろぉおお！　バッカ天華ぁああアア──!!」

　天を突いた、アルバルドの掠かすれた雄お叫たけびが、波間の悶もだえに消されてとけた。

　白い舞翼ライドが飛んでいった空は、少しずつ、黒から灰はい色いろへとその色調を変え始めていた──。







　天華を乗せて。雲の上を、白き翼つばさがゆるやかに飛ぶ。遠い空の端はしが、昇のぼり始めた朝日に照らされ、うっすらと白んできていた。

「うわ、夜が明けちゃったよ」

　開いた十枚まいの羽を元に戻もどし、風帝号を雲海の波にたゆたわせながら。機体にまたがり、天華はぐい、とのびをした。

　体が、完全に火ほ照てっていた。初めての空中戦に酔よいしれて。

「あははっ、でも面おも白しろかったぁ」

「いろいろあったみたいだな」

　褐かつ色しよくの肌はだの美少年が、足元の機関部から少し頭を出して、伝声管を使わずに直ちよく接せつ訊きいてくる。まあね。とだけ、天華は一いち応おう返しておいた。

　心地ここちよい疲ひ労ろう感が、胸むねの奥おくから満ちてきた。ほんと、いろいろあったと思う。

　神殿で一緒に体たい術じゆつの稽けい古こに励はげんだアルバルドは、知らないうちに剣けん聖せいなんかになっているし。ましてやその彼が、遺い跡せき調ちよう査さ隊を率ひきいてるなんて。

（……そうだ。おかげで今回、遺跡のデータがちゃんと発はつ掘くつできなかったんだっけ）

　あちゃあ、と天華は思い出しながら、ジャケットの内ポケットから携けい帯たいコンピュータを取り出した。開いた画面には、ダウンロードも途と中ちゆうのままの、無数のデータが散らばっている。半分ほどが破は損そんし、中を見ることすらできない。もう半分は無事なようだが──天華はとりあえず、「あとで整理しとくかな」と、両方まとめて保ほ管かんしておいた。

（あー、でも、そもそもなんでこんな目に遭あったんだっけ？）

　あたしなんか悪いことしたっけ？　と、天華はゆるやかな風に呟つぶやきを乗せる。

　だが。──あっ、と天華は息を吞のむ。どうして、アルバルドたちと鉢はち合あわせしてしまうことになったのか。どうして、あの遺跡の通気口裏うらから、落下してしまったのか。

　うっかり手を滑すべらせたのは、この携帯コンピュータが、唐とう突とつに振しん動どうを起こしたからだった。

　そして。──それは、一通のメールが着信したことを、知らせるものであった。

　その証あかしに、データを整理した画面の端には。小さなサインが点てん滅めつしていた。

　そこに、白華の名前を表ひよう示じしながら。

「わ、これって！」







［HAKKA>>>>>>> TENKA　　　YGGDRASILL- NET］

　姉さま、白華です。ごぶさたしています。私も元気にやっています。姉さまもＧくんも、お元気そうでなによりです。

　姉さまとＧくんが神殿を飛び出してから、もう半年にもなるんですね。月日が経たつのは早いものです。

　私の方はあいかわらず、巫女として、精霊さんたちとお話をしています。

　姉さまは今度、海底の遺跡に行かれるのですよね？　どんなところですか？　神殿から外に出たことのない私には、想そう像ぞうもつきません。

　あ。それ以前に、海だって本でしか読んだことがないです。海の水がしょっぱいって、本当ですか？　海にはどんな精霊さんがいるのかな。また海の話も聞かせてくださいね。

　それでは姉さま。お体に気をつけてください。遺跡の発掘、がんばってくださいね。

　おやすみなさい、姉さま。

　あ、そういえば。アルさんが、先日剣聖に就しゆう任にんなさいました。その仕事は、いろいろな遺跡の調査をするみたいですよ。

　もしかしたら姉さまとアルさんとが、遺跡の中でばったり、なんてこともあるかもしれませんね。なんて。ふふ。

　それではあらためて、おやすみなさいです。


白華　　



［System- mail　　　　　　39990705/ 1143PM］








　うわぁ……。天華は後半以い降こうの内ない容ように、思わず顔をしかめる。

「えーと、あ～……な、なんてゆーか……。タイミングがいいってゆーか、悪いってゆーか。どうせならもうちょっと早く知らせて欲ほしかったなあ、なんて」

　ま、いっか。過すぎたことだしね。天華はゆるくため息を吐つくと、風に乗って穏おだやかに舞まう風ふう帝てい号ごうの背せで。携帯コンピュータをしまうと、ごろりと仰あお向むけに寝ね転ころがった。

　妹に、今度はどんなことをメールに書いてあげようか、と考えながら。

　凪なぎにも近いぬるい微び風ふうが、空中戦で汗あせすらかいた、銀ぎん髪ぱつの湿しつ気けを飛ばしていく。

「風が、気持ちいいねっ──」

　世界が、白と紫むらさきとが混まざり合い、玄げん妙みような桜さくら色いろを生み出していた。その境さかい目めを眺ながめながら、銀色の瞳ひとみが静かに閉じる。

　そして天華は、胸一いつ杯ぱいに透すき通った空気の匂においを吸すい込こんで、ゆるいまどろみの中に落ちていった。







　【第二章】　伝説の生きた遺い跡せき
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　この圧あつ倒とう的に巨きよ大だいな肉体に、ちっぽけな「焦あせり」が生まれたのは、いつのことか──。己おのれを構こう成せいする電子と鋼こう鉄てつの狭はざ間まで、『彼』は思う。何度となく、自問した思考であった。

　そしてすぐに、何度となく行き着いた自答へと辿たどり着く。焦しよう燥そうは、この大地と空に生を受けたその瞬しゆん間かんから、ずっと『彼』が抱かかえていたものなのだと。

　ただそれが、人の世の流れで数百年という時を経た今、耐たえきれぬほどの大きさとなってしまっただけなのだった。

《──探サガサネバ──》

　それでも日々肥ひ大だいしていく焦燥の中、『彼』は自然とそう感じた。本ほん能のうとも言える感かん性せいが、そう思わせた。

　だから──『彼』は強く求める。焦燥が導みちびくままに、精せい脈みやくの流れを嗅かぎ、砂すなを蹴けり、風を裂さいて。

　渇かつ望ぼうの叫さけびを上げて。







「──っくしゅんッ」

　高くて遠い澄すんだ空を舞まう風ふう帝てい号ごうの上で、意外に可愛かわいいくしゃみが生まれる。

　反動で飛び起きて。くしゃみの主である天てん華かは、ジャケットの袖そでから出た、裸はだかの二の腕うでを抱だきかかえた。

「うぅっ、さっ……寒ぅうーいっ！」

「濡ぬれたままでいるからだ」

　冷静なＧジーの分ぶん析せきが、伝声管から届とどけられる。なによぉ、と反はん論ろんしようとしたものの、それより先に「くしゅん！」と、再ふたたび威い勢せいのいいくしゃみが鼻先を通つう過かした。

　見上げた銀の瞳ひとみに映るのは、体に照りつける、雲海の上にまで顔を出した太陽だ。しかしその程てい度どでは、興こう奮ふんから冷めて火ほ照てりの消えた体を、あたため直すことなどできなかった。

　しかもよくよく見れば、衣服はまだ、潮しおくさい海水でごわごわに湿しめったままだ。

　これじゃくしゃみが出るのも当然だよね。うう、と天華はゴーグルの下で涙なみだ目めになる。

「風か邪ぜひきそうぅう。……いいよね、Ｇは。風邪ひかなくて」

「そういうふうにはできてない」

「あっそ。ま、とにかく、っと」

　腕をさすって寒気を払はらうと、天華は風帝号に寝ねそべりなおし、操そう縦じゆう桿かんを握にぎった。機体はふわりと華か麗れいに動き、気温の高い地表へと降おり始める。薄うすい雲を抜ぬけてすぐに、輻ふく射しや熱で大地にあたためられた空気が銀ぎん髪ぱつに触ふれた。天華はふう、と人ひと心地ごこちつく。

　そして、ようやく「ここ、どの辺りだっけ？」ということに気が付いた。

　晴れ渡わたる真下に臨のぞむのは、一面に砂すなが広がる荒こう野やであった。

「テキトーに飛ばしてきちゃったけど、ここって……」

　うわあ、と天華は風帝号の上から、どこまでも続く砂の海原うなばらを見る。そう、砂さ海かいだ。

　人類圏けんである帝てい國こう領りよう域いきから外れた、南の砂海。湾わん岸がん都市の浜よりも細やかなパウダーサンドが、陸地の全すべてを飲み込こみ、静かな波を立てていた。──それはまさに、人が足を踏ふみ入れることのできない絶ぜつ景けいであった。

「うはぁー、ここって砂海じゃない。う、うわ、風に流されて、ずいぶんなとこまできちゃったなあー」

　まあ、北に向かえばちゃんと帝國領域に戻もどれるだろうけど。でも。

「せっかくきたんだし、んしょっと」

　翼つばさを操あやつって、天華は風帝号を降こう下かさせた。

　砂海の表面は、穏おだやかだ。熱気こそすごいが、低空飛行を保たもつにはもってこいである。

　砂飛沫しぶきをあげて。岩の鱗うろこを持つ魚たちが、突とつ然ぜんの空からの来らい訪ほう者に驚おどろき、飛び跳はねた。

「へえー。生き物もいるんだあ」

「当たり前だ。住むところを選ぶのは人間だけだ」

　伝声管の向こうで相あい棒ぼうが呟つぶやく。ふぅん、と天華は頷うなずいた。

　それにしても、あったかい。砂の持つ熱気はすごいものだ。

「そうだ！　Ｇ、あんた、ちゃんとシートのベルトはしてるよね？」

「？　ああ、着けているが」

「んじゃ、ちょっとの間我が慢まんしてよね！」

「何をだ……おっ？」

　相棒の返事も待たずに。天華は風帝号をぐんっ、と砂海へと近づけると、そのままくるりとひっくり返した。

　わずかに慌あわてる、Ｇの動どう揺ようが聞こえる。逆さまになった頭のすぐ真上を、太陽熱を吸きゆう収しゆうした熱い砂すな粒つぶが掠かすめていった。ちょっと暑いが、衣服がすぐに乾かわいてくる。

「あははっ、気持ちいいーっ」

　砂に飛沫を描えがいて、風帝号は天地を逆に、砂の世界を飛んだ。

　砂魚たちが奇き声せいをあげて、遠くに逃にげる。ごめんごめん、とようやく天華は、機体を元に立て直した。──しかし。

「あれ？」

　なに？　天華は気付く。接せつ近きんした風帝号に驚く以上に、魚たちがやたらと騒さわぎ、我われ先さきにと空と砂の端はしを目指していることを。そして。天華も悟さとる。──いつの間にか、風帝号を通り過すぎる風の匂においが、まったく変わってしまったことに。

　異い質しつな「何か」の気配が、周囲の世界に満ちていた。

「おい、天華」

　Ｇが告げる。うん、と天華は頷いて、ゴーグルをしっかりと直した。銀の瞳ひとみで辺りを見回す。

　翼を、荒あれた風が叩たたいて揺ゆらした。

「わっ、な、なにこれ？　おかしいよ。こんななんにもないところで、こんなに風が乱みだれるなんて？」

　見渡す限かぎり穏おだやかな、起き伏ふくの少ない砂の海だ。むしろ波が消えている。強きよう烈れつな何かの存そん在ざいから、己おのれ自身を隠かくすように。そして。

「天華！」

　珍めずらしく鋭するどくＧが叫さけんだ。常つねに風帝号の背はい後ごを見ることになる、後ろ向きにつけられた機関部のシートで。

「下だ、くるぞッ！」

「えっ？　な、なにっ!?」

　驚くよりも早く。天華はＧの声に反はん応のうして、咄とつ嗟さに操そう縦じゆう桿かんを動かした。風帝号が弾はじけるように、砂の海面から離はなれる。刹せつ那な──風と、大量の砂を押おしのけて。強烈な気配と共に、巨きよ大だいな質しつ量りようを持った物体が、周囲の全すべてを揺ゆるがした。

　烈風に巻まき込こまれ、風帝号が悲鳴を上げる。

「きゃぁあっ、な、なになになにぃい!?」

　必死に機体を操あやつる天華の目に、砂海の中から轟ごう音おんを連れて出しゆつ現げんした鉄てつ塊かいが飛び込んできた。凄すさまじい質量が、地鳴りすら引き裂さいて押おし迫せまる。

　天華の絶ぜつ叫きようすら、押し潰つぶすように搔かき消したそれは──巨大で異形の、生物であった。

　旧きゆう精せい紀きの、ある種の巨大な要よう塞さい遺い跡せき。生物と同等に複ふく雑ざつな構こう造ぞうをしていたそれは、世界に錬れん精せいの力が生まれた影えい響きようを受け、擬ぎ似じ的な生命を得るにまで至いたった。

　それがかつて大地を砕くだき、旧精紀を滅ほろぼしたとされる、二十四体の禁きん忌きの存在。

　すなわち。機械の肉体を持ちながら命を宿した、文字通りの『生きた遺跡』──。

　彼方かなたまで伸のびる全長数キロにもおよぶ小山のような金きん属ぞく塊かいは、砂の海を引き裂いて、猛たけき叫びに身を震ふるわせた。

「なっ、なによこれえぇえ！」

「……精せい機き龍りゆう！」

「えっ。精機龍って、まさか。これがっ!?」

　鋼はがねの咆ほう哮こうに紛まぎれるＧの言葉を、天華の耳は聞き逃のがさなかった。

　科学と錬精の融ゆう合ごう体たいでもあるそれは、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーにとって攻こう略りやく難なん易い度ど最高位に認にん定ていされた、伝説中の伝説。──遺跡の中の遺跡。

「これがっ、ドラゴン級遺跡!?」

　天華の驚きよう愕がくの絶叫が、風帝号と精機龍の狭はざ間まに潰つぶされ、千ち切ぎれて消えた。







《マダ、遠イ──》

　砂の大地の匂いをかいで、『彼』は呻うめく。求める地はここではない。それだけがわかっていた。

　砂を搔かき分け『彼』は再ふたたび、求めてやまぬ圧あつ倒とう的な焦しよう燥そうに任まかせ、己の巨体を持ち上げた。

　──その鋼こう鉄てつの皮ひ膚ふに、くすぐるような小さな気配が軽く掠かすめた。押し飛ばす大気の流れに逆さからって、自分の体のすぐ側そばを飛ぶ、小さきものの存在があった。

《──邪じや魔まダ！》

　反はん射しや的に『彼』は思った。

　焦燥が苛いら立だちに変わるには、一いつ瞬しゆんの時間も必要としなかった。







　風ふう帝てい号ごうの翼つばさが、荒れ狂くるう風に挟はさまれ悲鳴をあげる。

「きゃぁあっ！　なっ、なんて風……！」

「『龍りゆう風ふう』だ。まずいぞ」

　操縦桿を必死に握にぎる天華の耳に、いつになく緊きん迫ぱくしたＧの声が届とどく。

「精機龍からあふれ出る、膨ぼう大だいな精命力の流れに巻まき込まれて、風が歪ゆがんでいる。すぐに離はなれた方がいい」

「わかってるけど……。落ちないようにするので、精せい一いつ杯ぱいだってばあっ!!」

　もともと舞翼ライドは、風に乗って飛行するように設せつ計けいされたものである。それ故ゆえに、風の影えい響きようを最も受けやすい。今──全すべての風が敵てきとなって、白い翼を襲おそっていた。

「ダメっ、抜けられないっ。Ｇ!!」

「とっくにやっている」

　悲鳴にも似にた天華の声に、Ｇが冷静に返してくる。そうだ、風帝号に伝わってくる、Ｇの操る推すい進しん結けつ晶しよう体たいの震ふるえは力強い。しかし、本来の全力とは違ちがった。まだ、海水に浸つかった影響が残っているのである。

　振ふり仰あおぐと、風帝号後部から尾おを引く煌きらめきが、とぎれとぎれにあえいでいた。いや、むしろほとんど出てないほどだ。明らかにこれは、受けたダメージ以上の低下であった。

（……精命力の流れって言ったっけ）

　だとしたら。まずいっ。天華は轟ごう風ふうで暴あばれる銀の髪かみに、じっとりと汗あせをにじませた。

　周囲の精せい霊れいの力を導みちびく錬精の源みなもととなる、精神と魂たましいの力、「精せい命めい力りよく」。それはもちろん、推進結晶体のエネルギーともなっている。Ｇから伝わる精命力をもとに、結晶体は輝かがやく気流の力を生み出すのである。

　だから──この精命力あふれる空間では、必要以上に影響を受けてしまうのだ。

　濡ぬれたダメージが残り、半分ほどしか力を出せないというのに。

「Ｇっ！」

　なんてこと！　天華はゴーグルの下で、銀の瞳ひとみを歪ませた。Ｇはいちいち応こたえない。おそらく、その悪影響から結晶体を守るだけで精一杯なのだろう。だったら──。

（あたしの腕うでで、なんとか脱だつ出しゆつしないと！）

　天華は操そう縦じゆう桿かんを握りしめる両腕を、力任せに動かした。手てつ甲こうの肘ひじを利用して、てこの原理で引き起こす。背はい筋きんが、限げん界かいにしびれ始めた。

　ただ、そのかいあってか。風帝号はゆっくりとだが、風の強弱の隙すき間まをぬって、精機龍の側から離れ出した。──だが。天華の前で、とんでもない変化が起こったのだった。

　風帝号の影かげの落ちる重じゆう金きん属ぞくの巨きよ体たいから、展てん開かいされる巨大なものがあった。

　翼、だった。

　精機龍の全長からすると、釣つり合わない、やけに小さな翼である。しかしそれが現あらわれた瞬しゆん間かん、風が裂さかれた。

　無風と強風とが織おり交ぜられ、辺りの大気を弄もてあそぶ。もちろん、側にいた風帝号すらも。

「なにこれっ、きゃ……あぁああ！」

「まずいぞ！」

　相あい棒ぼうの声が、伝声管から飛んで掠かすれた。

　ただ、天華も悟さとっていた。翼が現れた瞬間に、自分の肌はだが戦せん慄りつにひきつったのが。

　この翼は──やばすぎる！

　そして。その予感は当たってしまった。

　翼へと、凄すさまじい速度で大気が収しゆう束そくしていく。全てを引き裂く、消しよう滅めつの予よ兆ちようだ。翼のもとで、風が、砂が、空間が、よじれて折り畳たたまれていた。そして、非ひ力りきな舞翼ライドも。

　──いや。風帝号は、無事だった。突とつ然ぜん取り戻もどした、力強い推進力の煌めきと共に。

「Ｇっ!?」

「《門ゲート》をつくるぞ、天華！」

　振り返った天華の疑ぎ問もんに、しかしＧはそれだけを返した。《門ゲート》？　それを、天華は知らない。けれども次の瞬間、風帝号の目の前に、虹にじ色いろの輝きが弾はじけたのだった。

　そして、空間に「穴あな」が生まれる。そこには周囲とは明らかに違う、砂すなに岩が混まじった風景が広がっていた。

「繫つなげたぞ、飛び込め！」

　相棒の言葉が背せ中なかを押おす。もちろん今の風帝号に、迷まよっている余よ裕ゆうなどなかった。だから天華は、推進結晶体の力に任まかせて、一気に《門ゲート》の中へと機体を突入させた。

　空間と空間とを繫げた《門ゲート》を通った瞬間。風帝号は、荒あれ狂くるう『龍りゆう風ふう』から解とき放たれる。はじけるような強きよう烈れつな加速が、天華を襲った。

　そして、天華は見た。通り抜けた瞬間に閉とじた、《門ゲート》の向こう側。そこには、遥はるか遠くの砂さ海かいにぽつりと飛ぶ、精機龍の姿すがたがあった。あれだけの距きよ離りを、空間を跳とんで一気に逃にげてきたのだ。

　だが。次の瞬間、天華は我わが目を疑うたがった。

　精機龍を中心とした砂海が、一気に消し飛んでしまったのである。

　──それが、精機龍のはばたきであった。

「きゃぁあああっ!!」

　吹ふき飛ばされた大気と砂が、この距離にいる風帝号の翼つばさすら、がくがくと派は手でに揺ゆらした。

　それが、ようやく収おさまって。機体にしがみついたまま、天華はもう一度、ゴーグル越ごしの視し線せんを背後に送る。自分たちの無事を確たしかめながら。

　あんなのに巻き込まれていたら……。天華の喉のどが一気に渇かわいた。しかし皮肉なことながら、それでようやく「生きている自分」を確かめることができた。

「……さんきゅ、Ｇっ」

　天華は感かん謝しやの呟つぶやきを口にする。

「でもあんたってほんと、いざとなったらすごい錬れん精せい術じゆつを使うんだね」

　微笑ほほえみすら、伝声管に向かって伝えて。

　しかし。相棒からの返事はなかった。

「？　Ｇ？」

　むしろ、かわりに返ってきたのは。限げん界かいを超こえた加速の負荷に、がたがたと音ねをあげ始めた風帝号の翼であった。

「えっ、ちょ、も、もういいよ、Ｇっ。ドラゴンからは十分離はなれたんだし、そろそろスピード落として……」

「……」

「Ｇ？　だから、結晶体を停止させて──」

「スマン」

　振しん動どうに震ふるえる機体に、そんな簡かん単たんな言葉が返ってきた。

「暴ぼう走そうした」

「……え？」

「脱だつ出しゆつの出力を引き出すために、精せい機き龍りゆうの精せい命めい力りよくを利用して、まとめてぶち込んでみたのだが──制せい御ぎよ不ふ能のうだ。やはりあれだけの膨ぼう大だいな精命力を、うかつに導みちびくものではないな」

「は？　えっと……つ、つまり？」

「止まらん」

　相棒は、はっきりとそう言った。

　確かに。機体後部から出る煌きらめきは、異い常じようなほどの唸うなりをあげて噴ふき出していた。

　噓うそぉ!?　天華の顔から血の気が引く。

「じゃ、じゃあ……それって……」

　天華の問いに応こたえたのは、どんどんと大きくなる機体の悲鳴であった。明らかに異質な、微び細さいな振動が混まじり出す。

「やだ、ちょっと！　壊こわれる壊れる壊れるってばああ!!　なんとかしてよおぉおーっ!?」

「無理だ。……俺おれの精命力が尽つきた」

「ちょ、じょーだんじゃないってばぁあああ!!　あ、あぁっ!?　翼が、翼があぁっ！」

　天華の目の前で。白い翼がついに、根本からめきょりと折れた。それでも流線形の機体は、暴走した結けつ晶しよう体たいの力に任まかせ、そのまま空を飛び続ける。

　どこまでも、どこまでも──。

「いや、あっ、きゃあああああああああああああああぁ─────っっ!!」







　──結局。翼なき風ふう帝てい号ごうは、その舵かじすら適てき当とうに、広大な砂さ海かいをついには抜ぬけた。

　そして、行き着いた果てに、結晶体は燃もえ尽きて。天華とＧは、見知らぬ森へと舞まい降おりたのだった。

　正しくは、深い樹じゆ木もくの中に突つっ込んで、ようやく止まったともいうが。折れた枝えだに抱だかれた風帝号は、千ち切ぎれた翼を引きずって、緑生おい茂しげる大地に白い体をどすんと落とした。

　濃のう厚こうな植物の香かおりに包まれて。いったぁ、と天華は、おなじみになってしまった痛いたみにお尻しりをさすった。

「またお尻が……うう。Ｇはだいじょぶ？」

「あまり大だい丈じよう夫ぶじゃない」

「えっ？」

　噓ぉ？　いつもの口調には絶ぜつ対たいに含ふくまれることのない相あい棒ぼうの弱気に、天華は慌あわてて機関部の穴あなを覗のぞき込こむ。

「Ｇ!?」

　小ぶりのシートで、褐かつ色しよくの少年の肉体が霞かすんでいた。

「ちょっ、ど、どっかケガでもしたのっ？」

「俺が怪け我がなどするものか。言っただろう、精命力を使いすぎただけだ」

　透すけて見える自分の小さな手を前に、Ｇは呟つぶやく。小こ柄がらな体を構こう成せいする何かしらの粒りゆう子しが、崩ほう壊かいに揺ゆらいでいた。そして。

「少し、眠ねむる」

　それだけを最後に、Ｇの姿すがたがさらりと崩くずれた。

　かわりにシートに転がったのは、黒光りする材質の表紙でがっちりと包まれた、開くことの決してない、一冊さつの分ぶ厚あつい本だった。

　──それこそが、『Ｇ』という名の、不可思議な書物の、本来の姿であった。

　天華はシートに手を伸のばし、たるんだベルトに挟はさまれた、重いその書物を摑つかみ上げた。

「Ｇ……」

　こんこんと、背表紙を軽く叩たたく。精命力の再さい充じゆう塡てんのため、一時的な休きゆう眠みんに入った不思議な書物は、沈ちん黙もくだけを天華に返した。

「って、ちょっと待ってよ。てことは──」

　天華は、機関部から顔を上げ、ゴーグルを外して辺りを見回した。

　銀色の瞳ひとみに映うつるのは、鬱うつ蒼そうと生い茂る、多種多様な緑色のみ。そして、その中に抱だかれた唯ゆい一いつの純じゆん白ぱくである風帝号は、翼つばさのもげた無む惨ざんな姿をさらしていた。

　噓……。天華は、修しゆう理りの手間にぞっとなる。

「あ、あのねえあんたっ、こ、この状じよう況きようで逃にげるわけ!?　ねぇ、ちょっとぉ!!」

　天華は書物をごんごんと叩きまくった。

「あたし一人でやれっての!?　Ｇーッ！」

　それでも、書物は応こたえなかった。絶ぜつ対たいに。










［TENKA>>>>>>> HAKKA　　　YGGDRASILL- NET］

　あー、もうー～～～……。

　ちす。白はつ華か。あたしは今ヘトヘトです。

　なにがどーなったかってゆーと。えーっと、順序立てて思い出すと。そうそう、遺い跡せきの中でアルとばったり会っちゃったんだよね。あいかわらずでした、あのバカったら。あはは。

　それから、つかまるとやっかいだから、風帝号で逃にげて……そして、そう！　あたしとＧは、すごいものと遭そう遇ぐうしちゃったの。

　帝てい國こく領りよう域いきから外れた砂すなの海で、あの伝説の『ドラゴン』と出会っちゃったのです！

　ドラゴンだよ、ドラゴン！　ちっちゃいころ一いつ緒しよに、絵本とかで読んだよね。旧きゆう精せい紀きの世界を壊こわして、今ある大陸をつくっちゃったとかいう、あのおっきな生き物です。実物を間近に見ちゃったんだけど……ほんとにすごい！　でっかい！　山ひとつぶんくらいあるんだから！

　あたしが昨夜潜もぐってきた海底遺跡も大きかったけど、それ以上なんじゃないかな。生きている機械という伝説どおり、全身は金きん属ぞくのカタマリでした。そのくせ、ものすごい速度で空まで飛んで……。

　それに巻き込まれて、あたしの風帝号が壊こわれちゃったんだけど。ううう。

　そう。そうなんだよね。あたしが今ヘトヘトなのは、この壊れた風帝号の修理で大変だからなのです。ＧはＧで、こんなときにかぎって本の姿に戻もどっちゃうし。くっそう！

　なんとか一人で、分ぶん解かいした翼の応おう急きゆう処しよ置ちはできそうだけど、推すい進しん結けつ晶しよう体たいそのものが焼き付いちゃって大変です。はぁあ……。

　ところで、そんなあたしは今、すごく深い森の中にいたりします。墜つい落らくしたのが、たまたまこの場所だったんだけど。ここってどの辺りなんだろ？

　今まで風帝号に乗って、空から見下ろしたことはあるんだけど。実じつ際さいに降おりた森の中は、想そう像ぞうしてたのとはまるで別世界！　緑の屋根と大木の柱が延えん々えんと続いてる、そんな感じだよ。日差しなんか高い樹じゆ木もくに遮さえぎられて、地表にまでは届とどいてこないし。おかげでぜんっぜん、遠くが見み渡わたせません。参ったなあ。

　とりあえず今日のところは、この森で野宿になりそうです。夜になって星が出れば、そこから現げん在ざい位置が読み取れるかな？　近くに街があればいいんだけど。結晶体の力がないと、さすがに長距きよ離りの飛行はきついからさ。

　って、その前に翼の修理を終えなくちゃね。やれやれ。

　それではあたしは、また修理に戻るとします。割われた部分は接せつ着ちやく剤ざいでくっつけたんだけど、そろそろ乾かわいたころだろうし。って白華にはよくわからないかな？　あはは、ごめんねっ。

　じゃ、またね！


《天華》　　



［System- mail　　　　　　39990706/ 1056AM］








　白華がそのメールを読んだのは、精せい霊れい神しん殿でんの下か層そう部ぶ──巫み女こにしか入ることが許ゆるされない、聖せい堂どうの中だった。

　窓まどひとつない、石いし造づくりの空間である。天てん井じようだけがやたらと高く、奥おく行ゆきと幅はばがある割わりには、広さを感じさせない奇き妙みような場所だ。中央には、中央大陸を模もした図が描えがかれている。河かわのかわりに玉たま砂利じやりを、山のかわりに岩を使ったそれは、手入れのいらない庭園のようだった。

　ここが、日に一度、白華が精霊巫女としてこもらねばならない部屋であった。

　陽光ひとつ入らないこの部屋を唯一照らしているものは、大陸図の上に輝かがやいた、七色の光の柱である。

　いや、それは単なる光ではない。大陸に散らばる精霊たちが形成する、大地を通した見えないネットワーク──『精脈』。その網あみの目状に張はり巡めぐらされた大きな結び目が、この真下にある。そこから導みちびかれた数多あまたの精霊たちが、こうして高こう密みつ度どに収しゆう束そくし、常じよう人じんにも見える「光の柱」として、ここに存そん在ざいするのである。

　そして、精霊巫女の役目とは。そこから得られる情じよう報ほうを聞き取り、あるいは「お願い」したりして、厳きびしい自然の中で、人々の生活を守ることなのだった。例えば地じ震しんを予知し、人々にあらかじめ避ひ難なんを促うながしたり。あるいは、豊ほう作さくの願いをしたり。またあるいは、どの地をどの程てい度ど開かい墾こんすれば、人と自然とがうまく共生できるのか。そういったことを精霊に訊たずねたり──。ここはそうした、ある意味帝國の平和を担になう、大切な空間だった。それ故ゆえの「聖堂」なのである。

　聖堂には、光となった精霊たちが、その前に腰こしを下ろした白華をふわふわ見下ろしていた。きれいな長い白はく髪はつが、虹にじ色いろに煌めきを返した。

　しかし当の本人である白華は、今日はもう、そんなことはおかまいなしであった。

　本当は駄だ目めなのだが。女によ僧そうたちの目を盗ぬすんで、こっそりと持ち込んだ携けい帯たいコンピュータ。その画面を開いて、姉の送ってきた文字の中に想おもいを馳はせる。

「すごい、姉様。ドラゴンさんと会ったんだっ」

　ふわぁ……。と思わず、金色の瞳ひとみが揺ゆれた。精脈ネットワークを介かいして、大陸中の様子を手に取るように感じることのできる白華にも、残念ながらドラゴンのことはわからない。なぜなら、伝説の精せい機き龍りゆうの棲すむといわれる砂さ海かいは、精脈の乱みだれよりも向こうにあるのだ。だから、それより南のことは、まったく白華には見えないのである。

「ドラゴンさんって、どんなんだろ……」

　そういえば絵本はまだ、昔使っていた子こ供ども部屋に、そのまま置いてあったかな？

　それに確たしか、神殿の図書館に行けば、精機龍について書かれた本はたくさんあったはずだ。後で引っぱり出してこようっと。うん、と白華は頷うなずきを落とす。──しかし。

「でも、姉様。大変そう……」

　白華は、風ふう帝てい号ごうの修しゆう理りで苦労する天華を想い、細い眉まゆをそっとひそめた。

　もちろん、舞翼ライドについて知ち識しきのない白華には、どう大変なのかはわからない。けれども、もどかしかった。遠く離はなれた自分が今、姉に対して何もしてあげられないのが。

　できるのはただひとつ。励はげましの言葉を、メールにすること。だから白華はぽつぽつと、白い指でキーを叩たたき出すのだった。

　けれども。

「ん？　なぁに？」

　白華は携帯コンピュータから、ふと顔を上げた。すぐ側そばで輝く、光の柱が呼よんだからだ。

「ダメだよ。今日は、ごめんね？」

　いつもみたいに遊んであげられなくて。光の中の精霊たちに、白華は謝あやまる。

「これから姉様に、お返事書かなくちゃいけないの。だから……えっ？」

　断ことわろうとした白華の『龍りゆう眼がん』に、ある精霊の姿すがたが飛び込んでくる。同時に、意識が引き寄せられた。その精霊の知る、精脈を通した遥はるか彼方かなたに。

　そして──精霊と同化した白華は見た。感じた。遠い、緑に包まれた世界。差し込む夕日すら遮さえぎる巨きよ木ぼくが立ち並んだ、腐ふ葉よう土どと、むせ返るような濃こい緑の匂においの中。そこに銀の髪と瞳を持つ少女が、壊こわれた白き舞翼ライドの上で、修理の作業にいそしんでいた。

　その姿が、白華の超ちよう感覚に飛び込んできたのだった。

「姉様!?　……そっか、姉様がいるところを見つけてくれたのね？」

　ありがとう！　白華はぱっと頰ほおを染そめた。

　照れた虹色の精霊たちが、輝きをよじってみせる。

「うん、あ、そうなんだ。たまたま精脈の近くだったんだ。うん、そうだよね。姉様って空を飛んでることが多いから、見つけにくいんだよね。ふふ。ほんとにありがとうっ」

　それに。……そうだ！　白華の頭に、ある考えがぽかりと浮うかんだ。そのおかげで、姉に対して自分ができる、もうひとつのことができたのだった。──だから。

「うんっ！」

　白華は急いでキーパネルに、もう一度指を降おろした。




　　　　２




　鬱うつ蒼そうと生い茂しげる木々に遮られた深緑の中に、闇やみが押おし寄よせるのは早かった。

「よいしょ、っと！」

　風帝号の翼つばさを元の位置に調整し直して、ふうッ、と天華は顔を上げる。森に、冷えてきた夜の空気が満ちた頃ころ。暗あん視しゴーグル越ごしの修理作業はようやく終わった。

　もともと翼部分は、空くう洞どう構こう造ぞうになっている。可か動どう式の十枚まい羽ばねは、その内部を通るワイヤーによって支ささえられる構造だ。今回のダメージはそのワイヤーの一部が切れたのと、翼の外板が破は損そんしたところが大きい。幸い、接せつ着ちやく剤ざいと補ほ強きようテープだけで、なんとか処しよ置ちができるものだった。

　それでも調整用の工具セットを手にしたまま、銀の視し線せんを前にやれば。そこには焦こげ付いた臭においを放つ、舞翼ライドの機関部があった。

「……こればっかりは、あたしには無理なんだよね」

　やれやれ。と天華は、銀ぎん髪ぱつの頭を工具で搔かいた。

　そのとき、暗視ゴーグルが小さな悲鳴をあげた。内ない蔵ぞうされたバッテリーの限げん界かいを知らせる、警けい告こく音である。そういえばいつしか、視界が徐じよ々じよに暗くなってきていた。

　天華は荒あらっぽくゴーグルを外す。世界が、一気に濃のう紺こんに染そまった。

　ゴーグルはまた、超小型動力炉ろを持つ携けい帯たいコンピュータに繫つないで、充じゆう電でんしておかねばならない。だけど天華は、今はそんな気分になれず。ゴーグルを外した手もそのままに、風帝号の上にごろりと横になったのだった。

　──耳に、いろんな音が聞こえる。虫の小さな鳴き声や、鳥の声。それに、風が当たる、枝えだ葉はのざわめき。

（意外に、騒さわがしいもんなんだ……）

　そんなことを天華は思った。ここ半年。遺い跡せきの中で夜を明かしたことはあれど、こんな森の奥おく深くで野宿をしたことはない。しかも、一人でなど。

　いつも側にいるはずの相あい棒ぼうの姿は、今はない。闇やみになれてきた銀の瞳に映うつるのは、Ｇという名の愛あい想そのない褐かつ色しよくの美少年が変へん貌ぼうした、一冊さつの不思議な書物だけであった。

「……『精書』って、言ったっけ」

　ぼんやりと、初めて出会ったときのＧの言葉を思い出しながら、天華は本へと手を伸のばす。翼の上にこぼれ落ちたゴーグルのかわりに、手てつ甲こうをつけた腕うでの中に、黒光りする書物が摑つかめた。

　なぜか絶ぜつ対たいに開くことのない、精せい命めい力りよくによって人の形をとる書物──。自分を「ただの道具だ」と語った少年。

「Ｇ……」

　あの日のことを、天華は決して忘わすれない。

　銀色の瞳をそっと閉とじる。するとそれはすぐに、ありありと思い出せるのだった。







　今から、十年以上も前。──まだ、母が生きていた頃ころ。初めてＧという名の書物を見つけたのは、父の隠かくし部屋であった。

　隠し部屋は、神しん殿でんの最さい下か層そうにある聖せい堂どうの、そのさらに真下にあった空間を利用したものだ。巫み女こである母以外は立ち入れない場所であるため、僧そうたちの目から発はつ掘くつしてきた遺い物ぶつを隠すには、好都合だったのだろう。

　だが、人一人いない、聖堂と同じ広さをもつそこには。あらかじめひとつの「意味」がもたらされていた。収しゆう束そくした精脈の力を受けるそこで、誰だれも知らない一冊の黒い書物が、床ゆかの中に埋うめ込こまれていたのである。

　けれども。その鎖くさりよりも強固な封ふう印いんは、あっさりと解とかれてしまった。遺跡探求者ロスト・リサーチヤーを目指し、父の遺物をこっそり借りようと忍しのび込んだ、まだ幼おさない天華と。その後ろをついてきた、白華の二人によって──。

　それまで周囲の床板と変わらなかった硬こう質しつな書物が、唐とう突とつに宙ちゆうに浮うかび上がったのは、二人の小さな手が偶ぐう然ぜん触ふれた瞬しゆん間かんだった。

　そして、書物は変化する。その漆しつ黒こくな表紙と同じ、褐かつ色しよくの肌はだに黒い着衣で身を包んだ少年の姿へと。

「……俺おれの封印を解いたのは、お前たちか」

　驚おどろきにぽかんと見上げる天華たちの前で、少年は静かに言った。しかし、自分の小さな体を見つめ、「よもや、封印が破やぶられることがあるとはな」と呟つぶやきながら。

　だ、誰だれっ？　突とつ然ぜんのことに驚きつつも、幼い天華は訊きく。すると少年の黒くて深い眼まな差ざしが、真まっ直すぐに返ってきた。

「俺は、Ｇ。Ｇという名の『精書』だ。錬れん精せいによって動く、道具とでも思えばいい。……だが、驚きだ。不完全とはいえ、この身を再ふたたび構こう成せいできるほどの強い精命力を得られるとは──ん、そうか」

　少年は、頷うなずきを見せる。白華を見つめて。

「不思議な娘むすめだ。その瞳の力だな、封印の結合組成を見抜き、外したのは」

　なに？　と天華は白華を庇かばった。その後ろで白髪の妹は、金色の『龍りゆう眼がん』をきょとんとさせる。少年の言葉が、まったくわかっていないふうに。

　そうだ、無む意い識しきでやってみせたのだ。誰よりも妹のことを知る天華は、すぐにそのことを悟さとる。そして。同時に、わかってしまった。この奇き妙みような出来事を引き起こしたのは、特とく殊しゆな能のう力りよくを受け継ついだ、双ふた子ごの妹の力なのだと。

　──そう、自分にこんなことができるはずもないのだ。白華と違ちがって錬精音おん痴ちで、同じ双子ながらも、神殿の誰からも必要とされていない、何もできない「いらない姫ひめ」なんて──。

　けれども。褐色の少年は、ふいに天華の前に跪ひざまずいたのだった。

　銀色の瞳の前で。少年の腕が伸ばされ、天華の銀の前髪をそっとなでる。

「強い精命力を感じる。お前の方か。俺に力を注いだ者は」

　えっ？　天華は初め、何を言われたのかがわからなかった。やがてようやく、間違いなく見み据すえてくる少年の視線に、小さな顎あごを横に振ふった。強い精命力？　そんなこと、ない。だって自分は、錬精術がこれっぽっちも使えない、生まれつきの体質なのだから。

　だが少年は、天華の前から動かなかった。

「何を否ひ定ていする。俺が今ここにあるのは、お前のおかげだ」
















　噓うそだよ。天華は否定する。そもそも精命力なんか、あるわけないのだ。

「精命力は、意い志しと魂たましいの力だ。人ならば誰もが持つ力だろう。それが、なぜ使えない？」

　少年の手が、天華の額ひたいにやさしく触ふれた。

　そして、すぐにひとつ頷うなずきが落とされる。

「なるほど、お前の精命力は、生まれつき大きすぎるのだな。その身が持て余あますほどに」

　えっ。……大きすぎる？　そんなこと言われたの、初めてだった。

　噓、ととにかく天華は、首を横に振る。振り続ける。

「なぜ信じない。お前の精命力を受けて、俺がここにいるというのに。──まあいい」

　少年の手が、天華の顔をそっと摑つかんだ。否定する動きを止めるために。

　黒い瞳はどこまでも深く、天華を静かに見据えていた。

「お前が使えぬ精命力なら、俺がもらい続けよう。むろん、俺の力の全すべてを補おぎなうには足りぬが……それでもかわりに、かしずくぐらいはしてみせよう」

　そして、少年は天華の小さな手の甲こうに、そっと唇くちびるを当て。忠ちゆう誠せいを誓ちかったのだった。

　──天華だけに。







　Ｇの存そん在ざいは、科学の遺い物ぶつではなかったため、神殿側も比ひ較かく的すんなりと受け容いれた。もっとも、精せい霊れい巫み女こである、母の口くち添ぞえもあったのだろうけれど。

　Ｇは、不思議な存在だった。道具である彼は、自分のことをあまり多くは語らない。しかし時折、ものすごい錬れん精せい術じゆつを使ってみせた。主に生活レベルでしか使いこなせていない今の世の錬精を、遥はるかに超こえる力だった。

　彼がどういう目的でつくられたものなのか。天華も、誰だれも知らなかった。だけど。

　……細かいことなんて、どうでもよかった。

　今も昔も、ただ大事なことは。──あれからＧという名の少年が、いつも自分の側そばにいたということ。舞翼ライドの練習でおっこちて怪け我がをしたときも。アルバルドと勝負して、うっかり負けてしまった日も。高熱を出して唸うなっていた朝も。

　大好きな母が、死んだ夜も──。

　ずっと、一いつ緒しよだったのだ。一緒にいてくれたのだ。

　けれども。

（あ……そうなんだ……）

　横になった、風ふう帝てい号ごうの上で。天華は硬かたい書物を枕まくらにして、ふいに気付いた。

　夜の闇やみが押おし寄よせる、深くて見知らぬ森の中。天華は今、一人だった。どんなに頭の下に、ごりごりとした分ぶ厚あつい書物を感じても。

　父の背せ中なかを追いかけて、神殿を飛び出してきて今まで、こんな日はなかった。ずっとＧは側にいた。絶ぜつ対たいの相あい棒ぼうとして。

　ううん。天華はそっと首を振る。それだけじゃない。Ｇの存在が、錬精音おん痴ちだという劣れつ等とう感も、孤こ独どく感も打ち消してくれていたのだ。白華と違ってなにもできない自分を、密ひそかに支ささえてくれていたのだ。

　──森の闇に、風が走って枝えだ葉はをこすった。そのありふれた音すら、今は天華の心を叩たたいた。

　天華は書物を胸むねに抱かかえ、ちっぽけな自分を抱だきしめた。強く、きつく。そうでないと、今にも崩くずれてしまいそうだったから。

（なんて、弱いんだろ……あたし）

　ジャケットにくるまって、掠かすれるようにそう思った。弱い自分が嫌いやだったから、ずっと鍛きたえてきたはずなのに。自分と書物を抱きしめる、両の手てつ甲こうはその証あかしだ。だけど、本当はちっとも強くなんかなってなかった。

　同じだ。同じなんだ。天華は手甲を見つめながら、そう感じる。自分は、この手甲に覆おおわれた、腕うでみたいなものなんだ、と。外側は硬くても、その下には変えようのないやわらかな、人の肌はだがあるのだと──。

　ふいに。腹はらの虫が、小さく鳴った。そういえば修しゆう理りに忙いそがしくて、休きゆう憩けいを挟はさんだ昼前に、手近でとれた果実を軽く食べたきりだ。

　しかし、今の天華には、起き上がって簡かん易い食をほおばる気力すらなかった。

「Ｇ……」

　相棒の名を呟つぶやいて。天華は固く、銀の瞳ひとみをぎゅっとつむる。もう一度開いて、にじんだそこには。変わらない闇と緑があるだけだった。

　──真上には、いつも見えていたはずの二つの月すら、木々の天てん蓋がいに邪じや魔まされて見えなかった。だから。天華は手甲の両腕で、銀ぎん髪ぱつをくしゃくしゃにして顔を覆った。

「父さん……」

　あたしは、ここにいるんだよ？　天華は、目を閉とじた瞼まぶたの裏うらに語りかける。

　耳に、森の夜気を切り裂さいて、何かの獣けものの遠とお吠ぼえが聞こえた。ひっ、と天華は過か剰じように反はん応のうし、ジャケットを頭からかぶった。

　そして。やがて襲おそってきた疲ひ労ろう感に、その身をゆだねたのだった。

　痛いたいほど、孤独に浸ひたされて。







　淡あわい朝の陽光が、森の中にも差し込んだ。

　それはささやかながらも、深緑の隙すき間まに満ちた朝あさ靄もやに降ふり注そそぎ、世界を白く染そめ上げる。夜の騒さわがしさが消え、ただひっそりと、目を覚ました小鳥たちが囁ささやき合う時間。巨きよ木ぼくのひとつにのしかかるような、純じゆん白ぱくの十じゆう字じ架かの上で、小さな寝ね息いきが聞こえていた。

　ただし。そのかすかな声を嗅かぎつけ、足音を消して近づいてくるものがあった。小鳥たちが一いつ斉せいに口をつぐみ、靄に静せい寂じやくが訪おとずれる。

　そして、張はり出した樹木の根を踏ふみしめて。浮うかび上がったのは、極ごく彩さい色しきの野や獣じゆうであった。

　大おお柄がらな成人男だん性せいよりさらに大きな、鮮あざやかな鱗うろこを持つ肉食獣だ。森の中を疾しつ駆くするのに発達した二本足と、獲え物ものを引き裂さく前足に、牙きばより鋭するどい爪つめを持つ、この森の覇は者しやである。濁にごった瞳が真まっ直すぐに、巨木にもたれた風帝号へと狙ねらいを定めた。

　だから。天華の腕うでの中から離はなれて、黒い書物が転がり落ちる。書物は跳はねるように宙ちゆうに舞まい、少女から充じゆう塡てんした精せい命めい力りよくを解とき放はなち、己おのれの肉体を構こう成せいした。

　一いつ瞬しゆんの後。落ち葉の重なる腐ふ葉よう土どの上に、褐かつ色しよくの肌はだを持つＧが降おり立っていた。漆しつ黒こくの瞳で、野獣を真っ直ぐ見み据すえながら。

　野獣は、突とつ然ぜん現あらわれたＧに驚おどろき、虚きよを突つかれてたたらを踏ふんだ。しかしすぐに気を取り直し、新しい獲物を前に涎よだれを垂たらす。

「去れ」

　Ｇは、静かにそう告げた。目の前に立つ野獣に、興きよう味みもなにもない声で。

　けれども、知ち能のうの低い野獣は止まらない。間合いを計り──そして。Ｇの頭に狙いを定め、一気に飛びついたのだった。

　それをＧはかわさない。動かない。小さな頭は一瞬で、開いた上うわ顎あごと下顎に挟はさまれた。

　ごりり、と骨ほねの折れる音がした。

　いや、折れたのは骨ではない。──野獣の牙の方だった。嚙かみついた方の牙が、Ｇを砕くだくことができず、かわりに折れ飛んでしまったのだ。野獣は思わず飛び退のいて、口を押さえて転がり回る。

「馬ば鹿かめ」

　当たり前だ。Ｇは平然と、その様子を眺ながめていた。自分の体は、天華から受けた精命力で擬ぎ似じ的につくりあげたものなのだ。

「お前の牙が、通るわけがないだろう」

　野獣はＧの前でしばしのたうつと、やがて一目散に、靄の中へと逃にげていった。

　やれやれ。Ｇは思わず嘆たん息そくを漏もらす。くだらないな、という意味を込めて。

　その頭の上の方で、小さな呻うめきが寝返りを打った。風帝号に抱かれて眠ねむる、銀髪の少女のものだ。……まだ寝てるのか。Ｇは軽くあきれてしまった。

「おい。無む防ぼう備びすぎだぞ、天華」

　自分が間に合ったからいいようなものの。あれだけの生なま臭ぐさい気配を放つ野獣を側そばに、よく熟じゆく睡すいできるものだ。もっとも、睡すい眠みん欲よくというものがない、書物でしかないＧには、あまりよく理り解かいできないのだけれども。

　だが。Ｇがはっきり声をかけても、白い翼つばさの上からは、返事は返ってこなかった。

「？　何をやっている？」

　Ｇは枯かれ葉に埋うもれる土を蹴けって、身軽に跳ちよう躍やくした。翼の上にふわ、と降り立つ。

　寝息に動く少女の肩かたが、着地したすぐ横で、規き則そく正しく揺ゆれていた。

「のんきなヤツだ。天……」

　天華、と起こそうとしたＧの腕より早く。少女の頭が転がった。

　涙なみだに濡ぬれる、腫はれた瞼まぶたを供ともに連れて。

「天華？」

　彼女の頰ほおにははっきりと、涙の落ちた痕あとがあった。

　Ｇの手が、ためらいに止まった。

　──『精書』であるＧは、人とは異ことなる存そん在ざいである。故ゆえに、人の言う、感かん情じようと呼ばれるものは持ってはいない。表面に浮かぶのは、ただ受け取った物事に対しての、あらかじめ決められた「反はん応のう」にすぎないのだ。

　それでも。涙の雫しずくを前に、Ｇは彼女に触ふれようと伸のばした指先を、動かすことができなかった。なぜ、この少女は泣いているのか？　それが、わからなかったから。どう反応していいかが、Ｇの中になかったから。

　だから、Ｇは動かなかった。戸と惑まどう黒くろ鉄がね色の瞳を、やがて開いた銀色の眼まな差ざしが、見つめ返してくるまで。

　二人は、しばし見つめ合い──。手てつ甲こうの一いち撃げきが、跳はね飛ばしたジャケットの裏うらから、かわしたＧの真横を走ったのだった。

「あ、あんたねぇっ！　いつ起きたのよ!?」

「今さっきだ」

「もう～～っ、あんたがちゃっちゃといなくなるから、大変だったんだからねっ！」

「……。それは……」

　涙のことか？　Ｇの口から、疑ぎ問もんがつい漏もれそうになる。しかし。

「一人で修しゆう理りするの、苦労したんだから！」

　飛び起きた彼女からは、すでにいつもの元気があふれていた。

　拗すねた口調で言う天華の瞳には、もう弱さは欠片かけらも見られなかった。それはきっと、銀色の奥おく深ふかくへと封ふうじ込まれただけなのだろうけれど。……こういうときは、どうすればいいのだったか。Ｇは少し思案する。そして、「苦く笑しよう」してみせた。

　不器用に、唇くちびるの端はしを曲げて。

「な、なによう」

「いや。別に」

　Ｇはしかし、そう応こたえながらも苦笑を崩くずさなかった。そして、彼女の涙のわけも訊たずねなかった。

　この少女が普ふ段だんと変わらないのであれば、それでいいのだから。







　よいしょ、と手甲の腕うでを振ふりかぶり、角を巨きよ木ぼくの幹みきにぶつけた。

　いや、ぶつけたのは幹ではない。その上を走る、指ほどの太さのツタであった。

　鋭えい利りな切せつ断だん面から、ツタの吸すい上げていたきれいな水が大量に噴ふき出す。冷たくはないが、顔を洗あらうにはちょうどよかった。特に、泣きはらした瞼には十分に気持ちいい。

（……気付かれたかな？）

　昨夜のことを恥はずかしく思いながら、天華はちらりと、褐かつ色しよくの肌はだをした相あい棒ぼうへと視し線せんを送る。

　その相棒は、少し離はなれた場所で火を熾おこし、朝食をつくっていた。鍋なべなどは、風ふう帝てい号ごうの機首内部に設もうけられた、荷物入れの中から出したものである。

　澄すんだ黒い瞳は、鍋の中に集中している。けれど、ふいに目が合った。天華は慌あわてて銀の視線をそらす。その底に、なんだか昨夜のことが全部、見み透すかされているような色があったから。

　ほんと情なさけないっ。天華はもう一度、ごしごしと顔を洗う。ついでに頭も突つっ込こんだ。

「うっし！　元気！」

　笑え顔がおをつくって、天華は強く頰を叩たたいた。もう大だい丈じよう夫ぶだった。

　荷物入れから手ぬぐいを取り出し、濡ぬれた銀ぎん髪ぱつと顔をしっかり拭ふく。すっきりした。

　──今ならわかる。自分が一人じゃないってことが。遠く離れていても、白華だっている。父さんだって、どこかで元気にやっている。そんな簡かん単たんなことがようやく思い出せた。相棒が、側にいてくれるだけで。

「おっと、そうだっ」

　そういえば。天華は跳ね飛ばしたままだった、ジャケットに気が付いた。いそいそと拾い上げる。大事な携けい帯たいコンピュータだって入ってるのだ。

「危あぶない危ない。まあ、こんな程てい度どで壊こわれるような、ヤワなもんじゃないけどね──って、あれ？」

　手にとって確たしかめた、携帯コンピュータ。そこに、メールの着信を知らせる、小さなライトが点てん滅めつしていた。

　白華からのメールが、寝ねている間に届とどいていたのである。







［HAKKA>>>>>>> TENKA　　　YGGDRASILL- NET］

　姉さま、だいじょうぶですか？　とっても心配しています。

　いま、こっそり聖せい堂どうにコンピュータを持ち込んで、お返事を書いています。

　精霊さんたちが、姉さまのいまいる場所を教えてくれました。すぐに地図をかきますね。このメールと一いつ緒しよに送ります。

　私が姉さまにしてあげられるのは、これくらいですから。

　これが少しでも姉さまのお役に立てるなら、うれしいです。


とりいそぎ　　白華　　



［System- mail　　　　　　39990706/ 0315PM］








「白華……あのコ」

　天華はメールと一緒に送信されてきた、画が像ぞうデータを画面に開いた。

　それは、緻ち密みつに描えがかれた中央大陸の写真だった。聖堂にある石の大陸図を、携帯コンピュータのカメラ機能を使って、データ化したものであった。

　その写真の中に、データ上の書き込みが、白華の文字で行われていた。

　大陸の、南西。その端はしっこに、白華の文字で、『姉さま』という印がされてあった。

　なんだ……。天華は苦笑する。

（あたしってば……ほんと、誰だれかに支ささえられてばっかりじゃん）

　じん、とした胸むねの中。白華の顔が思い浮うかぶ。そして、Ｇも。

　まいったなあ、と天華は小さくため息を吐ついた。感かん謝しやの念を抱いだきながら、地図に描かれた自分の現げん在ざい位置を確かく認にんする。

「ほんと、大助かりだよ。白華っ。……へえ、こんな場所だったんだ。でもそっか、よかった。帝てい國こく領りよう域いきに戻もどってきてたんだね。もし反対に砂さ海かいを越こえちゃってたらどうしよう、とか思ったけど。ふうー」

　しかも、意外に街が近い。確かここからなら、北に少し進めば、小さな街があるはずだった。

　そのことを確かめるために、天華は画面に、ひとつのデータを呼び出した。携帯コンピュータに記き憶おくさせてある、中央大陸の詳しよう細さい図ずである。それは砂海より下は描かれていないものの、簡単に街の規き模ぼなどを調べることのできる、優すぐれものであった。

　しかし、ふと。銀の瞳ひとみが、ある場所に釘くぎ付づけになった。

「え？　ちょっと待ってよ。これって──」

　ねえ、ちょっと！　天華は相あい棒ぼうを呼ぶ。「何だ？」と調理も途と中ちゆうで、Ｇがおっとり駆かけつけてきた。

「どうした、天華」

「これ見てよ、Ｇ！」

「地図か？　何だ」

「だから、あたしたちの現在位置はここなんだけど……ほら、でも、この予想航路がね」

「──なるほど。近いな」

「そう！　これってすごくない!?」

「利用しない手はないな」

「そっ。風にさえ乗ればすぐ着けるしね！」

　よっし。天華は首にかけてあった手ぬぐいを、風帝号の荷物入れに放ほうり込んで。すぐ準じゆん備びしよう！　と機体の最終チェックに取りかかる。

「こんなところからは、さっさとおさらばしなくちゃね！」

　と、その前に。天華の腹はらの虫が、「きゅるるるる」と鳴った。

　あまりの大きさに、天華は思わず赤面して悶もだえる。

「い、いや、これは……昨日、忙いそがしくて、夜は食べなかったからさ。あはは……は」

「心配するな。もうできる」

「あ。そ、そう……？」

　すぐに天華の前に、Ｇが朝食を並ならべた。

　それは、ピンクの毒々しいキノコを焼いたものと。原形のわからない物体が浮ういた、真っ黒なスープであった。

「……あのさ、Ｇ。つくっておいてもらってなんだけど。あたし、毎回思うんだ」

「何だ」

「これ、なに？　いつもなんか、変じゃない？」

「そうか？　毒はないぞ。食えるものから、食えるものをつくっている」

「いや、なんかさ。見た目が、悪いってゆーか。ちょっと……」

　ちょっとというか。むしろ、見た目は最悪だった。──においも、なにか微び妙みようである。悪あく臭しゆうというほどではないのだが。

「栄えい養よう価かに問題はない。むしろ、お前の普ふ段だんの偏かたよった食生活よりはマシだろう」

　俺おれはお前の精せい命めい力りよくで動いてるから、弱られると困こまる。褐かつ色しよくの少年はきっぱりと言った。

　だからこうして相棒は、わざわざすすんで調理をしてくれるのだった。

「あ、ああ……そう」

　とりあえず、空くう腹ふくなのは事実である。天華は頰ほおをひきつらせながらも、食べてみた。

　──食えないことはない、絶ぜつ妙みような味わいだった。

　……ああ。支えられてばかりじゃダメだ……。天華は、ちょっと痛つう感かんした。

　せめて、料理くらいはなんとかしよう。







　嫌いやな味の、ゲップが出る……。

　それをどうにか押し留とどめて。天華は、愛用のゴーグルをしっかりと装そう着ちやくした。

　携帯コンピュータの画面が、対象との接せつ近きん予想時じ刻こくを表ひよう示じする。

「よし、いっきますかあ！」

　天華は森の中に、気合いの声を染しみ通らせた。もう朝あさ靄もやは晴れている。陽ひの光も高く、真上の緑の梢こずえたちを、明るい色に輝かがやかせていた。

　そう。見上げるのは真上だ。Ｇが巨きよ木ぼくの幹みきを利用して垂すい直ちよくに立てかけた、風ふう帝てい号ごうが向かう先である。

　その相あい棒ぼうは、すでに機関部に入っている。焦こげ付いた結けつ晶しよう体たいの前に、手をかざして。

　そして、天華は純じゆん白ぱくの機体に飛び乗った。

「Ｇッ！」

　相棒に鋭するどい合図を送る。とたんに機体を、力強い振しん動どうが襲おそった。機関部に解かい放ほうされた、推すい進しん結けつ晶しよう体たいの力である。相棒が無理に、結晶体の最後の力を振り絞しぼらせたのだ。

　満まん身しん創そう痍いの舞翼ライドは、その力で、一気に空へと飛びだした。銀の瞳ひとみを覆おおうゴーグルの色が、緑一色から、透すき通るような青へと変わった。

　──空だ。空なんだっ。天華の頰が自然と緩ゆるむ。銀ぎん髪ぱつを、気持ちのいい風がなでていった。

　ここは間ま違ちがいなく、森とは違う、懐なつかしい世界だった。

「って、あんまり感かん傷しように浸ひたってる場合じゃないかっ」

　気を取り直し、両手の操そう縦じゆう桿かんを握にぎり直す。応おう急きゆう処しよ置ちを施ほどこした翼つばさは、下へ手たな風に巻き込まれたらまた折れてしまうかもしれない。それに、結晶体の力も、もう消えていた。

　伝声管から相棒の、「砕くだけたぞ」という声が届とどけられる。振り返れば、機体後部から出ていた煌きらめきは、完全に消しよう滅めつしていた。

「ごめん、風帝号っ。無理ばっかりさせたよね。……でも、もうちょっとだから。最後までがんばってみせてっ」

　天華は、もう一人の相棒である機体を励はげましながら、翼を上じよう昇しよう気き流りゆうに乗せた。

「方角は……こっちでいいんだよね」

　二つの操縦桿の間に埋うめ込まれた磁じ石しやくを頼たよりに、天華は針路を決定した。たぶんこれでいいはずなんだ。胸むな元もとにある携帯コンピュータを感じながら、天華は真まっ直すぐ前を睨にらむ。

　大陸の地図データに登録してあったのは、ひとつの航路図だ。それは舞翼ライドや大型の飛舟シツプといった、空を飛ぶ機体に乗る者たちにとっては、知っていて当然の航路。──大陸に円を描えがく気流に乗り、優ゆう雅がに雲の上を飛ぶ「浮ふ遊ゆう都と市し」のものだった。

　その定期航路近くに、天華たちはたまたまいたのだ。しかも、空に浮かぶその都市が、近くを通つう過かするその日に。

　そして。ゴーグルの視し界かいに、真っ白な雲に漂ただよう、大きな半円球の、空飛ぶ大陸の姿すがたが映ったのだった。

「あった！　やったあ!!」

　思わず声に出してしまう。やることのない相棒も、「浮遊都市か」と、つい機関部から顔を出した。

　人口およそ50万人の、信しん精せい帝てい國こくの管理下に置かれない自由交こう易えき都市は、もうすぐ目の前であった。

　ありがと、白華っ。天華は遠く離はなれた妹に、感かん謝しやの意と満面の笑えみをそっと返かえした。




　　　　３




　雲海に浮かぶ、巨大な街。それが「浮遊都市」である。

　外見は、ちょうど底の深い碗わんに似にている。そしてその中は、ごちゃごちゃと上下左右に積み重ねられた、雑ざつ多たな建けん造ぞう物ぶつでいっぱいだった。

　風に乗って、風帝号はそんな街まち並なみの上を通つう過かする。うわあ、と天華は息を吞のんだ。

「あいかわらず盛せい況きようそうだねっ」

　ゴーグル越ごしの視界に飛び込んでくるのは、空中桟さん橋ばしのように張はり巡めぐらされた「道」にあふれる喧けん噪そうだった。そして、そこに肌はだ色いろの顔は珍めずらしい。天華はつい見とれてしまう。

　青い肌の長耳族や、艶あでやかに羽う毛もうを染そめた鳥人族。岩のような皮ひ膚ふを持つ、灰はい色いろの装そう甲こう族など。中央大陸を風に乗って巡じゆん回かいするこの街は、人間よりも、異種族が多くを占しめる都市なのである。

　そして、また。安定した航路を利用して、商人たちが大おお勢ぜい行き交かう街でもあった。

「さすがは自由交易都市、って感じだね」

「人間種は、あまりいないがな」

　相あい棒ぼうが、伝声管からそう漏もらした。まぁね、と天華は苦く笑しようする。

「この不思議な空飛ぶ街自体が、まるごと遺い跡せきなんだもんねえ。……っていっても、うかつに手を着けて落っこちたりするとまずいから、あたしたち遺跡探求者ロスト・リサーチヤーも、あんまり触さわらないようにしてるけど」

　そう。この浮遊都市は、碗形の土台部分が、まるごと旧きゆう精せい紀きの遺跡なのである。

　そのために。大陸の上空に常つねにありながら、浮遊都市は信精帝國に属ぞくさず、科学を恐おそれぬ異種族たちが中心となっているのである。そして。

「まあおかげで、あたしみたいな遺跡探求者ロスト・リサーチヤーが、気楽に立ち寄れるんだけどねっ」

　よいしょ、と天華は、風帝号の翼を落とした。風に逆さからわぬように、ゆっくりと大きく弧こを描えがかせて。

　街並みを挟はさんだ反対側に、いくつかの舞翼ライドや、飛ひ空くう艇ていの姿すがたが見えた。

「係けい留りゆう港こうは、あっちかっ」

　天華は機体を滑すべらせるように、港の方に向かわせた。

　──複ふく雑ざつに入り組んだ建物を越こえて。大きな港が、銀の瞳に飛び込んできた。港といえども、海辺にあるものとはまったく違う。何層そうにも突き出した床ゆかが、それぞれの機体の大きさに合わせたサイズで、縦じゆう横おうに並ならんでいた。

　天華はそのひとつへと、風帝号を旋せん回かいさせた。翼がぎしぎし音を立てる。

「あんまり余よ裕ゆうはないか……。早いとこ、着陸させなきゃねっ」

「天華っ」

「？　なに、Ｇ？　って、わ、わっ！」

　相あい棒ぼうの声に振り返ると。風帝号の真後ろに、肉にく薄はくする巨きよ体たいがあった。

　浮遊都市を回り込むように接せつ近きんしてきた、巨大な空飛ぶ船──大型の空中輸ゆ送そう船せん、「飛舟シツプ」である。

　舞翼ライドの素そ材ざいにも使われている、風くじら。空の精せい霊れいに愛され、骸むくろとなっても浮ふ力りよくを持つその体を、そのまま利用した大型船だ。帆はん船せんを太い鎖くさりでぶらさげて、風くじらの大きな骸がい骨こつが、風帝号を真まっ直すぐ睨にらんだ。

「おっとっと！」

　天華は風帝号を操あやつり、コースを譲ゆずった。微び速そくで進んでいるとはいえ、飛舟シツプは小回りが利きかない。こっちが避よけるのが礼れい儀ぎなのだ。両側に備そなわった三角の帆をかわして、風帝号は、大きな風くじらの骸──「浮骨ボーン」の真上へと抜けた。

「あー、あっぶなかったあ。……って、あ、あれっ？　この飛舟シツプって」

　下に見える、太い肋ろつ骨こつの隙すき間まから。朱しゆ色いろのつなぎを着た、船員たちの姿が見えた。そして、その立りつ派ぱな船体も、鮮あざやかに朱一色で塗ぬられている。これって……。

「コゥ船長の飛舟シツプだな」

　答は、伝声管からＧが言った。そう。それは、天華がよく知る人物の飛舟シツプだったのだ。

　風ふう帝てい号ごうを、飛舟シツプの横に落とす。そして銀の瞳ひとみは見つけた。灰はい色いろの髪かみをまとめた、背せの高い女船長の姿を。

　船体と同じ朱色のつなぎを着こなした彼女は、風帝号に気付いて、軽く手をあげた。

「おかみさーんっ、お久ひさしぶりでーすっ！」

　天華は嬉うれしくなって、両手を上げて手を振ふりまくった。ずいぶんとお世話になった人でもあるのだ。

　──風ふう来らい坊ぼうの父を追いかけ、やってきた浮遊都市。そこで初めて出会った、父の古くからの友人というのが、この、大陸一の大型船を仕切るコゥ女船長なのである。

　神しん殿でんを飛び出してきたはいいものの、文無しだった駆かけ出しのころを支ささえてくれた人でもあった。あの広い甲かん板ばんの上で、よく清せい掃そうのアルバイトをさせられたものだ。相棒も荷運びなど、いろいろなことを手伝った。……そういえば、あそこでＧは、料理の基き礎そを憶おぼえたような気がする。天華はちょっと苦く笑った。

　あれから、もう三か月は経たつのだけれど。月日の経つのは早いなあ。天華は手を振りながら、そんなことをしみじみ思った。

　ただし。そんなことをしている余裕など、あっという間に消えたのだが。

　──左の翼つばさが、異い音おんを放った。十枚まい羽ばねのひとつが、いきなり折れて飛んだのだ。

　えっ。と天華が思う間もなく。

「ちょ……きゃああっ!!　噓うそおぉおっ!?」

　風帝号はバランスを崩くずし、浮遊都市の側面を落下し始めたのだった。







　飛舟シツプを避けたときに、負荷がかかってしまったのか。銀髪が風に逆さか立だち、ゴーグルの視し界かいが下から上に飛んでいく。いや、自分が落ちているのである。

　天華の操る風帝号は一瞬で、浮遊都市の外がい壁へきを、縦たてに真っ直ぐ落下した。

「きゃああっ、くっ、こ、このおっ!?」

「まずいぞ、天華」

「い、言われなくても、わかってるってのおっ!!」

　相あい棒ぼうの声に応こたえながら、なんとか機体を水平に立て直す。だがはずみで、また二枚の羽が千ち切ぎれて飛んだ。

「まずーいっ、早くなんとかしないとっ」

　天華の腕うでが、汗あせで濡ぬれた。けれども機体はもう、上じよう昇しよう気流には耐たえられないだろう。

　機関部も、とうに使い物にならない。再ふたたび上の港に戻ることは、満まん身しん創そう痍いの風帝号には不ふ可か能のうだった。

「だったらっ──」

　天華は、機体を下へと向かわせた。ゆるやかな曲線を描えがく、半球形をした浮遊都市の下層部である。この辺りの外壁部分には、港のような建造物はひとつもない。遺跡であるこの基き礎そ部分は、堅けん牢ろうだが、開発には適てきさないからだ。

　だが。偏へん屈くつな者は、どこにでもいるものである。

「あった！」

　ゴーグルの内にある、銀の瞳は見み逃のがさない。下層部壁面に、専せん用ように設せつ置ちされた垂すい直ちよく式の移い動どうゴンドラ。その先にある、雲海と接せつする鼻先につくられた、横よこ幅はばのある建造物を。

　それは規き模ぼこそ小さいものの、間ま違ちがいなく港であった。浮遊都市一の舞翼ライド技師──「ドクター」と異い名みようをとる男の、私し設せつ係けい留りゆう港こうだ。

　ガラクタばかりが置かれた空間が見える。しかしそこに、舞翼ライドひとつぶんのスペースがあった。

「よっし、Ｇ！　着地のサポートお願いっ」

「わかった」

　相あい棒ぼうが、機関部から身軽に飛び上がってくる。それを目の端はしで確かく認にんして。天華は、風帝号を港へと突とつ入にゆうさせたのだった。

　工場に併へい設せつされたそこは、アバラ屋のような有り様だ。奥おく行ゆきも十分にあるとは言えない。しかし風帝号は、見事にするりと、空いたスペースへと身を落とした。

　瞬しゆん間かん、Ｇが機体から飛び出す。小さな片腕で、風帝号を摑つかまえて。

　辺りの部品やらを弾はじき飛ばしたものの、Ｇに最後の勢いきおいを押し留とどめられた風帝号は、なんとか壁かべ際ぎわで停とまったのだった。

「ふうー……」

　天華は、ようやく一息ついた。

「……さんきゅ、相棒っ」

「大したことじゃない」

　Ｇは、いつもの興きよう味みなさげな口調で返した。だが。

「──なんダ!!　この騒さわぎはアッ!?」

　唐とう突とつに、大きな声が港に響ひびいた。

　そこに工場から姿すがたを見せた、ポケットのやたらと多いチョッキを着た、大きなは虫類の顔があった。

　びっしりと青あお碧みどりの鱗うろこに覆おおわれたそれは、太い尻尾しつぽと牙きばを持つ、鱗りん顎がく族ぞくの男──この工場に住むただ一人の技師、「ドクター」その人であった。

　はあい、と天華は、苦笑いしながら挨あい拶さつする。

「えーと、その。ごぶさたしてます、ドクさん」
















「……おイ。おまエ、天華かアっ!!」

　相変わらず大声で、ドクはしゃべる。さすがに驚おどろいた口調で。しかし。

　彼はボロボロの風帝号を見るなり、「あぁア─────ッ!?」と絶ぜつ叫きようしたのだった。

「なんだこりゃア!!　なんでワシの風帝ガ、こんなことになってんだアアッ!?」

　そして、彼はどたどたと太い足で駆かけ寄よって、風帝号にすがりついた。──ぽろぽろとその黄色い眼めから、大おお粒つぶの涙なみだをこぼして。

「わ、ワシの……風帝がアアー～～!!」

　その号ごう泣きゆうっぷりを前に、いやあ、と天華はさらに苦く笑しようする。このワニ頭の技師は、自分でつくった舞翼ライドを、息子むすこのように愛しているのだ。

「ええっと……もう、その。な、なにから説明していいのやら。……ねえ、Ｇ？」

「知らん」

　相棒はやっぱり愛あい想そひとつなく、そう返したのだった。







「ドラゴンと会っタ、だとオ!?　──そんなもん知るかアアアア!!」

　ボロボロの風帝号を運んだ、埃ほこりっぽい工場の中。工具やら部品やらが適てき当とうに積み重ねられ、いくつものこんもりとした山をつくるこの空間に、ドクの声が張はり上げられた。

　天華が事じ情じようを全すべて説明した、直後の反はん応のうである。大おお顎あごから出た大声に、とにかく天華は耳を覆おおう。なにしろ叫さけぶたびに、辺りの小さな部品類がカタカタと震ふるえるほどなのだ。隣となりにいるさすがの相棒も、顔を微び妙みようにしかめている。

　しかし、ようやく怒ど気きを吐はききったのか。ドクは「ったくよゥ～」と言いながらも、側そばに横たわる、無む惨ざんな翼つばさに向き直った。

「怒ど鳴なり散らしててもしょーがねエ、ワシの風ふう帝ていが勝手に直るわけじゃねーしナ」

「あ。修しゆう理りしてくれるの？」

　ようやく入った本題に、天華はぱっ、と頰ほおを緩ゆるめた。

　しかし、すぐにぎろりと、ワニ頭の黄色い目玉が睨にらんでくる。

「風帝はワシのかわいい息子だゾっ！　ほっとくわけにもいかねえだろーガッ!!」

「そ、そうでした……」

「ったくよゥ。おめーモ、おめーの親父おやじモ、荒あらっぽいったらありゃしねえヤ！」

　人のつくった舞翼ライドをなんだと思ってやがるんダ!?　などとぶつぶつ言いながらも、ドクの手が風帝号の外がい装そうを剝はがしていく。そう、実を言うとこの技師には、天華は親子二代にわたってお世話になっているのだ。

　──というより、父が天華に与あたえてくれた風帝号が、たまたまドクの手によるものであり。その関係から、メンテナンスなどをしてもらえるようになったのだが。

　鋭するどい爪つめの生える手が、意外なほど繊せん細さいに動き、舞翼ライドのフレームを剝むき出しにしていく。

　と。おラ、とドクの手が、横で見守る天華を追いやった。

「あのナ。さすがのワシでモ、そんなすぐにできねーってノ！　二、三日よこセッ！　一回バラしテ、機体のダメージを計算しなきゃならねーからナ」

「うん、わかった。じゃあ風帝号はしばらくここに預あずけておくね」

「……それよりおメー、金はあんのかヨ」

「うあ」

　天華は、ドクの言葉に思わず詰つまった。

「こちとら慈じ善ぜん事業じゃねーんダ！　とるもんハ、しっかりとらせてもらうぜエ？」

「わ、わかってるよう。持ち合わせはないけど……発はつ掘くつデータを換かん金きんすれば、なんとかなると思う」

　かなり辛つらいけど。天華は、携けい帯たいコンピュータを開いて、保ほ管かんしてあるデータをチェックしながらため息を吐ついた。

　よシ、とワニの頭が上下する。

「ちゃんと用意しとけヨ」

「うん。そっちも、完かん璧ぺきに直してよねっ」

「誰だれに言ってんだ誰ニ！　言われなくても直しといてやるサア!!」

　ドクは豪ごう快かいに、ごつい牙きばをむいてみせた。どうやらこれが彼なりの笑え顔がおらしい。逆ぎやくに、怖こわいほどなのだが……。

　しかしそれは、頼たのもしい笑みでもあった。だから天華は安心して、「じゃあ」と相あい棒ぼうを連れて、工場を去ろうと背せを向ける。少し、金きん策さくに頭を悩なやませてはいたけれど──。

「おイ、ちょっと待て天華ッ！」

　だが、それをドクが寸すん前ぜんで止めた。風帝号の機関部を覗のぞき込こみながら。

「？　なに？　ドクさん」

「おメー、この結けつ晶しよう体たい、もう使いもんにならねーじゃねえカッ!?」

「うん。だいぶ無茶させたから……」

　さりげなく、銀の視し線せんを相棒に向ける。褐かつ色しよくの美少年は、あえて目を合わそうとはしなかった。

「それも修理しといてくれる？」

「無茶いうナ、こんなもんまるごと新品に交こう換かんするしかねーだろうガッ！　……けどナ、ここにゃあ予よ備びなんて置いてねーからナ！」

「えっ、なんで？　舞翼ライドの工場なのに？」

「アホかおめーハ」

　ドクが、牙の隙すき間まから息を押し出した。

「もともと舞翼ライドにハ、推すい進しん結晶体なんざ積んでねえだろーガッ！　この風帝はナ、おめーの親父の無茶な注文デ、特別につくったヤツなんだヨ!!」

「え、えーっと、じゃあ……」

「交換する結晶体ハ、そっちの方でなんとかしとけヨ！」

「……。そ、それって」

　むちゃくちゃ高こう価かなんじゃあ？　天華の頰ほおを、冷たい汗あせが流れ落ちた。

「と、とりあえず、じゃあ。この際、結晶体なしの状じよう態たいで、修理をお願いするってのは……どうかな？　結晶体の方は、また後日ってことで……？」

　絶ぜつ対たいお金足りないし。天華は軽く提てい案あんしてみた。しかし。

「アホかおめーはアア!!」

　返ってきたのは、復ふつ活かつした怒気だった。

「風帝はなア、舞翼ライドに推進結晶体を積むからこそ風帝なんダ!!　ワシにしかつくれない傑けつ作さく機なんだゾ!!　推進結晶体こソ、この機体の命なんダッ!!　それをおめーはアア──!!」

　だが、そこまで大声で言って。でっかいワニ頭には、また涙がにじみ始めたのだった。

「わ、ちょ、ちょっと待って！　わかった、わかったから！」

　天華は慌あわてて、ドクをなだめる。この男が泣き始めると、やっかいなのだ。収おさまるまでに時間がかかるわ、その後また怒鳴られまくるわで。だから。

「なんとかするから、じゃ、じゃあ、後はよろしくっ！」

　天華はそれだけ言い残して、Ｇの腕うでを捕つかまえると。そのままこの場を逃にげ出した。真まっ直すぐに、都市の上じよう層そう部ぶに向かう、大きさだけが自じ慢まんの木もく製せいゴンドラへと急いで駆かけ込む。

「──結晶体がこねえト、修理が終わっても風帝は引き渡わたさねえからナ!!」

　ドクの最後の大声が、ゴンドラまで届とどいてきた。







　浮ふ遊ゆう都市の碗わん形がたの外がい壁へきを、大型のゴンドラがやかましい音を奏かなでながらも、安定した動きで昇のぼっていく。普ふ段だんは舞翼ライドの部品などを積んで上下するため、頑がん健けんさは保ほ証しよう済ずみだ。

　太い木で枠わく組ぐみがつくられ、金きん属ぞく製せいの網あみが張はられたその中で。天華は「ふうぅ」と、疲ひ労ろうの息をゆるゆると吐はいた。ぼんやりと前を向けた視線に、雲の海と薄うす色いろの空が見える。乾かわいた風が、むなしく銀の髪をすいて消えた。

「さすがに疲つかれたみたいだな」

　褐色の少年がぽつりと言う。……まぁね、と天華は力無く返した。

「今日はもういろいろあったし、なにより、これからのことを考えるとね……」

　お金が、ねえ。天華は懐ふところを探さぐる。ジャケットの、二重になった特別なポケットの中にあったのは、帝てい國こく貨か幣へいの金貨が数枚まい。節約すれば、一月ほどはどうにか野宿なしで生活できる程てい度どであった。

「……とりあえず、やっぱ、データの換かん金きんをしないとね」

　こればっかりは換金してみないと、いくらになるかわかんないものだけど。やれやれ、と天華は深く肩かたを落とす。……白華と二人だけの、衛えい星せいネットワーク回線のデータも、もしかしたら換金しなきゃならないかも。

　──これは、自分たちだけのものにしたいんだけどなあ。

（そういえば、白華にメール返してないや）

　ふと、天華の頭にそんなことがぽかりと浮うかんだ。

　だけど。今は、なにもやる気が起きなくて。ま、いいや後で。と天華は思う。気が付けば銀色の瞳に、茜あかね色が差し込んでくる。少しずつ変わり始めた、空の端はしの色だった。

　浮遊都市に、夕焼けが迫せまりつつあった。

　お金の件けんもなんとかしないとダメだけど、とりあえずもう今日は、泊とまって休もう。そう気だるく決意する天華であった。




　　　　４




　夕焼け空に見下ろされながら。天華はＧを連れて、浮遊都市のごちゃごちゃとした街まち並なみへと踏ふみ込んだ。

　街は、空中桟さん橋ばしや回かい廊ろうが、上下にものびる複ふく雑ざつさである。異種族の雑ざつ踏とうを搔かき分けて、天華は壁かべに記された通路番号をチェックする。四桁けたの数字で、階かい層そうと位置を表したものだ。その下にはご丁てい寧ねいにも、繫つながる他の回廊の番号が、矢印と一いつ緒しよに書かれてあった。

「ええっと、こっちだっけ？」

「天華。このひとつ下だろう」

「あ、そっかそっか。記き憶おく力いいじゃん、Ｇっ」

「お前が憶おぼえてなさすぎなだけだ」

「……なによう。悪かったですねーだっ」

　相あい棒ぼうとそんなやりとりを交かわしながら、回廊をひとつ降おりる。さらに奥おくへと練り歩いて──頑がん丈じような梯子はしごを降りた、人気のあまりないところに。目指していた店が、ひっそりと佇たたずんでいた。

　緑色に塗ぬられた扉とびらに、赤い二重の丸印。それと、大きな「３」の文字。この浮遊都市に古くから住む種族、虫人族がグループ経けい営えいする、『虫の穴あな』という安宿であった。

「こんにちわーっ」

　天華はＧと共に、気軽に扉を開けて中に入る。勝手知ったるなんとやら、だ。天華は、この店の常じよう連れん客きやくなのである。

　いや、天華だけではない。大たい抵ていの遺跡探求者ロスト・リサーチヤーたちは『虫の穴』を利用する。それは、安さが魅み力りよくということもあるが。それとは別に、大きな理由がひとつあった。

　──習しゆう性せいとして、穴を掘ほることで居きよを構かまえる虫人族。彼らが初めてこの都市で、遺い跡せきの生きたシステムを発はつ掘くつしたのだ。

　科学に興きよう味みはなくとも、商売熱心な彼らである。いつしか遺跡探求者ロスト・リサーチヤー相手に、発見したシステムを提てい供きようし、そこに全部で九つの『虫の穴』店てん舗ぽを設せつ置ちした。

　それらを核かくとして、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーたちは全システムを、ネットワークでひとつに繫ぎ。浮遊都市内限げん定ていではあるものの、ネットワークを介かいしてのデータ交換や、果ては虫人貨幣での換金を行うまでに至いたったのだ。つまり虫人族がいるからこそ、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーは発掘での生活ができるようになったのである。

　だからこそ遺跡探求者ロスト・リサーチヤーは、頻ひん繁ぱんに『虫の穴』を利用する。そしてまた、この三号店こそ、天華の父が好んでよく訪おとずれていた店なのだった。

　扉を開けると、ランタンに入れられた拳こぶしほどの光虫の類たぐいが照らす、薄暗い穴あな蔵ぐらのような独どく特とくの店構えが出で迎むかえる。入ってすぐ横にフロントがあった。狭せまいロビーと向かい合った、夜はバーのカウンターも兼かねる場所だ。

　そこに、つるりとした赤茶の外骨こつ格かくを持つ、虫人族のオーナーがいた。

「あら？　天華ちゃんじゃない～」

　雌し雄ゆう同体であるオーナーは、四本の細い腕でしなをつくりながら、大きな複ふく眼がんの顔を向けた。

　どもっ、と天華は軽く手てつ甲こうの腕をあげる。そしていつものように、「父さんはっ？」と挨あい拶さつがわりに息巻いて訊たずねた。

「相変わらず、連れん絡らくないわよぉ」

　オーナーは、やはりいつものようにそう応こたえた。しかし。

　かわりにそこに付け加えた、もうひとつの声があった。

「あの男は一度遺跡に潜もぐったら、完全に攻こう略りやくするまでは、帰ってこないものな」

「あ！　──おかみさんっ!?」

　目を丸くする天華の前。カウンターで酒を片かた手てに佇んでいたのは、朱しゆ色いろのつなぎも眩まぶしい、大型飛舟シツプの女船長。コゥであった。

　二メートル近くの長身から、きれいに編あまれた灰はい色いろの髪が、相あい棒ぼうの頭ほどの高さにまで垂たれていた。

「どうしてここに？」

「たまにオーナーと飲みたくてねえ」

　コゥはグラスを傾かたむけながら、澄すんだグリーンの瞳ひとみを天華に向けて片目をつむった。年相そう応おうでない、とってもチャーミングなウィンクだ。整った顔は肌はだもきれいで皺しわもなく、これでまさか四十近くの、七男三女の子持ちとは誰も思うまい。

　だからこそ十人もの、全すべて父親の違ちがう子こ供どもがいるのだが──。

「まあそれと、お前さんのことも港で見かけたからね。たぶんここに来るだろうと思って、さ」

　そんなコゥは、もうずいぶんと飲んでいたのだろう。涼すずしげな口元に、軽く紅べにがさしてあった。そして、いろいろ噂うわさは聞いてるぞ、と薄く微笑ほほえむ。

「この前は、渓けい谷こくの遺跡まで行ったそうじゃないか。あそこは脆もろくなっているから、誰も近づかなかった遺跡だろう？」

「あー、えっと……」

　あの遺跡だ。銀の視線をさまよわせて、天華はようやく思い出す。衛えい星せいネットワーク回線を発はつ掘くつした遺い跡せきのことだった。

「それが、そのう、ええっと」

「いいもの発掘できたかい？」

「いや、まあ、その。話すと、長いんだけれど……」

「それは、アレだろう。この前天華が崖がけに落とした遺跡のことか？」

　そう横から口を挟はさんだのは、Ｇであった。

「ちょ、じ、Ｇーっ！」

「落とした……だって？　遺跡を？　渓谷にかい？」

「ほんとぅ？　天華ちゃん～？」

　オーナーまでもが身を乗り出し、コゥと顔を見合わせる。

「あー、そ、その」

　天華はコゥよりも、真まっ赤かになりながら。やがて、てへへ、と肯こう定ていの苦笑いをしてみせた。相あい棒ぼうを殴なぐろうと伸のばした手てつ甲こうが、空から振ぶりする。

　かわりに。──コゥが噴ふき出した。グラスを持つ手を震ふるえさせ、腹はらを押おさえる。オーナーも後ろを向いて、小さく笑いを押し殺していた。

「な、なによおっ。あ、あんまり笑わないでよね、すんごく大変だったんだからあっ」

　天華は逆ぎやくに、拗すねてみせる。わかったわかった、とその背せ中なかを、笑いを抱かかえたコゥの手が強く叩たたいた。

「それにしても……それじゃあ遺い跡せき探たん求きゆう者しやじゃあなくて、遺跡破は壊かい者しやだなあ」

「お、おかみさんっ！　もうう～っ！」

「いや、久ひさ々びさのおもしろい話だよ」

　オーナー。と、コゥは傍かたわらの虫人に目配せする。ようやく笑うのを終えて、オーナーがカウンターからグラスを二つ取り出した。

「一杯ぱいおごるよ」

　コゥはそう言って、天華を横のロビーの、誰だれもいない丸テーブルへと促うながした。

「ゆっくり話を聞こうじゃないか。いや、ぜひ聞かせてもらうぞ」

「ええ、まあ……い、いいですけどね」

「天華ちゃんはなににする？　それと、Ｇちゃんの方は？」

　オーナーが聞いてくる。天華はとりあえず、席に着きながら、冷たい果実のジュースを頼たのんだ。

　もちろん相棒の少年は、「必要ない」とだけ言ったのだった。







　夕食も、コゥ女船長のおごりとなった。

　逆を言えば、それほど話が長くなってしまったというだけなのだが。

「なるほどねえ」

　渓谷の遺跡が倒とう壊かいした顚てん末まつを聞いて。天華の前で、コゥがくっくっと笑いをこらえる。

　ロビーには、他の客の姿はない。大おお勢ぜい泊とまりにくるときもあれば、こんな日もある。

　オーナーは、少し離はなれたカウンターでのんびりと洗あらい物をしていた。さっきから聞き耳は立てているようだが。虫人族は、視力はあまりよくないが、聴ちよう覚かくは鋭えい敏びんなのである。

　とりあえず、一通り倒壊の話を終えて。天華は、食べかけだった白身魚の香こう草そう蒸むしにフォークをのばした。

　横でおとなしく座すわっているＧの前にはなにもないが、コゥは獣じゆう肉にくのあぶり焼きを、豪ごう快かいにチーズと一いつ緒しよにパンに挟はさんでかじっている。もちろんこれらは、空の上の浮ふ遊ゆう都と市しでとれはしない。輸ゆ送そう船せんが休みなしに訪おとずれる街だからこその、ものであった。

「それで、なんだい。湾わん岸がん都市で見つかった、海底の遺跡にも行ったのかい？」

　パンをほおばりながら、コゥが続けて聞いてくる。

「そういやあ、あの機体……風ふう帝てい号ごうだったか？」

「──？　なに？　おかみさん」

「いや。ボロボロだっただろ？　なんかあったのかい。目の前でおっこちたときはびっくりしたけどね」

　まあ、お前さんのことだから、死にゃしないとは思ってたけど。とコゥが笑う。

　天華も、弱い苦く笑しようを返した。

「それがほんと、いろいろあったんだけど」

　本当に、いろんなことがあった。天華はゆっくり思い出す。海底遺跡に行って、アルバルドと出くわしたこと。それから、遺跡から逃にげ出して。──そして、風帝号が壊こわれてしまう要よう因いんとなったのは。

「実はね、ドラゴンと会ったんだよ、あたしたち」

「……ドラゴン？　ドラゴンって……精せい機き龍りゆうのことかい？」

「そう！　もうほんと、大変だったんだから。そのせいで、風帝号が壊れちゃうし……ねえ、Ｇ？」

「そうだな」

　Ｇは相変わらず、表情ひとつ変えずに受け流した。

　しかし、コゥの顔色は一変していた。そして今度は笑わない。ゆっくり息を吐はき、カウンターのオーナーと互たがいに目を見かわした。

「え？　ど、どうしたの？　おかみさん？　オーナー？」

「……いや、素す直なおに驚おどろいてるのさ」

「ええ。ほんとに、ねえ～」

　オーナーが向こうで頷うなずく。それから、ようやくコゥが小さく笑えみを浮かべた。

「お前さんたち、ほんとに親子だねえ」

　そう、実に愉ゆ快かいそうな口調で。

　え？　もちろん天華に、その意味はわからない。思わず相棒と顔を見合わせる。

　そして。コゥが静かに言った。

「あんたの親父おやじさんも、昔ドラゴンと会ったんだよ」

　と──。

　えっ。思わず、天華は呼こ吸きゆうを止める。突とつ然ぜんの言葉に。

　そんなの、初耳だった。

「え、え？　だって、それ……えっ？」

「お前さんには、親父さんの話はいくつかしてやったっけね」

「う、うん」

　天華は顎あごを上下させる。コゥのもとでアルバイトをしていたとき、毎日ひとつは、父についての昔話をせがんだものだ。やれ、どんな遺跡探求者ロスト・リサーチヤーでも攻こう略りやく不ふ可か能のうといわれた大迷めい宮きゆう遺い跡せきを、数か月かけて完かん璧ぺきに地図におこしてしまったこと。やれ、氷に包まれた極ごつ寒かん遺跡から、機械人形を発はつ掘くつして、元通り組み立ててしまったこと。または、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーの訓練場としての模も擬ぎ遺跡──その構こう築ちくのアドバイザーとして、選出されたこと。歴代の遺跡探求者ロスト・リサーチヤーの中でも、ずば抜ぬけて遺跡攻略率りつが高いこと──。その他さまざまな話を、きらきらと羨せん望ぼうの輝かがやきを銀の瞳ひとみに灯ともして、天華は聞いた。聞けば聞くほど、父が本当に、一流の遺跡探求者ロスト・リサーチヤーであることがわかった。

「悪いな。遺跡がおれを待ってるんだよ」

　神しん殿でんからすぐいなくなる父は、よく出かける前に、天華の頭をくしゃくしゃになでてそう言った。そういう人なのだ。そしてたまに、気が向いたときだけ。寡か黙もくな父は天華を膝ひざの上にのせて、遺跡の話をしてくれたのだった。でも。

「ドラゴンの話は、父さんからもおかみさんからも、ぜんぜん聞いてないよっ」

「そりゃそうさ」

　コゥが、目の前でくすりと笑む。

「アタシの知る限かぎり、あの男が唯ゆい一いつ、手ぶらで帰ってきた話だからね」

「えっ……」

「興きようがのったよ。話してあげよう」

　食事をしていた手を止めて、コゥは真まっ直すぐ天華を見つめてきた。そして、彼女はゆっくりと、語り始めたのだった。

　一流である父が、生きている遺跡──精機龍に挑いどみ、攻略に失敗したときの話を。







　コックをひねると、ぬるい温水がシャワーから噴ふき出した。

　勢いきおいのある流水が銀ぎん髪ぱつを濡ぬらし、天華の裸ら体たいを流れていく。手のひらで二つの乳ち房ぶさに堰せきをつくると、お湯がすぐにあふれ出し、支し流りゆうを刻きざんで足元へと落ちていった。

　──『虫の穴』三号店の、用意された一室。その小さなシャワールームである。湯船こそついていないが、訪れる遺跡探求者ロスト・リサーチヤーにとって好こう評ひようなのは、この豊ほう富ふな湯量であった。

　もちろん、空にある浮遊都市である。雲から純じゆん水すいを得る錬れん精せい機き構こうは整せい備びされていれど、水は貴き重ちようだ。ただ、発掘して改かい修しゆうした機械式の循じゆん環かんろ過かシステムを、こっそりと使っているのだった。

　しかし。天華はぬるいシャワーを浴びながらも、ずっと放心していた。

　コゥ女船長の話してくれた言葉が、部屋に入った今でも、ずっと頭を巡めぐっていた。

「あれは……いつだったか。もう、八年ほど前になるかね。まだお前さんの母親が生きてたか、亡なくなったばかりか。その辺りのことだと記き憶おくしてるけどね」

　コゥはゆっくりと、そう切り出した。

「理由は知らないんだが。いきなりアタシのとこへ、アイツ──親父さんが来てさ。砂さ海かいまで運んでくれって言うんだよ。ほら、知ってるだろ。アイツの舞翼ライドは、お前さんの風帝号とは違って、長距きよ離り航行には向いてないから。何する気なんだって訊きいたら、『ドラゴンを攻略する』って返してきたのさ」

（……父さんが、ドラゴンに……）

　俯うつむいた銀の瞳は、排はい水すい溝こうをぼんやり見つめる。

（あのドラゴンに、挑ちよう戦せんしたんだっ）

「──だから、うちの飛舟シツプが砂海近くまで、輸送ついでに乗せていってやったんだけどね。けど、その後顔を合わせたときには、『失敗した』って笑ってたね」

（……失敗？　父さんが……）

「……。あの父さんが、ドラゴンは攻略できなかったんだ……」

　そんな呟つぶやきが、湯気の中にとけて消えた。

　そして、天華は顔を上げた。シャワーの強い水流が、ばしゃばしゃと顔面にかかる。

　天華はそのまま、がしがしと乱らん暴ぼうに顔を洗あらった。

「あ───っ、もうっ!!」

　降り注ぐ水すい滴てきの中で、声をあげる。自分でもわかる。ものすごく、思考が混こん乱らんしてるのだ。待て、落ち着け、あたし！　天華は自分に言い聞かせる。

（頭ん中、整理しろ、天華っ！）

　今必要なことは？　そして、あたしにできることって、なに？　──ドラゴンを攻略するために。父さんが、できなかった生きた遺跡を落とすために。

　もし、それができるなら？　一流の父さんでさえ成し得なかったことを、あたしができたなら!?

「うんっ！」

　そっか。そうなんだよね！　ぱんっ、と水流を振ふり払はらって、天華は頰ほおを鋭するどく張はった。痛いたかった。けれど──。しゃきっとした。

　そして。

「やろうじゃないの。ドラゴン攻略っ！」

　天華の頰ほおに、笑みが宿った。それが自分でもよくわかる。

　だから、天華はもっとにやっと笑ってみせた。父を越こえてみせるために。

「──そうと決まれば、さっそく行動あるのみ、ってね！」

　よっし！　天華はもう一度頰を叩たたくと。体を洗うのもそこそこに、バスタオルをひったくって、外へと飛び出したのだった。







　シャワールームからの、一定の水音がわずかに聞こえる。それ以外は、静かだ。

　褐かつ色しよくの美少年は、天華のいない個室のベッドにちょこんと座すわり、そんな穏おだやかな時間を満まん喫きつしていた。

　ふと黒くろ鉄がね色の瞳ひとみを向ければ、小さな円まるい窓まどが横にあった。とっぷりと暮くれた藍あい色いろの空の下、縦じゆう横おう無む尽じんの街まち並なみのあちこちに、ふんわりとした街がい灯とうの光が瞬またたいていた。部屋を照らす光虫や、錬れん精せいの幻げん炎えんではない。改良を重ねた発光苔ごけを培ばい養ようした、比ひ較かく的安あん価かなものである。夜がくると自動的に、朝がくるまで輝かがやき続けるのだ。

　不思議だ。と、Ｇは外を眺ながめて思考する。なぜ、今この時が、こんなにいつもと違うのだろう、と。所しよ詮せんは、ただの風景に過すぎないのに。そして、それは「そうか」と、すぐに結けつ論ろんに行き着く。

（天華が側そばにいないからか……？）

　だが。そんな貴き重ちような時間は、短いからこそ貴重なのである。

「Ｇーっ、Ｇ！　ねえちょっと聞いてよ！」

　唐とう突とつにどたばたと、天華がシャワールームから出てくる。Ｇは「何だ」とすぐに顔を向けた。そこに、バスタオルで胸むな元もとを隠かくしただけの、あられもない姿すがたの銀ぎん髪ぱつの少女がいた。

　さすがに、Ｇも言葉に詰つまる。

　けれども全ぜん裸らの本人は、銀色の瞳を輝かせ、頰を興こう奮ふんに上気させていたのだった。

「ねえねえっ、決めたよあたし！　決めたことがあるのっ！」

「……何をだ？　金きん策さくについてか？」

「ちっがう！　そうじゃなくって、だからさ！　もうう～、わっかんないかなあ！」

「わからん。それより、いいから少し」

「あたし今度、ドラゴンに挑ちよう戦せんするから!!」

「落ち着いて話──何？」

「だからっ。父さんが失敗した、ドラゴンに挑いどむんだってばさ！　父さん以上の遺跡探求者ロスト・リサーチヤーになるためにっ」

　わかった？　と彼女は裸はだかの胸むねをぐいと張はった。そしてひとりで、おっしゃおっしゃ、と気合いを入れる。あまつさえ、ばしんっ、と何度か頰を張るほどに。

「そうと決まればっ、善ぜんは急げよね！　ええと、手順から考えると……そう！　まずは精せい霊れい都と市しに行かなくちゃっ！」

「？　なぜそうなるんだ……」

「もちろん、ドラゴンを攻略するために決まってるじゃないっ」

　タオルで濡ぬれた銀髪を雑ざつに拭ぬぐって。なんでわかんないかなあ、と銀色の瞳がまじまじとＧを見つめる。

「いや……お前の説明が、まったく足りないからだと思うが」

「そう？　でも、精霊都市に行かなきゃならないの。絶ぜつ対たいっ。だって、風ふう帝てい号ごうを直さなくちゃいけないでしょ！」

「それは、そうだが。だが、なぜ精霊都市なんだ？」

「だって、それはね──」

　ごにょごにょ。下着をつけながら、天華がＧに耳打ちした。大きな声では言えないことなのだ。

　……何？　とＧは、頰を硬こう直ちよくさせる。

「だから、ね？　おっけいでしょっ！」

「……。本気か？」

「本気も本気、大本気っ！　ほらほら、Ｇも準じゆん備びしてよっ。もうここ出るから！」

　言いながら、天華はもう着き替がえを終えていた。手てつ甲こうをしっかり装そう備びして、持ち物を確かく認にんし、最後に愛用のゴーグルを首にかける。

　そして、ほら行くよっ、と部屋を後にしたのだった。

「おかみさんの飛舟シツプに便乗させてもらうんだから。確たしか夜明け出発で、ちょうど精霊都市を往おう復ふくするんだって言ってたよねっ。今から行って、頼たのみこまなきゃ！」

　天華の背せ中なかが、急ぎ足でフロントへと駆かけていく。その後ろをとりあえずついていきながら。しかし、Ｇは。──さすがに、呆ぼう然ぜんとしていた。

（あの、機械の塊かたまりである、巨きよ大だいな機き甲こう精せい物ぶつに挑戦する……だと？）

「どうやってだ？」

　思わず、そんな小さな呟つぶやきが漏もれた。この少女の悪いところは、頭の回転は速いが、それを自分だけで納なつ得とくしてしまうところであった。Ｇにはまったく、何がどうなるのかがわからなかった。

　それでも、ひとつだけはっきりとわかることがあった。何にせよ、ついさっきあった穏おだやかな時間は、しばらくはやってこないのだ、と。

「ほら、Ｇっ」

　手甲に覆おおわれた腕うでが、振ふり返って「早くっ」と急せかした。また忙いそがしく振り回される日々が、すぐ目の前に迫せまっていた。どちらの時間がいいかは、Ｇには結けつ論ろんは出なかったが。

　ただし。かわりにちょっと、変な「苦く笑しよう」が、いつの間にか。いつぞやのように、自分の口元に生まれていた。










［TENKA>>>>>>> HAKKA　　　YGGDRASILL- NET］

　ちっす白華！　げんきしてる？　あたしはだいじょーぶっ、げんきだよ！　もちろんＧもね！

　おかげさまで、あれからすぐに、森を無事に抜け出ました。白華がくれた地図、とっても役に立ったんだよ。ほんと、ありがとねっ。てへへ。

　で、いろいろと急展てん開かいがありました。

　ある人から、とんでもない話を聞いちゃったからです。

　そのある人、っていうのは、父さんの古くからの知り合いの、輸ゆ送そう船せんの船長さん。コゥさんっていう、女の人なのにすごく背せが高くって、とってもかっこいい人なんだよ。そのコゥさん……あたしは、おかみさんって呼よんでるんだけどね。そのおかみさんから、父さんの昔話を聞きました。ねえねえ、白華っ！　父さんって、昔ドラゴンに挑ちよう戦せんしたことがあったんだって！

　でも、結局攻こう略りやくできずに終わっちゃったらしいんだけどっ。おかみさんが知る限り、父さんが唯ゆい一いつ、失敗した話なんだってさ。

　……フフ。ここまで書けば、白華にはわかるかな？　そう、あたしも次は、ドラゴンに挑いどもうかと思ってます！　だってドラゴンを攻略できれば、つまり、父さんを越こえたことになるもんね？　うん！　そういうわけでっ。あたしはこれから、ドラゴンと対決するために、いろんな準備をすることにしましたっ。

　そんなあたしが、今なにをしてるのかとゆーと。コゥ船長の輸送船に、ちょっと乗せてもらうことになりました。行く先は、なんと、精霊都市だよ！　これから一日かけて、そっちに向かいまーすっ。

　え？　なんで精霊都市まで戻ってこなくちゃならないのかって？　ちょっとね、考えがあるのです。それはね……んー、ナイショ、かな？　あははっ。

　てゆーか、他にもいろいろ話したいことは山ほどあるんだよね。こっそり神しん殿でんにも戻もどろうと思うから、それはまた、そのときにでもちゃんと会って話したげるね！

　地図のお礼も、ちゃんと言いたいしねっ。

　じゃ、今度は会ったときにネ！


《天華》　　



［System- mail　　　　　　39990708/ 0023AM］








　メールを送信して、銀色の瞳ひとみが前を向いた。

　夜の、係けい留りゆう港こうである。上を見れば満天の星空と、透すき通る紺こん色いろに、二つの月が浮うかんでいる。満月でも絶ぜつ対たいに真円を描えがくことのない歪いびつな蒼あおい月と、その隣に輝く銀の小さな月である。そして、横には浮ふ遊ゆう都市の街まち並なみが、やわらかな発光苔ごけの輝きを満たしてそこにあった。

　──天華が腰こし掛かけるのは、無ぶ骨こつで巨きよ大だいな骸むくろの上。コゥ女船長の輸送船の、風くじらの背中だった。冷えた夜気をゆるやかに運ぶ風が、肋ろつ骨こつを通って銀ぎん髪ぱつをなでる。

　真下の甲かん板ぱんでは、夜明けの出発の準備が始まっていた。数人の船員たちが、積み込こんだ荷の最終確かく認にんなどを行っている。

　その中には相あい棒ぼうも混まじっているだろう。もっとも、もともと格かつ好こうも肌はだも黒一色なので、ここからだと暗あん視しゴーグルなしでは見えないけれど。

「よしっ」

　あたしも手伝っちゃうか！　天華は風くじらの浮骨ボーンに異い状じようがないことを、改めて確認して。肋骨に穿うがたれた梯子はしごに手をかけた。

　ふと。降おりる途と中ちゆうで、顔を上げる。

　そこには、風くじらの頭が向く、灰はい色いろの雲を下にした風景が、どこまでも続いていた。

　いい風……。天華は呟つぶやく。そして、やわらかく微笑ほほえんだ。

　澄すみ渡わたる大気には、いつしかやさしく、それでいて力強い風が流れてきていた。




　　　　５




　その日、精せい霊れい都市は、穏おだやかな晴れの日に包まれていた。

　周囲を山に囲まれた、円形に発はつ展てんした都市である。中央に高い塔とうの神しん殿でんと、軍の施し設せつを持つが、それ以外は小さな集落が広がるのみだ。信しん精せい帝てい國こくの「首都」と銘めい打うってはいるものの、自然との調和を第一とする、田舎いなか然ぜんとした街なのである。

　石いし畳だたみに覆おおわれた街路にはさわやかな陽光が踊おどり、建物の間を流れる水路を、涼すずしげに煌きらめかせていた。けれども。

「おわわわわああっ!?」

　のんびりと真下に広がる穏やかな風景を見ている余よ裕ゆうなど、今のアルバルドにはなかった。

「こっ、ココロおっ、やばいやばい！　右に傾かたむいてるぞ、おいいっ!!」

　精霊都市の上空を飛ぶ高速飛ひ空くう艇てい『ポチ』のシートの後ろで、アルバルドの悲鳴がこだまする。いや、アルバルドだけではない。隣となりにいた、飛空艇酔よいで真っ青のシエンも。そして操そう縦じゆう桿かんを握にぎるココロですら、とにもかくにもわめいていた。
















「な、何をしてるんですかっ、もっと左にふんばらないと……う、うぷっ」

「ふゃああーっ！　わ、わかってるんスけどお、自分、がんばってるんスけどおうっ！」

　赤毛の少女は半泣きになりながらも、必死に機体を操あやつっていた。──湾わん岸がん都市の砂すな浜はまに墜つい落らくした、この四枚まい翼よくの漆しつ黒こくの機体は、「とりあえず飛べる状じよう態たい」でしかないのである。

　幸いにして無む傷きずであった、新型の三重連推すい進しん結けつ晶しよう体たい。この力で、空に浮うかび上がることはできた。問題は──飛行に関する四枚の安定翼が、ぐしゃぐしゃに折れ曲がっていることなのだが。

「ダメっス！　もう無理っスううう～!!」

　ココロが泣いて絶ぜつ叫きようする。曲がった翼つばさは、軽い風にすらすぐ弄もてあそばれ、機体をふらつかせるのだ。

　アルバルドは何度、横の栗くり毛げの少年と頭をぶつけることになったか。と思ったら、またごつんとぶつかった。機体のバランスを崩くずさないよう、二人ともが操縦席にへばりついてるため起こる現げん象しようだ。お互たがい、もういちいち謝あやまる気力もない。ううう、とアルバルドは、打った鼻を押さえて涙なみだ目めになる。

　それでも、何度か休息しながらもここまで帰って来れたのは、ココロの卓たく越えつした『直勘センサ』の能のう力りよくのおかげだった。

　──そして、ようやく。飛空艇の針路に、精霊神しん殿でんと併へい設せつする形でつくられた軍本部の、特とく設せつ空港が見えてきた。

　あそこだ、とアルバルドが指し示じするまでもなく。

「くぉの、い、いくっスうう──っ!!」

　ココロが気合いの声をあげて、操縦桿を大きくきった。強い衝しよう撃げきが、機体を襲おそった。真横に滑すべり込こむ形で、飛空艇は円えん卓たく状の空港へと着地したのだ。

　本来は、垂すい直ちよく式におとなしく離り着ちやく陸りくする機体は。車輪すらない腹ふく部ぶを打ち付け、空港の磨みがかれた岩がん盤ばんの上に、カーブを描えがいた。

　機体の中で、三人の声にならない叫さけびが重なる。

　飛空艇は四枚の翼を壊こわしながら、空港にいた整備士官たちを蹴け散ちらして、港倉庫に突っ込んだ。その頑がん健けんな扉とびらにぶつかって──ようやく、停止したのだった。

「……あ、ああ……だ、大だい丈じよう夫ぶかあ……シエン、こ、ココロおお……お、おえっ」

「生きて……ますけど……う、うぷっ」

「うにゅううう、目が、目がああああ、また、大変っスううう～」

　目を回した剣けん聖せい一行に、激はげしい嘔おう吐と感を残して。







　駆かけつけた警けい備び兵や、整備士官たちに助けられて。アルバルドは、空港の傍かたわらにへたりこんでいた。

　幸い、墜落による事じ故こや負ふ傷しよう者しやはなかったようだ。軍管理の倉庫の扉がひとつ歪ゆがんだのと、目を回した自分たち三人ぐらいである。

　一いつ緒しよに助け出されたシエンは、真まっ青さおな顔で、すぐ横に寝ねかされている。

　今のはきつかったものな。アルバルドは弱々しい苦く笑しようを落とした。鍛きたえている自分ですら、まだ気持ち悪い。しかしなぜか、ココロだけはもうすっかり回かい復ふくしていたりする。

　──もっとも、彼女の場合。

「あああ、自分の、自分の大事なポチがあああ～～！」

　そんなことをわめきながら、四枚の翼がもげた無む惨ざんな飛空艇にすがりつき、わんわんと泣きじゃくっているのだが。

「はああー……」

　よれよれになった淡あわい金の前まえ髪がみを、漏もらしたため息が揺ゆらした。なんてこった、と頭を抱かかえて。

　けれど、この程てい度どで済すんで幸いではあった。視し線せんを投げれば、空色の瞳ひとみに、朱しゆ色いろの船体が飛び込んでくる。飛空艇が落ちた少し向こうに停てい泊はくする、民間の大型飛舟シツプであった。

　空港自体は軍の管かん轄かつ、管理だが、こうして民間の輸送船にも常つねに開かい放ほうしている。なにしろ交こう易えきの唯ゆい一いつの手段である。毎日訪おとずれる輸送船は、軍にも、そして都市の人々にも、重要な生命線なのである。

　立りつ派ぱな浮骨ボーンを掲かかげて、朱色の飛舟シツプは船せん腹ぷくを横づけしていた。

（あんな大きな船とぶつからなくて、ほんとよかったよ……）

「──アルバルド様っ」

　警備兵の一人が、こっちに向かってやってきた。

「枢すう議ぎ会かいが、直ちよく接せつご報ほう告こくを受けたいそうです。立てますか？」

「大丈夫。わかった、行くよ」

　アルバルドは疲ひ労ろうを振ふり払はらい、重い腰こしをどうにか上げた。そう。今から自分には、こうなったいきさつと、湾岸都市での任にん務むについての、報告の義ぎ務むがあるのだった。

「あ、アルバルド様……」

　シエンがそれに気付き、栗毛の頭を動かした。しかし、その髪は汗あせでまだ濡ぬれている。

「いいから、シエンは寝ねといてくれ」

　アルバルドはそっと、少年を制せいした。

「で、でも。報告には、補ほ佐さ官であるボクが立ち会わないわけにはいきませんっ……」

「いや、無理するなって」

「だ、だいじょうぶ、です……」

　いつもの強気を吐はきながら、けれども起き上がったシエンの足取りは頼たよりない。

「大丈夫なわけないだろ、そんな状じよう態たいでっ」

　思わずアルバルドは少年を抱だきかかえた。肉体を極きよく限げんまで鍛きたえあげた剣けん聖せいとは違ちがい、先天的に天才的な頭ず脳のうを持つとはいえ、シエンの体は普ふ通つうの、まだ十三歳さいの子こ供どもなのだ。

　だから、アルバルドはシエンを、側そばの警備兵に預あずけた。

「あ、アルバルド様っ……」

「報告はオレ一人で行ってくるから。シエンは、宿舎に戻もどって休んでるんだ。平気だって。報告ぐらい一人で十分だよ。それに」

　それに。アルバルドはそこで、言葉を吞のんだ。──天華のことを話すか、話さないか。まだ決められないでいたから。

　いいや、言えるはずもないっ。家出した姫ひめの一人が、帝てい國こく管理区く域いき内ないの遺い跡せきに侵しん入にゆうして、大おお暴あばれしたなんて。そんなことがばれたら大事だ！　……なるべくなら、自分の懐ふところだけでどうにかしたい。それが、アルバルドの本音だった。

　もちろんこれは、まだシエンたちにも話していないことであった。

「アルバルド様……？」

「あ、ああ、いや、なんでもないよっ。その。初任務の醜しゆう態たい劇げきを報告するのって、やっぱりちょっと、気が進まないなあ、って……は、はは、……はぁ」

「……。無理はしないでくださいね。ボクが後日、正式に報告書を提てい出しゆつしますから……」

「ああ、うん。そうだな、わかったよ。……シエンも無理するなよ」

　それだけかわして、アルバルドは神しん殿でんへと足を向けた。

　しかし、振り返って、シエンが警備兵に連れて行かれるのを確かく認にんすると。やっぱりアルバルドは、「はぁあ～……」と、暗い吐と息いきにまみれたのだった。

　広い空港を歩いて、視し線せんを上げれば見える、いくつもの塔とうが寄より集まった精せい霊れい神しん殿でん。一歩近づくごとに、陰いん鬱うつな気持ちが満ちた。

　横では、それとは違って、威い勢せいのいい声が飛び交かっている。横付けされた朱色の飛舟シツプの、屈くつ強きような船員たちだ。

　気が付けば──空港に吹ふいてくる風向きが、変わっていた。太陽がゆっくりと傾かたむき始めている。船体と同じ朱色のつなぎを着込んだ男たちは、大きな荷箱を抱かかえて、急ぎ足で行き来していた。

　そんな忙いそがしい男たちの横を歩いて、アルバルドは精霊神殿へと向かった。

「……ん？」

　ふと。アルバルドは、荷降ろしをする男たちを振り返る。なにか、その陰かげで。誰だれかが動いたような気配を感じたのだけれども。

　しかし、そこには誰もいなかった。

「気のせいかな……」

　疲つかれてるしな。アルバルドはそうとだけ思って、あまり気にせず歩を進めた。

　そもそも、軍に管理されたここに、そう簡かん単たんに隠かくれて侵しん入にゆうできる者などいない。とりわけ、これから向かう神殿の警けい備びは厳げん重じゆうだ。

　なにしろ、世界でたった一人しかいない精霊巫み女こ──白華がいるのだから。

　彼女を守る。その概がい念ねんを軸じくとして、帝てい國こく軍ぐんは存そん在ざいする。だからこそ神殿を取り囲むように、発展を遂とげたのである。

　神殿と、軍は一心同体。であるからこそ、アルバルドは剣けん聖せい候こう補ほ生せい時代、神殿での生活をおくった。巫女と神殿を守ることを、体で覚えさせられたのだ。

　そんな懐なつかしの精霊神殿へと、アルバルドは久ひさしぶりに足を踏ふみ入れた。塔と塔を繫つなぐ通路の続く、彫ちよう刻こくの美しく刻きざまれた柱と石いし床ゆか。入り口では、鉄の錫しやく杖じようを持つ女の僧そう兵へいたちが立っていた。

　報告の義務があることを伝えると、彼女たちはアルバルドを奥おくの塔へと案内した。もちろん、アルバルドとてその場所は知っている。いくつ、通路の角を曲がればいいかすら、そらで思い出せる。しかし、そんな余よ裕ゆうはまったくなかった。

　一ひと際きわ立りつ派ぱな装そう飾しよくのされた扉とびらが、すぐ目の前に現あらわれたから。──そこが「枢すう議ぎ会かい」という、帝國の政まつりごとを担になう、十二人の上級神官たちが常じよう駐ちゆうする、大広間の扉であった。

「鋼はがねの剣聖、アルバルド＝ナイツです。今回の件けんについて、報告にあがりました」

　アルバルドは、緊きん張ちように唾つばを飲み込こみながら。扉を開けて、中にいる神官たちと向かい合ったのだった。







　しばらくして。──ようやく、天華は顔を上げる。木箱の隙すき間まから、神しん殿でんの方に去っていった、アルバルドの背せ中なかを確たしかめて。

「……あ、あっぶなーいっ」

　小声で呟つぶやいたそこは、コゥ女船長の朱色飛舟シツプが停とまる、すぐ近くの倉庫の横。飛舟シツプから降おろされた大きな荷箱が積み上げられ、四方を取り囲むその中だった。

　一いつ瞬しゆん、見つかったかと思った。本当はもっと簡かん単たんに、神殿まで忍しのび込こめるはずだった。警備なんて、かわりばえのしない兵士の巡じゆん回かいルートを知っている天華からすれば、隙だらけだ。

　けれど、アルバルドだけは違う。さすが剣聖となった青年である。鋭えい敏びんな感覚を持っている。まさかあんなところに現あらわれるとは思わなかったので、うっかり鉢はち合あわせしそうになったのだけれども。

（……まったく、タイミング悪いんだからっ。──って）

　ううん。でも、それはそれで、好都合だったかな？　天華はにやりと笑えみをつくった。落ちた飛ひ空くう艇ていを見ながら、飛舟シツプにわざと残してきた、相あい棒ぼうのことを考えて。

（ま、あっちのことはＧに任まかせるとしてっ。あたしは、白華に会いに行きますかっ）







「……失礼します」

　ようやく解かい放ほうされて。アルバルドは疲ひ労ろうにまみれながら、広間をなんとか後にした。

　かなりの時間が経たっていた。重い扉を開けて外に出ると、神殿の隅すみ々ずみにまで、濃のう紺こんの闇やみが満ちている。扉の前に立つ女おんな僧そう兵へいたちの肩かたには、幻げん炎えん石せきが煌こう々こうと輝かがやいていた。

　──これだけ長くなったのは、もちろん神官たちから叱しつ責せきを受けていたためである。遺い跡せき対たい処しよ用ように新しん設せつされた鋼はがね隊の初任にん務むが、「遺跡の沈ちん没ぼつ」などという、しまらない結果に終わったからだ。

　結局。明日の朝一番で、再ふたたび湾わん岸がん都市に向かうこととなった。アルバルドの手には、書類が一枚まい握にぎられている。小型の潜せん水すい調ちよう査さ艇ていと、それを搭とう載さいできる別の飛空艇の、貸かし出し証しよう明めい書しよであった。

　きっちりと最後まで、遺跡の調査と処理を行う。そのための装備だった。

「はああ……」

　しっかりと扉を閉しめて。アルバルドの口から、深い深いため息が漏もれた。苦労の息だ。

「ご愁しゆう傷しよう様さまです」

　側そばに立つ女僧兵が、小さく苦笑いする。どうも……と、アルバルドも苦く歯をみせた。

　ついこの前まで、神殿で生活をし、同じように夜や警けいにもついていたことのあるアルバルドである。相手の名前までは知らないが、見知った相手だ。変に剣聖という肩書きを、取り繕つくろわなくてもいい相手である。それがなんだか、今のアルバルドには唯ゆい一いつの救いだった。

　警備の女僧兵たちに別れを告げて。アルバルドは、神殿の奥おくへと歩いた。

　本来、精霊神殿は男子禁きん制せいである。故ゆえに警備兵は、自然と女性ばかりなのだが。剣聖のような、上級兵士は別べつ格かくであった。シエンやココロは、軍の宿しゆく舎しやで寝ね泊とまりしているが、アルバルドの部屋は神殿の中にあった。

　時折すれ違う下級神官の女性や、警備の兵士が、穏おだやかに会え釈しやくする。皆みなが皆、いつでも快こころよく迎むかえてくれる。──剣聖候補生時代も、こうだった。変わらない。いい人たちばかりである。

　なのに。

（……どうして天華は、ここから出ていったんだろう）

　ふいに、そんなことが胸むねを突ついた。空色の瞳ひとみが揺ゆらぐ。

　──天華の家出については、そもそも神殿外には知らされていない。これは、精霊神殿の秘ひ匿とく性せいからくるものであった。剣聖であるアルバルドや、一部の軍の上じよう層そう部ぶには、もちろん正式な通達はされているが。

「家出、か……」

　そうだ、もう半年にもなるのか。アルバルドは視し線せんを上げる。自分はずっと、剣聖になるための最終試練を受けていたので、つい時間を忘わすれがちだけど。天てん井じようのない長い通路には、天空から見下ろす二つの月光が、金きん髪ぱつをやさしく照らしていた。

　確たしかに。天華は、神殿という立場からすれば。巫み女こである白華がいるため、「余よ分ぶんな姫ひめ」であっただろう。──錬れん精せい音おん痴ちという引け目もある。しかし、そのことについて神殿の誰も、彼女を責せめたことはないはずだ。

（いや。だから、なのか……？）

　誰も責めないからこそ、密ひそかに自分を責めて。だからこそ、居い場ば所しよがなくて。──神殿を飛び出していってしまったってのか？

　自分が、いらない姫だから……。

　それはアルバルドにはわからないことだ。理り解かいできない。特に、いつも元気で強気な彼女を知っているだけに。天華の気弱なところなんて、想そう像ぞうもできなかった。

　むしろ。あのきれいな銀の髪と瞳を持った少女は──久ひさしぶりに再さい会かいした自分に、遠えん慮りよなく蹴けりをかましてくる、そ～ゆ～娘むすめなのだった。

　そうだ。そうだった。アルバルドの中に苦く渋じゆうが満ちる。

（……あいつのせいで、オレは苦労してるんだっての）

　まったく。思い出すたびに、とほほな気持ちが胸に積もった。

　──それでも。やはり報告には、天華のことは言えなかった。けれども。

「あ。……そうだ」

　白華には、どうしようか。アルバルドはふと足を止めた。すでに階をいくつか過すぎてしまったが、白華のいる巫女の部屋までは、さほど離れてはいない。

　艶つややかな白はく髪はつを揺ゆらしてふんわりと微笑ほほえむ、彼女の顔が思い浮うかんだ。

　どうしよう。アルバルドは一瞬悩なやむ。もちろん神殿から一歩も外に出ることが許ゆるされない白華には、天華の様子など知る由よしもない。仲のいい、双ふた子ごの妹であるというのに。

　そうだよな。アルバルドはひとり頷うなずいた。

「天華のこと、教えておくかな」

　彼女が元気だった、とだけ。全ぜん容ようは言えるわけないけれど……。

　思い切り内容を妥だ協きようしながら。アルバルドは、足を白華の部屋へと向けたのだった。

　すぐに遠くに、特とく徴ちようのある円まるい障しよう子じ戸どが見えてくる。入り口を守る兵士たちの、幻炎の輝きが、辺りをぼんやりと浮かび上がらせていた。

　ただし。……あれ？　アルバルドは眉まゆ根ねをよせる。様子がいつもと少し違った。夜警の兵たちは、動きの邪じや魔まにならないよう、肩の部分に幻炎石を取りつけているはずだった。

　しかし、今障子戸を照らしているのは、明らかに足元の位置であった。

　──巫女の部屋を守る三人の夜警の女僧兵たちは、全員が床ゆかの上に崩くずれ、深く昏こん倒とうしていたのだった。

「!?　な……ッ！」

　飛び出る声を慌あわててこらえて。アルバルドは足音を立てずに、三人に駆かけ寄よった。

　明らかに、侵しん入にゆう者しやの手によるものだ。そっと肩を揺すっても、兵士たちは目を覚まさない。急所であるみぞおちに、えぐるような一いち撃げきの跡あとが残っていた。

　しかし。──この、軽けい装そう甲こうの鎧よろいをひしゃぐほどの、一撃とは。

（えっ？　こ、これって……）

　アルバルドには、憶おぼえがあった。まさか？　と、中にいる白華のことを案ずるより先に、記き憶おくが脳のう裏りに答を描えがく。それは、特別な手てつ甲こうの跡だった。

　見知った犯はん人にんが、一人だけ。アルバルドには思い浮かんだ。

　そして。障子戸の向こうからは、はしゃぐ二人の話し声が聞こえたのだった。







　天華は白華との久ひさ方かたぶりの再会を、ぎゅっと強い抱ほう擁ようで始めた。

「ほんと、お久しぶりっ、白華っ！」

「姉様……？」

　突とつ然ぜんのことに白華はびっくりして、金色の目を丸くさせる。ただ彼女は、抱だきしめる天華を、そっと抱きしめ返してくれた。

「やっぱり。本当に、姉様なんですね」

「ん？　あれ、メール届とどいてなかったっけ」

　あらかじめ送っておいたんだけど、とようやく天華は腕うでを放した。ふるふる、と白華が白髪を揺らす。

　あちゃあ、と天華は軽く、鼻の頭を指で搔かいた。

「メールが届くのに、ちょっと時間差があるもんね。ま、しゃーないかっ」

「でも、精せい霊れいさんたちが騒さわいでたので、誰だれかが近くに来てたのはわかりましたよ」

　白華がやわらかく微笑みを落とした。

「けど、みんなわざと教えてくれないんだもの。姉様だって、言ってくれればいいのに」

「精霊って、いたずらっこが多いんだね」

　あはは、と天華も笑ってみせた。

　──と。あれっ？　と白華が唐とう突とつに視し線せんを外す。

「？　どうしたの、白華」

「これ……」

　言って彼女は、立ち上がり、部屋にたまった清水の中から、自分の携けい帯たいコンピュータを取り出した。それは、部品の増ぞう設せつを繰くり返した天華のものとは違ちがい、数年間変わらない、シンプルな姿すがたを二人に見せる。

　そして、開いたそこには。天華が昨夜送信したメールが、たった今到とう着ちやくしていたのだった。

　天華は、白華と顔を見合わせ。──互たがいに、同時に噴ふき出した。

「なんだあ、もうっ。あたし本人の方が早いじゃんっ」

「ほんとに」

　白華も、ころころと頰ほおをはずませた。

「そうだ、姉様。外の世界のお話、聞かせてくださいな」

「うん、もっちろんっ」

　そのために、会いに来たようなものなんだから。と天華は、やわらかなシーツの上に妹と一いつ緒しよに腰こしを下ろした。

　円形の天てん窓まどから差し込こむ、きれいな蒼あおと銀の月光。その下で、うん、と天華は頷うなずきを落とした。

「もうね、ほんっといろんなことがあったんだよ。ええっと、何から話そうか？　海の話？　父さんのこと？　……ううん、そうだ。まず、ドラゴンのことから話さないとね！　ええっとねえ──」

　妹が、興きよう味み津しん々しんの目で見守る前で。天華は「こう」と手甲の腕うでで、不器用に精せい機き龍りゆうの形をつくって、身み振ぶり手振りで説明を始めたのだった。
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（あ、あいつぅう！　なんで、帰ってきてるんだよ!?）

　障しよう子し越ごしのすぐ外で、アルバルドは声を殺して喉のどで呻うめいた。ああもう、びっくりしていいやら、どうしていいやらっ。思わず金きん髪ぱつの頭を抱かかえる。

　──時折届く二人の笑い声が、嫌いやと言うほど耳についた。

（な、なんだよ、なんだってんだ!?）

　こっちはお前のせいで、叱しかられたりなんだりで、散々なのにい！　アルバルドの手が思わず、腰の後ろにある短刀にのびた。鞘さやのままベルトから外して、障子に向かって無言で構かまえる。

　感覚を総そう動どう員いんさせると、白い障子に映うつるわずかな影かげで、二人の姿がぼんやりわかった。よく動いている方が、天華に違いない。今なら隙すきをついて、当て身で天華を倒たおせるかも。そんな打算が胸むねに積もった。

　けれど。アルバルドは、踏ふみ込めなかった。──聞こえてくる二つの笑い声が、とてもとても、楽しそうであったから。

　家出をした、天華。それとは逆ぎやくに、一歩も外界に出ることを許ゆるされない、白華。

　彼女たち双子の姉し妹まいが二人きりで会えるのは、いまこの瞬しゆん間かんしかなかったから。

（こっ、こんな雰ふん囲い気きの中に、踏み込んでいけるわけないじゃないかよっ！）

　じゃあ、どうする？　アルバルドは思案に暮くれる。そして──。やがて短刀を抱いたまま、その場に座すわり込こんだのだった。

　倒れた三人の夜や警けいの兵にかわって、巫み女この部屋を守るために。

（ち、違ちがうぞ。オレは別に、ええと……こ、こんな時間に、精せい霊れい巫女の部屋を、荒あらすわけにはいかないから）

　だからせめて、ここで賊ぞくを待ちかまえているのだ。出てきた拍ひよう子しに捕つかまえるために。

　そうとでも気持ちを切り替かえないと、やってられないアルバルドだった。







　二つの月明かりが、天窓から落ちる中。白華はずっと、姉の話を聞いていた。

　姉の天華は、約束通りいろんな話をしてくれた。ドラゴンのことをはじめ、海のこと。遺い跡せきのこと。父様の話。今までの生活、外の街について──。

　それらはもちろん、神殿から外に出たことのない白華には、新しん鮮せんなものばかりだった。

「あー、話した話したあっ」

　一通り、言いたいことを言い終えたのか。姉が満足そうに、背せ中なかを倒した。シーツの中に銀ぎん髪ぱつを埋うずめる。

　しかし、「あ、そーだっ」とすぐに跳はね起きた。そして急にかしこまり、足を揃そろえて、白華に真まっ直すぐ向き直る。

「？　姉様？」

「ん。ありがとね、白華っ」

「えっ？」

「地図のことだよ」

　銀の瞳ひとみが片かた方ほう閉とじた。

「あれね、ほんとにすっごく助かったんだよ。あは、直ちよく接せつお礼が言いたかったんだー。……なんて、あたしのガラじゃないけどね。あはは」

　天華は頰ほおを少し染そめた。それを前に、白華も思わずはにかんでしまう。

「そんな……大したことないよ。だって精脈を通して、精霊さんたちが教えてくれただけだから」

「ふぅん、精霊かあ。いるんだよねえ。あたしとかには、全然見えないけどさ」

「うん。いろんなところにいるよ。……あ」

　ちょっと待って、姉様。と、白華は天華に手を伸のばした。

　着たきりの、姉のジャケット。その折り返した袖そで口ぐちに触ふれる。そこから白い指が、やさしく何かを摑つかみ取った。

「姉様、ほら。これ、姉様が連れてきた子だよ」

「えっ。なに？　あたしが？」

　どれどれ、と天華が覗のぞき込んでくる。だから、白華はそっと手のひらを広げてみせた。

　そこに、ほんのひとつまみなのだけれども。月光だけが光こう源げんの部屋に、控ひかえめな輝かがやきが生まれた。

　蒼あおと銀の光をはじくのは、さらさらとした砂すなだった。

「これ……砂？」

「たぶん、砂さ海かいのお砂だよ」

「え、あっ。こんなところにまで入り込んでたんだ。って、なんでわかるの？」

「だって、初めて会う子だから」

　白華は、ほんのり頰をほころばせる。それは間違いなく、精脈ネットワークの届かない、帝てい國こく領りよう域いき外からきた精霊だった。

　よそ者に反はん応のうして、周囲の精霊たちがふるふる騒さわぐ。

「ダメだよ。仲良くしなきゃ」

　白華はちょっとなだめてみた。すると、すぐに落ち着いてみせる。ありがと、と白華はみんなにお礼を言った。そして、「こんにちわ。よろしくね」と砂に呟つぶやく。

「あ。こんばんわ、かな？　ねえ、姉様」

「んー、いや。あたしには見えないから、なんともね。でも、挨あい拶さつするなら確たしかに、こんばんわ、だね」

　見えないながらも姉は、白華に合わせて、砂すな粒つぶに向かって手を振ふってくれた。

　こういうことが、白華には嬉うれしかった。だからつい姉を見て、にこにこしてしまうのである。

　ただ。そんな金の『龍りゆう眼がん』に、突とつ如じよとして別の景色が広がった。

「あっ？」

　夜の自室とは、まったく違う風景だ。──それは、感覚に直接送られてくる、精霊の「記き憶おく」であった。手に持つ砂の精霊が、白華に同調し、自分たちのいた世界を見せてくれているのだった。
















　一面の砂海の風景が、白華の中に飛び込んできた。

「？　どうしたの、白華？」

「あ……姉様、いま、わたし……」

　白華は、呼よびかける姉の声に応こたえようとする。しかし、次の瞬しゆん間かん息を吞のんだ。

　砂の海を裂さいて泳ぐ、壮そう大だいな、金きん属ぞくの肉体を持つ精せい機き龍りゆうの姿に──。

「ふわ、すごい……、そう、そうなんだ」

「白華？　どうしたの？」

「姉様、見たよ、わたし。ドラゴンさんっ」

「え？」

「いまね、見せてくれたの！　このお砂さんが、自分の知ってる、砂海の景色を。そこにね、いたの。ドラゴンさんがっ」

　すごい、きれいだった。白華は優やさしく砂を抱だいて、白い肌はだを上気させる。

「教えてくれたの、この子が……。ありがとう」

「へええ、わかるんだ。そんなこと」

「うん。精せい霊れいさんが知ってて、話してくれることなら。ほんと、大きいんだあ」

　姉様の言ってたとおりだね、と白華は微笑ほほえむ。

　と、白華は砂の精霊が、まだ騒いでいることに気が付いた。どうやら他にも何か、言いたいことがあるようだ。だから。白華はそっと砂粒を、シーツの外の、床ゆかの上に降おろしてあげた。

　とたんに砂粒が動き、ある形を生み出す。

「なに、これ？」

　それを見て、天華が首を傾かしげた。

「なんか、矢印がいっぱい？」

「え、あ。そうなんだ。最近よく見かけるから……これがそうなんだね」

「？　なんて言ってるの？　白華」

「うん、あのね。これ、地図なんだって。それで、この矢印の線が、ドラゴンさんが動いた道のりだって……ほら。今はここにいて、こっちに向かって動いてるって」

　白華は砂の精霊が告げるままに、姉に向かって説明した。

　そして、おもむろに顔を上げると。砂の地図を前にして、姉がその場に固まっていた。

「……ね、姉様？　いったい」

　どうしたの、までは、天華は言わせてくれなかった。突とつ然ぜん両手を取られ、ぶんぶん激はげしく振ふり回される。さらに、勢いきおいよく抱きしめられた。いきなりのことに、白華は「ひゃうっ？」と目を白黒させる。

「ね、姉様っ？　え、え？」

「ん──っ、白華！　あんた最高っ!!　でかしたぞっ！」

「えっ？」

「これって、つまり砂海の地図なわけでしょ？　それで、ドラゴンの経けい路ろなわけで……すごい！　これだよ！　これさえあれば！」

　んふふふふ、と天華は頰ほおをゆるゆるにした。もちろん、白華にはさっぱりわからないのだけれど。

　でも姉の喜んでいる顔を見ると。こっちまでなぜだか、楽しくなってしまうのだった。

　あたしさ、とようやく興こう奮ふんを抑おさえて、銀色の瞳が真まっ直すぐ見つめてくる。

「──あのね。今度、やってみようかと思ってたんだっ」

「なにをするの？　姉様」

「ほら。メールでも書いてたでしょっ。だから、ドラゴンっ！　ドラゴンに、挑ちよう戦せんしようと思ってたわけ！　──でも、居い場ば所しよとかどうやって突つき止めようかな、って正直考えてたんだけど……でも、そっか。こんなふうにわかるんだ！　あははっ！」

　やったあ！　とひとしきりはしゃいで。姉は満面の笑みのまま、再ふたたびシーツに倒れ込んだ。

　ふう、とやわらかな吐と息いきが漏もれる。

「あー、白華って、やっぱりスゴイねー」

「そんなことないよう。みんなのおかげなだけだから」

「謙けん遜そんしないのっ。……そだ、白華。その地図の矢印ってさ、ドラゴンの動きを表してるんだよね。これってやっぱり、時間でわけてるの？」

「うん。みたいだよ」

「その時間って、わかる？　あ、細かいところまではいいんだけど。何日にどこにいた、くらいわかるとありがたいんだけどさ」

「うん、ええと、一日おきでいいなら、すぐわかるよ。お砂さんが憶おぼえてくれてるから」

「そっか、じゃあさ。……ちょっと頼たのめるかな？　すぐじゃなくてもいいんだけど。地図と、ドラゴンの動いた矢印に日付を入れたのを、あたしの携けい帯たい端たん末まつまで送って欲ほしいんだ。ほら、前みたいに、画が像ぞうデータとして取り込んでさっ」

　ごめん、めんどくさいけど。と、寝ねそべった姉の顔の上で、手が合わされた。

　もちろん大好きな姉の頼たのみを、白華が断ことわるはずもない。うん、と大きく頷うなずいてみせた。

「だいじょうぶ、平気だよ。じゃあ、また明日にでも、ちゃんと書いて送っておくね」

「ありがと！」

　満足げな、姉の笑顔が返ってきた。

　そして、うーん、と天華がのびをする。

「……なんか、安心したら、急に眠ねむ気けが……あー」

　しかし。あれ、という小さな声が、シーツに沈しずんだ姉から聞こえた。

　どうしたの？　と白華がちょっと身を乗り出すと。天華は枕まくら元もとに置いてあった、何冊さつかの本を取り上げていた。仰あお向むけになったまま、ぱらぱらと眺ながめている。

「これ……ドラゴンの本……？」

「うん、そうだよ」

　白華は軽く顎あごを動かす。それらは神しん殿でんの図書館から持ってきた、精せい機き龍りゆうに関する、いくつかの書物であった。中には絵本などもある。ぼろぼろのそれは、白華と天華が、幼おさない頃ころ一いつ緒しよに見たものだった。

　絵本を手にとって。天華の唇くちびるから、「懐なつかしいなあ」という呟つぶやきが漏もれる。

「いっぱい、いろんな話が載のってたよ」

　白華も、一冊の分ぶ厚あつい本を開いてみた。

　そこにはさまざまな、二十四体の精機龍に関する伝説が記されている。かつての旧きゆう精せい紀きの大地を壊こわし、今の大陸をつくりあげたということ。世界に錬れん精せい術じゆつが授さずけられたと同時に、生まれたのだという言い伝え。砂すなの中や火山の底、空の果てなど、人の行けぬ場所に棲すむこと。それに。

「ねえ、姉様。ドラゴンさんの体には『龍輝石カーバンクル』というのがあるんだって。これは精せい命めい力りよくの結けつ晶しよう体たいだっていうんだけど、本当にあるのかなあ？　そっちの絵本でも……あれっ」

　姉様？　白華は本を置き、絵本を顔に広げたままの姉を見た。

　──返事のかわりに。絵本の下から、静かな寝ね息いきが届とどいてきていた。

「……姉様」

　疲つかれてたんだ。白華は、まわりの精霊たちに、気き遣づかうようにお願いして。そっと、姉の顔から絵本をどけた。薄うすい毛もう布ふをやさしくかける。無む防ぼう備びな寝顔に、思わずくすりと笑みがこぼれた。

　そして、自分も毛布の中に潜もぐり込む。

　姉様と、一緒っ。それは、久ひさしぶりのことだった。

　姉の体から、お日様のにおいがした。

「姉ー様っ」

　白華は嬉うれしさいっぱいの中で、目を閉とじるのだった。







　精霊都市の朝は、空の色より、漂ただよう空気が告げてくれる。ぐるりとまわりを山々に囲まれているため、日の光よりも、駆かけ下りてくる冷気が早いのだ。

　それは中央に位置する神しん殿でんも同じである。そして。一夜を巫み女この部屋の前で明かしたアルバルドの元にも、すがすがしい空気が届いていた。

「ううう……」

　情なさけない声を押おし潰つぶして。アルバルドは、一いつ睡すいもしていない瞼まぶたをこすった。

　天華はまだ出てこなかった。内心、少し焦あせりが生まれる。なにしろ、早起きの神官や僧そう侶りよたちだ。そろそろ神殿内を、うろつき始める時間だった。それに、側そばで昏こん倒とうしている兵士たちにも、交代の要員がくる頃ころである。

（こ、こっそりと事を収おさめたいってのにっ）

　だからこそ、こうしてずっと待っていたのだ。──途と中ちゆうで話し声が終わり、それが二つの気持ちよさそうな寝息にかわったのにも、気付いていた。……もしかして、あのときが一番のチャンスだったのか？　などと、今いま更さら思ってももう遅おそい。

（い、いや、慌あわてるな。もうすぐ出てくるだろうさ）

　それにどうせ、出入り口はここしかないんだ。アルバルドは、汗あせのにじんだ柄つかを握にぎり直した。

　そのときだった。かすかに人ひと影かげが映うつり込む障しよう子し戸どに、変化が生まれたのは。

　人の気配が、向こうから近づいていた。来たか!?　アルバルドは短刀を構かまえ、鞘さやのまま狙ねらいを定める。相手に気付かれるより早く、腹はらに一発、だ。『獣化ビースト』はあえて行わない。気配を絶たつには不利だからである。

　万ばん全ぜんの態たい勢せいで、アルバルドは標的を待った。そして。

　標的が、からりと障子を開けたのだった。

「ふッ!!」

　奥おく歯ばから一気に空気を絞しぼり、アルバルドは神速で踏ふみ込んだ。一挙の動作で、腹を狙う。しかし──。

「わ、おわぁあっ!?」

　アルバルドは慌てて鞘を引いて、激はげしく前にたたらを踏んだ。どうにか、目標の寸すん前ぜんで停止する。

　なぜなら。そこに立っていたのは、銀ぎん髪ぱつの少女ではなかったから。

　さらりとした白はく髪はつも長い、金色の瞳ひとみをした少女。──白華であった。

　必死に突とつ撃げきを踏みとどまったアルバルドの前で。しかし白華はのんびりと、「あら？」とやわらかく微笑ほほえんだ。

「アルさん、おはようございますっ」

「あ、ああ。おはよう……」

「アルさんも、こちらに戻もどってきてたんですね」

「え？　いや。その……はは、ははは……」

　アルバルドはひきつった笑いで誤ご魔ま化かしながら、思わず短刀を背せ中なかに隠かくす。危あぶなかった。本当に危なかった。一いつ瞬しゆん引くのが遅おくれていたら、白華にまともに当たっていたところだったのだ。鍛きたえている天華と違って、この少女は本当に、見た目通り華きや奢しやなのだ。大惨さん事じになるところだった。

　──それ以前に。精せい霊れい巫み女こに剣けん先さきを向けたなど、大問題になりかねない。いかに、剣けん聖せいといえども。想そう像ぞうし、アルバルドの顔から血の気が引いた。

（い、いや。そいういう場合ではなくてっ）

　アルバルドはどうにか気を取り直す。

「ええと、その。白華ちゃん？　あの」

「はい？」

　なんですか？　と、白髪の少女は小首を傾かしげた。

「いや、ええっと……」

　だが、アルバルドは言葉に詰つまる。

（ちょっと待てよ。……ど、どう言えばいいんだ？）

　天華を捕つかまえにきた……なんて、言ってしまっていいのやら。

　言えない！　それだけは、この娘むすめの前では言えないぞ！　アルバルドは悩なやみまくった。

　だが、その目の前で。

「残念ですね、アルさん。さっきまで姉様もここにいたのに」

　アルさんも会えばよかったのに。と、そんな言葉が、白華の口から紡つむがれたのだった。

　は？　アルバルドは思わず固まる。

「え……いや。今、なんて？」

「？　ええっと、だから。さっきまで姉様が──」

「さっき、までえ!?」

　ちょっと待って！　アルバルドは、白華の横をすり抜けて、申し訳わけなく思いながらも、彼女の部屋へと踏み込んだ。

　そこに、誰だれの姿ももうなかった。あるのはシーツに残った、二人ぶんのシワだけだ。

　銀髪の少女は、部屋のどこにもいはしなかった。

「え、ええええええええ!?　なんでっ!?」

「姉様なら、わたしが起きたときにはもういませんでしたよ」

　慌てる背はい後ごから、白華が言った。ウソだろおっ!?　アルバルドは頭を抱かかえる。

「そんなバカな！　だって、だってどうやって!?　出口なんて、ここしか……」

「えっ。でも」

　白華のしなやかな指先が、ちょい、と真まっ直すぐ上を指した。部屋の天てん井じように設もうけられた、天華一人ぐらいならどうにか通り抜ぬけられる、円まるい天てん窓まどを──。

「あああ！　しっ、しまったああああ!!」

　なんてこった!!　アルバルドの絶ぜつ叫きようは天窓を突き抜けて、朝焼けの白い空へと消えていった。







　さわやかな、山から下ってくる朝の風を帆ほに受けて。空港から飛び立った朱しゆ色いろ飛舟シツプは、ゆっくりと。まだ静かな、精霊都市の街まち並なみを後にした。屈くつ強きような船員たちの声が、朱色飛舟シツプの帆柱の間を飛び交かう。

　その甲かん板ぱんで待つ、Ｇの元に。半日ぶりに、銀髪の少女が姿すがたを見せた。

「おっひさ、相あい棒ぼうっ。で、頼たのんでたことどうだった？」

　会うやいなや、天華はすぐに収しゆう穫かくを訊きいてくる。

「これのことか」

　Ｇは、自分の着衣を開いて見せた。もともと、精せい命めい力りよくでつくった自分の体の一部である。──しかし、上着の胸むな元もとを開けたそこには今、空くう洞どうがあるのだった。

　その中に、ひとつに輝かがやく三つの光が存そん在ざいした。漆しつ黒こくの飛ひ空くう艇ていから、夜中にこっそり盗ぬすんできた、新型の三重連推すい進しん結けつ晶しよう体たいである。

「わ！　さっすがあたしの相棒！　ばっちりじゃないっ」

　天華がばしばしと、遠えん慮りよのない力で背中を叩たたいてくる。もっとも、息が詰まるということはないので、問題はないＧなのだが。

「ん～～、でも、すごい！　もしかして一番いいのとってきたんじゃないの？」

「そうか？　ただ単に、半分壊こわれた機体だったから、気楽に拝はい借しやくしてきただけなんだが」

「ま、なんでもいいやっ。あはは！」

「しかし、いいのか。勝手に持ってきて」

「いーのいーの」

　天華は、無意味に胸むねを張はった。

「もともとウチのものなんだからさっ」

　……つまり、アレか。Ｇはなんとなく納なつ得とくする。神しん殿でんの所有物は、巡めぐり巡って姫ひめである、自分のものだということか。

　かなり強ごう引いんな解かい釈しやくだな。褐かつ色しよくの肌はだの美少年は、ちょっと首をひねってみた。

　まあ、別にどうだっていいが。結晶体を胸の中にしまい直して、Ｇはもう深く考えないことにした。人間でない自分に、罪ざい悪あく感など関係ないし。ただ。

「……アルバルドは、また後で、悲鳴を上げそうだな」

　そんなことを小さく漏もらした。

　そして。なぜか、そんな絶叫が、ここまで聞こえてきたような気がしたのだった。

　もっとも。本来ならば、少しは罪悪感を覚えなければならない張ちよう本ほん人にんの少女は、そんなことはおかまいなしに。銀の瞳ひとみを煌きらめかせて、小さくなっていく故こ郷きようの街並みを、のんびり眺ながめていた。

「またねっ」

　そう、さわやかに吹き抜ける、朝の風に乗せて告げて──。







　【第三章】　一流の印しるしは……
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　コゥ女船長の朱色飛舟シツプが浮ふ遊ゆう都市まで戻もどってきたのは、他の都市を経けい由ゆして、二日後の昼であった。

　船体が、係けい留りゆう港こうに接せつ岸がんするやいなや。天てん華かは相棒と共に、真っ先に港へと飛び降おりた。

「お世話になりました、おかみさーんっ！」

　一度振ふり返り、甲板に向かって手を振る。

　いつもの朱色のつなぎを着たコゥが、船の上で軽く応こたえた。無む茶ちやするんじゃないよ、とだけ言って。

「はーい！」

　天華は、元気を女船長へと返した。

「さぁてっ、がんばらなくっちゃねっ。Ｇジー？　ちゃんと結晶体は持ってる？」

「体の中にある」

　天華の横で、褐色の少年が胸を叩いた。

「で、すぐにドクの工場に向かうのか？」

「ん。風ふう帝てい号ごうの見積もりも、そろそろできてるだろうしね。でもその前に、『虫の穴あな』によらなくっちゃ」

　──お金の方をなんとかしないとね。天華は懐ふところ具合を確たしかめて、ちょっと苦笑いする。

「ま、まあ、一番高こう価かな結晶体はなんとかなったんだし。どうにか足りる……よね？」

「俺おれに聞くな」

　相あい棒ぼうは相変わらず、そんな冷たい言葉を吐はいた。







　オーナーに、システムを使いたい旨むねを伝えると。虫人族は快こころよく奥おくへと案内してくれた。

　穴あな蔵ぐらのような『虫の穴』の、さらに穴蔵のような通路が続く。遺跡探求者ロスト・リサーチヤーだけが通される、普ふ段だんは隠かくされている通路だ。しかしそれはすぐに、様子を変えた。

　足場以外の壁かべや天てん井じようが、硬かたい金きん属ぞくの装そう甲こうとなる。そこはもう浮遊都市のシステムが露ろ出しゆつした、つまりは遺い跡せきの中なのである。

　そして。天華は相棒を隣となりに、ひとつの平たい箱の前に立った。これが、浮遊都市に九つ存そん在ざいするネットワーク・コンピュータの、端たん末まつ機きの一台なのだ。

「さぁて、風帝号の修しゆう理りのためにも、ある程てい度どお金をつくらなくちゃね」

　取り出した携けい帯たいコンピュータから接続ケーブルを伸のばし、端末機の箱と繫つないだ。とたんに、箱の上にモノクロの、ホログラム・モニターが瞬またたいた。

　そして端末機が唸うなりをあげて、天華の持つ小さなコンピュータから、データを照合していく。発はつ掘くつされ、未いまだ浮遊都市のネットワーク上に登録のされていないタイプのデータを、全すべてチェックしているのだ。

　──そうして、新たな発掘データには、そのデータ量と利用価か値ちが判はん定ていされ、金きん額がくが提てい示じされるのである。

　皮肉にも。天華と白はつ華かとだけが使う衛えい星せい回線には、とんでもない額が表示されていた。

「う、うううっ、ダメ、ダメだって、あたしっ。これは、白華と二人だけのものなんだから」

　どうでもよさそうなＧを、横に感じながら。天華はどうにか、衛星回線データを死守した。ただし、それ以外の発掘データのほとんどは、換かん金きんしてしまうことになったが。

　データの換金は、ポイントのやりとりによって行われる。そのポイントを薄うすい金属板にプリントし、オーナーに渡わたすと。虫人族独どく自じの木もく片へん通つう貨かと、交換してくれるのだった。

　しかし。天華はまだポイントを、端末からプリントアウトしなかった。

「どうした、天華？」

　褐かつ色しよくの少年が、何をしてる？　と声をかける。ちょっと待って、と天華は制せいした。

「実はさ。せっかくだから、なにかいい情じよう報ほうないかな、って思ってね」

　キーパネルに指を走らせ、天華はある言葉を端末へと打ち込こんだ。

　浮遊都市のシステムには、換金以外にも、もうひとつの能のう力りよくがあった。それは、内包するデータの検けん索さくである。

　だてにポイントを使って、発掘データを保ほ管かんしているわけではないのだ。遺跡探求者ロスト・リサーチヤー相手に、データを売るということもしている。そしてここには、新しん精せい紀きが始まって以来、数多あまたの遺跡探求者ロスト・リサーチヤーが残してきたデータが、無数に眠ねむっているのである。

　そして、天華が行ったのは。『ドラゴン』についての検索であった。

　データの大小にかかわらず、精せい機き龍りゆうに少しでも関係する情報が、リストとなって羅ら列れつされた。

「うわ、け、けっこういっぱいあるんだ……」

「それは、どうするんだ？　全部買うのか？」

「いや。それは無理だってば」

　相棒の言葉に、天華は苦く笑しようを返す。──だが。銀の瞳ひとみが、あるところに思わず止まった。えっ、と大きく見開いてしまう。

　表示されたリストには。データの量と、登録日と、登録者の名前が記されていた。

　そこに、天華は見つけたのだ。自分の父の名前を──。

「これ……父さんのデータ？　日付は、八年前……あっ！」

「八年前？」

　褐色の少年も反はん応のうする。

「それは確たしか、お前の父親が、精機龍に挑いどんだ辺りのものじゃないか」

「そう……そうだよ！　きっと!!」

　天華はすぐさまポイントを使って、父のデータと交換した。

　さほど高いものではない。たった数枚まいの画が像ぞうデータだ。主に、どこかの地図であった。

　一枚には見覚えがある。白華の部屋で見た、砂すなが描えがいた小さな地図。すなわち、砂さ海かいのものだった。

　ただし天華は、たったひとつ、地図とは違ちがったデータに目を奪うばわれた。

「これってっ！」

　地図よりもラフに描かれたそれは、ある生物の絵であった。巨きよ大だいで複ふく雑ざつな、機械の体を持った生き物。──ドラゴンの。

　そして、その深部にはたったひとつ。「心しん臓ぞう」とだけ記されていたのだった。







　ポイントと交換した、木片硬貨の革かわ袋ぶくろを片かた手てに。天華は、『虫の穴あな』を後にした。

　だが、大金を持っているというのに。銀ぎん髪ぱつの少女は、心ここにあらずであった。

「……悪いけど、Ｇ。これ、あんた持っててくれる？」

　強ごう引いんに褐色の少年に袋を手て渡わたし、自分は携けい帯たいコンピュータを開く。画面に映うつし出すのはもちろん、さっきの精機龍の図であった。

　そしてずっと、眉まゆをひそめて思案に暮くれる。

「う──～～ん……」

　工場への直通ゴンドラに揺ゆられながらも、天華は考え続けた。この図が何を表すのか。

（これってたぶん、父さんがドラゴンに挑ちよう戦せんしたときのデータなんだよね）

　だったら、ちゃんと意味があるはず。失敗したといえども、あの父なのだ。

「『心臓』……そっか。そうだよっ」

　唐とう突とつに、天華の頭にある答が浮うかび上がった。

「どうした？　天華」

「『心臓』だよ！　Ｇ、これって、大事なことなんだ！」

「……それがどうした」

「Ｇっ。普ふ通つう、遺い跡せきの発はつ掘くつっての、どうやるか知ってる？」

「？　データの発掘を言ってるのか」

　興きよう味みなさげながらも、相あい棒ぼうは少し考えて、「いつもの手順なら、動力部を復ふつ活かつさせ、それから中ちゆう枢すう部ぶにアクセスする、だったか」と応こたえた。

　そうっ。と、天華は手てつ甲こうの指を鳴らした。

「それ！　死んだ遺跡の場合、まず生き返らせてからだよね！　……でも、初めから生きてる遺跡なら？」

「必要あるまい。そのままデータを発掘すれば──」

「ああっ、もう、そうじゃなくって！　本当に『生きてる遺跡』、ドラゴンの場合は、ってことっ！」

「精せい機き龍りゆうか？　……」

「逆ぎやくに、おとなしくさせなきゃ、どうにもならないよねっ。つまり、この図はそーゆーことを表してくれてるのよ！」

　天華は、画面に映った精機龍の図を相棒に見せる。

「つまり、その『心臓』というのは、動力部のことか？」

「そう！　たぶんねっ。だってドラゴンだって遺跡は遺跡なんでしょう？　だったら、その動力部分はあるよね？　それがこの──『心臓』ってことなんだよっ」

　だから、ここを止めれば。天華は結けつ論ろんに行き着いた。

「動力部さえ叩たたけば、ドラゴンの動きは止められるってこと！」

「それはいいが、『龍りゆう風ふう』の件けんはどうするんだ？」

「……え」

「アレがあるかぎり、精機龍の側そばには近寄よれないぞ。もちろん、体内にある心臓部にもな」

「あ、あー……」

　すっかり忘わすれてた。天華は鼻の頭を搔かく。

　だが。──あれっ？　なんだか、頭にひっかかることがあった。

「そうだ……確か。ええと、なんだったっけ？」

「どうした、天華」

「なんだか、いい方法が思いつきそうなんだけど。えーと、えと、あー、なんだっけ？」

　その思考を中ちゆう断だんさせたのは、持っていた携帯コンピュータに生まれた振しん動どうだった。

　白華からの、最新のメールであった。
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　姉さま、お待たせしました。さっそく地図をお送りしますね。

　またお役に立ててうれしいです。それと、昨夜はひさしぶりに会えて楽しかったです。いっぱいお話もしてくれましたし。

　あ。そういえば、アルさんが姉さまと会えなくて、なんだか残念そうでしたよ。また今度帰ってきたときには、会えるといいですね。

　でも、アルさんもお忙いそがしいみたいです。またすぐに、湾わん岸がん都市に行かなくちゃならないそうで。剣けん聖せいって大変ですね。

　姉さまも、Ｇくんも、忙しいようですが、お体には気をつけてくださいね。


白華　　
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　もちろんそこには。一いつ緒しよに、精機龍の動きをも記した地図が、添てん付ぷされていた。

　砂すなが描えがいたものを取り込んで、日付を細かく付け足したものだ。これなら、浮ふ遊ゆう都市の航路計算を流用して、あっさりと精機龍の動きが予よ測そくできる。天華は遠く離はなれた妹に、思いっきり感かん謝しやした。

　けれど。それとは別にもうひとつ、天華の助けになったことがあった。

「アルが……湾岸都市に。あっ」

　アルバルドのことが書かれた部分を、銀色の瞳ひとみはしつこいくらいに何度も眺ながめる。そして。

　──天華は、にやりと笑ったのだった。

「そうっ、そうだよ。この手があったんだっ！　あっはは！」

「？　天華？」

「ほら、Ｇ！　ちょっとこれ見てよっ」

　天華は、白華のメールを画面の隅すみに追いやると、かわりにさっきの精機龍の図でもない、まったく別のデータを呼よび出した。それを、相棒の黒くろ鉄がね色の瞳に向ける。

「これは何だ？」

「これって、海底遺い跡せきの構こう造ぞうデータだよ。全部は発はつ掘くつできなかった、その一部。だけどね、これだけでも、ちょっと面おも白しろいことがわかるんだよ」

　それはね？　と、天華はこっそり相棒だけに耳打ちした。別にゴンドラには二人しか乗っていないのだが、なんとなくだ。

　褐かつ色しよくの少年は、いつもの無関心な表ひよう情じようをわずかに乱みだした。

「それは……本気か？」

「もっち！　だって、こうでもしないとどうせドラゴン攻こう略りやくなんて、無理でしょう？」

「確たしかに無理だが。いや、そもそもその案自体に、俺おれは無理があると思うが」

「そう？　でも、アルががんばってくれたら、なんにも問題ないよー」

　いや、むしろ完かん璧ぺきじゃん!?　天華は拳こぶしを固く握にぎる。

「すっごい！　あたしってば、天才？　あははっ！」

　ゴンドラが、真っ白な雲へと降おりていく。もうすぐ工場に到とう着ちやくだ。

「あとは、風ふう帝てい号ごうの修しゆう理りだけってねっ」

　銀ぎん髪ぱつをすいていく少し重たい風を感じながら、銀色の瞳ひとみを空へと向ける。そこに、月は見えなかったけれど。

　──やってみな。

　かつて幼おさない自分を膝ひざに乗せ、銀色の月を見上げて。そう言った父の顔が、すぐそこにあるようだった。

「……しかしアルバルドは、とんでもなく大変そうだな」

　側そばで漏もらした相あい棒ぼうの呟つぶやきは、聞こえなかったことにしたが。







　ごっきげんで足を踏ふみ入れた、浮ふ遊ゆう都市最さい下か層そうの工場には。しかし、ごきげんななめな鱗りん顎がく族ぞくの男が待っていた。

　天華の足が、思わず後あと戻もどりをしたがる。なによりドクのワニ顔といったら、迫はく力りよくがありすぎるのだ。

「ええっとー、あの。ドク、さん？」

「──ふン!!」

　おそるおそる話しかけると、チョッキを着たワニ頭の舞翼ライド技ぎ師しは、大きく鼻を鳴らした。工場の隅で、こまごまとした作業をしながら。

　だがそれは、風帝号の部品ではない。鳥の形をした簡かん単たんな木の彫ちよう刻こくだ。あれっ？　と天華はいぶかしむ。

「ドクさん？　風帝号の修理は？」

「向こうにあるぞ、天華」

　Ｇが目ざとく、工場の奥おくの方に転がっている傷きずだらけの舞翼ライドを見つけた。

　けれどもそこに、直したような跡あとはなかった。薄うす汚よごれたシートが半分かけられたそれは、明らかに放置されているのだ。

「風帝ハ、もう使いモンにならねーヨッ！　誰だれかさんが壊こわしすぎたおかげでナッ!!」

　ドクがようやく、理由を吐はいた。えっ、と天華はさすがに驚おどろく。

「ちょ、ちょっと、どういうことお!?　だってドクさん、ちゃんと直してくれるってっ」

「修理するにモ、修理できる限げん界かいってのがあるんだヨッ!!　そもそもフレームの心材まで歪ゆがんでやがるじゃねーカ！　こんなもン、ワシでもお手上げダッ!!」

「そ……そんなあああ」

「ここまでくるト、もう潔いさぎよく葬ほうむってやるしかねーヨ。──知ってるカ？　空くう葬そうっテ。舞翼ライドはナ、最後は空に流してやるのサ」

　今つくってるのはその飾かざりダ。と、ドクは言った。その黄色い目は本気だ。噓うそ……。天華は、思わず膝をつきそうになる。

「一気に前ぜん途と多た難なんだな」

　相棒が、後ろで漏らす。嘆たん息そくしながら。

　いや、いやいやいや、ちょっと待ってよ！

「そんなっ、お金だって用意してきたんだよっ!?　ほらあっ」

　Ｇから革かわ袋ぶくろを奪うばい取り、天華はがちゃがちゃ振ふり回した。中にはいっぱいに、木もく片へん硬こう貨かが詰つまっている。

　けれどもドクには「しらんしらン！」と、あしらわれるだけだった。

「そ、それに、結けつ晶しよう体たいだって、新しいのを持ってきたのにいっ。ねえ、Ｇっ！」

「まぁな」

「……うるせえナッ!!　ダメだっつったらダメなんだヨッ!!　風ふう帝ていはもう終わりダッ！」

「そ、そんなあー～～」

　相棒の胸むねの中から三重連推すい進しん結晶体を取り出して、天華は銀の瞳ひとみをうるませた。

　ただ。──もちろん、こんなことであきらめきれる天華ではない。涙なみだを払はらい、じゃあ、とドクに提てい案あんする。

「だったら、新型の舞翼ライドをつくってよ、ドクさんっ。どうしても舞翼ライドがいるんだって。ううん、どうせなら──風帝号よりすごいのをっ！　お金はなんとか分ぶん割かつでも払うからっ」

「何言ってやがル!?　アホかてめーハッ！　風帝を上まわる舞翼ライドだトォ!?　簡かん単たんにゆーナッ!!　そもそも風帝ってのはなアッ、推進機関とのバランスをだナッ……っテ、ナ、なんダ、おメー。それハ？」

　ふいに、怒ど鳴なり散らしていた声が変わった。天華が抱かかえる、腕うでの中の輝かがやきを見て。

　三つの結晶体が複ふく雑ざつに組み合わされた、最新型の推進結晶体の輝きに、ドクの目が完全に奪われていた。

「こ、こいつハ……」

「ドクさん？」

「待て待て待テッ、ちょっと黙だまってロッ!!　……ううヌ」

　ドクは大おお慌あわてで、チョッキの無数のポケットを探さぐる。そこから小さな検けん知ち器きを取り出すと、「たまげたゼ」と、数すう値ちに唸うなった。

「……おめーラ、こんなモンどこで手に入れタ？」

「え。いや、えーっと……あはは」

　天華はちょっと笑って誤ご魔ま化かす。相あい棒ぼうの方をちらりと見たが、褐かつ色しよくの少年は絶ぜつ対たい瞳を合わさなかった。

　思わず殴なぐってやろうと伸のびた手てつ甲こうが、よけられ見事に空から振ぶりした。

「まあいイ」

　聞かないでいてやるヨ。と、ワニ頭が妥だ協きようする。しかし彼は、そのまま「ふム」と腕を組んで考え込こんでしまった。太い尻尾しつぽがぴくぴくと動く。やがて。

「──ちょっと待ってロ」

　ドクは、どたどたと重い足音を響ひびかせながら、部品が山積みになった工場の奥へと歩いていった。

「？　ドクさん？」

　きょとんとする天華の前で。ドクは散乱する山を搔かき分け、いくつかの大きなパーツを抱えてくる。変色した包み紙を剝はがすと。そこから、真っ白な翼つばさが現あらわれたのだった。

　鮮あざやかなそれは、風帝号と似にた形をした、舞翼ライドのパーツたちであった。

「えっ、これ……風帝号？」

「違ちがウ。設せつ計けい理念は同じだがナ。こいつハ、『雷らい帝てい』ダ。完全新しん規き設計ノ、推進結晶体搭とう載さい型舞翼ライドの第一号ダ」

「え。推進結晶体って……風帝号だけじゃなかったの!?」

「こっちが本家本元ダ。もっとモ、実じつ際さいにつくってみたはいいものノ、こいつを飛ばすだけの出力のある結晶体が手に入らなかったんデ、お蔵くら入りになっちまったのサ。だからかわりニ、結晶体に合わせて設計し直したのガ、風帝ってわけダ」

「そうなんだ……」

　天華は改めて、工場で長い眠ねむりについていた舞翼ライドを眺ながめた。

　その姿すがたは風帝号に似ているが、より力強いフォルムをしていた。これなら──ドラゴンの起こす、暴あばれ狂くるう『龍りゆう風ふう』の中でも、飛べる？　そんな予感が、胸の中を熱くさせた。──だから。

「ね、ねえっ、ドクさんっ。あの、この機体なんだけど」

　組み立てられるかな？　あたしの新しい機体にならないかなあ？　天華はとにかく、ダメもとで訊たずねてみようとした。

　けれども、そんな必要はなかった。

「ほラ、おめーらも手伝エ！」

　大きな口から、ドクの怒鳴り声が呼よぶ。

「おめーらの機体だろーガッ！　さっさとそっちのパーツ、運んでこねえカッ!!」

「あ。は、はいっ」

　天華は喜んで、相棒と一いつ緒しよに、翼のパーツを担かついだ。

　と、ドクの方は、壊こわれた風ふう帝てい号ごうの機関部へと上半身を突つっ込む。

「ドクさん？」

「あァ？　まだこっちノ、機関部のシートは再さい利用できるだろうガッ！」

　頭を出して、ドクが大きく牙きばをみせる。笑ったのだ。

「風帝の血ヲ、少しは継つがしてやらねーとナッ。空くう葬そうよりこっちのがいいだロ！」

「……ドクさん」

　天華は、思わずうるうるときた。

「ありがとうっ」

「礼はいイ！　それより手ぇ動かしナ！」

「はいっ！」

　天華は元気に頷うなずくと。ドクの指し示じの下もと、新しい愛機──雷帝号の組み立て作業に没ぼつ頭とうしたのだった。




　　　　２




　新型舞翼ライドの組み立てには、まる一昼夜かかってしまった。もっとも最後の調整では、素人しろうとである天華やＧの出番はなかった。だから天華は、かわりにぐっすりと仮か眠みんをとる。

　そして、目を覚ました頃ころには。がっしりとした二枚まいの翼を持った、美しい十字の機体──雷帝号は完成していた。

　Ｇとドクの手で、新型舞翼ライドが、工場から私し設せつ係けい留りゆう港こうへと運ばれていく。いよいよ飛び立つ時なのである。

「よしっ！」

　十分睡すい眠みんをとった体には、鋭えい気きがしっかりあふれていた。天華は久ひさしぶりに、ゴーグルを装そう着ちやくする。風帝号が壊れてからは、ずっと首にかけたままだった。

　……そうだ。天華は係留港に出る前に、ふと振ふり返った。汚きたない工場の隅すみには、ひびの入った肌はだを持つ、風帝号の姿があった。その側そばへと近づき、抱だきしめる。

「お疲つかれさま」

　今までありがとう、と口づけして。

「──準じゆん備びできたゾッ!!」

「はーい、今いきまぁすっ」

　ドクの乱らん暴ぼうな声に、天華は新しい愛機の元へと向かった。

　と、乗り込む前に、ドクが袋ふくろを投げてくる。木もく片へん硬こう貨かの入った、革かわ袋ぶくろだ。

　その中身は三分の一ほどが残っていた。

「え？　ドクさん、これ……」

「雷らい帝ていの代金にゃあ足りねーガ、手伝ったぶン、まけといてやるヨ」

「いいの？」

「ただシ、条じよう件けんがあル！　月に一回はメンテナンスに持ってこイッ！　おめーは親父おやじに似にテ、舞翼ライドの能のう力りよくを限げん界かいまで引き出しすぎるからナ！　乱暴に扱あつかうナ──っつっても無理だろーガッ、だから交こう換かん条件ダ!!」

「……うんっ！」

　わかったよ！　天華は満面の笑えみで応こたえてみせた。そして、純じゆん白ぱくの機体の背せ中なかに乗り込む。

　ぺたりと手てつ甲こうの手のひらで触ふれてみると、風帝号と同じ感かん触しよくが返ってきた。やはり、兄弟機といったところか。思わずくすりと微笑ほほえんでしまう。

「これから、よろしくっ。雷帝号」

　そして天華は、Ｇが機関部に座すわったのを確かく認にんして。港の床ゆかを強く蹴けった。

　ふわり、とした動きで、浮骨ボーンの混まぜられた機体が横に滑すべり出す。あっという間に、ドクの大きな顔が小さくなった。かわりにさわやかな風が、銀ぎん髪ぱつを押おさえつける。

　雷帝号は初めて、大空に飛び出したのだった。

「ありがとーっ、ドクさぁん！」

　一気に遠くなった、私設係留港へと手を振って。しかしすぐに、天華は機体を操あやつる。上じよう昇しよう気流をつかまえ、雲海を蹴けって、浮ふ遊ゆう都市の外がい壁へきを駆かけ昇のぼった。

　それは、速い──。そして力強い。かつての風帝号よりも。ひとまわり大きくなった翼つばさは、わざと多少の風溜だまりに突っ込んでも、微び動どうだにしなかった。

　すごい、と思わず息を吞のむ。

「どう？　Ｇ、機関部の方は？」

　伝声管へと、相あい棒ぼうの感想も聞いてみる。「良好だ」という簡かん素そな返事が届とどいてきた。

「だが」

「？　どうしたの？」

「正直、かわりばえはしないな。シートが前のままだからな」

「……そっか」

　ふふ、と天華は口元に笑みを浮うかべた。相棒には不ふ評ひようのようだが、ちゃんと風帝号の血も受け継いでいるのである。

　さて。そして、新型の結けつ晶しよう体たいはどうだろう。

「──Ｇっ。そろそろいくよっ。いい？」

「ああ。大だい丈じよう夫ぶだ」

　その声と共に、機体を押し上げる力が強くなる。三重連推進結晶体の出力が上がったのだ。

　だから。天華は上昇をやめ、針路を取った。

「さぁて、いっきますかっ。湾わん岸がん都市に！」

　そして雷帝号は、青空を斬きるように、一気に加速を始めた。

　大陸の、南の端はしの街を目指して。







　輸ゆ送そうタイプの大型飛ひ空くう艇ていが、湾岸都市に到とう着ちやくしたその日は、強い雨が降ふっていた。

　晴れの多いこの地方では珍めずらしく、空は一面、鉛なまり色いろの雲に支し配はいされている。海の荒あれはそうでもないが、海面は濁にごり、ダークブルーに染そまっていた。

　エレベーター・シャフトが崩ほう壊かいしたため、潜せん水すい艇ていを持ってきたものの。これでは、海中の視し界かいが確かく保ほされない。仕方なくアルバルドたち鋼はがね隊一行は、到着してすぐに取りかかるはずだった再さい調ちよう査さを、明日に延えん期きした。

「──こちらでございます、剣けん聖せい様」

　緊きん張ちようした面おももちで。ホテルの支配人が、アルバルドを案内した。

　湾岸都市の司祭長により連れてこられた、街唯ゆい一いつの公こう営えいホテルである。質しつ実じつ剛ごう健けんながらも、四階建ての建物は、空間を贅ぜい沢たくに使っていた。

　厚あつみのある絨じゆう毯たんの上を、アルバルドは踏ふみしめる。相変わらずハッタリのきかせた、むやみに重い鎧よろいを着き込こんで。

　遺い跡せき沈ちん没ぼつの、どたばたという失敗はあったものの。シエンの機転で、どうにかまだ、剣聖という体てい裁さいだけは維い持じしていた。そんなものが薄うすっぺらいことは、アルバルド本人が一番自覚しているのだが。

　でも、ちょっと後ろを振ふり返ると。──脳のう天てん気きなココロの横で。栗くり毛げの少年が、眼鏡めがねの下で、しっかりと目を光らせていた。

（うおお、こ、怖こわいっ、怖すぎるぞ、シエン～～！）

　アルバルドは兜かぶとの下で、こっそり怯おびえた。

　そんな緊きん縛ばくから解かい放ほうされたのは、ようやく部屋に通されてからだ。

　おそらくホテルの中で、一番立りつ派ぱな個こ室しつだろう。「おくつろぎください」と、支配人が扉とびらまで開けてくれた。

　最上階の東の端に位置するそこには、寝しん室しつと居い間まと書しよ斎さいとの、三つもの部屋があった。さらに奥おくには浴室とトイレまで完かん備びだ。

「何か御ご用ようがありましたら、係の者をお呼よびつけくださいませ」

　それだけ告げて。深々と頭を下げた支配人は、扉を閉じると、次にシエンとココロとを、それぞれ別の個室へと案内していった。

　──去っていく足音は、まったく聞こえない。どうやら壁かべも厚あつく、防ぼう音おん性せいに優すぐれているらしい。

　だったら。

「う──～～ん……！　あー、くつろぐ！」

　アルバルドは剣を立てかけ、居間のソファに鎧と兜を脱ぬぎ捨すてて。天てん蓋がいつきの大きなベッドに、頭から沈しずみ込んだ。

　俯うつぶせのまま、しばしだらりと脱だつ力りよくする。

　……疲つかれた。その一言を呟つぶやくのも面めん倒どうなくらい、疲れていた。最近そればっかりだ。ようやく転がり、仰あお向むけになっても、アルバルドはぼーっと遠い天てん井じようを眺ながめるのだった。

　静かだ。本当に、静かだった。ここ数日の中で、一番ゆっくりと時間が流れていた。

　ふと横に視し線せんをやれば。空色の瞳ひとみに、寝室の窓まどが映うつった。大きな窓の表面を、土ど砂しや降ぶりの水すい滴てきが、筋すじをつくって落ちていた。

　その一定のリズムに、思わず瞼まぶたが重くなる。どうせ今日は休息日だ。夕飯まで寝ねこけたって、誰だれにも文もん句くは言われまい。だからアルバルドは、そのまま浮ふ遊ゆう感に身を任まかせた。

　──だが。ふいに、音が聞こえた。外から窓を叩たたく、軽い音だ。なんだ？　アルバルドは目を開ける。

「……は？」

　え？　アルバルドは、我わが目を疑うたがった。やわらかな金の前まえ髪がみから覗のぞく、そこに。明らかに、ありえない光景が飛び込んできたから。

　窓の外で呼んでいたのは、全身ずぶ濡ぬれの銀ぎん髪ぱつの少女。──天華だった。

「は、はいいいい!?」

　驚おどろきのあまり、アルバルドは飛び起きる。それに気付いて。天華の手が、いっそう強く窓を叩いた。放ほうっておけば、そのまま窓を割わりそうなほどに。

　こ、この少女ならやりかねない。アルバルドは大おお慌あわてで、混こん乱らんした頭を抱かかえつつも、とにかく窓の内うち鍵かぎを外してやった。

「て、天華!?」

「ありがと、アルっ。いやもう、まいったまいった。海から上がっても、この雨でしょーっ。体冷えちゃって」

「い、いや、ってゆーかなんで！」

　お前、ここにっ!?　アルバルドは当然の疑ぎ問もんを喉のどまで出す。けれど──。それはあっさりと、天華の手で塞ふさがれた。

「うひゃーっ、ごめん、ちょっとお風ふ呂ろ借りるねっ」

　それだけを告げて。銀髪の少女は、浴室へと飛び込んでいった。すぐに部屋に、浴よく槽そうにお湯の張はられる音が届とどく。

「な……え？　えっ、ええっ？」

　アルバルドは呆ぼう然ぜんと、その場に立ちつくすことしかできなかった。







　……なんなんだ？　なんでこうなるんだ？　浴室から聞こえてくる、へたくそな鼻歌を聞きながら。アルバルドはずっと、ベッドに座すわって考えていた。

（なっ、なんで天華が、オレんとこにくるんだよ!?）

　そうだ。まず、それが大問題なんだよな。落ち着いてきた頭が、ようやくそこに行き着いた。──もっとも。
















「あー、気持ちよかったあっ。やっぱ湯船に入るとさっぱりするね！」

　などと言いながら出てきた天華の、湯上がりの半はん裸ら姿すがたの前には──。一いつ瞬しゆんでかき消えるものでしかなかったが。

　半裸といっても、下はいつものパンツ姿だし、シャツもしっかり着ているのだが。短い袖そで口ぐちから伸のびた、日焼けの肌はだが艶なまめかしくて。アルバルドは、赤面に黙もくするのだった。

　そんなアルバルドを尻しり目めに、上等のバスタオルを頭にかけて。天華が、居間のソファに腰こしを下ろした。傍かたわらに置かれた、アルバルドの鎧よろいを弄もてあそぶ。

「なに？　アル。またこんな鎧着てるの？　似に合あわないってば」

「……わ、わかってるよっ」

　アルバルドはどうにか、それだけを返す。

「そ、それよりお前っ、いったいなに考えてんだ？」

「？　なにが？」

「なにがって……なんでオレに気軽に会いにきてるわけ？　そりゃ一いち応おう、オレが黙だまってるからばれてないけど……。いや、それ以前にっ。お前、この間、軍の飛ひ空くう艇ていから推すい進しん結けつ晶しよう体たい持っていっただろ!?　あのあと大変だったんだからな！」

　ココロは泣くし、軍は大おお騒さわぎになるし。思い出しながら、アルバルドは頭を抱えた。

「いやっ、そもそも！　あんなことしてっ、いったいどうする」

　つもりなんだか。ベッドから立ち上がり、迫せまった鼻先に、しかし。「はい、これ」と天華が手を差し出した。

　脱ぬぎ捨すてていたジャケットから取り出したのは、一本の金きん属ぞく棒ぼうだ。それを、ぽんと放ってくる。アルバルドは慌てて、空中で棒を摑つかまえた。

「な、なんだ、これ？」

「前に約束したでしょ？　剣けん聖せいになったお祝い、あげるって」

　これがそうだよ、とソファの背せもたれに腕うでを絡からめ、天華が微笑ほほえむ。

「大事にしてよね。それ、さっきあたしが発はつ掘くつし直してきたばかりの、海底遺い跡せきの全データなんだから」

「え、えっ」

「単なる棒に見えるけど、それもちゃんと遺物なんだよ。そんなサイズで、ぎっしりデータが入るんだからね」

　……これが？　アルバルドはつい、まじまじと手の中の棒を見てしまう。確たしかに。金属棒の表面には、今の技ぎ術じゆつではできそうにない細かい溝みぞが、装そう飾しよくのように走っていた。

「──ねえ、知ってる？」

　天華が、呟つぶやくようにそう問うた。

「あの遺跡ってさ、『星船』だったんだよ」

「ほし、ふね……？」

「そ。宇う宙ちゆう……って言っても、アルにはちょっとわかんないかな？　えーとね、例えば月まで飛んでいける船だったわけ。そう言ったら、わかる？」

「……飛舟シツプのすごいヤツみたいなもんか？」

「ん。まあ、そんなとこかな」

　アルバルドの応こたえに、銀の瞳ひとみが細く笑う。

「もちろんそれって昔のことでさ、今はもう、そこまでの力はないけどね。でも、まだ空は飛べるみたいだよ。さっき確かく認にんしてきたから」

「確認してきた、って……？」

「ん、だからさ。水すい没ぼつした遺跡の中に入ってきたんだってばさっ」

　だから、こうしてデータをアルに渡わたしてあげたんでしょ。髪かみをタオルで拭ぬぐいながら、彼女は言った。

「い、いや。そう言われても……」

　ぜんぜんわかんないんだけど。アルバルドは苦く渋じゆうにまみれる。

「あのさ……。そもそも、なんでオレに、これを渡すんだよ？」

「だってアル、あたしのこと、捕つかまえたいんでしょ？」

「そりゃそうさ！　だって天華は、帝てい國こくの姫ひめ様さまなんだぜ!?　それが、お前、こんなことっ……。今ならまだ、オレの胸むねの内で止められるから、だからっ」

「──無理だよ。あたしには夢ゆめがあるもん」

　ソファに座ったまま。ジャケットに袖を通し、外していた手てつ甲こうを着けて、銀ぎん髪ぱつの少女は応える。

「あたしは、父さんを越こえる遺跡探求者ロスト・リサーチヤーになりたい。ううん。あたしはそれ以外、なにもできない。あたしは遺跡探求者ロスト・リサーチヤーだから、あたしなの。それは誰だれにも止められないよ」

　水分を絞しぼった衣服を元通り着て、天華はすっくと立ち上がった。そして、銀色の眼まな差ざしが、真まっ直すぐにアルバルドの胸を射い抜ぬく。

　それは、強い光だった。

「天華……」

　アルバルドは言葉を失う。立場では、自分が正しいはずだった。けれど、天華の言うことは、アルバルドには痛いたいほどわかった。

　自分とて、同じだ。剣を振ふるうことしかできない、それだけの男だから。──だからアルバルドは、沈ちん黙もくに縛しばられたのだった。

　ただし。縛ったのも天華であれば、沈黙を解とき放はなったのも天華であった。

「でもね。もしアルが本気であたしのこと、止めたいって思うなら。止めてもいいよ」

「えっ」

「これはね、そういう『お祝い』なんだよ」

「……」

　アルバルドは、真っ直ぐ天華と視線を交えた。

「追いかけてきなよ。どんなことをしても、ね」

「……。これを使って、ってことか？」

「そ。あたしからのサービスっ。ほら、アルんとこに、不思議な力の男の子がいたでしょ。『先ワ祖イ帰ルりド』の。あたしにはちょっと難むずかしいけど……あの子の力を使えば、きっとできると思うんだよね。もう一度、『星船』を飛ばす、なんて」

「──い、遺い跡せきを復ふつ活かつさせるってことか!?」

　そんな無む茶ちやな！　アルバルドはさすがにたまげる。

　けれど。天華は、あくまで涼すずしげだった。

「あたしさ、今度、舞翼ライドを新しくしたんだよね。この間、神しん殿でんに帰ったときに借りてきた、アルんとこの新型推すい進しん結けつ晶しよう体たいを積んでるヤツだよ。はっきり言うけど、今アルがこの街まで乗ってきた、輸ゆ送そう型の鈍どん足そく飛ひ空くう艇ていじゃあ、絶ぜつ対たい話にならないから」

「え。お、お前っ、人んとこの結晶体を、勝手にっ!?」

「だったら──捕まえてみてよ。あたしのこと。そしたら結晶体は返してあげる。もちろんあたしだって、おとなしく神殿に帰るよ」

「天華……。それ、本当なんだよな？」

「噓うそじゃないよ」

　天華はしっかりと、アルバルドの前で頷うなずいてみせた。

　──悪い話じゃなかった。むしろ、成功すれば丸く収おさまる。アルバルドの悩なやみ事は、全すべてあっさり解かい消しようだ。ただひとつ。遺跡を復活させるという、その部分を除のぞいては──。

　うああああああっ。アルバルドは頭を抱かかえ、その場で呻うめいた。

「なにやってんだか」

　天華がそれをくすりと笑う。そしてふいに、「あ、雨がやんできたね」と歩く。

　窓まどを開け、小雨になってきた空を確たしかめて。彼女はそのまま屋根に出た。

「お、おいっ、天華!?」

「じゃね、アル。期待してるからっ」

「あ、あのなあっ！　お前、一方的に勝手なことばっか──」

「アルっ」

　窓に駆かけ寄よったアルバルドの鼻の頭を、天華の指が軽く押おさえた。気をそがれ、アルバルドは言葉を失う。

　濡ぬれる窓の向こうで。銀色の瞳ひとみの下に、ぺろりと小さく舌したが出された。

「まあ、やるかやらないかはアル次し第だいだよ。でも……あたしはアルのこと、信じてるけどねっ」

　あはは、と天華は朗ほがらかに笑った。そして。じゃ、と手甲の手を振る。

「勝負の日時と場所は、渡わたしたデータと一いつ緒しよに入れておいたから。参考にしてよね」

　最後にそれだけ残して。銀髪の頭が、窓から見える視し界かいの端はしに、すぐに消えた。アルバルドは慌あわてて駆け寄り、身を乗り出すが。かわりに目に飛び込こんできたのは、ふわりと飛んだ真っ白な舞翼ライドであった。

　──銀髪の少女を乗せ、舞翼ライドは、まだら模も様ようの空へと昇のぼる。それはすぐに、小さくなって見えなくなった。

「天華……なんだよっ、クソ！」

　好き放題言いやがって！　アルバルドは窓を開けたまま、その場に大きく尻しり餅もちをついた。

（……信じてる、だって？）

　そんなこと言われたら、やるしかないじゃないかよっ！　データの入った棒ぼうを握にぎり、アルバルドは、空色の瞳を決意に染そめた。──けれども。

「でも……オレは、シエンたちに、いったいどう説明すればいいんだああ!?」

　悲ひ痛つうな叫さけびが、また思い出したようにぱらぱらと雨を降ふらす、気まぐれな空へと抜けた。




　　　　３




　──湾わん岸がん都市に、鋼はがね隊剣けん聖せい一行が再さい調ちよう査さにやってきて、早四日。その日は朝から、文もん句くなしの快かい晴せいだった。

　青空の下。白い砂すな浜はまには、穏おだやかな小波さざなみが遠えん慮りよがちに寄せている。街でも一番高い場所に居を構かまえた司祭長は、そんなきれいな浜辺の見える自室から、外の風景を眺ながめていた。

　ゆるやかに湾曲する浜には、一機の大型の飛空艇があった。

「……剣聖様方は、また今日も早くから潜せん水すい艇ていを出して、遺い跡せきの調査に出向いておられるのか」

　ご苦労なことだ。思わず禿はげた頭を下げて、無事を祈いのる。

　しかし、なにはともあれ。司祭長の睡すい眠みん不足は、ここ数日で見み違ちがえるように解消した。

　なぜなら遺跡は、海の藻も屑くずと消えたのだから。

　何があったのか。詳くわしいことは、司祭長にはよくわからない。ただ、沖おきの様子は静かなものだ。それだけで、今は十分だった。けれども。

　安息の日々は、唐とう突とつに終わったのだった。

　──奇き妙みような現げん象しようが、司祭長の目に飛び込んできた。

　湾の、遺跡が沈しずんでいる辺り。その水面に、変化があった。気き泡ほうが海底より昇り、白い飛沫しぶきを上げていた。なんだ？　司祭長は凝ぎよう視しする。そして。

　飛沫はみるみる青い海を裂さき、轟ごう音おんを生んだのだった。

「ひいいいぇええええええっ!?」

　窓が、音に震ふるえた。司祭長は、その場に思わず腰こしを抜ぬかす。それでもどうにか這はいながら、再ふたたび窓にすがりつくと。そこには、砂と海水を吐はきながら海底から現あらわれた、平らな形をした金きん属ぞくの塊かたまり──遺跡が、宙ちゆうに浮ういていた。

　遺跡はゆうゆうと動き始めると、こっちに向かって飛んできた。街の真上を横切って、影かげを落とす。気付いた人々が、悲鳴を上げて逃にげまどった。

　巨きよ大だいな影が、司祭長を飲み込んだ。いや、屋や敷しきの屋根すれすれを飛び、去っていく。

　司祭長は──声もなく、震えた。失しつ禁きんして。







「げほ、がは、ごほっ──！」

　海中から空へと上がった、海底遺跡の外がい壁へきに取り付いて。切せつ断だんした穴あなから吹ふき込む新しん鮮せんな空気に、アルバルドは塩しお辛からい水を吐いた。

　浸しん水すいのために傾かたむいた、沈んだ遺跡を浮かせるためには。まず、バランスを水平に戻もどすことが必要だった。そのためにシエンが提てい案あんしたことは、「遺跡内の海水を排はい除じよする」ではなく。逆ぎやくの、「穴を空けて、海水を取り込む」というものであった。

　つまり、空気の残った区画をわざと浸水させ、浮いた方を沈ませることにしたのだ。

『ご無事ですか？　アルバルド様っ』

　動き安さを重視した、軽けい鎧よろい。腰こしの大剣以外にも、予よ備びの剣を六本も背せ中なかに装そう着ちやくできる、特注品である。その胸むな元もとに輝かがやく通信石が、補ほ佐さ官の少年の声を届とどかせた。

「あ、ああ。なんとか。それより……やったな！」

　アルバルドは、濡ぬれた金きん髪ぱつをなでつけながら、外壁の穴から外を眺める。一面に、澄すみ切った青空が広がっていた。

「で、そっちの方はどうなんだ？」

『問題ありません。十分いけますよ、これは』

『まだまだ余よ裕ゆうあるスよン！』

　ハイテンションなココロの声が、割わって入る。シエンと共に遺跡内部の、操そう舵だ室しつにいるのである。

　そう。遺跡はシエンの『電脳デジタル』の力によって復ふつ旧きゆうしたシステムを、ココロの『直勘センサ』で、ねじ伏ふせて操あやつっているのだ。

　──あの日。あれからアルバルドは、シエンとココロを部屋に呼よび、天華の話を相談した。もっとも彼女自身のことは、もちろん伏ふせておいたのだが。

　そんな穴だらけの説明で。ココロはともかく、シエンが納なつ得とくするかどうか──。アルバルドには自信がなかった。けれども。

　アルバルドが思っていたよりも、話は簡かん単たんに転がった。栗くり毛げの少年は聡そう明めいすぎたのだ。

　金きん属ぞく棒ぼうを手にして、『電脳デジタル』の能のう力りよくで、内部のデータを把は握あくした瞬しゆん間かん。

「……これは、挑ちよう戦せん状じようですよ。ボクたち鋼隊への！」

　シエンは、そう叫さけんだのだった。

　そして。眼鏡めがねの奥おくの鳶とび色いろの瞳ひとみは、ものすごく雪せつ辱じよくに燃もえていた。

「アルバルド様──。鋼隊の底力を、思い知らせてやりましょう!!」

　だから。データを読み取ったシエンの元で、海底遺跡の修しゆう理りは行われ。こうして再び、『星船』として空へと舞まい上がったのだった。

『じゃあ、いくっスようう～～～っ!!』

　ココロの声と共に、遺跡がゆっくり動き出す。湾わん岸がん都市の浜と街まち並なみを見下ろしながら、滑すべるように加速に入った。淡あわい金髪が、穴から流れる風ふう圧あつで、一気にオールバックになる。ものすごい速さだ。

　これなら、天華の舞翼ライドにも勝てる？

『ココロ操そう縦じゆう士し官、目標地点をスクリーンに投とう影えいします。そちらに向かって航行してください』

『はーいはいはいース！　……ねえねえシエンくん～。ところで、このコの名前、どんな感じにしたらいいスかねえ？』

『……。好きにしてください』

　どうでもいい部下の会話がこだまする。けれどもそれすら、今のアルバルドには頼たのもしく聞こえるのだった。

　復活した『星船』は、順調に大空を駆かけ抜ける。

　アルバルドは外壁装そう甲こうの亀き裂れつに手をかけ、遺跡の上部へと這はい出した。体を叩たたく烈れつ風ぷうにも負けず、砂さ海かいへと針路を取った前方を睨にらみながら。

（ぜったい、捕つかまえてやるからなあっ!!）

　心の中で、そう咆ほう哮こうして。







　絶ぜつ景けいが広がっていた。鋭するどく切り立つ渓けい谷こくが続く、岩と砂の荒あら々あらしい風景だ。

　その牙きばのような頂ちよう上じように、Ｇはひとり立っていた。短い両足が踏ふむ危あぶなそうな足場も、見た目では信じられないほどに硬かたい。それを確たしかめ。Ｇはふむ、と小さな頷うなずきを落とした。

「なるほど。これだけの地じ盤ばんなら、確かに天華の考えるとおり、十分かもしれないな」

　──ここは砂海と、帝てい國こく領りよう域いきとの境さかい目めにある、渓谷が幾いく重えにも広がる地域であった。

　天華が先日、ある倒とう木ぼく状じようの遺い跡せきを落とした場所とはまた異ことなる。それよりも横よこ幅はばはあり、真下を向けば底は見えた。

　そこには太い砂すなの河かわが、とうとうと深い流れを刻きざんでいる。果てには流れが大きく渦うずを巻まき、激はげしくぶつかり合っていた。

　いくつもの大渦の中で岩が転がり、削けずられ、そして砂さ粒りゆうになる。──この場所こそが、広大な砂海の源げん流りゆうでもあるのだった。

　褐かつ色しよくの肌はだに、砂の悲鳴と熱気が届とどく。

　いや、それは単なる熱ではない。精せい命めい力りよくによる擬ぎ似じ的な肉体だからこそ敏びん感かんに感じる、すさまじいエネルギーの波動であった。

　精脈の限げん界かいでもある、この地で。渦の中で精せい霊れいたちがせめぎ合い、ぶつかり合って変へん換かんされる。岩は砂に。水は、熱に、風に──。だからこそ、精霊ネットワークを遮さえぎるほどの、精霊力の混こん乱らんが生み落とされているのだった。

　そして、そんな混こん沌とんの場所で。Ｇは何をしているのかというと。手に持った、拳こぶしほどの丸い石を、崖がけの上に置いていた。「素そ石せき」と呼よばれる、錬れん精せい術じゆつの媒ばい体たいとなる道具である。

　その表面に、Ｇは硬い指先で、意味ある文字を刻みつけて。「……これで終わりか」と、呟つぶやくのだった。

　黒くろ鉄がね色の瞳ひとみを上げると。ちょうど対ついになる形で、反対側の渓谷にも、同じ石を確かく認にんする。他ほかにも合計で三つ、この渓谷に仕し掛かけてあった。

　それは、これから行う計画を成功させるために、ぜひとも必要なことであった。

「おーいっ、Ｇ──っ！」

　やがて、渓谷の向こうから、逞たくましい翼つばさを持った機体が現あらわれる。純じゆん白ぱくの舞翼ライドの背せで、銀ぎん髪ぱつの少女が手を振ふっていた。

　接せつ近きんした雷らい帝てい号ごうへと、Ｇは崖を蹴けった。限かぎられた筋きん力りよくなどに制せい約やくされない肉体は、かなりの距きよ離りを跳ちよう躍やくする。翼の背へと見事に降おりて。そのまま、機関部の後ろ向きのシートへと飛び込こんだ。

「ちゃんと、素石は置いてきたよっ」

　雷帝号を操あやつりながら。ゴーグルをかけた、銀の瞳が振り返る。

「でもあたしが置いた一個こを合わせても、まだ三つだよね。用意したのは六つなのに」

「出口を誘ゆう導どうするのに必要なのは、三つで十分だ。あとは入り口用だ」

「ふぅん」

「ただし前にも言ったが、成功するかどうかはわからんぞ。なにしろ相手は、あれだけの巨きよ体たいだからな。それに……」

「ま、だいじょーぶでしょ。なんとかなるってば！」

　銀髪の少女は、あはは、と笑った。

「それより──そろそろ約束の時間なんだけど、Ｇ。例のヤツ、やってくれない？」

「何？　今からか」

「前につくった、ちっちゃいヤツで十分だからさ。ね」

「……あまり、消しよう耗もうしたくないんだがな」

「なーに言ってんのっ。あんたの特注の素石を揃そろえるので、何日もかかっちゃったんだから」

　ぎりぎり間に合ったからいいものの。と、伝声管にぼやかれる。

　──そもそもの計画案は、天華の方なんだがな。Ｇは呟きには乗せず、そう思った。

　とにかく。Ｇはしぶしぶ機関部から身を乗り出し、空中に指先で印いんを描えがく。そして。天華から受ける、精命力を輝かがやかせた。

　次の瞬しゆん間かん。渓谷をゆるやかに飛ぶ雷帝号の前方に、次元の穴あな──《門ゲート》が生まれたのだった。

　天華が迷まよいなく、白い機体を突とつ入にゆうさせる。

　新型の舞翼ライドは、一瞬で空間を跳とび越こえて。別の、砂さ海かいの上へと飛び出した。

　一面の、砂の世界。だがそこは、えぐれたように陥かん没ぼつし、一匹ぴきも生き物の姿すがたはない。──精せい機き龍りゆうの、はばたきの傷きず痕あとを残して。

　ここは二人が初めて、精機龍と出会った場所であった。そして。天華が金きん属ぞく棒ぼうにデータを入れて指定した、砂海の地点なのである。

「まだみたいだね」

　先に着けたことに対しての安あん堵どの息が、伝声管からＧへと伝わる。天華に操られた機体は、ゆったりと辺りを舞まった。

　けれども、どこまでも続く薄うす色いろの空には、まだなにも現れない。……遅おそいなあ。と、待ちきれずに天華がこぼした。

「迷ってるとか、そういうことじゃないよね？　砂海ってどこも同じ風景だけど、これだけ特とく徴ちようある場所なんだしさ」

　確たしかに、彼女の言うとおり。真下には、すさまじい精機龍の傷痕が残されていた。

「これでアルバルドが来なければ、全すべては失敗だな」

　Ｇは冷静に、そう返してみる。しかし。

「来るよ。──絶ぜつ対たい」

　伝声管からは、そんな揺ゆるぎない答が呟かれたのだった。

　その力強さに、Ｇは思わず機関部から頭を出す。前を向いたそこに、雷帝号の背に乗って、曇くもりなく遠くを見つめる銀の瞳が輝いていた。──と、Ｇの視し線せんに気付き、「な、なによ？」と天華がちょっと戸と惑まどう。

「いや」

　Ｇは再ふたたび、シートに戻もどった。少し、あの「苦く笑しよう」に、頰ほおをゆるませながら。

　──そして。

「来たッ!!」

　天華の声が、喜びにはずんだ。機体がすぐに、反転する。機関部に座すわるＧの視界が、１８０度転てん換かんした。

　輝く三重連推すい進しん結けつ晶しよう体たいの向こうに、Ｇは見た。雷帝号を確かに追いかけてくる、空飛ぶ巨大な遺い跡せきの姿を。

　伝声管から、天華の催さい促そくが届とどく。Ｇは、目の前にある結晶体の出力を上げるため、小さな両手を真まっ直すぐかざした。







　愚ぐ鈍どんそうに見える遺跡が、大気を薙なぎ払はらいながら、高速で雷帝号へと迫せまってくる。

　あと一歩推進結晶体の出力アップが遅おくれれば、間ま違ちがいなく追い抜ぬかれていた。それほどの速さだった。

　舞翼ライドの翼つばさと遺跡とが、並ならんだ一瞬。天華は、遺跡の背せ中なかにいたアルバルドと、はっきり顔を合わせてしまった。

「……、……！」

　待て、なのか。捕つかまえてやる、なのか。必死の形相で、彼は口をぱくぱくさせる。すぐに雷帝号が距きよ離りを開けたため、よくわからなかったが。

「な、なにやってんの、アル？」

　雷帝号で遺跡の頭を押さえながら、天華はさすがにびっくりする。まさか、あんなところに乗ってるなんて。

「アルバルドらしいな」

　伝声管から、相あい棒ぼうが言った。

「たぶん、お前を直ちよく接せつ捕まえるつもりなんだろう。あそこから」

「ど、どうやってよ？　お互たがいこの速度なのに？　……ま、まあでも。あながち否ひ定ていできないところが、バカアルっぽいとゆーか」

　あんまり深く考えてないんだろうな。天華はそうきっぱり決めつけた。しかし。

　遺跡を操そう舵だする相手は、少し違うらしい。

　鋭するどい機首を向けたまま、雷帝号へと真っ直ぐに、問答無用で速度を上げた。

「わ、ちょっとちょっとお！」

　危あやうくぶつかるところを、天華はどうにかかわしてみせる。よけたはずみで、またアルバルドの顔が近くに見えた。
















『うや───っ！　ポチのかたきっスうう──っ!!』

　そんな少女の甲かん高だかい叫さけびが。なぜか彼の方から聞こえた、ような気がした。すぐに立て直し、伸のばしたアルバルドの腕うでから離はなれたので、確かく認にんのしようはなかったけれど。

「てゆーか、こ、殺す気い!?　……って、まあ、血の気が多いなら、やりやすいけど！」

　さあて！　天華は気を取り直し、機体の速度をわずかに落とす。届くか届かないか。挑ちよう発はつするのに、ほどよい距離を保たもちながら。

「──ルートへ導みちびいてあげるっ」

　そして片かた手てで、携けい帯たいコンピュータを開く。画面には、砂海の地図が表ひよう示じされていた。そして雷帝号の現げん在ざい位置が、点となって中央にあった。

　背はい景けいである地図は、雷帝号の動きに合わせて、どんどん横にずれていく。その先に、大きな赤い線で書かれた、ひとつの経けい路ろを近づけさせて。それは、白華からの情じよう報ほうを基もとに算出した「ルート」であった。

　計算は簡かん単たんだった。なぜなら、白華の記してくれた矢印は。砂さ海かいの上で、ひとつも重ならなかったから。──砂海の上をしらみつぶしに、まるで何かを探さがしているかのごとく。

　ただしそれが、本当はどういう意味を持つのかはわからなかったけれど。予想針路を読み取るには、好都合だったのだ。

　だから。天華は真っ直ぐに、そのルートへと雷帝号を突つき進める。背後に迫る遺跡の『星船』を、つかず離れずくっつけたまま。

　そして、画面の点が、赤い線とひとつになった。ルートへと侵しん入にゆうしたのだ。

「どこっ？」

　天華は下の砂海を見る。飛行する雷らい帝てい号ごうの影が、遺跡の影かげに追われていた。

　これで合ってるはずだった。間違いない。自分は全すべて、やるだけのことはした。後は、『主役』を待つだけなのだ。──そして。

『主役』は現あらわれた。

　銀髪を叩たたく風が、変わった！　ぞくりと異い質しつな悪お寒かんが走る。憶おぼえのある感覚だった。

「来たぞ!!」

　相棒が機関部から、鋭するどくそんな声を放はなった。言われなくてもわかる。天華は雷帝号を、真上へと跳はね上げさせた。安全を確かく保ほするために。

　その刹せつ那な。『星船』の真下に亀き裂れつが生まれた。砂すなの大地を引き裂さいて、空飛ぶ遺い跡せきより巨きよ大だいな体たい軀くを持つ金きん属ぞく塊かいが、烈れつ風ぷうを連れて舞まい上がる。

　砂の中より這はい出た精せい機き龍りゆうが、すさまじい雄お叫たけびをあげた──。







《何ダ──》

　砂を搔かき分け、『彼』は思う。苛いら立だちを抱かかえながら。もうずいぶんと砂の海を来たはずなのに、絶ぜつ対たいの焦しよう燥そうは枯かれない。だから──。

《邪じや魔まダ！》

　現れたその大きな影を見た瞬しゆん間かん、『彼』はすぐにそう思った。砂から飛び立ち、衝しよう撃げきに背せ中なかをこする。

　そのときになって。違い和わ感が、『彼』に生まれた。背をぶつけたその大きなものは、今まで砕くだいてきた、岩や砂とはまったく違ちがった。硬かたい。自分と似にた、強固な外がい壁へきを持つものだった。

　その大きなものは、簡単には壊こわれない。逆ぎやくに、自分を押さえつける。

　そして。『彼』のすぐ目の前に、それとは異ことなる、小さなものが降おりたのだった。

　その小さなものは、目め障ざわりだが。──どこかで一度見た憶えのある、そんな波は紋もんを胸むねに刻きざんだ。







「きたきたきたきたぁああっ!!」

　雷帝号を操あやつって、天華は歓かん喜きに胸むねをはずませる。翼つばさが『龍りゆう風ふう』に襲おそわれるが、雷帝号はびくともしない。思わず口元に笑えみがこぼれた。荒あれ狂くるう風の中、新型の舞翼ライドは、逞たくましく空を突き進んだ。

　無事なのはもちろん、雷帝号の頑がん健けんさもある。しかしそれ以上に、精機龍の背中を押おさえる形となった、『星船』の影えい響きようも大きかった。いや──このために天華はわざと、アルバルドを挑発したのだ。

　巨大な質量と質量とがぶつかり合い、空中に派は手でな火花が散った。

「ひ、ひええええええええ!?　なっ、なんだなんだなんだあああああ!?」

　激はげしく揺ゆれる『星船』の上で。何が起こったのかわかっていないアルバルドの悲鳴が、情なさけなく風に掠かすれる。それすら搔き消し。精機龍が大気に、全てを揺るがす叫さけびを放った。遺跡の下で身み悶もだえる。

　そうだ。まだ、精機龍は動ける。自由なのだ。包囲網もうは完かん璧ぺきではない。──だから。

「Ｇッ!!」

　天華は短く合図した。最後の詰つめをするために。

　はじけるように、機体が前へと躍おどり出る。もつれ合う『星船』と精機龍の前に、だ。

　その瞬しゆん間かん。褐かつ色しよくの少年が、機関部の穴あなから身を乗り出した。そして、小さな手に握にぎる三つの素そ石せきを、雷帝号の前方へとすさまじい速度で投げた。

　放ほうり投げられた素石は、失速する間も与あたえられず。それぞれを頂ちよう点てんにして、込こめられた力を解とき放つ。そして。素石を媒ばい体たいとして「増ぞう幅ふく」された、三角形の大きな《門ゲート》が、次元の穴を空けたのだった。

　その中に、舞翼ライドと、精機龍と遺跡とが、ひとつとなって飛び込んだ。《門ゲート》は、それらをどうにか受け容いれる。──出口から飛び出したそこは。あらかじめしかけられた、別の三つの素石によって導みちびいた、絶景の世界が広がっていた。

　両側を堅けん固ごな渓けい谷こくによって挟はさまれた、砂さ海かいの源げん流りゆう地帯であった。

　先頭を飛ぶ雷帝号の後ろで、すさまじい音がした。渓谷の岩がん盤ばんが砕け、砂の大たい河がが悲鳴を上げる。

　けれども。その中で、最も無む惨ざんだったのは──重い『星船』に押し潰つぶされ、開こうとした翼すら、両側に迫せまる切り立った岩盤に阻はばまれた、精機龍であった。

　巨大で無む敵てきな遺跡生物は今、輝かがやく金色の瞳ひとみすら鈍にぶらせて。絶ぜつ叫きように、大きな口を開くのだった。

　辺りを暴あばれる『龍風』が、一気に弱くなっていた。

「この瞬間を待ってたんだよっ!!」

　天華は、雷帝号を反転させる。そう。この『龍風』が途と切ぎれた一瞬こそ、勝負をしかける唯ゆい一いつの好機なのだ。

　目指すは、開いた精機龍の口。──その深部にある、『心しん臓ぞう』だ！

「いくよ──っ、Ｇ──ッ!!」

　純じゆん白ぱくの舞翼ライドは真まっ直すぐに、精機龍の中へと滑すべり込んだ。




　　　　４




「なっ、なにが起こったんだああ!?」

　衝しよう撃げきに揺れに揺れ、ついには大きな亀き裂れつまで、孕はらみ始めた遺い跡せきの上で。アルバルドは頭を振ふる。風景は一変するし、伝説のドラゴンは現あらわれるし、体中打って痛いたいし、とにかく怖こわいし、なにがなんだか！

『わわぁあああっ、何ですかああああっ!?』

『ふやぁあああ～～～!!　揺れる揺れる揺れるスううう～～!?　目が、目がああ～～!!』

　通信石からも、混こん乱らんした部下たち二人の悲鳴が、混まざり合って届とどいてくる。だがアルバルドに、そんな声をのんびり聞いてる余よ裕ゆうはない。『星船』にしがみつくだけで、精せい一いつ杯ぱいなのである。

　そんな必死な空色の瞳に。ふわりと宙ちゆうを反転した、舞翼ライドの翼が映うつった。

「て、天華!?　ば、バカっ、逃にげ──」

　思わずアルバルドは、そんなことを口走る。しかし、次の瞬しゆん間かん。舞翼ライドは姿を消した。

　──遺跡の真下で悶もだえる、巨きよ大だいな精せい機き龍りゆうの口に。

　えっ？　アルバルドは一瞬、何が起こったのかわからなかった。この混乱の中で、一番わからないことだった。

　けれども。やがてゆっくりと、気付いてしまった。信じられないことだが──。飲み込まれてしまったのだ。あの、精機龍に！

「なっ……、て、天華ぁあ!?　なっ、なんで──！」

（なんでだよっ、ウソだろお!?　そんなっ）

　そんな、まさか。アルバルドは、目の前の光景を疑うたがった。金きん髪ぱつの頭をぶんぶん振る。

「そんなわけあるかよ！　だって天華は強くて、無む鉄てつ砲ぽうだけど、頭が良くて悪わる賢がしこくて、だから、だからっ、こんな、こんなバカな!!」

　だが、現げん実じつは揺るがない。舞翼ライドはもう、目の前にない。そして──『星船』にも、ついには崩ほう壊かいが訪おとずれていた。

　生きた遺跡と、海底で錆さび付いていた遺跡とでは、耐たい久きゆう力りよくがまったく違ちがう。真下の精機龍に押し負けて、『星船』はぐしゃり、と身を折った。アルバルドの足場が大きく傾かたむく。

「おわぁああああぁあああっ!?」

　慌あわてて避よけたすぐ横を、吹ふき飛んだ大きな破は片へんが掠めていった。

　そして、ついに『星船』は。浮ふ遊ゆうする力をゆっくりと失いながら、精機龍に砕くだかれて。砂すなの大河に、落ち始めたのだった。

『わああ、ココロ操そう縦じゆう士し官っ！　な、なんとかしてくださいいい!!』

『うぁあんっ、や、やってるんスけどお!!』

　無理っスうう──！　という少女の悲鳴が、空を裂さく。──ただし。それはもう、アルバルドの意い識しきには届いてはいなかった。

　アルバルドはただ、真下を向く。天華を飲み込んだ、あの精機龍の背せを睨にらんで。

　崩壊のはずみで、足場の遺跡外がい壁へきごと、アルバルドは宙に投げ出される。だが、それを利用して。アルバルドは、精機龍へと跳ちよう躍やくした。

　頭の中には、銀色の髪と瞳を持つ、幼おさななじみの顔だけがあったから。だから。

「ちきしょうっ、天華ぁあああ!!」

　アルバルドは真まっ逆さか様さまに、精機龍の上へと落下した。復ふつ活かつを始めた『龍りゆう風ふう』が身を叩たたくが、知ったことか！　『獣化ビースト』の覚かく醒せいと共に、腰こしの大たい剣けんを抜ぬき放ち、一いち撃げきで風を切り裂き黙だまらせる。そのまま背中に降おり立った。

　そして「まだだッ!!」と、肥ひ大だい化かした両りよう腕うでで、足元に向けて白はく刃じんを構かまえた。

「まだ、天華は生きてる！　飲み込まれたって簡かん単たんに死ぬようなヤツじゃないっ！　だから、だから……オレが救うんだッ!!　だってっ──」

　オレはまだ、彼女を捕つかまえていない。それに、なにも言ってない。……自分の秘ひめた、この気持ちすら。だから。

　鋭するどい牙きばを嚙かみしめて。アルバルドは精機龍の硬かたい外がい殻かくへと、全力で剣を振ふりかぶった。

　だが、それより早く。精機龍が、しがらみからようやく抜け出す。残ざん骸がいと化した『星船』を、身み震ぶるいして振り払はらった。そのはずみで、アルバルドの足が滑すべる。

「お、わッ!?」

　咄とつ嗟さに突つき刺さした大剣が、アルバルドの落下を防ふせいだ。けれども。大剣が切り裂いた精機龍の傷きず口ぐちは、ぐじゅぐじゅと蠢うごめくと、再さい生せいを始めたのだった。

　それどころか。同じ金きん属ぞくである剣そのものを、ゆっくりと取り込み始める。──さらにはアルバルドの鎧よろいにすら、金属の触しよく手しゆがゆっくり伸のびた。

　このッ!!　アルバルドは触手を振り払い、融ゆう合ごうしていく大剣を足場に、跳とんだ。伸びた太い爪つめをたて、外殻の凹おう凸とつにしがみつく。

「なんだ……なんだってんだ……」

　牙を鳴らし、アルバルドは呻うめいた。中に入れない？　そんなこと──。

「そんなこと、あってたまるかよッ!!」

　だって、オレは天華を、助けなくちゃならないんだ!!　──だから。

「あぁあッ、ああアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!」

　アルバルドの喉のどから、雄お叫たけびが生まれた。体の芯しんからほとばしった、自分の全すべてを振ふり絞しぼる叫さけびだった。

　刹せつ那な。『獣化ビースト』していたアルバルドの全身が、さらに変へん貌ぼうを遂とげていく。やわらかだった髪はざわめくように伸び、全身を黄金の体毛が包んだ。爪や牙がより太く、ごつく、鋭さを増ます。倍以上に増ぞう加かした筋きん力りよくは、ついには軽けい鎧よろいの留とめ金をもはじき飛ばした。

　──鎧が、ばらばらに吹き飛ぶ寸すん前ぜん。アルバルドは、両の剛ごう腕わんを背中に回した。そこにあった六本もの予よ備びの剣を、まとめて全部摑つかみ取る。

　そして──振るった。指と指の狭はざ間まで摑んだ剣を、さながら六つの爪と化して。轟ごう風ふうを連れた爪は、外殻を無む理り矢や理り貫つらぬき、ぐしゃぐしゃに引き裂いた。

　完かん璧べきなる覚醒をした「獣じゆう人じん」アルバルドの斬ざん撃げきを、さすがの精せい機き龍りゆうの装そう甲こうも、受け止めざるを得なかった。再生能のう力りよくすらおののき、凄すさまじい破は壊かいの傷きず跡あとが口を開く。

　その中に、黄おう金ごん色いろの獣けものは飛び込んだ。

「天華ぁァアアああああ!!」

　最も大切な、少女の名を叫びながら。

　精機龍の体内は、幾いく層そうもの厚あつい装甲が折り重なってできていた。しかし、それがなんだというのか。完全覚醒したアルバルドに、邪じや魔まなものなど何もなかった。輝かがやく空色の瞳ひとみは夜目が利きき、かすかに息づく機械の光で十分見える。そして。体に満ちる獣の衝しよう動どうは、アルバルドに休みなく、六本の剣を振るわせた。装甲など、片かたっ端ぱしから斬きり刻きざむ。

　迫せまりくる攻こう撃げき触手すら、手当たり次し第だいに斬り捨すてて──。黄金色の獣人は、精機龍の体内奥おく深くへと、装甲壁をかいくぐった。







《ガァアアアアアアアアアアアアッ!!》

　体内へと侵しん入にゆうしてきた二つの異い物ぶつに、『彼』は猛たける。喉からひとつと、背中からひとつ。不ふ快かい感に、いらつきが増した。

　しかも、こともあろうに。それらは二つともが、体内の防ぼう衛えい反はん応のうをしのぎ、奥へ奥へと進んでいく。真まっ直すぐに、『彼』の中ちゆう枢すう──機械の体に活力を送る、心しん臓ぞうへと。だから。

『彼』のいらつきは、頂ちよう点てんに達した。







　精機龍の鋼はがねの魔ま手しゆが、腕うでや足に絡からんできた。強きよう靭じんな力が、アルバルドを引き千ち切ぎらんと触手にこもる。

　しかし、黄金の体毛に覆おおわれた変化した肉体は、この程てい度どでは壊こわれはしない。

「このッ、邪じや魔まだあァアああ───ッ!!」

　怒ど気きと共に振り回された腕だけで、金属の触しよく手しゆが千切れて飛んだ。そしてさらに、目の前の装甲を引き裂さき、派は手でに蹴け破やぶる。

　と、様子が一変した。闇やみの先がいきなり拓ひらける。分ぶ厚あつい皮ひ膚ふを通り抜ぬけ、深部へと到とう達たつしたのだ。

「ここは……」

　アルバルドは、精機龍の中を覗のぞき下おろす。そこには広い空間があった。神しん殿でんの塔とうほどもある太い肋ろつ骨こつに守られた、大だい空くう洞どうだ。

　もちろんそれは、巨きよ大だいな生物である精機龍からしてみれば、一部分でしかないのだろうが。肋骨だけでは支ささえきれぬのか。そこから突き出した何本もの柱が、縦じゆう横おう無む尽じんに走っていた。

　背はい後ごからまた、飽あくなく触手が迫ってくる。いいかげんうんざりしていたアルバルドは、迷まようことなく、空洞へと飛び降りた。近くにあった、斜ななめに傾かしぐ柱に立つ。

　──柱は、それ自体が金きん属ぞくでありながら、不気味な輝かがやきに鳴動していた。気持ち悪い。アルバルドは遠えん慮りよなく、その表面をずるずる滑すべり落ちた。

（……そうだッ、天華は!?）

　ようやく訪おとずれた一ひと呼こ吸きゆうの安息に、アルバルドは視し線せんを素す早ばやく彷徨さまよわせる。これほどの空間だ。取り込こまれた天華は、もしかしたら無事に……。

　いた！　深い暗くら闇やみの果てに、空洞を飛んでいる、白い翼つばさを確たしかに捉とらえた。

「天華っ!!」

　だが。なにか、様子がおかしかった。いつも鮮あざやかなはずのその動きが、精せい彩さいを欠いているのだ。ふらふらと頼たよりなく、闇の中をうろついていた。なんだ？　アルバルドは、嫌いやな予感に毛を逆さか立だてる。天華があんな操そう縦じゆうをするのは変だ！

（まさか……怪け我がでもしたのかっ!?）

　アルバルドは、とにもかくにも。柱から柱へと飛び移うつり、雷らい帝てい号ごうへと迫った。

　しかし、それより早く。無数の触手が翼を襲おそった。アルバルドの目の前で。雷帝号は、触手の魔の手に捕とらわれてしまった。

「なっ、この──天華を放せええええッ!!」

　アルバルドは脚きやく力りよくにまかせて跳ちよう躍やくし、六本の剣けんを豪ごう快かいに振ふるった。舞翼ライドを、触手たちから解とき放つ。

　頭上から雷帝号を狙ねらって、強固に触手が寄より集まった「棘とげ」が生まれた。それすらもアルバルドは、返す腕で弾はじき飛ばした。

　一方、雷帝号の方は。空洞の闇を、ゆっくりと力無く、落下していくのだった。

「バカ、天華!?　なにやって……クソ!!」

　アルバルドは「棘」の残ざん骸がいを蹴り、反動を使って下へと降りた。太い柱をどうにかよけて、なんとか無事に、空洞の底に降りた雷帝号。その側そばへ、アルバルドは着地を決め、我われ先さきにと駆かけつける。

「天華っ、怪我してるのか!?　大だい丈じよう夫ぶか、天華！　天──あ、あれっ？」

　えっ？　アルバルドの目が点になった。

　なぜなら。駆け寄った、雷帝号の背せ中なかには。誰だれの姿すがたもなかったからだった。

　もちろん、見み慣なれた銀ぎん髪ぱつの少女も。

「え、ええええっ？　な、なんでええ!?」

　そんなバカな？　アルバルドは狼ろう狽ばいする。その背中で、黄金の体毛が逆立った。背後から忍しのび寄る、巨きよ大だいな「棘」を感知して。うお！　アルバルドは慌あわてて、身を翻ひるがえした。

　しかし。「棘」は、アルバルドまで届とどかなかった。稲いな妻ずまのような速さで機関部から飛び出した、漆しつ黒こくの疾しつ風ぷうによって。

　細い片かた腕うでが、あっさりと。迫せまった「棘」を受け流し、柱にぶつけて叩たたきつぶした。

「──Ｇ!?」

「呆ほうけすぎだ」

　褐かつ色しよくの肌はだを持つ美少年は、アルバルドをさらりとたしなめる。次に襲いきた、新たな「棘」をよけながら。

「来るぞ」

　少年は拳こぶしを握にぎり、そう促うながす。周囲の壁かべや床ゆかから、じわりと触手が鎌かま首くびをもたげていた。

　アルバルドは戸と惑まどいながらも、Ｇと背中をぴたりと合わせた。いや、この少年の強さは知っている。

　なにしろ、彼こそが。天華に《手甲術ガントレツト・ガード》を仕込んだ、張ちよう本ほん人にんなのだから。
















　アルバルドの目の前で。少年は、腕を振った。拳が生んだ《衝撃波グラビテイ》が、触手たちを一いつ斉せいに薙なぎ払はらい、消し飛ばす。

「雷帝を壊こわすと、天華がうるさいからな」

「い、いやっ、ちょっと待てよ？　ど、どーゆーことなんだよ!?」

「何がだ？」

「なにがって……天華だよ！　決まってるだろお!?」

　執しつ拗ように足元に這はってきた触手どもを斬きり捨すてながら、アルバルドは悲鳴にも似にた声をあげた。

「天華はいったい、どこにいるんだよっ!!」

「天華か。あいつなら、途と中ちゆうで降おりた」

「……え？」

　あっさりと言い放った、少女の相あい棒ぼうに。アルバルドは一いつ瞬しゆん、時を忘わすれた。

「降りたって……う、ウソおお!?」

「ここまで雷帝号を飛ばしてきたのは、俺おれ一人だ。──それにしても、推すい進しん結けつ晶しよう体たいだけでは、やはりうまく操あやつれんな」

　めんどくさいし。少年は褐色の肌に、小さな嘆たん息そくを落とす。

　アルバルドは、ただ愕がく然ぜんとした。

「って、いや、だって、降りたって。そんな……いったい。──ど、どこで──っ!?」

　虚むなしい叫さけびが、精せい機き龍りゆうの闇やみにこだました。







　体内から、違い和わ感が消えない。──二つの異い物ぶつの感覚が。自動的な防ぼう衛えい本ほん能のうだけでは、どうやら処しよ理りしきれぬらしい。

　いいかげん目め障ざわりだった。ただでさえ『彼』は、己おのれを内側から焦こがす、生理的な衝しよう動どうを抱かかえているというのに。だから。ついに『彼』は、本気になった。異物たちを排はい除じよするため、全身をわななかせる。自身を構こう成せいする、機械の全すべてを起動させて。

　眠ねむっていた感知機関が一斉に目覚め、異物の二つを確かく認にんする。瞬またたく間に『彼』の意い識しきに、メイン・コンピュータが送ってきた、異物消去方法のリストが、七百二十通りも浮うかんだ。けれども──。

《何ダ!?》

　攻こう撃げきよりも、動どう揺ようが『彼』を支し配はいした。感知機関には、新たな違和感が捉とらえられていたのだった。

　今まで気付かなかった、まったく別の。──もうひとつの異物であった。そして。

『彼』の中を、驚きよう愕がくが駆かけ抜ぬけた。

　その新たな異物は、いつの間にか。『彼』の頭の中にまで、侵しん入にゆうしていたのだった。







　──あの、精機龍の口から、体内へと雷らい帝てい号ごうを飛び込ませた刹せつ那な。天華の懐ふところで、携けい帯たいコンピュータが振しん動どうした。

　それはおそらく、白華からのメールだった。そう悟さとったとき。

「あっ！」

　天華は、気付いてしまったのだ。眼がん前ぜんに迫る、精機龍の口。その上にある、二つの金の瞳ひとみを前に。

　金と金──。白華の瞳と、精機龍の瞳とが重なった。いや。風や、砂すなや、岩や──全ての自然を屈くつ服ぷくさせる、精機龍の金色の瞳。その輝かがやきと同じことから、精せい霊れい巫み女この特とく殊しゆな瞳は、『龍りゆう眼がん』と呼よばれるのだ。

　そして。その精せい命めい力りよくをみなぎらせた精機龍の瞳が、天華の中に答を浮かべた。

　そうだ……。ずっと、考えていたのだ。どうして父は、精機龍に挑いどんだのか。なんのために？

　そのことを、天華はやっと理り解かいした。

（そっか、父さんはっ！）

　脳のう裏りに鮮あざやかに閃ひらめいたのは、一冊さつの古びた絵本。幼おさない頃ころに白華と一いつ緒しよになって読んだ、ドラゴンの物語だ。

　その中に、あるひとつの伝説があった。ドラゴンの体内には、巨きよ大だいな機械の体に命を宿した、精命力の結晶があるのだと。それは『龍輝石カーバンクル』という、人の手ではつくりだせぬ、世界で最も強い輝きに満ちた石なのだと。

（そうだ、そうだよ……。あの父さんなら！）

　天華は確信する。父なら絶ぜつ対たい、心臓部なんか目指さない。目指すのは、伝説が本当かということ。忘れてた。天華はちょっと苦く笑しようする。ドラゴンを倒たおそうと、必死になりすぎていたのだ。けれど、ようやくわかった。

　だって。謎なぞを解とき明かすことこそが、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーなのだから！

　──だから。天華は今、ここにいる。口の中に飛び込こむ瞬しゆん間かん、雷らい帝てい号ごうから跳ちよう躍やくして、上うわ顎あごの内側へとへばりついて。

　狭せま苦くるしい装そう甲こうの隙すき間まを抜けようとして、くッ、と苦しい息が漏もれる。お尻しりがちょっと、つっかえたのだ。

　危あやうく声をあげるところだった。赤面しながらも、慎しん重ちようにお尻を抜いて。天華は精機龍の、頭の深部に踏ふみ込んだ。闇やみと機械だけが広がる世界である。幸い誰も見てはいない。

　唯ゆい一いつ静かに輝くのは、天華の肌はだに浮かび上がった、複ふく雑ざつ怪かい奇きな文字であった。

　舞翼ライドの上から跳とんだ際さいに、相あい棒ぼうが咄とつ嗟さにかけてくれた、錬れん精せい術じゆつである。

　体から自然と放たれる精命力を、光に変えて周囲に放出する。そのおかげでここまでは、生物の息づかいに敏びん感かんな精機龍の感覚にも、気付かれずにすんでいた。

（でも、いくらなんでも声なんか出したら、見つかっちゃうよね？）

　暗あん視しゴーグルの下で、天華はそっと舌したを出す。

　その相棒の方は。雷帝号で囮おとりとなって、さらに精機龍の中へと消えた。さんきゅ、と感かん謝しやを心に刻きざんで、天華は奥おくへと足を進める。

　そして。

「──！」

　自分の肌が放つ光とは異ことなる、金色の輝きがあったのだった。

　精機龍の視界が映うつし出される、透とう明めいなスクリーン。その手前にそびえる細い柱に、煌きらめきが宿っていた。強い、見る者全すべてを魅み了りようする、純じゆん粋すいな精命力の結けつ晶しよう体たい──。
















　それこそがまごうことなき、伝説の『龍輝石カーバンクル』であった。

　あった。銀の瞳が歓かん喜きに揺ゆらいだ。

「……やっぱり、あったんだっ」

　思わず天華は呟つぶやきを漏らした。あ、やばっ！　慌あわてて手てつ甲こうで口を押おさえる。

　しかし、そのときには。すでに、周囲の壁かべが変化していた。異い物ぶつを排はい除じよするために。

「気付かれちゃったかっ!?」

　触しよく手しゆとなって飛んでくる、天てん井じようや壁をすり抜けて。あるいは、鋭するどく手甲ではじきつつ、天華は動く。逃にげる？　とんでもない！　前へ、前へ──。

　負けないッ！　天華は手を伸ばした。目の前で輝く『龍輝石カーバンクル』へと、真まっ直すぐに。

　──父を追い抜く、そのために。







『彼』の抵てい抗こうよりも早く、異物が『龍輝石カーバンクル』へと手を伸ばす。何だ？　何だ、これは!?　『彼』はひどく狼ろう狽ばいした。なぜ、こうなる？　自分は無む敵てきの存そん在ざいなのだ。なのに──。生理的焦しよう燥そうとは別の、大きな焦あせりが生まれていた。

　なぜなら、『龍輝石カーバンクル』は、己おのれ自身の核かくだからだ。機械である自分が生命を宿し、自じ我がを宿した根こん源げんなのだ。『彼』の精せい神しんそのものである。それを奪うばわれることは、死に等しい。

　──いや。生物としての、敗北だった。

《馬ば鹿かナ……》

　異物の指先が、『龍輝石カーバンクル』の間近に迫せまる。敗北感に『彼』はまみれた。こんな小さい異物に負けた、だと？　『彼』は屈くつ辱じよくを嚙かみしめる。

　だが。初めての屈辱ではなかった。──二度目の、屈辱だった。

　そう、かつて。たった一度だけだったはずの──。

　しかし。

《!?》

　追つい憶おくの瞬間。唐とう突とつに、『彼』の中で焦燥が消えた。かわりに『彼』に届とどいてきたのは、強い匂においだ。砂さ海かいを駆かけめぐり、ずっと探さがし続けていた場所の。

　──渇かつ望ぼうの、根源だった。

　ここにあったのか！　『彼』は鋼はがねの牙きばを剝むき、吼ほえた。岩と砂すなとの大たい河がを蹴ける。目と鼻の先なのだ。もうすぐだ！　ああ、しかし。あと一歩というところで──！

『彼』が宙ちゆうに跳はねると同時に。異物の指先が、金色の輝かがやきに触ふれた。







　天華の指先が、金色の輝きに触れた。

　けれども。天華は、そこで止まってしまった。『龍輝石カーバンクル』を抱だく柱。その表面に刻きざまれた、ひとつの印を、銀の瞳ひとみが見つけたから。

「え……ええっ!?　こ、これっ……？」

　なんで!?　手甲の腕うでが伸びたまま、躊ちゆう躇ちよしたままの形で動かなかった。それは、ほんの一瞬のこと。けれども。

　状じよう況きようを左右するには、十分な時であった。

　砂の大河を、狂くるったように駆け出した精せい機き龍りゆう。その動きが唐突に、大きく宙へと跳ねたのだ。──必然的に天華の足元も、大きく傾かしいで跳ねあがる。

「きゃあああっ!?」

　しまった、と思う暇ひまもなかった。ふんばりきれずに、足が離はなれる。天華の体が闇やみに舞まった。

　咄とつ嗟さに手てつ甲こうで頭を庇かばう。精機龍の視し界かいを映すスクリーンが、一面を砂色に染そめた。真っ直ぐに、巨きよ大だいな砂の渦うずを目指して。

　そしてかまわず精機龍は、その中心へと飛び込んだのだった。

　すさまじい衝しよう撃げきが、全てを襲おそった。

　そして、天華は。ゴーグルがはじけ飛ぶのと共に、意い識しきを失ったのだった──。




　　　　５




　ようやく、衝撃がおさまった。

「うあぁ……い、いててて……」

　な、なんだったんだ、いったい!?　黄金の獣じゆう人じん──アルバルドは、どうにか立ち上がる。突然襲ったひどい揺ゆれで、滅め茶ちや苦く茶ちやに精せい機き龍りゆうの体内を転がったが。強きよう靭じんな肉体に、とりあえず怪け我がはなかった。

　もっとも。その手にあった六本の剣けんは、どれもが無む惨ざんに折れていたが。

「あ、ああああ！　オレの剣があああっ……って、そんな場合じゃなくってっ！」

　折れた剣に懺ざん悔げしながらも、アルバルドは身み構がまえた。ついさっきまで足元を、触しよく手しゆたちが波のように押し寄よせていたのだ。──けれども。そこには、触手の気配はまったくなかった。かわりに精機龍の体内を満たしていたのは、奇き妙みようなほどの静せい寂じやくだった。

　ど、どうなってんだ？　ようやくアルバルドは落ち着いて、辺りをゆっくり見回した。その果てに、雷らい帝てい号ごうの姿すがたを見つける。

「Ｇっ？」

「アルバルドか」

　駆け寄った、アルバルドの前で。褐かつ色しよくの美少年が、舞翼ライドの胴どう体たいを両腕で支ささえて立っていた。おそらく、咄とつ嗟さに衝撃から機体を守ったのだろう。しかしさすがに守りきれずに、翼つばさの端はしが欠けていたが。

　まいったな。と少年がぼやく。

「いきなりだったからな。まあ仕方ないか」

「それより、Ｇ。いったいぜんたい、どうなってるんだよ？　これは……」

「わからん。だが」

　Ｇは雷帝号を抱かかえたまま、小さな顎あごで遠くを示しめした。

「外に出れば、わかるかもしれないな」

「外に、って……え？　あれっ」

　アルバルドは、示された場所を見てびっくりする。闇の中、うっすらとだが。外から差し込んでくる、青い光があるのだった。

　行ってみよう。アルバルドはＧと一いつ緒しよに舞翼ライドを運んで、光こう源げんへと向かっていった。

　長い長い、洞ほら穴あなが続く。そこはおそらく、精せい機き龍りゆうの食道のようなものか──。その考えが正しかったことは、抜け出た場所が倒たおれ込んだ精機龍の口だったことが証しよう明めいしてくれた。

　ただし、アルバルドには。地に伏ふした動かない精機龍を、気にしている余よ裕ゆうなどなかった。

「う、うわっ、な、なんだ、ここはあ!?」

　驚おどろきの声が、巨大な空くう洞どう空間に反はん響きようする。──そこは、青く輝く砂すなの世界であった。

　そう。透すき通るような砂自体が、特とく殊しゆな輝きに染そまりながら、周囲の全すべてを取り巻まいていた。

　見上げれば、遥はるか頭上にはいくつもの砂すな渦うずが見える。そこから落ちてきた青砂の粒りゆう子しが、輝きながら柱のように、世界に静かに降ふり積もっていた。

「力場のドームか。すごいな」

　手近な砂地に舞翼ライドを置いて、Ｇが呟つぶやく。

「そうか。砂渦によってぶつかり合う膨ぼう大だいな精せい霊れい力りよくが、余波となって、地下に逃にげ場としての空間を形成したのか」

「ち、地下ぁ……？」

「見ろ。砂すな粒つぶのひとつひとつに、精霊たちのエネルギーが煌きらめいている」

「そ、そうなのか……」

　頷うなずきながらも、アルバルドにはあまりよくわからなかった。それより。ふと、真上の大きな渦たちから視し線せんを降おろした、青い砂さ丘きゆうに。半身を受け止められて転がっていた、天華の姿があったのだった。

「てっ、天華あ!?　お、おい！」

　大だい丈じよう夫ぶか、とアルバルドは駆かけ寄った。やわらかな砂を搔かき分け、銀ぎん髪ぱつの少女を抱だき起こす。

　うわっ。意外に華きや奢しやなその抱き心地ごこちに、全身の体毛が驚いた。い、いや。ぶんぶんと、たてがみのように伸のびた金髪を連れて首を振ふる。そんなこと考えてる場合ではなくてっ。

「天華！　怪け我がしてるのかっ、おい、天華あ!!」

　アルバルドは、細い肩かたを揺ゆさぶった。多少の擦かすり傷きずはあるようだが、ほとんど無傷だ。

　──そして。銀色の瞳ひとみが、ぱっと開いた。

　いきなり、がばり、と飛び起きて。

「天……ぐはっ！」

「なにっ、なにが──アイタあっ!?」

　起き上がった天華の頭が、アルバルドの鼻はな面づらに直ちよく撃げきした。痛いたい。ものすごく痛い。

　しかし天華ときたら、「なによ！」とアルバルドを、遠えん慮りよなく手てつ甲こうではたいた。

「いったいなあ、もううう……なにすんのよ、ってゆーか、あんた誰だれ？」

「誰って、お、お前なあああ！」

「え？　アル？」

　……なんて格かつ好こうしてんの？　と、目を覚ました少女は、『完全獣化フル・ビースト』したアルバルドの姿をまじまじと見てくる。だがそれは、すぐさま周囲の世界に興きよう味みを移うつした。

「な、なに、ここ……どこ？」

　傍かたわらに落ちていたゴーグルを拾い上げて。立ち上がり、透とう明めいな青く煌めく砂の世界に、少女は感かん嘆たんのため息を吐ついた。ちょっと、お尻しりをさすりながら。

「すごいね。はー……」

　そんな声に導みちびかれ、アルバルドも改めて、美しい青一色の景色を眺ながめた。見ていると、なんだか落ち着く。そんな清せい浄じような空気が、辺りに満ちていた。

「精霊の力の満ちた場所、か……」

　少しだけ、さっきＧの言った言葉が、わかったような気がした。

　隣となりで、うん、と天華がそっと頷いた。

　──なんだか。アルバルドは、急にどぎまぎしてしまった。静かな空間に、今この瞬しゆん間かん、天華と二人きりのような気がしたから。

　もちろん少し離はなれた場所には、褐かつ色しよくの少年だっているのだが。アルバルドの狭せまい視し界かいには、幼おさななじみの彼女だけしか見えなかった。

「……ねえ？」

　銀髪の少女が、やおら銀の瞳を向けた。

「ところでアル、どうしてここにいるの？　『星船』にいたんじゃなかったっけ？」

「え？　そ、それは──」

　その。アルバルドは言葉に詰つまった。

　お前のことが、心配だったから。なんて──。……い、言えない！　絶ぜつ対たいにっ！　は、恥はずかしくてっ！

（ああ、でも、今がもしかして、言うチャンスなのか？　そうなのかっ？）

　アルバルドは最大の葛かつ藤とうに、頭を抱かかえた。

　だが、天華ときたら。「そーいや、あたしも確たしか、ドラゴンの……」と、すでに視線を外していた。

　そして、銀の瞳はすぐに見つける。砂の中に倒たおれ込こんだ精せい機き龍りゆうと、その前で舞翼ライドの修しゆう理りに取りかかっていた、自分の相あい棒ぼうの姿すがたを。

「あっ、ああ──！　あたしの雷らい帝てい号ごうがあ!?　ちょ、な、なにやってんのよ、Ｇ──っ!!」

　銀髪の頭が大おお慌あわてで、愛する機体の元へと去った。もちろん、アルバルドのことなど置き去りにして。

　そ～ゆ～少女なのである。

「な、なんだよぉっ、オレは、オレは……」

　アルバルドはその場でがっくり膝ひざをついた。胸むねの奥おくで張はりつめていた緊きん張ちようの糸が、ぷつりと切れる。とたんに、変へん貌ぼうしていた肉体が元に戻もどり始めた。余よ分ぶんな体毛がごっそり抜ぬけ、牙きばと爪つめが短くなる。盛もり上がっていた筋きん肉にくが減げん少しようした。──『完全獣化フル・ビースト』の反動で、一気に体力を奪うばって。

　アルバルドはひとり、さめざめと涙なみだを流しながら。激はげしい疲ひ労ろう感を抱え、青い砂すなの上に倒れたのだった。







「なにやってんのよっ、Ｇ！　もうぅ～!!」

　このっ。と振り回した天華の拳こぶしが、Ｇの頭を空から振ぶりした。褐色の少年は、「知らん」と軽く言い放つ。

「できる限かぎりのことはした。だから、損そん傷しようは軽けい微びだろう」

「なに言ってんの、新しくなったばかりなのにいっ！　ちゃんと責せき任にん持って、あんたが直しなさいよね！」

　前に一度、修理をさぼられたこともあるし。天華は相棒に、びしっと言い聞かせてやった。少年の手は、とうに作業に動いていたが。

　幸い愛機のダメージは、そうひどくはないようだ。翼つばさ内部のワイヤーが切れ、一部がばらけただけである。これならすぐに直せるだろう。

「まったくもうっ」

　天華は頰ほおを膨ふくらませ、手てつ甲こうの腕うでを胸むねで組んだ。──けれど。

「……ねえ、Ｇっ」

「何だ」

「ありがとね」

　修理をする相棒の隣となり──無事な機体の機首に座すわりながら、天華はそう礼を言った。

　何がだ？　と黒くろ鉄がね色の眼まな差ざしが向く。

「気配絶たちの、錬れん精せい術じゆつのことだよ」

　天華は自分の肌はだを指さす。そこにはもう消えていたが。咄とつ嗟さにドラゴンの口内へと飛びついたとき、相あい棒ぼうは確たしかに、精せい命めい力りよくの気配を絶つ錬精術をかけてくれたのだった。それも、特に何の合図もなしにだ。

「さんきゅ、相棒っ」

　天華はもう一度、Ｇへと感かん謝しやの言葉を述のべた。

「お前が無む茶ちやをするのは、いつものことだ」

　愛あい想そのない相棒は、作業の手を休めずに、そうとだけ返す。天華はこっそりと、小さな横顔に微笑ほほえみを送った。

　──それにしても。天華はふと、顔を上げた。雷帝号が翼を降おろした、そのすぐ前。そこに、無ぶ骨こつな精せい機き龍りゆうの頭があった。

　精機龍は動かない。青き砂に身をゆだね、死んだように眠ねむっている。いや、死んでいるのか？　山のような巨きよ体たいは、なぜか今は、天華にはひどく小さいように見えた。

（どうなったんだっけ？）

　天華はちょっと首をひねる。ええと、確か自分は、あのドラゴンの頭の中にいたはずだ。なのに、砂の上にいた。

　よく見ると、輝かがやきを失った精機龍の左目が、大きく割われていた。

（あそこから投げ出されたってこと？）

　確かに。青い砂の上には、天華が落ちて滑すべった跡あとが、真まっ直すぐ砂さ丘きゆうへと尾おを引いていた。だからこそ、大した怪け我がもないのだ。──お尻しりだけが、また痛いたいのだけど。ううっ。

　でも。

「なにが起こったんだろ……」

　天華は呟つぶやきを嚙かみしめながら、精機龍を前に思考を巡めぐらす。

「えーと。そう、そうだ！　砂すな渦うずに突つっ込んでいったんだよね。だから……そっか、だからあたしたちこうして、不思議な、渦の地下空間にいるんだよねっ？」

　でも、なんで？　と何の気なしに、相棒に話を振ふってみた。と──。

「そういうのは本人に聞いてみたらどうだ」

「本人って……え？　それって」

「今──目を覚ました」

　褐かつ色しよくの少年は作業を止めて、顔を上げた。側そばにある精機龍を見つめて。

　砕くだけた左目と、半ば、青い砂に埋うもれた右目に。金色の輝きが戻っていた。息い吹ぶくように傷きず口ぐちが、音を立てて自じ己こ修しゆう復ふくを開始する。

　そして、精機龍の巨体が、ゆっくりと動いたのだった。ぶるりと大きく身み震ぶるいする。

「わ、わっ!?」

　その拍ひよう子しに砂地が払はらわれ、青い波が押しよせた。

　青い空間で。復ふつ活かつした精機龍が頭をもたげた。







　鼓こ動どうを感じる。力強い、精神の波動を。

　それは確かに自分の中にある、『龍輝石カーバンクル』の金色の輝きだった。

《何ダ──？》

『彼』は戸と惑まどう。疑ぎ問もんと矛む盾じゆんを感じて。

　──『龍輝石カーバンクル』は、外されなかったのだ。

　何な故ぜ!?　『彼』は予想だにせぬ結末に、心を激はげしく震わせた。あのとき確かに、あの小さき異い物ぶつの手は、『龍輝石カーバンクル』に届とどいていたはずだった。なのに。

《何故……》

　疑問に金色の煌きらめきを揺ゆらしながら、『彼』はゆるりと頭をもたげた。

　目の前には、渇かつ望ぼうした青い世界が広がっていた。

　精せい霊れいの力に満ちたこの空間に、『彼』は大きく身震いする。こここそが、探さがし求めてやまなかった『精地』──焦しよう燥そうの、終しゆう焉えんの場所だった。

　しかし、何故だろう。『彼』は視し界かいのすぐ間近に、あの小さき異物を捉とらえた。己おのれが望み続けたこの地にあって、それ以上に興きよう味みを引く、この小さき存そん在ざいは。

　だから『彼』は──いや、「精せい機き龍りゆう」は。その小さき者に対して、大きな口を開くのだった。







『何故だ、答えよ。小さき者よ──』

　精機龍の口が大きく開く。それは喉のどの奥おくから、周囲の空気と砂すなを裂さいた。

　青い砂さ塵じんが津つ波なみとなって、正面にいた雷らい帝てい号ごうに襲おそいかかる。

「ちょ、わ、きゃあぁあっ!?」

　危あやうく転てん覆ぷくするところだったが、幸いどうにか機体が耐たえた。いや、Ｇが素す早ばやく《衝撃波グラビテイ》を放ち、雷帝号ごと守ったのである。そうでなければ危あぶなかった。機首の上にしがみついて、天華はほっ、と安あん堵どする。

「さんきゅ、Ｇっ。……て、なんなのよう!?　な、なんでドラゴンがしゃべるわけえっ!?」

「精機龍が言葉を話すのが、そんなに変か？　たかが人間の言語だろう」

　数百年も生きていれば、覚えても不思議じゃない。と、相あい棒ぼうはしごく簡かん単たんに言った。

「そ、そういうもんなの？」

　天華は、頭上の精機龍を仰あおぐ。

『そういうものだ』

　応こたえたのは、精機龍自身であった。ただし今度は、烈れつ風ぷうはこない。どうやら吹ふき飛ばさぬよう、少々気を付けたらしい。巻まき上がっていた青い砂が、ようやく鎮しずまる。

　それでも。圧あつ倒とう的な存在感で、精機龍の声は、空間に轟とどろくのだった。

『貴き公こうだな。銀の瞳ひとみの小さき者よ。我われの精神たる「龍輝石カーバンクル」へと辿たどり着きし者は』

「うん、そうよ」

　天華は迫はく力りよくに負けじと、雷帝号の上で精せい一いつ杯ぱい胸むねを張はった。

　それを見て。──精機龍が嗤わらった。

『大したものだ、小さき者よ』

「わ、わっ！　……あ、あのねーっ!!」

　再ふたたび生まれた小さな暴ぼう風ふうにあおられ、雷帝号が上下に揺れる。あ、危ないってば！　天華は拳こぶしを振り上げた。

「笑うのもいいけどっ、もうちょっとこっちのこと考えてよね！　大きさがぜんっぜん違ちがうんだからあ！」

「お前も考えろ」

　横で相あい棒ぼうがこっそり言う。

「大きさが違うのを考えてないのは、お互たがい様だ」

「な、なによ、Ｇっ」

「お前の態たい度どはでかすぎる」

「なに言ってんのよっ、そもそも意い思し疎そ通つうできる、話せる相手なら、なにもびくびくすることないでしょ。正面切って話して、それで向こうがキレちゃったりしたら、それはそれ。ドラゴンなんて、所しよ詮せんはそんなもんだったってことよ」

『──ずいぶんな言われようだな』

　精せい機き龍りゆうが鋼はがねの牙きばの隙すき間まで呻うめいた。嘆たん息そくだったのだろうか。

『しかし、そのとおりだ。それよりも、我は訊たずねたいのだ、小さき者よ。……何故、我わが「龍輝石カーバンクル」を取らなかったのだ？』

「え？　ああ、なんだ。そのこと？　……それはね」

　ええーと。天華は少し思案する。

「それより、ちょっと聞かせて欲ほしいんだけど」

『？　我に対する答えがまだだが』

「いいからいいからっ。きっと、さっきの質しつ問もんの答にもなってると思うよ。訊ききたいのは、ひとつだけ」

『……言うがいい』

「ん。あたしと同じように──その『龍輝石カーバンクル』まで辿たどり着いた人のことだよ」

「何？」

　天華の問いに、相棒の少年が眉まゆを動かす。どういう意味かわからずに。けれども天華には、しっかりとわかっていた。

『龍輝石カーバンクル』へと手を伸のばした、あのとき。輝かがやきが鎮ちん座ざする柱の幹みきに、ある印が刻きざまれていたから。それは、「小さな銀の月と一枚まいの翼つばさ」を合わせた印。──遺跡探求者ロスト・リサーチヤーの、攻こう略りやくのサインであった。

　そして。この、月と翼のマークこそ──。

『ああ。一人いた』

　精機龍は大きく重く、頷うなずきをみせた。

『あれは、小さき者よ。貴き公こうと同じ銀色の、髪かみと瞳を持つ者であった』

　やっぱり！　天華は頰ほおを震ふるわせた。

「……父さん。父さんだったんだっ！」

『父？　そうか、なるほど』

　天華の言葉を聞いて、精せい機き龍りゆうも納なつ得とくの声をあげる。

『貴公は彼かの者の子であったか』

「そう。あたしは、娘むすめだよっ」

　てへへ、と天華はにっかり笑った。体の芯しんが、震しん撼かんしていた。──父さんっ！　真まっ直すぐに、巨きよ大だいな精機龍の顔を見上げる。興こう奮ふんに騒さわぐ胸むねを抑おさえつつ、ゆっくりと息を吐はきながら。

　嬉うれしかった。なぜ？　決まっている。父はちゃんと、伝説の『龍輝石カーバンクル』まで辿り着いていたのだ。それも、自分より早く！

『あれは、凄すさまじい者であった』

　精機龍が静かに父を語る。見るがいい、と己おのれの左目を示しめした。

　そこには天華が投げ出された亀き裂れつが、まだ癒いえぬ傷きず痕あとをさらしていた。いや、もうこれ以上は修しゆう復ふくしないのだ。

『我われに唯ゆい一いつ消えぬこの傷を刻みつけたのが、貴公の父だ。我の、完全なる敗北であった』

「えっ。父さんが……？」

『あの者は、貴公とは違ちがい、直ちよく接せつこの左目より我の内部に侵しん入にゆうしてきたのだ』

「そっか……。だから、そんなとこに傷があるんだ」

　天華は精機龍の古傷を眺ながめ、理り解かいした。──同時にふいに、あることに気付きながら。

　そうか、だから。

（だから、あたし無事だったんだ。あの古傷があったから、ドラゴンの中に叩たたきつけられなくて、外のやわらかい砂すな地ちの上に投げ出されたんだっ）

　それは、巡めぐり巡ったほんの偶ぐう然ぜんの出来事だろう。けれども──天華は肩かたを強く抱だいた。父の残した傷痕が、自分を守ってくれたのだから。

　ああ、すごい！　おさまらない興奮に、ぶるりとひとつ身み震ぶるいする。

「Ｇっ」

　天華は思わず、相棒に囁ささやいた。

「あたし、……やっぱりまだまだだねっ」

「そうか」

　相棒はいつもと変わらず、さらりと流した。けれど。

「そのうち抜ぬく日もあるだろう」

　珍めずらしく、そう続けて言うのだった。

「うんっ！　えへへっ」

　褐かつ色しよくの少年の励はげましに、天華は大きくのびをした。とびっきりの元気な笑え顔がおで。

　視し線せんの先に、父の残した傷があった。不思議、と天華はやっぱり笑う。

　そう思うと、強面こわもてなはずの精機龍さえ、かわいく見えてしまうのだから。




　　　　６




　青い空間に轟とどろいた、突とつ然ぜんの烈れつ風ぷう。それに砂ごとさらわれて。アルバルドは、青い津つ波なみをまともにかぶった。

「うお、ご、ごぐはあっ!?」

　なんだなんだあ!?　わけがわからない。体は未いまだ体力ゼロで、まともに動いてくれなかった。けれど、そーゆー場合じゃない。息ができない、死ぬ！　いやマジで!!　アルバルドはなんとか、必死に体を叩き起こす。窒ちつ息そく寸すん前ぜんで、どうにか砂から這はい出した。

「ぺっ、ぺっ、うへえー……」

　青い砂は、水のようにさらさらとしている。が、口の中に入れば、砂は砂だ。じゃりじゃりする。

「げほ、気持ち悪いよぅう……でも、な、なんだよ、いったい……」

　へろへろの体を引きずって、アルバルドは起き上がった。あんまりふらつくので、思わず手近なものに摑つかまりながら。──って。

　あ、あれ？　空色の瞳ひとみがしばたたく。なんで。砂しかないはずのこの場所に、支ささえになるようなものがあるんだ？　アルバルドはちょっと、嫌いやな予感を抱かかえながら。自分の摑まったものへと、視線を向けた。

　そこにあったのは。吹ふき飛ばされた砂さ丘きゆうの中から現あらわれた、錆さびて朽くちた、金きん属ぞくの塊かたまりであった。

「へ？」

　ちょっと待て。アルバルドの血の気が引く。なぜならこの金属塊かいの大きさが、足の下までずっと続いていたから。透すき通る薄うすい砂の膜まくの下──全すべてが、金属の骸むくろなのだ。

「なっ、こ、これ……！」

　慌あわててアルバルドは確かく認にんする。振ふり返った向こうの方に、純じゆん白ぱくの舞翼ライドと、その上にいる天華たちの人ひと影かげがあった。そして二人の前には、小山のような巨体がちゃんとある。そう、あるのだ。

　だったら、これは──？

「なっ、ななな、なんだこりゃああああああああ!?」







　天華の耳に、アルバルドの叫さけびが聞こえた。

「ん？　なに？　……あ。アルのこと……」

「すっかり忘わすれていたな」

　相あい棒ぼうが的てき確かくに指し摘てきした。ほったらかしのままだった。──そこに、青い砂すな煙けむりを巻まき上げて。転がるように、叫びの主が飛んでくる。さきほどまで体力切れで倒たおれていた男とは、思えない速度だった。

　そして。「てっ、てて、天華ぁあ!!」と、息せき切りつつもしゃべりまくる。

「あ、あっ、あ！」

「なに、アル。ちょっと落ち着きなさいよ」

「こっ、これが落ち着いてっ、だって、あれが！　あそこに！」

「？　だから、なんなの？」

「だだだだから、これが！　向こうに！」

　アルバルドは真まっ直すぐに、精せい機き龍りゆうを指さした。

　──そこで初めて、アルバルドは固まる。真上にしっかりと首を持ち上げた、精機龍の輝かがやく目に気付いて。

「え？」

『我われが何だというか？　獣けものの血を引く者よ』

　精機龍はおごそかに、アルバルドに声をかけた。けれど。

　アルバルドが逃にげ出すには、それは十分な迫はく力りよくを持っていたのだった。

「うおわあぁああ!!　ドラゴンが、ドラゴンがしゃべって、しゃべってるうぅうーッ!?」

　天華が止める間もなく。剣けん聖せいの青年は、さっきよりも高速で。遠い青い世界に走った。

　遠くの砂さ丘きゆうに、小さくなって影かげが消えた。

「あ、アル……な、なにやってんだか」

　天華は肩かたを、ため息に揺ゆらした。

「あーまったくもうっ。あの男ったら、相変わらず肝きもっ玉が小さいんだから。あーあ」

「まあ、ある意味常じよう人じんの反はん応のうだと思うがな」

　それより。と、相棒が天華を突つっつく。アルバルドが駆かけてきた方向を示しめして。

「アルバルドが言いたかったのは、あれだ」

「え？　なに？　……って」

　わっ！　天華は驚おどろきに呼こ吸きゆうを止めた。

　相棒に示された、アルバルドのやってきた足あし跡あとが続く、その先。青い砂丘が形を歪ゆがめ、内部を露ろ出しゆつさせていた。真上の砂すな渦うずから注がれる、砂の柱。その真下に位置するそこにあったのは、眠ねむれる巨体である。

　目の前の精機龍と限かぎりなく類るい似じする、もうひとつの物体だった。

「なに、あれ？　えっ？　ドラゴン？」

『そうだ。……屍しかばねだ』

　何者よりも先に、精機龍自身が、静かに重く疑ぎ問もんに応こたえた。

『ここは我らが種族の、最さい期ごの「精地」なのだ』

「えっ。そ、それって」

「……精機龍の、墓はか場ばか」

　相棒が、答を低く呟つぶやいた。







　機械の肉体を持つ精機龍は、自然の生物とは違う。その発生も異い質しつであれば、終しゆう焉えんも異質だ。──そのことは、生まれ持って知っていたわけではない。精機龍は首を伸のばし、青き世界を見み渡わたした。

　ここで、地上最強の種族は終わる。そのための場所だった。

　──己おのれの死期が近づいてきていたことは、生理的な「焦しよう燥そう」としてわかっていた。だから、精機龍は求めたのだ。この、正しく自分が死ねる『精地』を。

　ただし。精機龍に「死ぬ」という表ひよう現げんは当てはまらない。正確には「死ぬ」のではなく、高密みつ度どに圧あつ縮しゆくされた精せい命めい力りよくが臨りん界かいを迎むかえ、器うつわである『龍輝石カーバンクル』より解とき放たれるのである。すなわち。精機龍の死とは、機械の巨きよ体たいをここに置き、精神を「昇しよう華か」させることなのだ。

「昇華」した精神は、精せい霊れいとなり、世界と意い識しきをひとつにする。その助力となる力を得るために、この青き『精地』で最期を迎むかえねばならなかったのだった。

　だが、その日々もようやく終わる。青い砂の中で眠ねむる、無数の錆さびた抜ぬけ殻がらたちと同じように。

　しかし。それらの狭はざ間まを、あの小さき少女が、逃にげた獣の男を追いかけていた。

『……皮肉なものだ』

　精機龍はそっと、誰だれに言うでもなく呟つぶやいた。

『我らはこうして、ここで朽くちていく。これだけの無む敵てきの体を持ちながら──繁はん栄えいするには至いたらなかった』

　そして、骸むくろの数を数えてみる。骸は、自分たちが穿うがち抜いた砂渦の数だけ、その真下に砂柱をつくって眠っていた。全部で、十九体あった。

『我で、二十四あった種も、ついに残り四体か……』

「何が言いたい？」

　ふと。呟きに応こたえた声があった。

　もたげた頭のすぐ下で、人とは異ことなる褐かつ色しよくの肌はだの少年が、舞翼ライドの最後の調整に残っていたのだ。

『命なき者にはわかるまい』

　少年を見下ろして、精機龍はかすかに嗤わらう。

『我らはこの巨体で、古き大地を砕くだき、世界に新たなる息吹いぶきを吹ふき込んだ。だが、見よ。この世界を』

　ここに広がっているのは。朽ちた最強の種族と、元気に駆け回る小さな者たちだった。

『我らはこのまま、ここでこうして、別の世界に昇華する。だがあの銀の瞳ひとみの小さき者は、我らの牙きばほどもないというのに──この地で何者よりも、あふれる精命力に輝いているのだな』

　不思議だ。と精機龍は最後にそう思った。

　ただ。

「だから、負けたのだろう？　その小さき者に」

　少年が言った。……そうか。

　そうだった。精機龍は嗤った。

『フ──ハハハハハハハハハハハハハッ!!』

　生まれて初めて、思い切り。







　精機龍の哄こう笑しようが、『精地』の渦の空を震ふるわす。辺りの砂を、波となって飛び散らせた。

「わ、ちょっと！　大声出さないでよねーっ、もうー！」

　頭から青い砂をかぶりながら。アルバルドの首根っこを摑つかんで、天華はようやく雷らい帝てい号ごうの元に戻もどった。

「アルが怯おびえるでしょーがっ」

　まったくもう！　と、嗤う精機龍を叱しかる。

　一方、アルバルドは。へろへろな体でありながらも、まだ全力で逃げようとした。

「だぁあっ、く、食われる食われるうう!?」

「あ、あのねえ、アル。大だい丈じよう夫ぶだってばさ」

「だ、だってだって～～！　ひいいい!!」

「あーっ、もう！　やかましいッ!!」

　凄すさまじい音がした。──アルバルドの脳のう天てんで。いつぞやのように遠えん慮りよなく、天華の踵かかとが直ちよく撃げきしていた。そして。

　剣けん聖せいの青年は、ぐったりと。完全に沈ちん黙もくしたのだった──。

「ふうっ、これでよし、っと」

　それを見て、精機龍が小さく嗤いを含ふくむ。

『大した娘むすめだ』

「それ、褒ほめてないよ？」

　天華は苦く笑しようを返し、アルバルドを雷帝号の背に乗せせた。もう修しゆう理りは終わっていた。

　操そう縦じゆう桿かんを握にぎって、感覚を確たしかめながら。天華はすっ、と首を上げた。

　砂渦の門が、青い煌きらめきの中に見えた。

「出られるかなあ？」

　ねえ、と相あい棒ぼうに聞いてみる。Ｇは機関部に入りながら、「中心を抜ければな」とだけ返してきた。

『去るのか？』

　精機龍が訊きいてくる。うんっ、と天華は元気に応こたえた。

「もう、やることは済すんだしねっ」

『我われを負かしたことか』

「違ちがうよ。んー、ドラゴンと話せたことかなっ」

　あと、『龍輝石カーバンクル』も目の前で見れたし。天華は笑った。

「それと──父さんのことも、またひとつわかったしね」

『……お前も、やはり我の「龍輝石カーバンクル」はとらぬのか？』

「当たり前だよ」

　天華は迷まよいなく言った。べーっ、と舌したすら出してみせて。

「あたしさ、ずっと勘かん違ちがいしてたんだ。遺い跡せきっていっても、ドラゴンがひとつの生き物なんだってこと、ちゃんとわかってなかったんだよ。生きてるっていっても、他の遺跡と同じように考えてた。動力部を止めれば、とかね。でも……わかっちゃったから。この、ドラゴンの墓はか場ばを見て」

『……』

「それに、その『龍輝石カーバンクル』を外したら、死ぬことになるんでしょ？」

『──普ふ通つうの生物の言う死とは違うが、肉体を離はなれるという点では近いな』

　精せい機き龍りゆうが応えた。だったらっ。天華は、「やだよ！」とはっきり返す。

「だいたい、父さんだってとらなかったんだもん。娘のあたしがとれるわけないよっ」

　そう。そして、今ならわかる。父がどうして、『龍輝石カーバンクル』を前にして。石をとってこなかったのか。結局は、「失敗だ」なんて言って、誤ご魔ま化かしたのか。

　なぜなら。父は、旧きゆう精せい紀きの謎なぞを追う、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーであるから。──その目的は、生き物の命を奪うばうことじゃない！

　そしてそれは、あたしだって同じだっ。

「持って行け、とか言ったら、あたし逆ぎやくに怒おこるからね！」

　天華は強く、微笑ほほえみと共に精機龍に告げた。フ、と精機龍が嗤う。

『そっくりなのだな……。同じ銀色の瞳ひとみを持つ、貴き公こうと、貴公の父とは』

「ありがとっ」

　天華はゴーグルを着けながら、嬉うれしさに頰ほおを染そめた。そして照れ隠かくしも込めて、舞翼ライドを素す早ばやくふわりと舞まい上がらせる。じゃあね！　と、気き絶ぜつした幼おさななじみをしっかり背負って。

『──娘よ。名は何という』

　ふと。精機龍が最後に、そんなことを訊たずねてきた。

「天華。天華だよっ！」

『そうか。その名、憶おぼえておこう』

　金色の輝かがやきを宿す眼まな差ざしで見み据すえつつ、精機龍が確たしかに頷うなずいた。

『我がゆるゆると眠ねむりに落ち──世界と同化したのちも、永えい遠えんに』

「あはは！　そんなの、まかせるよっ！」

　天華は手を振ふり、別れを告げる。雷らい帝てい号ごうの後部に、推すい進しん結けつ晶しよう体たいの煌きらめきが宿った。真上の砂すな渦うずに向かって、機体は滑すべるように加速を始める。

『行くがいい！　天華よ！』

　精機龍が背はい後ごで、しっかりと天華の名を咆ほう哮こうした。高らかに嗤わらいながら。

　──けれども。

「あーっ！　大事なこと忘わすれてたあっ!!」

　天華は機体を反転させた。大おお慌あわてで、精機龍の前まで舞い戻る。

　どうしたのだ？　と驚おどろく精機龍を前に。天華は、手てつ甲こうの両手を合わせた。

「あのさ、えーっと。その、ね。ちょっと……頼たのみ事があるんだけどっ」

　いいかな？　金色の巨きよ大だいな瞳の前で。天華は軽く片かた目めをつぶって、精機龍に懇こん願がんした。







　青い砂の世界から、渦巻く空を貫つらぬいて。衝しよう撃げきが、雷帝号を激はげしく叩たたく。

　しかしそれは一いつ瞬しゆんのこと。純じゆん白ぱくの舞翼ライドは、相棒の少年が操あやつる逞たくましい推進力の後あと押おしを受けて。一気に砂の地上へと出た。

　渓けい谷こくの空へと出ると──絶景には、茜あかね色が満ちていた。日の落ちた谷からの冷えた風が、天華の鼻び腔こうを涼すずやかにくすぐる。

「んー！　気持ちいいねっ！」

　幼なじみの青年を背負ったまま、天華は軽くのびをした。

　そして。その背中にいる、気を失ったままの金髪の青年は。雷帝号が、砂渦の中から飛び出した衝撃を受けて、ようやく目を覚ますのだった。

「……う、うう……え。お、おわぁあ!?　なっ、なんだどこだなんだなんだああっ!?」

「わ、ちょ、ちょっと！　暴あばれないでよっ、アル！」

「へ？　……て、天華あ!?　って、こ、ここは──わっ！」

「雷帝号の上だってば。って、起きたんなら自分で摑つかまってよね」

　はい。と天華は、今まで片手で摑んでいた、彼の腕をするりと放す。アルバルドは大慌てで、天華の肩かたにしがみついた。

「おわわっ、あっ、危あぶない危ない危ない！」

「そこまで必死にならなくても、落とさないよう飛ぶけどね。……まあ、どうせもうすぐ降おりてもらうんだけどさ」

「へ？　お、降りるって……」

「ほら」

　天華は舞翼ライドを、両側を崖がけに挟はさまれた、流れる砂地へと少し降ろした。

　その下に広がった、紅べに色いろに染そまる砂の大たい河がには。引き裂さかれ、朽くち果てた遺い跡せきの残ざん骸がいが、虚むなしく浮ういて漂ただよっていた。──精機龍に砕くだかれた、『星船』の破は片へんたちである。

　そして。その一ひと際きわ大きな装そう甲こうの背に、二つの小さな人ひと影かげがあった。ほうほうの体ていで遺跡から這はい出してきた、栗くり毛げの少年と、赤毛の少女の二人だった。

「シエン！　ココロ！　ぶ、無事だったのかっ」

　天華の後ろ髪がみを、「よかった……」という、アルバルドの安あん堵どの息が軽く揺ゆらした。

「とりあえず、あそこに降ろしてあげるからね」

　そう言って、天華は雷帝号の翼つばさを傾かたむけ、二人の真上にするりと飛ばした。

　──だが、それは。タイミングが最悪だった。うかつにも「おうい」と肩から手を離はなした、アルバルドの動きと重なったのだから。

　おわあ!?　と、剣けん聖せいの青年がバランスを崩くずす。

「わわわわわ!!　お、落ちっ」

「きゃ、ちょっと、なにやってんのよアルっ、ちゃんと摑まって──」

　──むにゅ。

　天華が思わず手を差しのべるより。慌あわてたアルバルドの両手が、鷲わし摑づかみにする方が早かった。

　意外なほど、天華の一番やわらかな場所を。

「きゃああああああっ!?　ちょ、やっ、な、あっ!?　ど、どこ触さわってんのよバカあぁ!!」

「う、うおわぁあああああっ!!　いや違っ、わ、わざとじゃ！」

「こっ、こんの……バカアルうう──っ!!」

「げふぅっ!?」

　天華の蹴けりが、炸さく裂れつする。見事なほどに鋭えい角かくに。だから。

　アルバルドの体はくの字に折れて。そのままふわりと、茜空に投げ出された。

　そして──落ちる。真まっ逆さか様さまに。二人の部下のいる、真下へと。

　言いかけた言い訳わけと共に。幼なじみの青年は、紅い大河に落ちて刺ささった。とんでもなく大きな、砂の飛沫しぶきを舞まい上げて。

「あ、アルバルド様ぁあ!?」

「うやーっ!?　アルバルドさまああーっ!!」

　二人の部下の虚しい悲鳴が、ずぶずぶずぶと沈しずんでいく、逆さまに生えた両足にこだまする。

　その様子を真下に眺ながめて。天華は「ふん！」と、夕日よりも頰ほおを染め、操そう縦じゆう桿かんを切るのだった。

「ったくもうー！」

「……大だい丈じよう夫ぶなのか？　あれは」

　今まで沈ちん黙もくを守っていた褐かつ色しよくの少年が、伝声管からそう漏もらす。

「いくらアルバルドでも、死ぬんじゃないか？」

「いっそ、一回ぐらい死んだ方がいいのよっ、あのバカはっ！　──Ｇ！」

　雷帝号の高度を上げて、天華は鋭するどく相棒を呼ぶ。ぶっ飛ばして、という意味で。

「……。わかった」

　一呼こ吸きゆうほどの間まを空けて。伝声管から相棒が言う。結晶体の出力が上がり、力強く機体を押した。

　だから天華は、舞翼ライドを真っ直ぐに、渓谷の出口へと飛ばしたのだった。

「あ、あぁあああ！　こ、ココロ！　もっと手を伸のばして！　し、沈んでっ、沈んで!?」

「アルバルドさまぁ、アルバルドさまーっ!!」

　最後に聞こえた二つの声を。夕ゆう闇やみの迫せまる、砂の世界に蹴散らして。







　【エピローグ】







　蒼あおと銀──。二つの月の輝かがやきが、漆しつ黒こくの空を背はい景けいに、天てん窓まどからやさしく降ふる。

　その下で、白はつ華かはそっと、携けい帯たいコンピュータを開いた。届とどいたばかりの、姉からの新しいメールを読むために。

　けれど。今夜のメールは、いつもと少し違ちがっていた。
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　あれれっ？　白華は思わずきょとんとなる。一文字たりともなかったから。

「姉様……。間違えて、白紙で送っちゃったのかなあ？」

　残念に思いながら、真っ白な画面をぼんやり眺めた。──だけど、メールには続きがあって。

　なに？　白紙の上で、指を動かす。画面が下へと移い動どうした。

　そして、何かが映うつったのだった。

「あっ！」

　それは携帯端たん末まつで撮さつ影えいされた、一枚まいの画が像ぞう写真であった。

　姉と、褐色の少年と。そしてその横で、なぜかぐったりとした剣けん聖せいの青年とが、三人一いつ緒しよになった写真だ。それは無ぶ骨こつで巨きよ大だいな、白華と同じ金色の瞳ひとみを持った、金きん属ぞくの塊かたまりの上で撮とられたものだった。

　そして。写真に重ねて、姉の字が、でかでかと書かれてあった。

『ドラゴンと一緒だよ！』

　大きな矢印が、乗っかった金属塊かいを指していた。画面では、お日様のような笑え顔がおの姉が、相棒と幼なじみの間で、でっかく拳こぶしを突つき上げていたのだった。
















　……姉様ったら。白華は金の『龍りゆう眼がん』を、やわらかく細めた。

　ふと、長い白はく髪はつを揺ゆらして、顔を上げる。シーツの海原うなばらに、ひとつの小こ瓶びんが落ちていた。月光に輝く砂すな粒つぶを入れたものだ。

　白華はそっと、その小瓶を手に取った。

「ドラゴンさん……」

　やんわりと抱だきしめた、砂さ海かいの精せい霊れいへと微笑ほほえみながら。

　部屋の天窓から見えるのは、姉の瞳と同じ色をした、小さな銀の月だった。







　浮ふ遊ゆう都市の最さい下か層そうに。深夜だというのに、作業音がこだまする。

　Ｇの手で応おう急きゆう修しゆう理りをした雷らい帝てい号ごうの整せい備びを、ワニ頭の舞翼ライド技ぎ師しが行っているのである。

　その音を耳にしながら。しかし天華とＧは、透すき通るような夜空へと開いた、私し設せつ係けい留りゆう港こうへと避ひ難なんしていた。さっそく雷帝号を壊こわしてきたことへの、ドクの怒ど声せいから逃にげるように。

　──視し界かいのすぐ下を流れ行く、薄うすい雲海から。夜気が、港に吹ふき込んでくる。

「ん───～～、気持ちいいッ！」

　冷たいが、興こう奮ふんで熱くなる体にはちょうどよかった。港の端はしに腰こし掛かけて、天華はぐい、とのびをする。

　いろんなことがあった。いろんなことがわかった。だから。にへへ、と隣となりに座すわる相あい棒ぼうに、にやついてみせる。

　濃のう紺こんの夜に紛まぎれる、褐かつ色しよくの少年は。「何だ？」と、疑ぎ問もんに天華を見つめた。

「んー。いや、やっぱり父さんって、すっごかったんだなあーって、さ。実感したわけ」

　瞳を閉とじて、胸を押さえて。長い長い吐と息いきが、天華の喉のどから流れ出た。

「うん。ほんと、すごいっ！　ねえ？」

「そうだな」

「それにしても……ドラゴンまで先にやられてたんじゃ、父さんを越こえるのって、どうしたらいいと思う？」

「知らん」

　相棒はいつも通り、そっけない返事を返してきた。

　ただ、それを天華も受け流す。熱い決意が、胸の中に満ちていたから。

　おもむろに、頭を上げれば。銀の瞳に、同じ輝きをした月が飛び込んできた。

　かつて──父が、あれも遺い跡せきなんだと教えてくれた、銀色の小さな方の月だった。

「うし、決めた！」

　天華は大きく声をあげる。

「あたし、今度はあの月に行ってやるっ！」

「……何？」

「だからさ。月だよ、月っ！　ドラゴンを越えるとしたら、もうあそこっきゃない！」

　ねえ？　と話を相棒に振ふった。

「どうやってだ……」

　Ｇは、もともと無む表ひよう情じような顔を、いっそう無表情にした。

「なんでもいいでしょ！　とーにかく、行くったら行くの！　……まあ、すぐには無理だろうけどさっ」

「──賢けん明めいな判はん断だんだ」

「でも、いつか行ってやるからね！」

　そして……父さんを越える、一流の遺跡探求者ロスト・リサーチヤーになってやるんだから！　天華は拳こぶしをつくり、真まっ直すぐに、銀の小月へ伸のばした。そのすぐ向こうに、父の大きな背せ中なかを感じて。しかし。

「もう先に行ってるかもな」

　そんな相棒の独どく白はくが、伸びた腕うでを思わず縮ちぢませた。うっ。父さんのことだ。あ、あるかもしれない……。伸びた片腕が、思わず屈くつする。

　けれど。天華は、空いた一方の手を、そっと懐ふところにあてた。ジャケットの下にある、携けい帯たいコンピュータを抱だくように。

　──その中には、大事なものがあるのだった。

『がんば、姉さまっ、Ｇくんっ』

　それは、たったひとつの文章。ちょうど、あのとき。精せい機き龍りゆうの体内に飛び込もうとした刹せつ那な、天華に『龍輝石カーバンクル』のことを思い出させてくれた、白華からのメールだった。

　だから。うんっ。天華は強く胸を抱いて、やわらかな笑みを落とす。遠く離はなれた場所にいる、一番大事な妹へと。

　そして──。天華はもう一度、負けじと天に腕を伸ばした。

「でも……あたしはいつか、行ってやるんだっ。絶対に！」

　星降る夜空に無言で浮うかぶ、銀色の月を。きらきらと見上げながら。

「そうか」

　静かな夜へととかすように。相棒がやっぱりそっけなく、そう小さく言うのだった。







　あとがき







　はじめまして、ひびき遊ゆうです！

　このたび、記念すべき第15回目の富ふ士じ見みファンタジア長編小説大賞にて、準じゆん入にゆう選せんというすばらしい賞をいただきまして。こうして受賞作を、文庫本としてみなさんの前に出すことができました。この場を借りて改めて、審しん査さ員いんの先生方や編集部の皆様に、お礼を述のべさせていただきたいと思います。ありがとうございます！

　そしてもちろん、これまで私に様々な良い影えい響きよう、経験を与えてくれた友人、家族、その他の方々にも、感かん謝しやの言葉を。本当に、お世話になりっぱなしです。このご恩は、いずれまた「精神的に」お返しを……（苦く笑しよう）。

　ところで。本作『天てん華か無む敵てき！』は、ちょっとかわったファンタジーにしたいな、と思って書いたお話です。

　最初に考えたのが、科学の遺い跡せきを出そう、ということでした。そして、その延長として、「メール」というアイデアが生まれました。

　──ファンタジーの世界で、電でん子しメールのやりとりを行う。これを軸じくにして、試し行こう錯さく誤ごの末に。元気な少女が主人公の、ちょっとかわったファンタジーが、こうしてできあがったのです。

　このあとがきを読まれてるみなさんは、もう中身は読み終わりましたか？　それとも、まだ購こう入にゆう前に、あとがきを見ている段階ですか？　……作者である私から言えるのは、もちろん「どうぞ、買ってください！」の一言のみです（笑）。

　受賞後の改かい稿こう作業も、魂たましい込めてさせていただきました。ちょっと入れ込みすぎて、分ぶ厚あつくなってしまいましたが（ごめんなさい！）。

　ただしそのぶん、主人公である天華は、より活いき活きと世界を元気に駆かけ巡めぐってくれたと思います。だからこその、『天華無敵！』というタイトルなのです。

　そして。この『天華無敵！』は、幸さいわいなことに、続きを書かせてもらえるようです。

　なにしろ、第15回という節ふし目めなこともありまして。びっくりするくらい、編集部の力の入れようがスゴイです。それは、この話が続刊できる、というだけでなく。この一巻にも、そのスゴさはあふれています。

　本を手にとって、「あれれ？」と思った方もいらっしゃるとは思いますが。カラーの口くち絵えが、通常よりも増えてますよね？　天華や白はつ華かをすばらしくかわいく描かいてくれた、桐きり原はらいづみさんのイラストが満まん載さいなのです。ホントにスゴイ！

　それに中身が負けないよう、ひびき遊も頑がん張ばって、より面おも白しろい話を書いていきます。書き続けようと思います。みなさん、どうか、応おう援えんよろしくお願いいたします！

　それでは、次の巻かんで会えることを……。





２００３年８月某ぼう日じつ　ひびき遊　　









　追記。

　……二巻では、もうちょっとアルバルドくんに、苦労してもらおうかしら？（ぼそっ）







　解説　～十五年目の天下一！～





富士見ファンタジア文庫編集部　　






　この本を手にしているアナタ！

　これからアナタは【歴れき史し】の証しよう人にんとなります。

　そうです。メデタク十五周年を迎むかえた富ふ士じ見みファンタジア文庫＆ファンタジア長編小説大賞。その、さらなる【進しん化か】の瞬しゆん間かんをアナタはその目で見るのです。

　どうしてかって？

　それは、ほら。今ページを開いているこの本、『天てん華か無む敵てき！』。この【物語】、そして主人公・天華が、これからの十五年の、新しいファンタジアの主役となるからなのです！




『天華無敵！』は、「第十五回ファンタジア長編小説大賞」の準じゆん入にゆう選せんを受賞しました。

　舞翼ライドの飛行シーンをはじめ、作品全体にあふれる爽そう快かいさとスケールの大きさ、父を追いながら自分の居い場ば所しよを探し求める主人公・天華の姿、そして天華と双ふた子ごの妹・白はつ華かを繫つなぐ〈携けい帯たいメール〉のアイデア等々──審しん査さ員いんの先生方から絶ぜつ賛さんされ、満まん場じよう一いつ致ちで選せん出しゆつ。

　十五年を記念するにふさわしい、【オモシロサ】と【新しさ】を備そなえた作品なのです。

『天華無敵！』が切り開いていく新しい時代を、ともに歩あゆみたくなったでしょう？




　さて。作品の感想・ご意見は、励はげましの言こと葉ばといっしょに、左さ記きまでお願いいたします。アナタの声せい援えんが、アイデアが、作家、イラストレーターを突き動かし、【物語】をよりオモシロクしていくことでしょう。

　【歴史】は日々作られます。そして【物語】は生きているのです！




　アナタの気持ちを胸に、天華は、【天下一】をめざします!!










天てん華か無む敵てき！








ひびき遊ゆう
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